﻿2015年3月、ウクライナとDPRの間で休戦協定が締結された後、彼は国家安全保障大臣を自ら辞任し、ロシアに帰国した。
彼は著書の中で、DPRとウクライナの諜報機関の間の秘密戦争の知られざる詳細と、国家安全保障大臣の日常業務について、正直かつ感情的に生き生きと語った。
 
序文
–本当に出版できるのでしょうか？
- なぜだめですか？
 
ドンバスの道
 
クライミング
- ほら、彼はまともな男に見えますが、テロリストです!
40歳ほどの小柄でやせた民兵は、夏の夕暮れの中で、滑り落ちた機関銃を調整しながら、将来ドネツク人民共和国第一副首相となるウラジミール・アンチュフェイエフ1を、歯の薄い笑みを浮かべながら目を細めた。道端のガソリンスタンドのトイレから車まで走っているときの、完璧なジャケットの肩。普段の生活の中で、ウラジミール・ユリエヴィッチは武器を取らなかったことを誇りに思っており、過去の特定の状況を漠然とほのめかしていましたが、敵の待ち伏せや直接戦闘の可能性がすぐに姿勢を治しました。隊列が出発しつつあったので、急ぐ必要があった。
国境ではたくさんの人が出迎えてくれました。ドネツクへはラヴィル 2 が検察官とともに、ザハルチェンコ 3 がオプロトヴィテスとともに、そしてホダコフスキー 4 が同行した。数人の小さな指揮官がいました。誰もが私たちが到着したアレクサンダー・ボロダイ5を待っていました。誰も私たちを紹介しませんでした。何人かのモスクワ人、そして大丈夫。
その結果、到着した車両は返却しなければならず、地元の車両に乗り換えたため、十分な車両がありませんでした。賑やかな戦闘員たちは、4人ずつキャビンに押し込まれ、後部座席やトランクにも押し込まれた。オレグと私はゲストとして後部座席に一人だけ座った。まともな人々を理解している民兵は、滑るヘルメットを正し、常に手から手に古いAK-47を持ち替えながら、痰を吐いた高齢の運転手の隣に座り、何が起こっているかについてコメントした。
- なぜ彼らはそこでふざけているのですか!彼らを塹壕を掘らせるために送り出してください！
私たちは彼からこの陽気な言葉を初めて聞きましたが、当時はそれは脅威的な意味合いを持っていました。溝を掘ります。それは普遍的な罰でした。違反者と違反者は最前線に送られ、塹壕を掘った。このイベントは、参加者に豊かで活気に満ちた、しかし必ずしも長く続くとは限らない人生経験を約束しました。
ドネツクの反政府勢力に占領された後のドネツクの地方行政
ドネツクでの最初の３泊は、アルチョム通りとボグダン・フメリニツキー通りの中央通りの交差点にある「キャピタル・ホテル」に移動するまで、サーシャ・コフマンが地元の実業家数人から借りた大きな民家で寝なければならなかった。戦前、この家は高価な売春宿だったので、現在のDPR政府とノヴォロシア議会からの訪問者の中には、その住所を知っていた人もいました。家は風格があり、キャンプには不便でした。
私たちが到着するまでに、オレグ・ツァレフもそこに到着していました。当時のツァレフがノヴォロシア議会議長に名を連ねており、コフマンが彼の第一副議長であったことを考慮して順位が決定された。この状況は長くは続かないでしょう。家には従者も一緒に住んでいたので、十分なスペースがありませんでした。
私たちはまだ正式にその地位に任命されておらず、ロシア世界のための闘争を見に来た単なるモスクワ観光客として認識されていたため、外見的には大ボスの兆候をすべて備えていたアンチュフェエフは、より高い部屋に配置された。 。オレグと私は、サウナの古い狭いソファとビリヤード台で寝なければなりませんでした。地下室の息苦しく不快なサウナであっても、屋根の下の広い部屋よりも安らかな眠りが得られる時代が到来しようとしていた。都市に対する絶え間ない大規模な砲撃はまだありませんでした。
ドネツク滞在の4日目、私は寺院に行きました。ストリチヌイ ホテルの向かいにある聖変容大聖堂は、長い間初代ボロダイ、次にアレクサンドル ザハルチェンコの邸宅となり、ドネツクのハイライトの 1 つでした。美しく厳格な寺院は、内部が荘厳なイコノスタシスで装飾されており、この都市の誇りでした。将来、私は公園の周りを歩き、ドネツク人民共和国国家安全省の候補者たちと話すことに多くの時間を費やすつもりです。
寺院の入り口の前には、「武器の持ち込みは禁止」という伝統的な注意書きがありました。ストレルコフが放棄した入植地の一つでは、国家主義者が寺院で祈っていた民兵を銃撃し、儀式を巡る緊張が高まったという情報もあった。
しかし、教会は素晴らしく、静かでした。
ウクライナ砲撃後の都市ドネツクの聖変容大聖堂
明るさ、豊かさ、内容ともに月日が経つ、目まぐるしい日常が始まりました。ドネツク地方国家管理局の 11 階にある絶え間ない賑わいは、ボロダイの不規則なスケジュールと直接対応していました。 11 番までは共通のエレベーターで 10 番まで行き、そこからさらに階段を登る必要がありますが、別のエレベーターで行くこともできました。磁気キーは閣僚評議会のメンバーや数人が保持していました。特に信頼できる人。到着してから1週間後に鍵を受け取りました。それは今でも当時の記憶として保存されています。
当時、建物の入り口には常に多くの活動家が常駐していた。人々は毅然とした態度を示しました。テントは常に設置されており、民兵組織のさまざまな部隊の登録が行われました。主に年金受給者と地元内務機関の職員で構成されるドンバス退役軍人組合「ベルクート」（SVD「ベルクート」）のテントがひときわ目立っていた。戦争状態では独立した警察部隊が効果がないことが判明したため、一定の時間が経過すると、この構造は解体されます。毎晩、地方州庁の周りで宗教行列が行われました。
内部のほとんどすべての部屋には、多数の人々による暴行、闘争、そして数日間の任務の痕跡が残っていました。一部のフロアは、独自の指揮官、資産、利益を持って、他のフロアとは独立して独自の生活を送っていました。最も不可欠で立派なものは、オレグ・ツァレフに割り当てられたブロックでした。
個々の廊下やオフィスに入るには、ゴミ、家具、急遽溶接された金属の床や要塞、そしてドネツクの反乱軍が建物を占領していた間に全階に無秩序に形成されたバリケードの瓦礫を乗り越えなければならなかった。ウラジミール・アンチュフェエフが最初にしたことは、建物の総司令官を任命し、「アウゲの厩舎」を解体し、地下エリアにある防空壕のロックを解除するチームを任命することでした。
ほんの数日後、それをチェックする理由ができました。ベレザと私は大きな会議室にいて、そのドアの一つがボロデイの応接室に通じていました。そこには閣議や記者会見が行われる大きな楕円形のテーブルがあった。ホールが空いている間、私たちはそれを私たちに興味のある人々と話すために使用しました。ある時点で、受付エリアのドアが突然開いて、アンチュフェエフは早足で部屋に駆け込みそうになった。彼は椅子の背もたれに掛けていたジャケットを掴んで飛び降り、途中で急いで私たちに何かを言いました。私はその言葉が聞こえず、オレグにそれは何なのか尋ねました。オレグは今からポイントUで我々を爆撃するつもりだと言いました。後で判明したことですが、クラスノドンの指揮所から、州政府の建物が「ポイント U」に攻撃されるだろうという情報が届きました6。
防空壕の地下にて、ドネツク地方国家管理局、2014年6月10日。
私たちがホールを出ると、上の階にいた雑多な人々が全員階段を下りていくのが見えました。ウラジミール・ユリエヴィチはすでにどこか遠くにいて、首相に会う必要があると言って、忙しく民間人の間を通り抜けていた。打撃の場合に備えて後ろに人がいたので、オレグと私が彼を追いかけるのはどういうわけか不便でした。したがって、私たちは列を閉じて遅れている人々を急ぎ、各階で廊下と近くのいくつかのオフィスに飛び込み、大声で降りるよう要求しました。このキャンプ全体は非常にゆっくりと下降しており、「ポイント U」が本当に到着した場合、私たちにチャンスがないことは明らかです。
3階に着くと、人だかりが止まっているのが見えた。ここですでにアンチュフェエフへ進むことが可能であったが、ウラジミール・ユリエヴィチの命令で慎重に解体された通路が防空壕の巨大な扉に突き当たり、司令官によって鍵で施錠されていたことが判明した。昼食のために出発していました。私たちは、近くで昼食をとっている司令官を探しながら約15分間立ち、避難所に入りました。私たちは座って、別々の道を歩きました。私たちは仕事を続けます。
I.ストレルコフとM.レギンスカヤ
エレナ・イワノヴナ・フィリッポワ長官と若く聡明な後任のターニャさんは定期的にサンドイッチを切っていて、首相官邸の休憩室での会議や会話の際の軽食となっていた。時にはボロダイ首相の補佐官セルゲイ・カヴタラゼ氏の秘書、ミロスラヴァ・レギンスカヤ氏が助けてくれることもあった。彼女は後にDPR国防大臣イーゴリ・ストレルコフ（ギルキン）の妻となる7。
しかし、私たちはボロデイと一緒に多くの時間を過ごすことはなく、オレグと私は別れて、状況を調査し、適切な人を探し始めました。それは永遠の探求であり、ストルガツキー家は「悪を背負って」で比喩的に描写した。仕事が始まりました。今のところ、私たちは従来の名前で首相補佐官として名を連ねていました。
 
一歩ずつ
脱臼の判定
ドネツクSBU部門の建物群は、以前は民衆の憤りとその後の襲撃の主な対象の一つであったが、私たちが到着するまでにストレルコフによって占拠されていることが判明した。閣僚内閣の正式な決議8にもかかわらず、いくつかの理由により、DPR 国家安全省の下でそれを使用することは不可能でした。
第一に、2014 年 3 月から 4 月にかけての革命的な出来事が起こる前に、文字通り大規模な改修が行われたにもかかわらず、建物は大きな被害を受けました。後に、私が採用したSBUの兵站サービスの元役員、アレクサンダー・ポドコパエフは、彼が直接関わったこの修理について激しくうめき声をあげるだろう。
第二に、私たちが到着する前に街に引っ越したストレルコフは、そこに本拠地を置きました。彼を追い出す力も機会もなかった。必要はありませんでした。戦争のほうが大事だ。これらすべてに加えて、敷地の一部は将来憲兵が配置される一時拘留室として設備されていました。
ドネツク反政府勢力による占領後のドネツクSBU部門の建物の中央入口
建物の中には、空襲や砲撃からかなりよく守られた建物がいくつかありました。ストレルコフはそのうちの1つ、古い運用中の特別通信ビルに定住した。敷地内には新しい管理棟のような洗練された改修は施されていませんでしたが、立地のおかげで砲撃からはかなり安全でした。近くには、汚職や組織犯罪との闘いを専門とする SBU の主要部門「K」の建物がありました。パベル・グバレフは象徴的にそこに定住しました。
街では強者の支配が貫かれており、強くなればいいだけだった。資源を蓄積する必要がありました。そのため、オレグ・ベレザ9との合意により、ドネツク国家安全保障省は最初の1か月半の間、ドネツク地域の内務省の建物の一角に駐屯し、7月17日からそこが事務局の所在地となった。北朝鮮人民共和国内務省の中央機関。困難な状況を考えると、これにより、状況が悪化した場合でもお互いにサポートすることが可能になりました。
私はその立場を受け入れます
2014年7月17日、2週間の状況調査を経て、私はドネツク人民共和国の国家安全保障大臣に承認されました。これまでしばらくの間、最初は首相の安全保障顧問を務め、その後大臣代理を務めました。この日は、DPR MGB10 が創設された公式の日です。
省が宣言されるまでに、それはリストによる人員の数を表していました - 国家安全保障大臣の人員を1単位、MGBの切りたてのシールの形で省の物的資源、および部門の創設に関して公布された法令。私には訪問する同僚もリソースもありませんでした。
MGB は私以前から存在していたと信じている人もいますが、そうではありません。事実は、以前にDPRの国家安全保障省または国家安全保障省の長官に任命されたアレクサンダー・コダコフスキー氏（この部門は文書によって異なって呼ばれていた）が、まったく平凡な理由でMGBを創設することができなかったということである。大規模な敵対行為が始まり、ホダコフスキーの二番目の化身である大隊司令官、そしてその後のボストーク旅団が支配的となった。おそらく、このような状況ではこれは真実であった。なぜなら、最前線の守備者なしでは国家建設の話はあり得ないからである。この部門は実際に設立されただけでなく、法的にも設立されたものではありませんでした。MGBの設立とその法的地位についての決定はありませんでした。 「ボストーク」戦闘機が入手した唯一のものは、「MGB DPR大隊「ボストーク」」と刻まれたラミネートカードであり、彼らはそれを名誉のために使用した。
ホダコフスキー
アレクサンダー・ホダコフスキーは、自分の解任と私の任命を痛いほど受け止めた。私たちは首相官邸の談話室で彼と会った。私たちの質問に注意を払わず、私たちが何者であるかを本当に理解していなかったアレクサンダー・セルゲイヴィッチは、すぐに5月26日にドネツク空港で何が起こったのかを自分のバージョンで話し始めました11。これらの出来事が彼にとって苦痛であり、彼の世界観に深刻な影響を与えたことは明らかでした。
アレクサンダー・ホダコフスキー、ボストーク旅団司令官
アンチュフェエフは彼とコミュニケーションを取り始め、オレグと私に立ち去るよう要求した。彼は自分の権威の力で彼を打ち砕くことができると確信していた。そして彼は計算を誤った。ウラジミール・ユリエヴィチは、ホダコフスキーの人生の歩みを印象的に考察し、彼の指導の下で今後どのように働くかを語った後、勝者の雰囲気を漂わせながら、「明日、私はボストーク号の指揮を執るつもりだ」と宣言した。明日は決して来ない。
その後、彼はゴルロフカの司令官イーゴリ・ベズラーとの会話で同じ間違いを犯すことになる12。取るに足らない用件で電話をかけ、彼のことをよく知らなかった彼は、ベズラーによって誰もが知っている場所に送られただけだった。
「私が国境から彼らを連れてきたのは私だ」と激しく言うことになるホダコフスキーの憤りの結果は、共和国に対する一時的なこれ見よがしな反対となるだろう。通常の軍事調整の状態にあり、自分に割り当てられた任務を遂行しているので、彼はDPRについて公に発言することを自分自身に許可するでしょうが、それは後に彼に大きな代償を払うことになります。
8月、私は仕事の関係でしばらくロシアに滞在しなければなりませんでした。このとき、ホダコフスキーに腹を立てたアンチュフェエフと、アンチュフェエフに腹を立てたホダコフスキーとの間の対立が厳しい形になった。
私が作成したばかりの MGB の基礎を使用して、アンチュフェエフは私の従業員に、企業の 1 つをスクラップ金属にしている数人のボストーク戦闘機を逮捕するよう命令するでしょう。この業界の競合他社が拘束されたという事実によって、この話の面白さはさらに増すだろう。その結果、「ボストーク」はホダコフスキーの指揮により、ウラジミール・アンチュフェエフの命令で逮捕者が収容されていたDPR国家保安省基地を包囲し、装備を調整し、ズシュカから数発の射撃を行うことになる13。
ドネツクに戻った後、これらの問題を解決する必要がありました。徐々に、アレクサンダー・ホダコフスキーとの関係は平準化され、前向きになりました。彼とコミュニケーションをとるのは興味深いことがわかりました。 Alexander Sergeevichはたくさんの本を読み、スポンジのように知識と意味を吸収しました。
彼は世界の一種の修道院の騎士のように感じました。この自己認識は、高度な精神的および宗教的関与の影響を受けました。このキャラクターは特殊部隊の兵士と洗練された知識人の奇妙な混合物であり、彼自身は権力の要素に焦点を当てていませんでした。しかし、それは興味深い混合物であったと言わなければなりませんが、それが問題や反省に対する非線形的な反応を引き起こしました。
社会政治生活においては、これにウクライナの政治家のメンタリティの伝統的な特殊性がさらに加わった。その本質は、代わりの権力中枢を常に探し求め、「賭けをして入り口を見つける」試みである。彼は、ギリシャ神話の最高の伝統における「天上の存在」が、新しい権力体系においては、あらゆる範囲の情熱を持ち、互いに複雑な関係を持ち得るが、託されたものを唯一制御するという規則が存在するということをまだ理解できなかった。エリアは厳守されました。彼の運動は「一つの陰謀、一人の所有者」という現代ロシアの傾向に真っ向から反するものであったため、これが最終的にこの瞬間、まず最初にアレクサンドル・ホダコフスキーを共和国の潜在的指導者として拒否し、後に彼を国家から締め出すことになった原因となった。明らかにメリットがあるにもかかわらず、建設中の建築。
長い間、ホダコフスキーはDPR座標系に自分自身を見つけることができませんでした。彼のプロセスへの参加のあざの一つは、ドネツク空港での最初の戦いでした。
 
戦争の象徴としての空港
ドネツク空港での戦闘は、軍事衝突全体の愚かさを如実に示した。彼らは集中して状況の変化を反映しているようでした。
その始まりは、2014 年 5 月 26 日の有名な出来事でした。この日は、ウクライナとドンバスで起こっていたすべての出来事にとって転換点となった。前日の5月25日、ウクライナ憲法に反して、西側社会が積極的に推進した早期大統領選挙が実施された。
こうして西側諸国は違法なキエフ政府を正当化し、最終的には白紙と工程表を受け取った。これがルビコン川であり、この川を越えると、ウクライナの新指導部が生き残るための主な条件は、極めて攻撃的な反ロシア政策によって決定された。次に、ウクライナ治安部隊にとって、この出来事は新政府の旗の下に構築する基礎となった。
ウクライナ空挺部隊の遺体がウクライナ代表に引き渡される前、ドネツク空港近くでインタビューに答えるアレクサンダー・ザハルチェンコ。このとき、事前に警告されていたウクライナ側からの大規模な砲撃が始まる。
なぜあの日、空港の状況は悲劇的なシナリオ通りに展開したのか。
実際、イベントの多くの参加者にとって、優先順位があり、最も望ましい例はクリミアだった。当時最も人気のあるバナーの 1 つは「ドンバス」でした。クリミア。ロシア"。そして「クリミアの泉」の最大の特徴はその無血だった。軍事部隊と当局は平和的手段を用いて統制下に置かれた。そしてドンバスでも、彼らは当初同じ道をたどろうとしました。ウクライナ軍の軍事装備の前に立ったのは民間人であった14。そしてこれはまさにロシア大統領が有名な演説で語ったものである15。このような出来事の発展を期待する十分な理由がありました。
捕虜となったウクライナ軍関係者は戦友の遺体が入った棺を運び、ウクライナ側に引き渡される。同日、アレクサンドル・ザハルチェンコの決定により、これらの捕虜の一部は、無条件で、もはや戦わないという保証の下、両親の元に移送されることになる。
敵の完全な凍傷がなければ、それは完全に考慮されていませんでした。一般人が女性や子供に向けて発砲することは容認できません。学校、病院、教会、産院に大砲や戦車を使って発砲することは容認できません。兵士は、自分の国民ではなく、敵軍と戦わなければならないことを理解しています。
ウクライナでは違う結果になった。すべての国境はすぐに通過しました。彼らの頭の中の混乱、一般的なプロパガンダ、西側の顧問、寛容なバカバカしさによって、キエフはすぐに「オヴァートンの窓」を正しい方向に向けることができた。
空港で死亡したウクライナ空挺部隊の遺体が引き渡されたウクライナ軍大佐
2015年1月、私は最も有名なウクライナ人捕虜の一人、ウクライナ軍第81空挺旅団第90空挺大隊のいわゆる「ウクライナ・サイボーグ」16の大隊長オレグ・クズミニフと話をする必要があった。 2014年5月26日の空港争奪戦にも参加した。この堅実なジトーミルの男は、ゾンビ化の奇跡をまさに実証しました。ウクライナ国家プロパガンダが絶え間なく浴びせられてきたおかげで、彼は私たちが自分自身に向けて撃っているのだと心から確信した。
私は彼に、私たちが使用した大砲の弾道データを考慮することも含めて、自己射撃技術について説明するよう依頼しました。この状況では、大砲は遠く離れたウクライナ側陣地に設置されているはずでした。彼は何も答えることができず、ロシアの特別に先進的な砲兵開発の幻想的なバージョンに混乱するだけだった。
クズミン夫妻とのこの会話の翌日、ドネツク空港で死亡したウクライナ空挺部隊の遺体数体を敵に引き渡すことが計画された。この決定は、彼らが尊厳を持って戦い、捕虜の脅威にさらされていることに気づき、手榴弾で自爆したために下されました。ウクライナ軍の全体的な劣化を背景に、このような男性的な行為は尊敬に値する。遺体の受け入れを調整するために到着したウクライナ軍参謀の大佐は、その過程がテレビカメラで撮影された場合、「だったら遺体の処理は好きにすればいい」と言って、遺体の引き取りをきっぱりと拒否した。しかし、最終的に彼らは妥協点を見つけました。
それで、ここにあります。この日、2015年1月22日の朝、ウクライナ軍はドネツクのボッセ地区に発砲した。彼らはドンゴルマシュ工場を目指していた。そこでは民兵組織の設備が修理されていた。
これに関連して、植物は定期的に殻をむかれました。しかし、砲兵の訓練が不十分であったことと、使用された銃の磨耗により、その時のように砲弾が頻繁に飛び去ってしまいました。
ドネツク州ボッセ地区のウクライナ軍による砲撃現場
一斉射撃は工場近くの公共交通機関の停留所、トロリーバス、そして工場に向かって走ってきた乗用車に衝突した。約15人が死亡、多くが負傷し、爆風で手足が引き裂かれ、重度の脳震盪を引き起こした。人々は仕事に向かうため、交通機関は混雑していました。オレグ・ベレザと私はその時、空港付近でウクライナ兵の遺体が引き渡されるのを待っていた。犠牲者の一人はオレグの部下で、足を吹き飛ばされた少女だった。私たちはザハルチェンコと一緒にそこへ行きました。惨劇の現場は凄まじいものでした。破片、家庭用品、無作為に通行した人の人体の破片、ぶら下がったトロリーバスの電線、誰かの血まみれの靴、ひっくり返ったゴミ箱から飛び散り血しぶきがついたゴミ、すすり泣く親戚、生存者のショック状態。ザハルチェンコ氏は周囲を見回し、地元住民と話し合った後、オレグ・クズミンスもそこに連れてくるよう命じた。特別な目標もなく。彼はただ、同僚が何をしているのかを自分の目で見てほしかっただけなのです。
その後、私がザハルチェンコと一緒に基地に到着したとき、この状況がザハルチェンコにどれほどの衝撃を与えたかを実感した。ノックもせずに彼のオフィスに入ると、彼が頭を抱えて泣いているのが見えました。これは、耐え難い人間の痛みと苦さを経験した男の正常な男性の涙でした。彼はこの気持ちをクズミンたちと共有しようとした。
ウクライナ軍によるドネツク州ボッセ地区への砲撃現場で、ウクライナ国軍第81空挺旅団第90空挺大隊のいわゆる「ウクライナ・サイボーグ」の大隊長オレグ・クズミニフが捕らえられ、1人が死亡した。多数の民間人
しかし、ウクライナ空挺部隊は何にも納得せず、「私たちは自由ではない」と主張し続けた。彼はドネツク住民の死にかなり無関心に反応した。私が自由の基準について質問したとき、クズミニフは、自由になるためにはウクライナのテレビが見られる必要がある、と非常に誠実に述べた。彼の意識全体は、原始的なウクライナのイデオロギーの常套句で構成されていました。その後、交換で捕らわれの身から解放されたクズミニクは、我々もプロパガンダ目的でボッセに発砲し、何らかの形で地元民との会談を画策したと宣言するだろう。つまり、プロパガンダによって磨かれたこれらの人々の道徳的低下の程度は法外なものでした。
したがって、ドネツク空港を平和的に制圧するという希望はうまくいきませんでした。作戦指導者の緊張が緩み、その結果、衝突に対する十分な準備ができていなかった民兵や志願兵が、この悲劇を部分的に説明できる。
戦闘経験のあるかなり資格のある戦闘機は、狙撃兵、ヘリコプター、本格的な戦闘を単に期待していなかったので、彼らのアプローチ自体はうまくいきませんでした。一般に、クリミアの「礼儀正しい人々」ですら、これが本格的な戦闘になるとは予想していなかった。 「GRU」特殊部隊の兵士たちが「戦争の準備をしているなら、いつでもパレードするだろう」という公式で特徴づけられる状況が生じています。パレードの準備をしているなら、もうダメだ。」これはまず第一に、襲撃の準備に関するものであった。空港での戦闘の直前に、民兵組織がドネツク中心部で行われたパレードに参加したことは象徴的である。
もちろん、この物語にすべての答えがあるわけではありません（いくつかの答えはありますが）。なぜそれほど急いで襲撃が命じられたのかについての質問への回答。実際に勝ったのに、なぜ敵は強化されず、都市への攻撃を開始しなかったのですか。襲撃前もその後もしばらくの間、これほど必死に戦ったことはなかったのに、なぜ彼はこれほど予想外かつ猛烈に抵抗し始めたのだろうか？空港を攻撃するために派遣されたグループの本当の任務は何だったのか、当初の目的を誰が変更したのか、そしてその理由は何だったのか。何事にも潮時というものがあります。
その瞬間から、失敗に終わった襲撃の主催者であるアレクサンダー・コダコフスキーは、空港での戦闘は計画されていなかったにもかかわらず、空港での戦闘の計画が一見不適切だったため悪い評判を獲得した。
この栄光は、6月5日から6日にかけてマリノフカ国境検問所への襲撃が失敗に終わったことによってさらに強まるだろう。そして、これは、1か月半以内に、ストレルコフがマリノフカへの別の攻撃を開始し失敗するという事実にもかかわらず、これは民兵に死傷者をもたらし、累積すると空港襲撃時と前回のマリノフカ攻撃時の損失を超えることになるだろう。コダコフスキーのマリノフカ。情報空間にいる人々はこれにまったく注意を払わないでしょう。ドネツク空港をめぐる最初の戦闘がメディアで最も大きく報じられることになるだろう。
空港上でのさらなる衝突は儀式的な性質のものであった。低調なモードで、ボストーク、特別委員会、オプロット、コサック、その他の小規模部隊の戦闘機がそこで射撃を行っていた。この時代は、純粋な軍事力によって占領されたものは事実上何もなく、民兵戦術はほぼもっぱら防御行動に限定されていた。
ストレルコフはドネツクに到着した後、空港の管理を情報担当官のフムリ17に次の言葉で託した。
– セルゲイ・ニコラエヴィッチには、クラマトルスク空港を利用しなかったことに借りがある。彼はこの借金を返済するでしょう。
グルーミーは、「小規模な部隊で空港を破壊し、その後、彼がリラックスして、私たちにはこれしかできないと判断したときに、強力かつ予期せぬ敵を攻撃する」という方法に従って空港での作業を組織しました。
同時に、今では明らかなように、神話的な性質を持つ情報が定期的に発せられました。敵の戦車が走り出し、撃ち返して去っていく巨大な地下通路について。西側 PMC の謎の特別グループによって空港で捜索され保護されているヤヌコーヴィチや他の寡頭政治家の貴重品やアーカイブの隠し場所について、定期的に空輸される物資や弾薬についてなど。もちろん、そこでの通信は、敵でしたが、報道されたようなものはまったくありませんでした。
ストレルコフが常にフムリのグループを他の方向に巻き込み、軍事計画自体がなかったことを考慮すると、強力な攻撃は不可能であり、空港は奪還されませんでした。
航空港を素早く占領する時間は失われました。その後、敵は空港の広いエリアをますます積極的に開発し始め、新旧のターミナルに段階的に工学的な防御構造を構築し、要塞を装備し、港の領土自体は、絶え間ない位置の戦いにより、DAPから外部に向けられました(ドネツク空港) から AD (ドネツク空港) に、この神聖な言葉のより完全な内容を伝えます。
秋、ベレーザと私はそこで実際に何が起こっているのかを自分たちの目で確かめることにしました。適切な服を着て装備を整え、民兵組織に所属していることを示す白い包帯を「山」に巻き、「ナイン」に行きました。そこはヴズレトナヤ11aにある9階建ての建物で、そこにいた人なら誰でもよく知っている建物です。常に砲撃を受けているエリア。この家は空港の入り口の郊外に位置し、ジビとモトローラの部隊の本部として機能し、あらゆる種類の入手可能な武器による敵の攻撃に定期的にさらされていました。それは、その後の領域の他の部分と同様に、コンピューターシューティングゲームや黙示録的な映画の視覚的なプロパガンダのように見えました。割れた窓、ガタガタの階段、そこに滴る水、壁や天井の突き出た部分、砲弾の穴やファサードの穴。廊下によって建物は 2 つの半分に分かれていました。 1つ目は敵に「面して」配備され、上層階に観測点が設置されていました。廊下を隔てた 2 番目の部屋には、いくつかの本部室がありました。
ドネツク空港の入り口前にあるモトローラとジビの本社があった建物。通称「ナイン」
その時までに、DPR部隊「スパルタ」と「ソマリア」が古いターミナルを制御していました。
ガイドさんの案内で空港へ向かいました。
私たちは常に建物から建物へと逃げ、狙撃兵や砲撃から隠れなければなりませんでした。
当時の先進的なドネツクのファッションに倣い、自慢することに決め、ウエストベルトに取り付けられたマルチカムユニバーサルヒップホルスターを足に装着しました。非常に壮大なカウボーイバージョン。走っているときにホルスターが足に当たって動きを妨げたため、ある停留所でホルスターを外し、ステキンを荷降ろしエリアに置きました。より便利になりました。戦争に誇示はありえない。
オレグと私のグループは解散した。迫撃砲による攻撃が始まった。 3つの地雷が近くで鈍く響き、私たちはふるいに穴が開いた格納庫の1つのトラクターの下に横たわりました。 「Wogs」とスナイパーが鉱山に追加されました。その後、周囲を見回し、興味のある問題について結論を下した後、私は装甲車両で特殊部隊からの援軍のグループを呼び、本部に急いで向かいました。私はベレーザを援軍するために「離陸」グループを送りました。なぜなら、私がその瞬間いた場所から「個人部隊」19とともに砲撃された滑走路に沿ってオレグのグループの移動に向かうことに意味がなかったからです。
– そこで何をすればいいでしょうか？私たちの大臣は立ち去り、警察は自分たちで問題を解決し、自分たちのものを取り除きましょう！
私の特殊部隊の上級士官は、屋根に機関銃を備えた自動砲塔を搭載した装甲車のコックピットから現場を視察していました。
– おしゃべりはやめて、タスクを完了してください。 - 私は話を遮りました。戦闘機は単に「丘」にいる私を認識しませんでした20。このとき、モトローラ21が到着し、管理者が自分抜きで空港に入ったことに激怒した（ただし、私の兵士たちは施設の上級職員としてこの出来事について彼に警告した）。アーセンの創造的な解釈で話されるロシア語は、奇妙な異国の響きのように聞こえた。
2014年5月26日、ドネツク空港での戦闘の瞬間。
機関銃で銃撃を受けている地面にはアレクサンダー・ボロダイ首相がいる。撮影はアシスタントのセルゲイ・カヴタラゼが指揮する。
しばらくして、オレグも戻ってきました。損失はありませんでしたが、そこで実際に何が起こっているのかはかなり明確に理解できました。何が起こっているかを客観的に見ることに加えて、私たちは古いターミナルを守る戦闘員の差し迫った問題を解決しようとしました。約40人は通常の制服、食料、弾薬を持っていなかった。私たちの要請に応じて、アレクサンダー・ザハルチェンコがこれらの問題を解決しました。残念なことに、コールサイン「ウルフ」を持つ守備隊の上級兵士と他の数人の兵士は、2週間後に敵戦車の直撃を受けて死亡することになる。
一般に、空港を巡る戦いは、民兵組織の結束力、調整力、訓練の度合いの高まりを正確に反映していた。そして予想通り、民兵組織が本格的な軍隊に変貌する頃には空港は占領されていた。
 
エントロピーから
社会規範の崩壊
2014 年にウクライナでエミール・デュルケームとロバート・マートンは、彼らの社会的アノミー理論の完全な裏付けを発見しただろう22。 「マイダン時代」におけるウクライナ社会の確立された価値観のシステムの急速な、歴史的基準からするとほとんど瞬間的な分解、崩壊、崩壊は、古い規範がもはや新しく宣言された理想に対応しない状態をもたらしました。これに続いて、社会のすべての道徳的支柱が雪崩のように崩壊し、深刻な社会的逸脱が起こりました。
その結果、狂人や特許を取得した悪党だけでなく、拷問、殺害、侮辱、強姦、強盗が始まりました。ウクライナ社会全体が、脳が「それ自体」の進行中の混乱すべてを「死角」に置き、それに対する言い訳を脳自身が見つけている状態を受け入れている。この意味でのヒトラー社会は孤立した現象ではなかった。
専門の精神科医はこのケースを知っています。ある診断を受けた患者に向かって次のように言うとします。
- 親愛なる、あなたに相談したいことがあります。何らかの症状のある患者さんがいます。しかし、これが境界線の状態なのか、それともすでに病気なのかを最終的に判断することはできません。
この後、名前を出さずに、あなたがコミュニケーションしている患者そのものの症状を説明し始めます。
応答として次のように聞こえます。
- はい、彼は完全なサイコです!もちろん彼は病気です。
このような患者の脳には、自己を比較して識別する能力がありません。私たちのプロセスの多くの参加者に同じ病気が共通しています。あるウクライナのポップグループがかつて歌ったように、「猿の脳は猿を見る」。
7月初旬にドネツクに到着した私は、つい昨日、両国の住民が大規模かつ熱狂的に街頭集会から相互殲滅へと急速に移行したことに驚いた。
「飛行機が山に墜落した。救助隊が派遣される。その結果、救助隊が飛行機の残骸を持って山にやって来ます。近くで火が焚かれ、男が人間の足を食べていた。火災の近くには大量の人骨と遺体の山がありました。救助者たちを見て、彼は涙を流しながら駆け寄り、息を詰まらせながら彼らの足元にひれ伏して叫びました。
- はい、全部食べました！強制されました！これは私か私かの生存競争だ！私には子供がいます、世界は残酷です、そしてこれは自然の法則です！ああああああ！
「ねえ、私たちはすべてを理解しています...子供たち、自然、存在...しかし、災害からわずか2日しか経っていません...」
あらゆる戦争と革命の典型と考えられる内務機関の状態は、非常に示唆的でした。その軍人は、証明書を持った人よりも恐ろしく強力であることが判明しました。自分たちが状況を把握していると感じた警察やその他の法執行当局者たちは、マシンガンを持った男たちとの進化の競争に即座に負けた。
ドネツク地域だけでも、内政機関の代表者の総数は1万6000人を超えた。そしてこれには、検察庁、国内軍、刑務所システム、SBU、国境警備隊、特殊通信、SVRUなどが含まれていない。
簡単な算術。 2014 年 7 月初旬、「オプロット」は 600 ～ 800 人以下、「ボストーク」は約 800 ～ 900 人で構成されていました。ベズラーには約 350 ～ 400 件ありました。コサックやRPAなどの小グループも大きな数字は得られなかった。法執行官は暴動を鎮圧することもできたでしょう...しかし彼らは恐れていました。
"タスク。 2 つの部族が 1 つの島に住んでいます。一人には百人がいる。そして誰もが棒を持って隣人と戦争をしたいと思っています。もう一人は1万持っています。そして誰もが望んでいます...隣人が棒を持って隣の部族と戦争に行くことを望みます。質問。誰が勝つ？"ところで、このプロセスは力のバランスによってではなく、国民の支持の度合いによって特徴付けられます。彼らは彼女を恐れていたからです。そうですね、もちろんロシアもです。さらにマイダン後の組織崩壊。
オレグ・ベレザと私がドネツク地方内務省に入ったとき、文字通り警察官を集めなければなりませんでした。
オレグはシステムの再起動で素晴らしい仕事をしてくれました。宣誓を行った最初の500人は、呼びかけに応じることもパトロールに行くことも断固として拒否した。これには理由がありました。特にユニフォームにウクライナのシンボルが存在することを考慮すると、銃弾はまさにそのように受け止められた可能性がある。シェブロンはすぐに切り取られ、後で新しいフォームが注文されました。ベレザは、DPR 属性を備えた最初の交通パトカーを非常に誇りに思っていました。
ウクライナのほのめかしから逃れ、ロシアとの調和のベクトルを示すために、オレグは警察の名前を警察に変更することに決めた。民兵によるパトロールが強化され、これだけが第一段階の状況を安定させた。
この意味で、警察の立場はほとんどの場合（もちろん伝統的な法執行機能のみを実行する場合には）、戦争と当局による状況の制御のバロメーターとなるか、あるいはその欠如である。社会における身分証明の権利が増えれば増えるほど、機関銃の権利は減り、その逆も同様です。
この点に関して、面白い出来事を覚えています。 2014年9月、DPRの内務大臣とその副官および同省各部門の指揮官との会談中に、補佐官が執務室に入り、次のように述べた。
-オレグ・ウラジミロヴィッチ！あなたに、うーん...塵。
- 誰が？！
- ほこり！
その瞬間、身長150センチにも満たない小柄で、とても面白い女の子がオフィスに入ってきてこう言いました。
– ウクライナに情報を送信するサーバーが存在するかどうか、あなたの建物を検査しなければなりません!そんな情報もあるんですね…
-あなたは誰ですか、ハニー?!
- 私はダストです！カムリさんからは…
ほこりっぽい、暗いほこりについての一般的な笑いと議論。
その瞬間、路上ではすべてがそれほど面白くありませんでした。若い女性とともに到着した特殊部隊は警察署の建物を包囲し、狙撃兵を配備した。
（しばらくして、すでにドンバスボランティア連合のモスクワ事務所で、ボランティアバッジを提示する前に、私がこの少女にその事件のことを思い出させ、バッジはオレグ・ウラジミロヴィチ・ベレーザに提示すべきだと冗談めかして言うと、エカテリーナはひどく顔を赤らめ、なぜこんなことが起こったのか、混乱しながら思い出し始める。）
もちろん、最終的には紛争は克服され、必要とするすべての人に謝罪がなされましたが、この事実は事実のままでした。 「誰がより多くの武器を持っているか」という原則に基づいて問題を解決する習慣は、簡単に身につくものの、取り除くのは非常に困難です。
9月、私は「ストーカー」というコールサインを持つオプロット司令官の一人の拘束を命令した。これには十分な理由がありました。彼は最高評議会の議員だったので、彼らは彼を地方国家管理ビルの近くで拘留した。
夕方までにMGBの建物はオプロットによって封鎖され、「士官候補生」というコールサインを持つ指揮官の一人が、襲撃の脅威にさらされて仲間を引き渡すよう私に提案した。私はそのような状況でどのように反応すればよいかを知っており、衝突の問題を解決しました。
しかし、最初はこのような事件が定期的に起こっていました。北朝鮮人民共和国国家安全省の建物は、2014 年 11 月 11 日に発生し、襲撃者が傍観者 3 名に重傷を負わせた最後の攻撃を含め、3 回の本格的な襲撃未遂を免れた。
また別の時には、MGB の作戦部門の 1 つが、重大な犯罪を犯したと合理的に疑われる人々のグループの拘留を開始した。刑事と捜査官の権力支援と保護のために、私は省の特殊部隊の使用を命じた。
私たちは逮捕に行きました。しばらくして、特殊部隊の兵士の1人が銃撃戦で死亡し、残りの職員はボストーク号の非常に優れた部隊とDPR国防省情報部門によって阻止されたと知らされた。
その時までに私は主要な指揮官全員とすでに関係を築いていたので、問題はすぐに解決されました。ヴォストコビ人は召還され、軍情報部の司令官フムリ氏は、この事件に責任のある部下の兵士を射殺するとさえ申し出た。法律の厳守を要求したため拒否しました。自分に違反しているのに、他の人に尋ねることはできますか？
その結果、この悲劇はまたも調整不足と市内に過剰な量の武器が備蓄されていたことが原因であることが判明した。
MGB職員が対象のアパートを封鎖した瞬間、ボストーク戦闘機2機が近くのアパートで休んでいた。彼らは敵の破壊活動と偵察グループに遭遇したと判断し、あるいは、別のバージョンによれば、彼らが彼らを迎えに来たと判断し、援軍を要請し、彼ら自身が優勢な位置を占めて発砲した。支援のために到着した「ボストキスト」たちは軍諜報部隊の兵士らと面会し、兄弟でウクライナ破壊工作員の排除への協力を申し出た。私の介入によってのみ、私たちはさらに悲劇的な結果を避けることができました。
この事件は刑事事件として立件され、捜査が開始され、犯人は拘留された。私は、都市環境での武器の携行を極端に制限し、兵士に休暇を導入し、可能であれば民間人が密集している地域から民兵部隊を撤退させる緊急イニシアチブを思いついた。
前線の両側の一般的なバカナリアは、完全に体系的でシニカルなアプローチと共存していました。事実は、軍事問題の特別な理論的展開において、たとえば多くの国の軍事情報将校や軍事特殊作戦部隊によく知られている一連の勧告があるということです。
その本質は、戦争中、比較的長期間敵に囲まれた領土の奥深くで党派的または他の特別な任務を解決する場合、いくつかの基本的な問題を体系的に解決する必要があるという事実に要約されます。そしてその第一は安全性です。 2つ目はサプライです。
地域レベルでの抵抗の前提条件が大幅に減少する場合、安全は背景の形成によって確保されなければならない。戦闘指揮官の名前だけで周囲の人々に畏敬の念を抱かせるとき。これには一連の実証的な懲罰措置が必要です。そのため、彼らはそのような過酷な分遣隊や指揮官に対抗するために動物の恐怖のステレオタイプを形成します。しかし、これには必ず準権力機構の形成が伴う。ボリシェヴィキは「赤色テロル」においてこの計画をほぼ完璧に実行した。
最初のタスクを解決すると、2 番目のタスクを実装するための前提条件が作成されます。
自分の権威と恐怖によって状況を十分にコントロールできれば、自給自足の問題の解決は純粋に技術的なものになります。
ここでは、軍司令部は法的手続きの問題のみを規制しており、最終的な意思決定機関として機能し、文民または軍民管理者を任命する。全て。さらに、相乗効果の原理に従って、社会管理システムはそれ自体を再生産します。
この手法の問題は、正しく実装されれば非常に効果的ですが、問題は 1 つだけです。敵に対して機能するように設計されています。そして、これをニューハンプシャー州やヴロツワフ近郊ではなく、自宅でやれば、国民に支持された公正な解放闘争の恩恵を失うことになる。もちろん、効果的なプロパガンダ装置と強力な超越的イデオロギーを持っていない限りは別ですが。
この手法はウクライナ軍、特にいわゆる「志願兵」民族主義大隊によって積極的に実践された。こうして、2014 年の夏、アイダル大隊 23 はノヴォスヴェトロフカ村で有名な懲罰作戦を実行した。まず、村の戸別訪問「清掃」が行われました。忠実な住民の中から新しい政権が任命されました。それを示唆するものとして、ソ連の記念碑が爆破され、民兵との関係が疑われる数名が住民の目の前で処刑された。必要がなかったにもかかわらず、登録という口実で戦闘員らは住民全員を教会に押し込み、発砲を開始し、教会に放火しようとした。多くの地元住民が負傷した。その後、「アイダロビ人」自身がこの話を、脅迫的で「教育的な」例として、LPR の他の居住地の住民に伝えました。このようなケースはよくありました。
しかし、もちろん、それほど一斉ではありませんが、一部の指揮官による試みもありました。これは厳しく止めなければなりませんでした。
招かれざる者
初期段階ではさまざまな民兵部隊間の紛争が定期的に発生した。監視と統制の構造の弱体化は、絶え間ないリスクと武器へのアクセスと相まって、一部の人たちに誤った寛容な感覚を生み出し、常にそれと戦わなければならなかった。これが大局化することは許されませんでした。戦争のおかげで、状況はすでに均衡を保っていました。
...2014 年 10 月末、ある日、私たちが考えていたように、ある程度の静けさがありました。私たちはオレグと個人グループのメンバーと一緒にスチームバスに入ることにしました。これは依然として数少ない種類のリラクゼーションの 1 つでした。
溶かしました。このとき、私たちの地域にサービスを提供している変電所に砲弾が命中しました。電気が消えた。まあ、怖くないよ。彼らは数本のロウソクと大きな電気ランタンに火を灯しました。
私が浴場で洗濯をしていたとき、近くで最初の機関銃の発砲音が聞こえました。ポケットにグロックを入れたローブを着て、彼は楽屋に飛び出した。私は二階に駆け上がった、オレグが私を追いかけてきた。私が荷物を置いた部屋のドアが開いており、オレグは取っ手を引っ張りながら、鍵がかかっていることに気づきました。彼は歩きながら悪態をつきながら、鍵を取りに階下へ急いだ。それ以来、彼はこの部屋に機関銃を設置し、鍵を常に持ち歩くことになる。
彼は部屋に駆け込み、ズボンを脱ぎ、ローブを着て機関銃を掴み、安全装置を外して階下に急いだ。 「アブラム」はすでに機関銃を持ってドアの向かいに横たわっていた。
どうしたの？！私は特殊部隊に電話で連絡し、「個人」の兵士に偵察を行うよう指示し、機関銃を構えてドアに位置しました。さらに数発の銃声が庭で聞こえた。クリミア治安兵士が負傷したとの情報もあった。
特殊部隊が到着し、扉が開かれた。攻撃者らは逃走したが、クリミアは彼らから３発の銃弾を受け、１発は股間、２発は足を受けた。今日は彼の誕生日で、事件の少し前に彼はみんなに小さなスポンジケーキをご馳走した。
まず私たちはクリミアと一緒に病院へ行きました。彼をそこに残して、私たちは調査に行きました。
どこで誰を探せばよいのか、私たちはすでに大まかな考えを持っていました。その結果、典型的なイメージが浮かび上がりました。オプロット部隊の一つの兵士が家を調べることにした。彼らによると、近所の人から不審者がいると通報があったという。彼らは愚かにもそれをやったのです。私たちは犯人を発見して拘留し、刑事事件が開始されました。
クリミアの病院に戻った私たちは、医師から、状態が危険なため足を切断する可能性があることを聞きました。特別な骨固定ピンが役立つかもしれませんが、病院にはそれがありません。私たちはすぐに捜索を開始し、民間の医療倉庫を見つけて開け、ピンを持ってきました。操作は完了しました。結局、足は救われました。
彼はクリミアから志願兵として来たため、クリミア独自のコールサインを持っていた。すでにドネツクで未亡人を見つけ、一緒に暮らし始めました。当初、彼は私の「個人チーム」の一員で、特に 2014 年 7 月には墜落したボーイングの現場に同行してくれました。
 
承認とボーイング
2014 年 7 月 17 日は忙しい一日でした。
昼休みには、国家安全保障大臣と内務大臣の候補者がDPR最高評議会によって検討された。形式的には閣議決定により14日に任命されましたが、当時の政府委員の承認手続きでは議会の承認が必要でした。
理事会の会合は華やかだった。多くの議員は最前線から直接やって来た。テーブル上の自動販売機はメモ帳の隣にありました。ほとんど質問はされませんでした。ロシアからです、わかりました。それは彼らが覚えているということ、つまり忘れていないということです。だから希望はある。
会談直後、撃墜されたマレーシアのボーイング機に関する連絡が入った。先に法執行機関担当第一副首相に内定していたウラジミール・アンチュフェエフ氏は、「この事件で暴露されるべきではない」と事件現場に行くことをきっぱりと拒否し、私に現場に行くよう指示した。はい、私も同じようにします。さらに首相も駆けつけ、最終的にはアレクサンダー・ボロダイさんの車で墜落現場まで向かうことになった。
ボーイング社墜落現場の航空映像
煙を吐きながら発生する飛行機の残骸のベクトルは数キロメートルにわたって伸びており、墜落の場所を特定することにつながった。私たちが到着するまでに、落下地域はオププロト軍と民兵によって封鎖されていた。入り口で私たちは外国人を含む数グループのジャーナリストとすれ違った。そのうちのいくつかは私たちと一緒にアクセスすることを許可されました。到着した。
その瞬間から、私は地獄への道がどのようなものであるかを正確に知りました。
すぐに暗くなってしまった。車のヘッドライトが事故現場を照らした。道路が奇妙に見えました。汚れた茶色の色合いが光の下でマットに輝きました。隣の草も同じ色で、全体としてマグマが固まったような感じだった。匂い。消防士にはおなじみの人肉の焼けた匂いに、焼けた草、夏の塵、墜落した飛行機の皮膚から出る煙が混じった匂い。
– アンドレイ・ユリエヴィッチ、気をつけてください！頭皮もあるし…
多くの西側出版物が報道のイラストとして使用した、ボーイング機墜落現場でのドイツ新聞のジャーナリストの写真。写真は警備員とともにいるアレクサンダー・ボロダイ首相。左側、私服を着た著者
「個人的な」戦闘機が私の肩を抱いた。本当に、髪の毛と頭蓋骨の破片を備えた人間の頭皮が地面にありました。ボロダイは元気よく周りを見渡しながら近くを歩いていました。後で私は、彼の性格の特異性はまさに極限状態での活力の増大にあることに気づきました。防御反射。
人肉の破片が現れ始めました。増えたり減ったり... ボロデイと私は地獄の道を歩きました。車の停留所から約100メートル離れたところで、人体の山が見えました。三十くらいかな。ほぼ全員が裸です。その中には子供もいます。飛行機の爆発の特徴は、高速で爆風の影響で衣服が引き裂かれることが多いことです。しかし同時に、引き裂かれ引き裂かれた脚と腕は衣服の残骸で覆われていました。この場合のように、圧力の下でほぼすべての血液が遺体から絞り出され、飛行機の液体と一緒に道路が水浸しになることが起こります。
私たちは周囲を見渡し、事件現場を守る任務を検察、非常事態省、民兵に割り当てた。翌日、DPRはキエフに対し、事件のタイムリーな調査のため、事件地域での停戦を正式に提案する予定である。ウクライナはこれに対抗し、墜落現場への攻撃と砲撃の強化を試みる。
ボロダイはジャーナリストのインタビューに応じる。その最後に、彼は今日承認されたDPR国家安全保障大臣と話すことを申し出ています。外国人を含む数人のジャーナリストが私のところにやって来ます。この間、完全にぼやけてしまった夜をカメラが切り裂いていく。
彼らは私にその飛行機を撃墜したのは誰かと尋ねます。私が知っている事実を話しています。先週ずっと、ウクライナの公式代表者らはロシア航空機が爆撃を計画しているという情報を知ってヒステリーを起こしており、そのために民兵組織がSu-25に関する話を始めたと思われる。この点で、ウクライナは利用可能なすべての防空システムを最前線に引き上げた。 ATO本部、軍司令部、義勇軍本部といった複数の管制センターが並行して存在するウクライナ軍編隊の混乱により、現地での活動を調整することができず、その結果、継続的な「フレンドリーファイア」を実現します。空ではさらに矛盾が生じます。すでに墜落事故や航空機の破壊があったにもかかわらず、ドンバスの上空が閉ざされなかったのは当然のことでした。すべてクリアです。
ボーイングの破片と乗客の遺体の墜落現場の一つ
ボーイング社の爆発事故で死亡した人の遺体の収集
その後数日かけて、現場から遺体が回収される。非常事態省がこれを行います。オレグ・ベレザはアレクセイ・ディキ24に非常線の設置、警備、遺体の収集を指示する。この作品では、数日間眠っていないワイルド・ワンを、眠たい夢遊病者のように見せます。
遺体の散乱は大きく、それが奇妙で悲劇的な状況を引き起こした。たとえば、犠牲者の一人は田舎の寂しい家に落ち、屋根を突き破って家に落ち、ヤギを殺しました。爆発により乗客の頭は引き裂かれ、他の多くの乗客と同様に服も引き裂かれた。その結果、不幸で孤独な老婦人は、首のない裸の男性の死体と一緒に一日座って、彼が連れ去られるのを待ちました。
戻りましょう。私はストレルコフの軍事評議会の会議に行けなかった。
 
軍事評議会とストレルコフ
誰が軍事会議に参加するのか、そしてなぜ参加しないのか
ストレルコフの軍事評議会は民兵部隊の指揮官の会議であった。イーゴリ・フセヴォロドヴィチはドネツクに到着した瞬間から同行し始めたが、おそらくスラビャンスクでも同じことをしたと思われる。伝統的に、当時すでにDPR国防大臣と対立していたイーゴリ・ベズラー氏の代表やボストーク指導者らは出席しなかった。ザハルチェンコ出身の指揮官は不定期に訪問した。ザハルチェンコ自身はそれらに参加せず、ストレルコフに対する中立を強制的かつ正式に示した。彼はボロダイの要請でこれを行い、ボロダイは彼に大きな影響を与えました。
イゴール・ベズラーの部門。
中央に青い空挺部隊のベレー帽をかぶった「悪魔」
時々コサックが到着しました。ストレルコフはコサックとは別の話をした。彼は公然と彼らを好んでおらず、毎晩あらゆる種類の軽蔑的な発言や口頭での侮辱でこれを強調しました。私は7月中、まれな例外を除いて毎日そこにいるように努めました。
ホダコフスキー、ベズラー、ザハルチェンコ、そしてストレルコフに従属することを望まなかった他の多くの指揮官の立場は単純で理解できるものでした。それは率直に声を上げた。肝心なのは、大臣という地位が自動的な行政従属を意味するものではなかった当時のDPRはまだ国家建設状態にあったということだ。私たちはこれに向かって一歩一歩歩いてきただけです。問題は正式な役職ではなく、実際の権限と軍事力によって決定されました。
人々の心の中には、敵から土地を守り、民間人を守るという個人の基本的な任務についての明確な理解とは対照的に、統一された抵抗イデオロギーがまだ完全には形成されていませんでした。
ウクライナ全土のロシア併合を夢見る人もいれば、ウクライナ8地域のうち親ロシア派の「ノヴォロシースク」地域だけを夢見る人もいた。社会的歪みが修正された「ロシアバージョン2.0」の形で「ノヴォロシア」を独立国家として夢見る人もおり、一部の右翼民族主義者は「ノヴォロシア」を「ロシア国民国家」と呼んだ。ドンバスの併合だけを望む者もいた。多くの人々は、ウクライナの連邦化、キエフ指導部の交代、そして単一のユーラシア空間の創設を期待していた。多くのコサックはドンバスの領土に独立したドン軍管区を設立することを望んでいた。
もちろん、いかなる形であってもロシアとの統一を望む気持ちが支配的でしたが、一般に単調さはありませんでした。このような政治的世界観により、当時のDPRの役割と共和国に対する態度の認識は当然ながら大きく異なり、多くの人にとって曖昧でした。
ストレルコフ自身もDPRの本格的な大臣になろうとはしなかった。省の機構はなく、彼は多くの人々と同様に、DPRは1日か2日で終わり、別のものに変わると信じて、そのような仕事を組織しようとはしませんでした。この状況では、彼は自分自身を民兵司令官の地位にのみ制限し、その後それをさらに好みました。
このようにして、彼はホダコフスキー、ザハルチェンコ、そして他の一部の指揮官たちに、自らを自分自身から切り離すさらなる理由を与えた。なぜなら、DPRの軍事組織の初期形成中に、ボストーク大隊が国家安全保障として、オプトットが法執行組織として指定されたからである。当然のことながら、これにより部隊は民兵組織から分離された。
ドネツクへの論理的なポジション移動も当初はストレルコフを惹きつけなかった。ロシア軍の到着を待っている間、彼は指導的な指揮官の栄光を自分自身に授けようとした。軍隊がなくなり、光沢のある縞模様の制服、輝かしい賞状、寄木細工の執務室の代わりに、過酷な軍隊の日常生活が待っていることが最終的に明らかになったとき、彼は最終的に閣僚の所在地にある首都に移動し、彼を守備隊全体として信頼性と信頼を得ます。
したがって、スラビャンスクや他の都市が放棄される前に、DPRではなくドネツク地域全体が責任区域に分割され、事実上アパナージュ公国に変わったことが判明しました。このようなシステムにより、その時点の状況により柔軟に対応できるようになりましたが、後で厳密な集中化に取り組むことになります。しかし、それは後で起こります。
同時に、責任領域が経験的に構築されました。イーゴリ・ベズラーはゴルロフカ、エナキエヴォ、マケエフカ近郊とその周辺地域を支配していた。ストレルコフ - スラビャンスクおよびスラブ・クラマトルスクの集積地全体。そして、ゴルロフカとスラビャンスクが民兵組織によってすぐに制圧された場合、次にボロダイが主力であるドネツクでは、すべてがはるかに複雑でした。マチェエフカ市と合わせてこの都市の人口は 150 万人を超えましたが、その規模、重要性、インフラは根本的に異なっていました。首相としてのボロダイの直接支配には、ドネツクを越えて国境までのすべての入植地（トレズ、ズグレス、シャフテルスク、ハルツィスクなど）が含まれていた。
将来的には、アレクサンダー・コダコフスキーも自分の不動産を所有することになります。 2014 年 8 月 18 日から 20 日までに、ウクライナ軍がヤシノバタヤ 25 に入り、中央にはウクライナの国旗も掲げられました。ボストークを拠点とした私たちの部隊は、頑固で激しい戦闘を経て、ウクライナ軍第95旅団を都市から追い出しました。それ以来、ホダコフスキーも公国を獲得しました。
現在の状況
ドネツクにはさまざまなウクライナ軍部隊と治安部隊が駐留していた。クリミアでも、強力な軍事支援があったにもかかわらず、こうした部隊を制圧するまでに3週間以上かかった。ここにはクリミアのチャンスはなかった。軍事部隊による最後の攻撃は、2014 年 6 月末になって初めてドネツクで行われました。
アレクサンダー・ホダコフスキーは、2014年6月29日にウクライナ国家警備隊第3037部隊の基地を最後に攻撃しようとし、兵器庫全体が爆発することになる。前日、部品 A1402 が撮影されました。
当時のドネツクで最も成功したのは、6月にアレクサンドル・ボロダイの分遣隊とヴァレンティン・イワノビッチ・モトゥゼンコ（「アタマン・イワノビッチ」）指揮下のカルミウス部隊がシチョルサ通りにある国家警備隊基地3004（護送大隊）を襲撃したことである。 2014 年 26 日。この作戦で民兵5名が負傷し、市の防衛に最低限十分な小火器を入手することが可能となったが、もちろん十分な武器はなかった。ボロデイは後に私に、当時彼はトイレに機関銃用の手榴弾発射装置を数台保管し、特別な褒美として最も著名な人々に配ったと語った。将来的には、賞の順位においては「Stechkins」に取って代わられることになります26。
イーゴリ・ニコラエヴィッチ・ベズラーは、私たちが到着する前に文字通り単独で市警察を襲撃しようと試みますが、彼の力は大幅に増加しただけです。これ以前は、すべての DPR 構造にはリソースがほとんどありませんでした。
つまり、ドネツクに対する比較的完全な支配について語ることができたのは、すべての軍部隊への攻撃と地域警察署の建設が完了した2014年7月2日以降であった。これに先立ち、市内の民兵組織と宣言された人民権力は実際には親キエフの武装組織に囲まれて存在していたものの、十分な活動を示さなかったのは単に個々の指揮官の一時的な優柔不断、民兵に対する大規模な国民の支持、そして違反のためであった。ウクライナの中央集権的な政府システム。
DPR には独自の行政機関を直ちに設立する機会がなかった。独立したリソースも。 「人民の管理者」を任命する試みは惨めに失敗し、公的生活の重要な分野が完全に麻痺する結果となった。
この市は、公式には親ウクライナ派のルキアンチェンコ市長によって統治され続け、彼は地元住民の支持と尊敬を享受していた。キエフ当局は彼に特に関心を持っておらず、彼は自分の領土の絶対的な支配者であったが、DPRの指導者に対していかなる抵抗も示さず、常に必要な譲歩を行っていた。ルキャンチェンコ氏の存在が必要だったのは、ストレルコフ氏が退去を強制するまで、彼がなんとか毎月ウクライナ予算から数百万ドルを受け取り、それが年金やその他の社会サービス、市のニーズに充てられていたからだ。
このお金を受け取るための代替手段はありませんでした。ドネツクに到着したストレルコフは、当然のことながら住民の問題を解決する機会を失ったルキャンチェンコを市から追放し、彼の代わりに「パシャ・ベシェニー」という非常に特徴的なコールサインを持つ熱心な民兵である友人のパーベル・グバレフを提案するだろう。 ”。これは市の生命維持管理プロセスの一時的な混乱につながり、その結果、多くの重要な問題に混乱が生じることになります。そのため、8月初旬には都市に水がなくなるという深刻な脅威が生じた。この問題は、ボロデイの顧問レオニード・シムニンによって非常に困難を抱えて解決されました。
スラブ人の集積地から離脱したストレルコフは、当初ゴルロフカとエナキエーヴォでイーゴリ・ベズラーとともに阻止しようとするが、厳しい拒絶を受けるだろう。実際、アパナージュの王子の一人は、王国を去り、王国を失い、他の国に行きました。これは大きな喜びをもたらすものではなく、他の指揮官の権威を高めるものでもありませんでした。
その論理は鉄壁だった。もし私が自分のものを守れないなら、なぜあなたに私のものをあげなければならないのか?!地元住民が相互の争いの調停者とみなしたアレクサンドル・ボロダイの権威と、ロシアのイメージだけが、「悪魔」への接近が失敗したストレルコフが比較的楽にドネツクに定住して指揮を執ることを可能にした。
2014 年 5 月のマリウポリ 27 の崩壊も、ストレルコフの権威の深刻な崩壊に貢献した。 「アゾフ」28が5月9日から13日にかけて同市を占領し、民兵、民間人、警察官の処刑という悲劇的な結果をもたらした時までに、ストレルコフはすでに1か月間スラビャンスクに拘束されていた。その時、彼はすでに民兵の司令官を名乗っていました。マリウポリは、アンドレイ・“チェチェン”・ボリセンコの指導下、約30人から40人の民兵からなる小規模な駐屯地によって支配されていた。当時最も組織化された抵抗の中心地であるスラビャンスクからの支援を感じられなかったこの都市は、ウクライナの「アゾフ」による襲撃後に放棄された。同時に、市内に駐留する民兵組織の指導部に内部裏切りの重大な兆候があった。
マリウポリ陥落後にスラビャンスクへの大規模な砲撃が始まったという事実にもかかわらず、ストレルコフはこの最も重要な港湾拠点の防衛には全くの無関心を示した。地元の野戦指揮官の一人が私に苦々しく語ったところによると、彼は50人の民兵をストレルコフに連れてきて、さらに最大500人をマリウポリに送るという提案で動員する用意があった、なぜなら彼らのかなりの部分がマリウポリ出身で自分たちの街を守りたかったからである。 。ストレルコフはスラビャンスクとクラマトルスクの防衛の方が重要だと言って武器と支援を拒否し、到着者たちに自分と一緒に留まるように命じた。ここでのさらなるニュアンスは、ストレルコフの前任者であるDPR初代国防大臣イーゴリ・ハキムジャノフ29が捕虜となったのはマリウポリ近くの「アゾフ」との戦いであり、ストレルコフはあらゆる方法でアゾフとの戦闘への参加を避けていたということである。交換によるものを含むその解放。ストレルコフ氏がDPRを去った後、しばらくして同氏は共和国に戻される予定だ。
したがって、ストレルコフ自身は、全体のリーダーシップの無条件の権利を持つ単一の指揮官としての自分自身の認識を破壊し、特にスラビャンスク、クラマトルスク、コンスタンチノフカ、ドルシコフカをマリウポリを守ることなく去りました。地元住民にとって、これは彼が彼らが支配する領土に対して同じことをすることを意味するだろう。 2014 年 7 月のセッションの 1 つで、DPR 最高評議会の議員の一人が演壇から次のように述べました。「彼は私たちの信頼を正当化しませんでした。」
イーゴリ・ニコラエヴィチ・ベズラーは、ストレルコフに対して特に否定的な立場で目立った。事実は、ゴルロフカはスラビャンスクよりもはるかに大きく、防御するのがより困難であるため、スラブ守備隊の撤退により後者に取って代わることになります。その後何ヶ月もの間、街は血なまぐさい包囲下に置かれることになり、ストレルコフはそこからスラビャンスクから逃亡した。しかし、「ベス」は自分の街を救うことができ、スラブ逃亡者にはできなかったことをして後退しません。上級指揮官の非公開会議で、スラビャンスクを去った後、コンスタンチノフカとドルシコフカで自らを強化しなかったという事実で非難されるのは、「悪魔」ストレルコフである。彼によれば、「悪魔が自分の背中を刺すだろう」と確信していたという。当然のことながら、誰もがそのような議論の不合理を理解していました。
アレクサンダー・ボロダイがストレルコフにマスクを外して初めてテレビに出演するよう強制した後、彼を「民兵組織の顔」にすることが決定された。本質的に、彼はエドゥアルド・バスリン30のプロモーション版、つまり「トーキング・ヘッド」でした。そのアイデアは、ボロダイと中央テレビチャンネルの能力を通じて宣伝される旗を作成し、高貴な若い女性や一般の愛国者に賞賛され、この旗の下で他の人々が控えめかつ効果的に仕事をするというものでした。しかし、彼らは個人的な病状を考慮していませんでした。その結果、旗がはためき、彼は自分が監督であると判断し、あらゆる手段を講じて、本来の任務を果たせませんでした。バスリンの場合、彼らはストレルコフで犯した間違いを考慮し、メディアの部分を真の指導者の機能から分離した。
しかし、軍事評議会に戻りましょう。
会合は主に武器の配布から始まった。時にはそれが終わりだった。それからストレルコフは地図上で状況のビジョンを概説し、任務を設定し、指揮官の意見に耳を傾けた。その途中で、彼はロシアが介入しなければ我々の敗北は避けられないと冷淡な発言をした。しかし、彼の意見では、これはさらなる防御を妨げるものではありませんでした。一般に、会議は重度のうつ病を背景とした非常に悲観的な性質のものでした。
コールサインをコンヤ31（姓に由来）から変更した皇帝は、他の皇帝よりも頻繁に通報した。彼はライフル旅団の中で最も戦闘準備の整ったリーダーの一人でした。私が受けた印象は完全にポジティブでした。小柄で控えめな男は自分の大隊の利益を頑固に守り、最も絶望的な任務に参加する命令を諦めて受け入れた。 7月30日に私が仕事でロシアに行かなければならなかったとき、シャフテルスクで会ったのはツァーリとザハルチェンコでした。私たちの目の前で、敵が包囲を完了しつつあり、私たちは戦って脱出しなければなりませんでした。
彼とザハルチェンコと握手した後、私はこう言う以外に何もすることができなかった。 1週間後に会いましょう。」これに対して皇帝は運命論でこう答えた。一週間…ここでの命は数分で測られる…」
破壊的なものを克服する
7月後半にかけて、スラビャンスクとDPRの多くの入植地が放棄されたことに失望し、ライフル旅団の各部隊はさまざまな編隊の間をさまよった。ホダコフスキーの「ボストーク」に行く人もいれば、ゴルロフカ、エナキエーヴォ、マケエフカのベズラーに行く人もいた。そこから、順番にグループも移動しました。ドネツク人民共和国国家安全省でさえ、スラビャンスクからかなりの数の人々を軍務に採用した。当初、彼らには泊まるところがなく、私は内務総局の一時的に空きになった敷地で彼らに寝ることを許可しましたが、それが公務の秩序に影響を及ぼしましたが、そのような極限状態の中で人々はただ生き残る必要がありました。
そして一般に、難民の数は、特にスラブ・クラマトルスクの集積地を離れた後に急増した。これらに加えて、キエフ新政府とその過激派支持者との衝突後に家を離れ、ウクライナの親ロシア地域から逃亡した人々も加わった。それは彼らにとって非常に困難でした。
民兵組織内の混乱の程度は増大した。前線で戦いたい民兵の数は減り始め、後方にいることを好んだ。ロシアから到着した志願兵は、明確な戦闘調整ができないまま、道路から飛び出して戦闘に突入することが多かった。本格的な司令部がなかったため、部隊の制御可能性はストレルコフとすでに述べた指揮官評議会によって書かれた手書きのメモに限定されました。起こっていることは、ウクライナ軍の戦闘準備が徐々に強化されていることを背景に発展した。当初、ウクライナ軍、つまりウクライナ軍は、一部の例外を除いて、寡頭政治によって形成された私設軍隊、つまり「志願兵」民族主義者大隊の人食い活動を観察して直接戦闘を避けることが多かった場合、スラビャンスクを離れた後、状況は変わり始めました。 。敵は自分が勝てると信じ、ロシア軍が起こっていることに干渉していないと確信するようになり、その活動、相対的な一貫性、攻撃性、そして対決の準備が急激に増加しました。
ボロダイとアンチュフェエフはストレルコフの絶望と憂鬱の発作に対処できず、並行して指揮統制本部を形成し始めた。ますます多くの部隊が、ストレルコフから直接命令を受けている場合でも、確認とより正確な命令を求めてそこに向かった。
ボロダイ氏は、友人の気を何とかそらそうと、部下のミロスラヴァ・レギンスカヤ氏との面会の約束さえ設けた。レギンスカヤ氏は首相府に所属し、秘書として情報業務の補佐を任されているセルゲイ・カヴタラゼ氏だ。しかし、デートは最初はうまくいきませんし、個人的な誤解を伴うこともあります。その結果、レギンスカヤはドネツクを離れることになり、ストレルコフの憂鬱はさらに増すことになる。彼らの関係は、彼がDPRを去った後にのみ再開されます。
ストレルコフがドネツクに到着すると、街の生活は劇的に変化した。戦争が彼に近づいた。法と秩序の観点から見ても、状況はさらに複雑になっています。ストレルコフが連れてきた4000人以上が市内の大学寮やホテルに宿泊した。人々は武器を持って街を動き回りました。紛争や銃撃事件が発生した。ライフル部隊の指揮官たちは本部としてのオフィスを占拠し始めた。フムリ氏は贅沢な場所にあった。彼の新しい本部はウクライナ出身の新興財閥タルタのドネツク知事の事務所にあり、アパートは別の地元の新興財閥の建物複合施設内にあった。他の人たちも遅れをとっていませんでした。
新しく設立されたMGBとMVDには、押収された車両や住民に対する犯罪に関する声明や報告が殺到した。 「スピン」という言葉は日常的に使われる言葉として定着しています。
オレグ・ベレザ内務大臣と私は、そのような問題についてストレルコフ氏に定期的に話し合った。彼は最大の隊列を率いており、国防大臣として私たちと同等の地位にあると考えられていました。したがって、内部の安定のために、彼は秩序の維持を支援する必要がありました。ストレルコフの立場には私は驚いた。
...ベレーザと私は、土嚢の障壁を通り抜けて、SBU の技術棟の狭い廊下に入りました。配電盤を備えた大きな執務室があり、ストレルコフはそこで指揮官会議を開催しており、廊下の右側にある。出口に近い廊下沿いの左側の 2 部屋が彼の個人オフィスです。廊下の真ん中に置かれた「亜鉛」の箱の山に隣接したテーブルに着いた秩序ある兵士が、武器を引き渡すことを申し出る。武器は無いと答える。ピストルは私のブリーフケースの中にありますが、置いておく意味がありません。
左側のオフィスに入ります。地図上のストレルコフ。体は緊張しており、目には遠くガラスのような絶望感が漂っている。彼は長い間ストレスにさらされています。これは哀れみと同情を呼び起こします。状況についてゆっくり話し合いながら、オレグと私はお互いに、彼の代わりにはなりたくない、スラビャンスクを離れることを非難するつもりはない、と伝えました。この人が経験する緊張は非常に大きいからです。職業軍人が本質的に半民間人として自信を持っているような状況は、彼を怖がらせ、疲弊させる。
ストレルコフは自らの意思で、前線の状況をどのように見ているかを語ります。状況は非常に暗いと言わざるを得ません。同氏は再び、軍隊を派遣しなければ状況はせいぜい1～2週間しか続かないだろうと述べた。コントロールボディを Snezhnoye に移動することの妥当性について議論します32。
イーゴリ・ストレルコフ国防大臣、絶望の発作に見舞われる
(その後、ドンバス就任後の最初のインタビューの1つで、ストレルコフ自身がドネツクを離れようとしたことについて語る予定である。
アレクサンダー・プロハノフ。この危機的な状況において、ドネツクを離れる意図はあったのか、また戦力は不平等だったのか？
イーゴリ・ストレルコフ。彼らは私がドネツクを去りたいと思っていると非難します。正直に言うと、ある時点で私はロシアからの援助が来るとは全く信じなくなった。もう信じるのをやめたんだ！そして誰も私にこれを保証することはできませんでした...
...敵がシャフテルスクとトレツの間の道路を遮断した瞬間、私は心理的危機に陥り、何をすべきかを考え始め、本部をシャフテルスクまたはスネジノエに移転し、ドネツクからの避難の準備をすることを考えていました。なぜなら、私は理解したからです：助けがないなら、少なくとも人々を救わなければなりません...
...なぜ転機があったと言えるのでしょうか？なぜならその瞬間、私は司令部に終息の準備をし、すべての参謀に荷物を積み込むよう命じたからである。人々は私を信じていたので、私の命令について議論しませんでした。そして私自身もシャフテルスクへ向かいました...
...私はドネツクを降伏させる計画があるかどうかという質問に答えました。ドネツクを降伏させる計画はなかったが、人、兵力、手段を撤退させて救うという目的で、選択肢としてドネツクを放棄するという計画もあった33）。
これに応じて、内部の問題について話し合うことを提案します。オレグは、「搾り取り」やその他の犯罪の数々の事実に関する情報を読み上げます。ストレルコフのさまざまな指揮官と彼自身は、いわゆる「前線の利益のための一時的撤退」のための「指示」を絶えず出している。
-イーゴリ・イワノビッチ！私たちの闘いは人々に基づいており、私たちを支持する人々に対して略奪者になってはなりません。犯罪に即時に対応するため、部門間のパトロールを組織し、合同本部を設置することが急務である。民兵が住んでいる場所の秩序を回復し、武器を持って市内での移動を合理化する必要がある。
– はい、これが必要であることに同意します。しかし今ではありません。状況は鼻水次第です！人々が何かを手に入れる場合、彼らにはそれを得る権利があります。なぜなら、前の所有者は家を裏切って逃亡し、戦闘員たちは命を危険にさらしているからです。今日彼らは彼らを奪いました、明日彼らは彼らを殺すでしょう！そして一般的に、私が対決を始めても、彼らは私の命令を聞きません。そして、徴用なしでそれを行うことは不可能であり、十分な交通手段がなく、人々は住む場所が必要です。
実際、ストレルコフ軍にはあまりにも多くの後方部隊と補給部隊が犯罪に関与することが最も多かった。イーゴリ・フセヴォロドヴィッチは彼の従者を気に入りました。彼のスタッフの手下たちの中には、ジャーナリスト、外国使節団の代表者、「その他のスパイ」を狩り始めた者もいたため、私は定期的に発生する問題を解決しなければならなかった。彼らはそれを不器用に、専門的でなく、無分別に行いました。同時に、略奪者たちは略奪者の実証的な捜索を組織した。状況はしばしば論理や常識を超えていました。
最初は、戦いを望まない多くの半盗賊グループや指揮官がなぜストレルコフに忠誠を示しているのか理解できませんでした。それから私はそれを理解しました。彼は彼らに多くを要求しませんでした。これ見よがしで意図的な言葉の献身、それ以上のものではありません。このために彼は彼らに一種の「屋根」を与えました。この写真は、前線で完全に無私無欲の偉業を遂行した一般民兵の大部分による無私の犠牲的な闘争を背景に観察されました。そして当時、最前線の兵士とその指揮官たちが、指揮官とその側近がどれほど奇妙であるかを知らなかったのはおそらく良かったでしょう。
北朝鮮軍司令部の会議。指揮はアレクサンダー・ボロダイ首相。近くにはイーゴリ・ギルキン国防大臣と「ドンバスの陰謀」運動のリーダーである内務副大臣アレクサンダー・ザハルチェンコ氏がいる。
ストレルコフは周囲に対して非常に暗示を掛けやすかった。 7月20日、彼は会議で、敵がロシアへの道を遮断する前夜、147人の負傷者が145台の車両で避難したと元気よく報告した。これらの車はどこから来たのか、数字の比率が混乱しているのではないかと尋ねると、何も答えられませんでした。
ストレルコフは戦争への関心をますます薄れていました。私の面前で、彼はアレクサンドル・ユリエヴィチがかつてボロダイに「軍事独裁」を約束したという事実を理由に何度もボロダイを非難した。現在は状況が変化しており、「軍事独裁者」になるためには、少なくともある種の安定と放棄された領土の返還を確保する必要があるという合理的な答えに対して、「軍事独裁者」は非常に痛ましい反応を示した。
この意味で、当時SBUによって傍受され公開されたアンドレイ・プルギンとデニス・プシリンの電話会話の1つは示唆的であり、その中で当時の第一副首相は状況を非常に簡潔に特徴付けていた。
「プシリン: もうストレロックと話しましたか?」
パーギン: はい、少しずつ…まあ、はい、毎日少しずつ…
プシリン: 理解できましたね?
パーギン: いや、正直に言うと... はい、彼はちょっと... (卑猥な) 大佐に似ています。正直に言いましょう。彼と一緒に来た人々の質は低い。 150万人の人口が集まった都市における戦争についての彼の考え...彼が市長を対決に呼び、こう言ったとき、「公共交通機関を止めて、地下鉄の9階建てのビルを爆破しましょう。」彼はすべての小売チェーンの仕事を完全に不安定にし、混乱させました。それはそれです、ストレルコフに何も通さないように説得できなかったので、私たちは飢餓に陥ります...彼は石炭を通さない...私たちの鉱山は停止しています！彼は戦っています... (卑猥 - 良いことです) しかし、ご存知のとおり、彼が解放する民間人よりもはるかに少ない敵が死ぬでしょう!
アレクサンダー・ボロダイがイーゴリ・ストレルコフに公式文書のテキストを口述筆記する
プシリン「分かりました…」
パーギン: 彼は自分のことを絶対に気にしています。彼は待合室で何人かの愚か者を眺めながら、10時間そこに座っていた。本当に理由がわかりません。彼はいくつかの銀行について私に尋ねています...私は彼に尋ねます。「聞いてください、もしかしたらあなたは戦争を始めるかもしれません?...なぜ銀行と関わる必要があるのですか？」なぜ企業間の紛争を解決する必要があるのですか？」
プシリン: そうですね。
パーギン: 若者たちがでたらめに悩まされないように、電話で命令するんですね!街中が腕立て伏せをしているのですよね？バッチで、大量に！彼らはスラビャンスクから来たのです。書類は必要ありません。彼らはただ街を強盗しているだけだ！私は彼に「これをやりましょう！」と言おうとしています。なぜこのような投資家が必要なのですか?! 1 日あたり 200 人が聴いています。なぜそれが必要なのですか?!」彼が「有能な指揮官」であるという事実は、うーん...一万人のウクライナ人を殺すために百万人の都市を破壊するだろう...」
ストレルコフの周りには密接なサークルが形成され、彼はそれに非常に依存していました。彼は彼らの何人かを排除しようとしたこともありましたが、お世辞に非常に敏感だったので、賞賛の罠にはまったことに気づきました。彼の兵站担当副官であるビクトリア・クリボノソワは、この意味で特に明るく振る舞った。
彼女のせいで、ストレルコフともう一人の副官セルゲイ・「フムリ」との関係はさらにいくらか悪化したが、彼は妥協的な資料、つまりストレルコフに報告した文書に基づいて、金銭的および物質的な不正の容疑で逮捕を主張したという。ストレルコフはこれをしようとしましたが、敷居から「ヴィカヴィカ」は国防大臣の偉大さへの個人的な献身と賞賛を誓い始め、彼女自身に対するすべての主張を完全に覆い隠しました。
- ヴィカヴィカに電話してください。
-はい、イーゴリ・イワノビッチ！
ヴィカヴィカがオフィスに転がり込んでくる。
-イーゴリ・イワノビッチ！もううんざりです！奴らは全員ただのバカだ！少なくとも少しでもあなたに似た人が他にいないのはなぜですか!それとも卑怯者なのか、おしゃべりしているのか、盗んで搾り取っているのか！あなたがいなかったら、名誉ある将校が残っているなんて信じられなかったでしょう！なぜ彼らはあなたを尊敬しないのですか？あなたと出会えた運命に本当に感謝しています！今、私は何のために自分の人生を捧げる準備ができているかを知っています！信じてください、あなたほど忠実な人はいないでしょう！
- まあ、わかった...場所を整理して...行きましょう...
ヴィカヴィカとの物語はまだまだ続きます。 8月になって、ストレルコフにはもはや軍隊を率いる能力はなく、ロシアに送られるという決定が最終的になったとき、Wiki-Vikiの拘束が触媒となり、ロシアの指導部全体との関係を深刻に悪化させることになるだろう。 DPRとアレクサンダー・ボロダイ。主要なお世辞を失ったストレルコフは激怒し、彼女の釈放を要求し始め、そうでなければ共和国を離れることはないと脅迫するだろう。もちろん、彼は目標を達成することはできませんが、世界に対する彼の不満は満たされるでしょう。
その間、私たちは中級指揮官との連絡を確立し、彼らと一緒に徐々に秩序を回復し始めなければなりませんでした。
ストレルコフさんのレビュー
私たちは皆、ナポレオンを見ています。
二本足の生き物が何百万もいる
私たちにとって武器は一つだけ
私たちはワイルドで面白いと感じます... 35
ストレルコフを観察しながら、私は彼の行動に大きな影響を与える彼の内なる世界の本質を自分で判断しようとしました。この理解は、可能性を実際に分析し、さらなる行動を予測するために重要であり、その時点で多くのことがそれに依存していました。
個人的に、同様の状況で、私は長い間、ロシアの現役心理学者ヴィクトール・ポノマレンコの「7 つの急進論」36 の方法に従って人々を分類しようとしてきました。行動管理」）。その本質は、相互作用の中で個人のプロファイルを形成する、性格の主な資質と特性（ラジカル）の分析に基づいた導出に帰着します。
ポノマレンコは、精神疾患は何らかの新しい性質を生み出すのではなく、健康だったときにその人に内在していた以前の性質を修正するだけであるため、これらの性質を精神疾患の用語から類推して特定しました。これらの性質は、病理学的悪化の前の特徴を特徴づけます。 7 つの主要なラジカルは、ヒステリー、てんかん、偏執症、感情的、統合失調症、胸腺亢進症、不安症です。これらの場合の接尾辞「-id-」はギリシャ語から翻訳され、「類似性」を意味します。この専門家の研究に基づいてさらなる結論が導き出されました。
そして、ストレルコフに関するこれらの結論は悲観的でした。
ストレルコフの個人的な基本的過激派は、パラノイドと統合失調症の主なタイプに加えて、追加のヒステリックなタイプの混合物として明らかに際立っていました。
ご存知のとおり、パラノイドは厳密に定義された方法で特徴付けられます。このような急進派の一般的な特徴に基づいて、その担い手は多くの場合、強力なリーダーシップの資質を持っています。彼はあらゆるスタイルよりもクラシックなスタイルを好みます。その主な理由は、古典的なスタイルが個人の目標や価値観よりも公共の目標や価値観を無条件に優先することを反映しているためです。それは社会の自信に満ちた強固な強さを象徴し、したがって社会の利益に奉仕する意欲を象徴しています。ただし、それは研究対象の理解においてのみです。彼は自分の仕事に愛情を持っている努力家です。したがって、彼を取り巻くすべてのものは、彼の主な活動と彼が選んだ目標の痕跡を残しています。パラノイアはどこにいても働きます。
I.ストレルコフ
性格上の偏執的な傾向は、目的意識、忍耐力、自信、高いパフォーマンス、障害を克服する忍耐力、リーダーシップ、つまり計画の規模による客観的なアシスタントの必要性です。
しかし、有名な偏執的な粘り強さ、自分自身への自信、そして自分だけへの自信！ – 正しさは、頑固さ、消極性、そして相手の意見を聞くことができず、異なる、多くの場合より合理的な視点を認識できないことに変わります。世界観と目標設定の中心にあるのは、自分の自己中心性を注意深く育てることです。そこには刺激的なエゴと、そのルールに従って緊急の変化を必要とする取るに足らない、不完全で邪悪な世界があります。他人のアイデアをまったく評価せず、被害妄想者は、たとえ他人から盗んだものであっても、自分のアイデアを偏執的に重視します。世界に対する一方的な認識は、この性質の裏返しです。一面性と単純さ。なぜなら、アイデアを誰にでも理解できるスローガンに単純化することなく、アイデアで大衆の意識を捉えることは不可能だからです。そして、アイデアを単純化すると、その本来の真の意味が歪められます。パラノイドは実際には非常に原始的です。
あるアイデアに対する偏執的な執着は、神経系に存在する不安の結果であり、神経系を弱める器質的変化の産物です。普通の偏執的な人は、選択した道から逸脱することを恐れ、あたかも手すりであるかのようにそのアイデアにしがみつきます。
同時に、人々は、どんな美辞麗句を用いたとしても、他人を自分の野心を満たすための燃料としてのみ扱います。
ここで私にとって、このカテゴリーとのコミュニケーションの特殊性を考慮することが重要でした。一般に、偏執的な人に対する重大なコミュニケーションミスは、自分の議論で彼を説得しようとすることです。偏執的な人にとって、いかなる議論や信念も重みを持ちません。
しかし、さらに多くの兆候が依然としてストレルコフを古典的な「純粋な」偏執主義者と区別していました。彼の元の病理に他の病理が追加されました。そして次に、これも非常に重要な急進的なストレルコフが現れ、彼らは一緒に彼の個性を形作りました。
これは統合失調症です。統合失調症が境界線ではなく、イーゴリ・フセヴォロドヴィッチの完全な病理学的状態であると信じる事実的および伝記的理由があるという事実を考慮すると、この症状の重要性を過大評価することは困難です。彼の行動の痛ましいほど非直線的なタッチを形成したのは彼でした。
シゾイドは、周囲の世界のオブジェクトの概念が主要な性質だけでなく、二次、三位、十位の性質にも基づいて形成されているという点で、他のすべての人々（非シゾイド、正統的思考を持つ人々）とは異なります。シゾイドは、架空の仮定された特性に基づいてさえ簡単に概念を作成し、明らかな実際の特性を無視することがあります。統合失調症者の意識においては、現象の主要な性質と取るに足らない性質、現実的な性質と幻想的な性質の両方が、同じ確率で、主要で根本的に重要な性質に取って代わられる可能性があります。統合失調症患者は、各被験者に対して同じ意味を持ついくつかの概念を用意しています。
このタイプとのコミュニケーションの詳細は、この独特の魂の暗い深みに不必要に侵入しようとせずに、距離を保ちながら正式に友好的な関係を確立することをお勧めします。第二に、議論に対する通常の適切な反応や合理的な議論からは結果が得られないことに備えてください。第三に、患者との関係が良好になった場合には、それによってマイナスの結果が生じることが予想されます。この特性は、パラノイアと同様に、この点で曲がりくねった自己正当化システムによって「感謝する」スキルの欠如を生み出します。例えば、生涯を通じてストレルコフに金を提供し、家族を助け、不名誉な解雇後に彼に高給の仕事を与え、最初にクリミア、次にドンバスに昇進させたアレクサンダー・ボロダイは、このことを最大限に感じた。
さて、ストレルコフが「世俗的な栄光」を簡単に受け入れるのを助けた次の急進派はヒステリーです。この傾向は、自己が中心的な位置を占める世界のモデルを作成し、一般大衆に提示することでした。しかし、パラノイアとは異なり、ここで重要なのは、彼が推進している「スーパーアイデア」の認識ではなく、単に彼自身の評価です。このように、2つの資質が同時にストレルコフを名声への渇望へと強く押し上げた。そして将来的には、ロシア当局に対するストレルコフ氏の主な不満の一つは、メディアへのアクセスが制限されていることであり、その一方で、彼は知られている真実の光で感謝に満ちた人類を照らすことができることが分かるだろう。彼だけに（声のあるストレルコフには独立したものが何もなかったという事実にもかかわらず）、その一方で、当然の栄誉を受け取るために。
そして、統合失調症がストレルコフに退屈で凡庸なおとぎ話を書かざるを得なかったとすれば、37、彼の再建主義への傾向を形作ったのはヒステリーだったということになる。なぜなら、歴史的、文化的、その他の社会問題を再建を通じて解決しようとする多くの人々とは異なり、ストレルコフは、特定の衣装と適切な雰囲気を美しく厳粛に見せるという目的だけでこれに興味を持っていたからです。そして、ドンバスでの短期間の滞在がそのような機会を与えたとき、復興は忘れ去られました。
ヒステリーは神経系の弱さに基づいています。神経生理学では、神経系の強さ/弱さは、通常、長時間の興奮の過程に耐えられるかどうかによって評価されます。したがって、ヒステロイドラジカルの主な内部状態の 1 つは、神経系が比較的長期間の興奮に耐えられないことです。行動レベルでは、これは断続的で不安定なパフォーマンス、潜在的なエネルギーの枯渇の増加を意味します。ストレルコフが長期間の「スラブ座り」に耐えられなかったのは、これらの資質、その後のドネツクの不確実性の激しさ、そしてクリミアでの組織的な行動とスラビャンスクへの入国を決定する際の忍耐を確保するための以前の出来事でした。
深いエゴイズムと自己中心主義を持つヒステリーにとって、人々は自分の話を聞いて賞賛してくれる聴衆としてのみ重要です。彼らは誰かを理解する気分ではなく、誰にも同情せず、「鏡の反射」のように対話者の心理状態を模倣することしかできません。
ヒステリックな傾向の存在は、常に自分自身の努力の結果に対する対象者の態度に影響を与えます。対象者は成功を誇張し、失敗を無視する傾向があります。一方では、自分の無謬性、つまり「導きの星」への信仰は、確かに困難を克服するのに役立ちますが、他方では、それは自信を与え、間違いに取り組み、それを認めることに対する他の人のアドバイスの必要性を完全に消し去ります。 。したがって、時々、統合失調症の急進派だけがストレルコフに彼の最愛の自己についての一時的な疑念を形成しました。
対象の性格は明らかな自己中心性、つまり自分の長所を高く評価してもらいたいという願望を示していました（チームの長所を自分自身に帰する傾向がありました）。このようなタイプの人の頭には、自分自身の独占性、特別な使命、社会歴史的意義についての考えが常に浮かびます。キャリアアップに対する野心と欲求が高まります。
個人の心理的プロファイルで示されたすべての個人的特徴は、明らかな反社会性パーソナリティ障害 (または社会病質) に関与している人の中にしっかりと固定されていました。現代の精神医学では、社会病質を、行動と一般的な社会規範との間の著しい不一致として定義しており、以下の兆候によって特徴付けられます（診断のために、精神科医は 3 つ以上の基準が一致するだけで済みます）。
a) 他人の感情に対する無関心。
b) 社会的ルールと責任を無視し、無責任な失礼かつ執拗な姿勢。
c) 関係の形成に困難がない限り、関係を維持できない。
d) フラストレーションに耐える能力が極端に低く、暴力を含む攻撃性を発揮するための閾値が低い。
e) 罪悪感を感じられず、人生経験、特に罰から恩恵を受けることができない。
f) 他人を責めたり、自分の行動についてもっともらしい説明をしたりする顕著な傾向があり、それが被験者を社会との衝突に導く。
追加の症状として、持続的なイライラが発生する場合があります。小児期および青年期には、ストレルコフをよく知る人々のレビューによると、行動障害が発生したことによって診断を確認できます。
国際的な医療現場では、パーソナリティ障害の一般的な基準に加えて、以下の点が 3 つ以上満たされている必要があります。
1. 社会規範を遵守せず、法律を尊重することができない。
2. 偽善。利益を得るために頻繁に嘘をつき、偽名を使用し、他人を欺くこと。
3. 衝動性。
4. イライラと攻撃性。
5. 自分自身や他人の安全を考慮せずに危険を冒すこと。
6. 特定の作業スケジュールの維持や財務上の義務の履行を繰り返し怠ることによって明らかになる、一貫した無責任。
7. 良心の呵責の欠如。他人を傷つけたり、虐待したり、他人から盗んだりすることに対する合理化や無関心によって表れます38。
ストレルコフにおけるこれらの兆候の十分なセットは、観察によって明確に診断されました。
一般に、これは、知的な家族に育った大都市居住者のほぼ典型的なタイプの1つであり、子供の頃は弱くて社交的ではなく、自分が発明した幻想の世界に住んでおり、長年自分を傷つけた人々に対して不満を蓄積し、復讐を先延ばしにしていました。 「後で見せてあげる」という適切な機会が来るまで、あなたはまだ私を認識するでしょう」と閉ざされた夢想家で、精神的に傷ついたタイプです。彼は生涯を通じて、自分の鈍感さを超えて、痛みを伴う特性の影響下で本来の標準的な個人的資質の頭上を飛び越えようと努めてきました。ストレルコフさんは幼少期に深刻な精神的外傷を負った形跡があった。その結果、その人は自分の病理を個性の範疇にまで高めた。
したがって、肝心なことは、批判的な自己分析ができず、自分の目的や使命を誇張する一方で、長期的な心理的ストレスに耐えることができず、自己表現に情熱を持ち、自分の周囲の世界を自分の場所として認識しているクライアントがいたということです。彼と確立されたシステムとの間の絶え間ない対立。 Strelkovとの対話を組織する際には、これらすべてを考慮する必要がありました。
レオニード・バラノフ、DPR特別委員会委員長
(2014年6月)
 
ショットを決める
人的環境
一般にどこでもそうであるように、部門を編成する場合、重要な問題は人事業務です。しかし、誰から採用すればいいのでしょうか？私がDPRに到着するまでに、偵察兵を演じることについての私の子供時代の夢、彼らの理想と複合体の実現への国家安全保障の参加についてのすべて、私が見ていた謎のスパイについてのすべての映画と『ボーン・アイデンティティー』はすでに忘れ去られていた。気がついた。どこかで、NKVD、特別部門、軍事諜報機関、特別諜報機関、軍事対諜報機関、非軍事対諜報機関、およびその他の対諜報機関が創設されました。
この恐ろしい兆候の狂気は、内容と大まかに関連しており、地元の活動家レオニード・バラノフが率いる特別委員会によって頂点に達した。私が到着するとすぐに、ボロダイはアレクサンダー・ザハルチェンコとレオニード・バラノフを呼び出した。ザハルチェンコはオプロットとともに、内務省とベレーザを直接従属させながら、オプロットを自分の予備軍に引き入れた。その時から首相に任命されるまで、アレクサンドル・ザハルチェンコはDPRの内務副大臣を務め、オププロトは国内軍の基礎として挙げられていた。オレグ・ベレザの推薦により、閣僚内閣はアレクサンダー・ザハルチェンコに「少佐」の階級を授与した。
私は特別委員会の指揮を執りました。彼らは主に警察と司令官の職務に関与していたため、この部隊はほとんど役に立ちませんでした。マケエフカでは、彼らは一種の隔離病棟を設置し、違反者はそこに配置され、秩序が維持され、時には敵の「悪夢を見せた」。
実際、威圧的な兆候を示して首を吊るした善良でほとんどが純朴な人々は、伝統的な国家安全保障の仕事ではなく、何でもしていました。革命の火にはさまざまな蛾が集まりました。最良の場合、彼らは麻薬売人または麻薬売人とみなした人々を逮捕しましたが、最悪の場合...さらに悪いケースもありました。私は彼ら全員をスタッフから外し、再認定を命じました。
次のお父さんのような人もいました（クラスノダール産科病院の救急部門よりもドネツクにはお父さんの方が多かったです）。地元の諜報活動や対諜報機関の瓦礫を整理していたとき、私は空港近くの地域に駐留していた約100人の民兵組織に出会った。主にロシア人ボランティアで構成されていた。彼らの指揮官はバティアと名乗り、自分たちは国家治安特殊部隊であると厳しく宣言した。それから、あまり儀式もせずに、私は隊員の概要、出来事や敵対行為への参加に関する報告、作戦状況の評価と戦闘での使用に関する提案を要求した。その結果、当惑した父親は、自分たちはどこにも喧嘩したことはなく、子供の頃からどういうわけか「国家の安全」という魔法の言葉に惹かれていたため、団結していたと認めました。 MGBの利益のために働く人々はまったく役に立たなかった。そして、これは遭遇した最悪の選択肢ではありませんでした。
DPR MGB の当初の中心人物は、特別委員会の職員と、事件が始まるずっと前に辞任した SBU SVRU39 の退役軍人で構成されていました。他に誰もいなかったのです。その後、ドネツク人民共和国との状況が長期間続くことを認識し、ウクライナの特別サービスの職員が連絡を取った。彼らは、あらゆる場所で労働者を探す必要があり、場合によっては 1 つまたは 2 つの個別の領域のみを特定し、重大な妥協をし、短期間での迅速な交代の必要性を念頭に置いていました。基本的な作業を担当する人を確保するために、明らかに不適切なスタッフを短期間保管することを余儀なくされました。作業は車輪から開始する必要があり、途中で継続的な選択と清掃を実行する必要がありました。
状況の評価により、建設の優先順位と部門の現在の活動が明確になりました。必要最小限の数と質の従業員を採用する必要がありました。同時に、他部門にまったく適さない者については慎重に解散・分散させる。この後、必要な物的基盤を開発し、軍事および領土防諜活動などの優先分野での作業を組織化して推進します。略奪および違法グループとの戦いへの参加。妨害行為、偵察、テロ活動への対抗。諜報機関。秘密の保護。部門の構築が進むにつれて、私は他の指示を与えるようになりました。
技術的な観点から見ると、これらの問題がどのように解決されたかは明らかでした。国家の実際の社会生活全体は、「線」と「物」からなるブロックに分割されます。線は球体です - イデオロギー、経済、文化、宗教、犯罪、汚職など。オブジェクトは特定の機関です。企業、政府部門、政府機関、政治および公的組織、軍事組織および組織など。社会の構造の下で、国家安全保障構造が形成され、その従業員はラインとオブジェクトに割り当てられます。これは、国家機密、諜報システム、対諜報活動、テロとの戦いを保護するための安全保障と作戦活動に重ね合わされています。次に、形式、方法、標準、ツール、材料、実践の導入です。
それぞれの方向に、骨の折れる非標準的なソリューションが必要でした。たとえば、2014 年の秋、年金受給者で上級将校の階級を持つ防諜活動の退役軍人が私の副官の 1 人として採用されました。私には長くて強烈な職業経験がありました。当然のことながら、経験と状況を考慮して、私は彼の公式活動の主な優先事項を本格的な軍事防諜体制の形成であると特定しました。戦時下では、軍隊における治安機関のシステムが国家を守るための主要な手段の一つとなる。その重要性は過大評価することはできません。これには、両側の捕虜に関する濾過作業、軍事機密の保護、軍環境における敵工作員の捜索と敵の活動への対抗、略奪、違法武装集団、さまざまな犯罪との戦いが含まれます。軍隊における虐待、違反、犯罪。
しかし、他の活動分野とは異なり、その時までに私には地元の防諜活動員、退役軍人、経験のないオペラ青年など、元も現も一人もいませんでした。誰もが逃げ出し、急いで戻りませんでした。
まず、私は民兵の中から、法執行機関での経験があり、民兵の権威を享受している、積極的で進取的な愛好家を数名選出しようとしました。しかし、特定の理論的知識も仕事の初歩的な基礎も理解せず、実践も欠如していた彼らは、噂、ゴシップ、個人的な好き嫌いに基づいて、サービスが提供するかなりの権限を不適切に利用して、仕事を完璧なものに変えてしまいました。冒涜。
私の新しい副官は公的活動について独自のコンセプトを持っており、その有効性に彼は自信を持っていた。彼は、最大規模の部隊の指揮官にそれぞれ 2 人の兵士を割り当て、彼らを MGB に派遣することを提案した。これらの軍人は元の部隊に配属され、経験豊富な指揮官の指揮の下、元の部隊への対諜報支援を組織しました。彼の意見では、これにより指揮官の警戒心と不信感が和らぎ、将来的に変革される可能性のあるサービスを最初の段階で開始することが可能になったという。
興味深く、有望に見えたアイデアは、まったくのナンセンスであることが判明しました。指揮官たちは単に自分たちを選び出したくなかっただけで、あらゆる言い訳をしてこれを避けたか、あるいはアレクサンダー・ホダコフスキーのように最も信頼できる指揮官を選び出し、MGBの後援の下で追加の地位を獲得しただけだったが、実際には彼らはただ一人の指揮官に従い、その命令だけを実行し、MGBの実際のプロセスを隠した。あるいは、それを排除して妨害するために、絶対に不適切なキャラクターを選び出しました。その時までに、すべての主要部隊は特殊部門、防諜部門などと呼ばれる独自の作戦機構を獲得しており、私が率いる部門にその秘密を明かす理由は見当たりませんでした。
その結果、2か月後、副官は白髪の頭を下げて、軍の防諜活動に失敗したと正直に私に告げた。知的な人材は見つからず、私自身がこの演出に任命した何人かのエキストラは専門的な活動ができず、そのコンセプトはフィクションであることが判明しました。
それから私はこの問題に取り組みました。彼は、戦前に地元の大手企業の安全を確保し、マイダン期間中にクリミアに行っていたSBUの精力的な元軍防諜高官の一人を説得し、軍に加わり、副長官の地位に就くよう説得した。 MGB の軍事防諜部隊で、長官のポストが空席だったとき。その後、私たちは彼と一緒に、組織および諜報活動の警察または軍務で豊富な経験を持つ人材を選出し、3週間でこの重要な分野を立ち上げ、その物質的および規制基盤を強化しました。当然のことながら、採用された人々の中にはすぐに選別が始まった人もいましたが、主要な中核は非常に効果的であることが判明し、地域の特性をよく知っていた新しい上司のエネルギーとイニシアチブのおかげで、すぐに単一のシステムに組織化されました。 。したがって、この問題は解決されました。
ここで重要なことは次のとおりです。理論的にどうあるべきかについては、好きなだけ話すことができます。練習はいつも違います。そして、不完全なプロセスを開始し、進みながら修正していく方が、無意味に停滞し、どうあるべきかについて話し合って何もしないよりも良いのです。ゼロをいくら掛けても、最終的には得られます。
なぜなら、最も難しいのは常に最初であり、何もなく、難しい錬金術の手順を実行する必要があるとき、つまり無から何かを作り出すためです。この「何か」を改善するという問題は、すでにテクノロジーの問題です。結局のところ、たとえ不完全で、ランダムで、エラーがあったとしても、何もないところから創造できる人は、創造することができます。 – 作成されたものを修正し、修正し、批判し、使用できる少数の人々 – 闇。
反キエフ的な態度をとった当時のSBU職員（そして何人かいた）をDPR MGBで働くために採用しようとした最初の試みは完全に失敗した。そして、これは、革命的な出来事の初めに、彼らの一部がこれに積極的に貢献したという事実にもかかわらずです。私はクリミアで、以前はかなり親ロシア的な行動をしていたSBUのドネツク部門の副局長の一人をなんとか見つけ出した。私は彼をドネツクに来て話をするよう誘った。彼は同意したが、DPR MGB の創設に参加するよう説得する試みはすべて失敗に終わった。男はクリミアへ向けて出発した。連絡は、「職員ではなく」協力することを決めた少数の部下とのみ維持されていた。 9月末になってようやく彼らは新たな現実を認識し、正規の任務が合法化される。
北朝鮮人民共和国国家安全保障大臣の証明書
おかしな状況になってしまいました。私は MGB の設立に関する法令と、奉仕を希望する多数の愛好家を手にしていましたが、私の部門の基準をまったく満たしていませんでした。当初は適切な訓練を受けている人はほとんどいませんでした。しかし、私たちの活動分野では、願望と準備だけでは十分ではありません。諜報機関は、行動、スキル、知識、ツール、訓練の特定のアルゴリズムを前提としています。
マトバザ
当初はインフラも必要な資金もありませんでした。 SBU の公式輸送車が奪われたり、略奪されたりした。武器は民兵部隊に分配された。建物はストレルコフとボストークによって占拠されており、彼らはそこから出たくない。従業員の業務記録や個人ファイルが持ち去られたり、隠蔽されたりした。特別な装備もありませんでした。規制の枠組みさえありませんでした。
必要なものはすべて新しく作り直す必要がありました。夜は最初の最低基準である注文書を書き、日中は人々と協力して働きました。将来的には、地元の退役軍人数名に紹介文書の作成に協力してもらう予定です。私はロシアに参加する前に、クリミアでの出来事から残った資料が入った「フラッシュドライブ」を持っていました。ここで彼らが役に立ちました。 DPR MGB の人員の基礎として、私は当初、クリミア治安局用に開発した人員配置表を採用しました。 ID の最初のモックアップも同じ場所からのものでした。
-オレグ・ニコラエヴィッチ！証明書は明日には準備が整うはずです。プラスチックのラミネートカードもありません。証明書は本でなければなりません。
– アンドレイ・ユリエヴィッチ、明日はうまくいきません！私たちが印刷する予定だった印刷所...一般的に、駅の近くにあります...昨日、ウクロポフの戦車を突破しようとしたときに砲弾が印刷所に命中し、所有者は今日街を去りました。 ..
- わかりました、新しい印刷所を探してください。
私は、衒学的な地方行政官オレグ・カザクを人事部門の責任者に任命します。他には誰もいません。将来的には彼を私の人事担当副官にする予定です。私が辞任した後、彼は家の庭で殺されるでしょう。
その間、私は何もないところから MGB を作成しようとしています。元SBU公用車両を市内各地に設置し、捕獲しています。私たちは、従業員がマリウポリに運ぶ時間がなかった書類や特殊機器の保管場所を特定しています。私たちは武器を捜索し、押収し、バランスシートに載せます。 MGB は徐々に形成されています。 9月末までに、今後ドネツク諜報機関となる施設内で最初の認証を実施できるようになります。
再鍛造
時間が経つにつれて、SBUや他のウクライナの特別サービスの現在の従業員が連絡を取り始めました。とても繊細で丁寧な作業でした。
一方で、私たちは常に「仕組まれ」や挑発を恐れていました。
一方、ウクライナの特別機関は非常に混乱し、内部で中傷されていたため、潜在的な逃亡者を理解することは可能でした。彼らのほとんどはドネツクの住民であり、キエフや西部地域からの訪問者には裏切り者とみなされた。彼らに対する態度は疑わしく、屈辱的でした。その結果、サディスティックな同胞団の熱意で忠誠を証明した者もいたが、多くは故郷のドネツクに戻ることを熱望していた。
その後、一連の対策が講じられましたが、その後、従業員は後戻りできなくなりました。
私たちの側に移行するたびに、三重の効果がありました。まず第一に、専門人材の確保です。第二に、亡命者は一連の公式情報をすべてもたらした。そして第三に、そのような移行に関連して毎回、SBUは内部検査を実施し、時には刑事事件が提起され、マネージャーやチームが職務から外され、それがウクライナの特殊サービス部門全体の業務を麻痺させた。このアプローチにより、明らかに良い結果が得られました。併せて、転勤者に対して管理監督者および試用期間を設けました。定期的なチェックが行われました。人々は行いによって忠誠を証明しました。
...中国の古いたとえ話があるそうです... 昔、皇帝は政府の重要な地位の候補者を検討していました。結局、候補者は2名残った。
彼の賢人たちの評議会は、彼らの個人的な資質を比較検討しながら、それぞれについて議論しました。すると一人が立ち上がってこう言いました。
- これは処方できません!
- なぜ？！
- 彼は泥棒だ! 5年前、彼は窃盗をして捕まりました。この後、彼はあらゆる地位から屈辱的に追放されたのです！
- はい！ -賢者たちは一斉に叫びました。 - これは本当です！泥棒を指名することはできません！
皇帝は少し考えて、次のような決断を下しました。
- この人を指名してください！ ――彼は、先ほど盗みをしていた人物を指して言いました。
- ああ、すごいですね！ ――顧問たちは懇願した。 – あなたの知恵の光で私たちを照らしてください！教えてください、取るに足らない人たちよ、なぜあなたは犯罪者を任命したのですか？
「わかりました」と皇帝は言いました。事実は、この泥棒は暴露されて、本当に打倒されたということです。そして誰もがこの数年間、彼の悪い評判を思い出しながら彼を見守っていました。彼の世話は特別でした。それにも関わらず、彼は再び一歩ずつキャリアを成長させ、現在の任命に応募するまでに至った。もし彼が再び盗もうとしたら、彼は捕まるだろう。しかし、彼は努力しませんでした。これは、彼が自分の攻撃からすべての結論を引き出すことができたことを意味します。つまり、私たちは彼の転落の限界を知っており、彼がそこから結論を導き、間違いを繰り返さないことを知っています。私たちは彼の粘り強さと最高の資質を見せて再び立ち上がるのを見ました。そして、他の候補者と同様に、彼にも悪い点があるという事実にもかかわらず、私たちは他の候補者について良い点だけを知っており、悪い点は何も知りません。つまり、私たちは彼について何も知らないということになります。なのでもちろん1位を指名します！
アプヴェーアの補充
個人的な会話の中で、ストレルコフは「アプヴェーアについて決断を下す」必要があると私に語った。クリミアからストレルコフとともにスラビャンスクに来たセルゲイ・ズドリリュク40は、その時までにはメディアの人物であり、ストレルコフの右腕とみなされていた。最初の段階ではそうだったが、その後、カムリーが彼を脇に押しのけ始めた。これは、「右翼」による親族の迫害についてヴィニツァから知らされた後、アブヴェーアが大酒を飲み始め、常にストレルコフの世話をしていたスタッフサークルの親しい輪から離れるという間違いを犯したという事実によって促進された。 。
...会話中に、ストレルコフとアンチュフェエフは一時的に席を外した。戻ってきたアンチュフェイエフ氏は、ストレルコフ氏がアプヴェアに対し「後始末」をするよう頼んだと語った。これはウクライナの破壊工作員か、逮捕中の出来事である可能性がある。入手可能な資料によれば、数名のアブヴェーア戦闘員が「圧迫」に関与していたので、拘留には根拠があった。彼は情報漏洩を恐れて、部隊の力を使ってこれを行うことを恐れていた。
少し後にストレルコフも戻ってきた。私はアプヴェーアの「粛清」は不適切であるとの意見を表明した。第一に、これは民兵組織内に否定的な共鳴を引き起こすだろう。第二に、アプヴェーアにはある種の人員構成があります。アプヴェアはストレルコフ軍の防諜部門の責任者とみなされていた。実際、私はそのような決定は根本的に受け入れられず、不道徳であると信じていました。
この点で、私はアプヴェーアとその農場を私に譲渡することを申し出ました。ストレルコフは同意したが、アプヴェーアがいかなる軍事的対諜報活動にも従事せず、軍隊を監督したり、軍隊と交流したりしないという保証があった。それをどうするかという疑問が生じました。戦時下での防諜活動は、ちょっとした軍事的なものです。犯罪と戦う分野は民兵組織と交差することになる。一方、DPR MGB の初期状態を考えると、どこにでも配置できる可能性があります。そして、彼を正反対の方向に切り替えるために、彼は経済部門を割り当てられました。通常の状況ではどんなに面白く見えても、当時最も二の次だったのは彼でした。
こうして私はアプヴェーア部隊も獲得した。彼はとても多様な人でした。 SBUの職員、ウクライナ警察、数人のロシア人ボランティア、地元民兵。それらを消化する必要があることは明らかであり、最終的には文字通り少数の人々が取り残されることになりますが、これは段階的に行われるべきです。当然のことながら、彼らの中には古い習慣を新しい条件で実践しようとする人もいます。私は、残りのメンバーが起こり得る問題のイメージを視覚化できるように、オフィスの会議で数人の賄賂受領者の逮捕を直接命令しました。
さらに、ウクライナ内務省の退役軍人を中心とした地元の愛好家を招待しました。革命的な出来事が始まると、彼らは団結してドンバス退役軍人連合「ベルクート」を結成した。組織犯罪対策局の元高官の中には、自発的に独自の諜報機関を組織した者もいる。 MGBでもそこから何人か使ってみました。
私はまた、地元のテレビチャンネルで講演し、ウクライナの特殊サービスの職員がMGBに登録しに来るよう要求した。誰も反応しませんでした。 7月24日、内務総局の議事堂で、まだ人事部門がなかったので、最初の43人の職員の雇用に関する、前夜に私が書いた人事に関する命令第1号を読み上げたとき、私はこう言いました。彼らと出席した数人の候補者にこう告げた。
- 今は難しい時代です。できる人は皆、人々を助けます。しかし、この法案が可決されれば、ここにいる人々のほとんどは国家安全保障に従事することはなくなるだろう。
そしてそれは起こりました。これがそのようなプロセスのパターンです。
開始時の問題
私がロシアにいた間、人脈を通じて、新設される部門の問題の少なくともいくつかを解決しようと努めていたが、2014年8月の私の宣教は、その独特のエネルギーをもって、ウラジミール・ユリエヴィチ・アンチュフェエフ（大統領の決議によれば、彼は）によって監督された。内閣は MGB を統制する権利を持っていたが、首相の部下であったため管理はできなかった）、当時首相は法執行担当の DPR の第一副首相の職にあった。
彼はいくつかの必要な決定を下し、まず第一に、スラビャンスクやその他の放棄された入植地からの難民従業員の家族をリバプール・ホテルに再定住させるというアブヴェーアの提案に同意した。
しかし、同じ時期に、DPRの若い国家安全省の後援のもとで、多くの問題のある立場が生じた。特に：
1. アレクサンダー・ホダコフスキー（すでに言及した）との対立。
2. レオニード・バラノフ氏との対立。彼はMGB創設前に特別委員会委員長のポストを務めていたため、私が担当を任せた。
3. アンドレイ・プルギンとの対立41。
4. MGB に新設された軍事特殊部隊の内部紛争。
5. 旧特別委員会の個々の戦闘員による「DPR のクーデター」に関する報道機関での発言。
6. 物議を醸している民兵司令官の一連の拘束。
私の帰国直後、ウラジミール・アンチュフェエフが取り消し不能で共和国を離れて以来、私はこれらの問題を自分で解決し始めました。
アレクサンダー・コダコフスキーとの物語は、後者の妥当性と必要な措置の理解可能なアルゴリズムのおかげで解決されました。
バラノフの場合、すべてはもう少し複雑でした。
レオニード・バラノフは、DPR の若くて野心的な指導者でした。革命の最初の日から革命のプロセスに参加した彼は、国民投票の主催者の一人であり、最初のドネツク憲法の起草にも参加した。
2014 年 4 月に、彼は DPR 人民政府の共同議長に任命されました。その後、彼はウクライナの特殊部隊に捕らえられ、キエフに連行された。後交換しました。ドネツクに戻った彼はアレクサンダー・ボロデーの意のままに身を置き、できる限り法執行機関と特殊組織の一種のハイブリッドを形成しようとした。結果的にはその通りになりました。しかし、彼の理想への献身は否定できませんでした。彼は当初、捕虜および難民に関する DPR 委員会の委員長も務めていました。
バラノフは私が初めて軍位を授与した人でした。レオニードが船長になった。実際のところ、これまでDPRにはそのようなタイトルはありませんでした。必要な規制と多層的な従属システムの形成なしには、軍事構造を構築したり、特別なサービスを設計したりすることは不可能であることを私は理解しました。そこで私は「ドネツク人民共和国における兵役に関する暫定規定」を作成し、検討のために閣僚に提出し、承認されました。
その開発中に、ストレルコフは私に中尉と少尉の役職を紹介してほしいという依頼を持ちかけました。彼が言うように、それは彼の「ちょっとした気まぐれ」だったのです。しかし、アンチュフェエフはそのような革新に厳しく反対し、ドネツク軍には白衛兵の才能が欠けたままになった。この規定に基づいて、私は省内に「DPRの国家安全機関における兵役に関する暫定規則」を導入し、これに基づいて最初の軍階級を認証し、授与しました。
出張後、私はバラノフをMGBの作戦部門の一つの副部長に任命した。その男は自分自身を副大臣代理、時には大臣とさえ呼ぶようになった。これは彼のプライドを喜ばせたので、私は彼をあまり引き戻さなかった。当時、そんなことは重要ではありませんでした。私には彼のための私なりの計画がありました。絶えず沸騰し、その後非常に機能不全に陥っていた議会の安定を強化するために、私はDPR最高評議会議員でもあったバラノフを最高評議会議長またはその第一副議長の地位に昇進させる計画を立てた。良い権威を持っていた。
しかし、レオニードはウラジミール・アンチュフェエフとあまり仲良くありませんでした。ウラジミール・ユリエヴィッチは一般的にドネツクの人々とうまくやっていくことができませんでした。強い意志と野心的な性格を持っていたアンチュフェエフは、進行中の革命プロセスに対する彼の実際の貢献に関係なく、無条件の服従と彼の素晴らしさの承認を要求しました。ドネツクのチームとはうまくいかなかった。
その結果、アンチュフェエフは戦闘の機会を利用した。レオニード・バラノフは、最近の撤退を背景に少なくとも何らかの軍事的勝利を達成しようと決意し、彼の部隊でウクライナ軍の陣地を攻撃しようとした。作戦の計画が不十分だった。死傷者は出なかったが、負傷者は多く、撤退中に武器や車両の一部も失われた。
この点で、アンチュフェエフはバラノフに対して刑事訴訟を起こし、拘留し、釈放するよう命じた。バラノフはロシアに逃亡した。
もう一つ醜い特殊な事件があり、これも後にメディアで報道されました。バラノフ氏のオフィスに入ると、ウラジミール・アンチュフェエフ氏は彼の秘書に出会った。少女は、第一副首相に思われたように、上司を不当に追及していると彼女が考える男性に必要なお辞儀をしなかった。ウラジミール・ユリエヴィチは彼女の逮捕を命じた。逮捕の理由はなかったが、逮捕の実行が妨げられることはなかった。本質的に、彼女は人質として行動しました。
戻ってきて最近の出来事を知った私は、少女を直ちに釈放するよう命じた。釈放後、彼は彼女を自分の家に招き、何が起こったのかを謝罪した。それから彼は彼女がどのように飼われていたのか尋ねました。 DPRを心から支持していた、すすり泣きながら、痩せていて、赤毛の若い少女は、数日間続けて、中腰の姿勢で、バスルームのシンクの下のラジエーターに固定されていたと語った。私は彼女の前でとても不快で恥ずかしい思いをしました。
同時に、バラノフ捜索に関する情報を地元のテレビで常時放送するという命令も取り消しました。そのような行動には実際的な根拠もありませんでした。
バラノフがいくつかの戦闘部隊の指揮官であったことを考えると、彼との対立は内部分裂を引き起こした。アンチュフェエフに忠誠を誓う者もいれば、バラノフに忠実であり続ける者もいた。
バラノフに関する出来事は、ウラジミール・アンチュフェエフとアンドレイ・プルギンの間の関係を緊張させた。実際、バラノフの側近の中心人物はドネツク共和国組織の活動家で構成されており、その創設の父はプルギンであった。彼の最も有名な支持者の一人は、コールサイン「ワリャーグ」ことアレクサンダー・マチューシンで、彼はアンチュフェエフに関してメディアで数々の厳しい発言をした。アンチュフェエフとプルギンがDPR閣僚評議会の第一議員として同等の地位にあったという事実にもかかわらず、ウラジミール・ユリエヴィチはアプリオリに自分の方が重要であると判断した。
ドンバスでの出来事におけるアンドレイ・エフゲニエヴィッチ・プルギンの役割を考慮すると、そのような意見は疑わしいように思えました。その時までに、プルギンはすでに長年にわたってこの地域でロシア世界の思想を擁護しており、定期的にウクライナの特別機関によって迫害され逮捕され、行為によって自分の権威を証明していた。しかし、リベラルな半アルコール依存症の外見と習慣を持ち、粘り強い親ロシア愛国者の鋭い探究心には対応しなかったプルギンは、当然のことながら、同じく自分自身を次のように位置づけていたアンチュフェエフとは性格が合わなかった。遠距離アプローチ（ドンバスの外ではあるが）でロシアの利益を長期的に擁護したが、長年にわたって築き上げられた法執行機関の鷹のイメージを持つ。ウラジーミル・ユリエヴィチにとって、これは疑いの余地のない競争だった。
その結果、ドネツクでのクーデターに関するあらゆる種類の発言が当時のメディアによって行われ、この問題に対するヒステリックな要求などが行われ、すでに過熱していた状況を混乱させました。
SBUによって引き起こされたスキャンダルを背景に、メディア界の状況は激化していました。ウクライナの特別機関はアンチュフェエフ氏とジリノフスキー氏の電話会話を傍受し、報道機関やユーチューブで公開した。
銃撃や爆発が続き、敵の突破を待つというまたも激動の夜を経たある朝、ウラジミール・ユリエヴィッチは重要な決定を下すことに貢献することを決心し、それを朝食時にオレグと私に大事に伝えた。この時までに、彼はすでに沿ドニエストル時代からの知り合いであるウラジーミル・ヴォルフォヴィチに積極的に電話をかけ、「DPRの存在は危機に瀕しており、我々は防衛に対処することはできない」と宣言し、指導者に次のように要求した。自由民主主義人民共和国は、ロシアによる紛争への公然と介入に向けた措置を講じている42。当然のことながら、敵はこれをロシアの干渉疑惑の証拠として利用することに失敗しなかったが、その議論はまったく取るに足らないものであり、呼びかけ自体は何の結果も伴わなかった。
その時までに、ウラジミール・アンチュフェエフはまた、ストレルコフの副官ビクトリア・クリヴォノソワ（Wiki-Wiki）、アブヴェーア、そしてフムリ配下のコールサイン「ケルチ」（ワディム・ポゴディン）の下で民兵大隊の指揮官の逮捕を組織していた。彼は自分が素晴らしい仕事をしたと信じて、これをとても誇りに思っていました。
出来事そのものには何らかの意味があった。アプヴェーアにとって、拘留は少なくとも命を救った。ヴィカ・ヴィカに関しては、クムリ氏によると、質問は本物だったというが、拘留を命じる際、副首相はいかなる資料も見なかったという。しかし、ウラジミール・ユリエヴィチが状況のあらゆる側面を考慮に入れようとせず、急いでいたのは残酷な冗談だった。すでにしばらく解任されていたストレルコフ氏の釈放までに数日待っていれば、クリボノソワ氏をめぐる大騒ぎは起こらなかったはずだ。しかし彼はストレルコフのピンを差し込むことを決意し、ためらうことなくそれを押しとどめた。これはよく知られた反応、アンチュフェエフと物事を解決しようとするイーゴリ・フセヴォロドビッチの別のヒステリーにつながりました。
アンチュフェエフとストレルコフの間の相互対立は、その根源も以前のクリミアの出来事と個人的な資質にあり、最初は私の目の前で発展しました。二人の英雄は非常に野心的で誇り高く、祖国に対する並外れた貢献を疑いませんでしたが、そのためには周囲の人々からの明らかな尊敬と祖国からの反応が必要でした。ウラジミール・アンチュフェエフによれば、この敬意がストレルコフによって十分に示されなかったとき（とはいえ、イーゴリ・フセヴォロドヴィチはこの問題に関して極めて正常に行動したと言わなければならないが）、アンチュフェエフは単に「彼は私のところに這って来るだろう」という言葉を残してストレルコフの軍事会議に行くのをやめたという。彼自身" 。その後、ストレルコフは年老いた将軍に対する明らかな敵意を燃やすようになった。一般的に、石の上に鎌を見つけました。
ケルチでもすべてが平坦ではなかった。不適切に計画された作戦により、カーチが抵抗を示さなかった逮捕中に、無作為に人が殺害されたという事実が生じた。彼はウラジミール・コノノフ新国防大臣（「ツァーリ」）の友人であり運転手であることが判明した。
さらに、法執行機関の「自給自足」のために、ウラジミール・ユリエヴィッチがすでに開始したプロセスの停止弁を急激に引く必要がありました。敵の提案で、彼らはすでに私たちを略奪者や犯罪者のレッテルを貼ろうとしていました。これについては、たとえほんのわずかでも事実に基づく根拠を与えることは不可能であり、創設された組織に損害を与えることさえありました。
一般に、部門を構築する最初のステップと同時に、犯した間違いを直ちに排除する必要がありました。
 
MGBはここに来ます
新しい拠点
北朝鮮人民共和国国家安全省の所在地に関して疑問が生じた。まずはドネツクで、その後は共和国全土で。警察は徐々に成長し、強力になり、もはや警察と共存できなくなった。
北朝鮮人民共和国国家安全省の管理棟の一部
そして、2014年9月12日、次期閣僚会議で、私は、以前はドネツク地方控訴裁判所に属していたドネツク市カリーニンスキー地区のシェフチェンコ大通りにある建物群をMGBに譲渡するという提案をしました。管理監査部門の地方部門と税務署の1つが隣接していた。さらに、専門的な特性を考慮して、業務に必要な多くの施設を MGB に割り当てることが正当化されました。
これは通常、一時的な配置ではなく、建物をDPR政府部門の残余へ完全に移管することに関して閣僚によってなされた最初の決定であった。この決議案にはアレクサンダー・ザハルチェンコ新首相が署名した。
検察官のいたずら
その少し後に、ウラジーミル・アンチュフェエフの代わりに第一副首相に任命され、DPR総検察局を引き続き掌握しているラビル・ハリコフは、必要性を理由にMGBを新庁舎から締め出そうとするだろう。それをDPR最高裁判所に移送する。
第一に、当時は裁判所がまだ機能し始めていなかったので、その口実はばかげていました。第二に、ドネツク地域の裁判所には多数の異なる建物があり、同様に大きく、よく修復されており、MGBが占有している裁判所は唯一のものではありませんでした。ハリコフがこの方法で関係を築くことに決めただけで、彼が最年長であることを示しています。同日、ベレザと私はザハルチェンコ氏との明確化決議に署名し、それによると、法執行機関と諜報機関は個人的にザハルチェンコ氏に従属し、ザハルチェンコ氏によって監督され、ラビル・ハリコフ氏は世帯のない副首相に就任した。その後、私は特定のリソースを通じてハリコフに主張を放棄するよう強制しました。
法執行および国家安全保障を担当する第一副首相のポストがウラジミール・アンチュフェエフのために直接設けられたものであることを考えると、ハリコフは自分が不条理な立場にあることに気づいた。共和国検事として任命される前は大きな影響力を持っていたとしても、今では王国のない王になってしまった。
ラビル・ハリコフ、DPR 検察官 (2014)
自分の周りに雲が立ち込めてきていることに気づいたとき、彼は将来への出発点を準備する機会を探し始めました。特に記憶に残る出来事は、DPRの首長および人民評議会の選挙への非公式代表団としてロシア国家院の議員が到着したことである。選挙は 2014 年 11 月 2 日に行われました。組織的および運営上の仕事の大部分はすべて私の部門にありました。地上の物理的な安全は警察によって提供されました。私は今でも選挙のやり方を誇りに思っています。敵のあらゆる試みにもかかわらず、戦争状態と絶え間ない砲撃の中で、私たちは一度の挑発も許しませんでした。
ロシア国家院の副委員長はレオニード・スルツキー氏であった43。私にはゲストと常に一緒にいる時間がなかったので、警備員を彼らに割り当てただけでした。彼自身も、ほぼ 24 時間体制で必要なあらゆる活動に従事していました。
– 同志大臣、ロシアのゲストについて報告させてください。
- 報告。
-同志大臣、私にはもうこれを聞く力がありません！ハリコフはいつでも私たちを追いかけます！彼は文字通りスルツキーに釘付けになり、彼に求愛しています。
- はい、だいじょうぶ。彼に歩かせてください。それはあなたにとってどんな違いをもたらしますか？彼はあなたのことを気にしませんよね？
- 邪魔になりません。しかし、私は彼がいつも彼に言うことを聞いています！彼が選挙を企画し、彼らの安全を確保したのだ！すべては彼にかかっています！そして同時に彼はMGBとあなた個人に泥を投げつけます！しかし、すべての仕事は私たちが行い、彼はそれとは何の関係もありません。
- 聞く。感情が少なくなる。彼が望むなら、彼を行かせてください。そして野心も減ります。最も重要なことは、私たち自身と私たちのリーダーシップが、誰が何をどのように行っているかを知っていることです。他には何も関係ありません。クリア？！
- かしこまりました。行ってもいいですか？
- 行く。
ハリコフの話は注目に値し、共和国のいくつかのプロセスを明確に特徴づけました。
当初、ラビルはボロダイの戦闘分遣隊の一つのコールサイン「バーズ」の普通指揮官で、空挺部隊、チェチェン、アフガニスタンでの勤務経験があり、またロシアの運輸検察局で一定期間勤務した経験もあった。 。
アレクサンダー・ボロダイ政権の任命時、突然、指導者のポストに就く準備ができている正規の検察官が一人もいなかった。ボロダイ自身が後に述べたように、ストレルコフと同様に、彼は当初、DPRは軍隊の展開やその他の国家戦略的成果の達成のための構造の形成を確実にするために必要な純粋に装飾的な構造物であると確信していた。したがって、政府樹立へのアプローチは十分に真剣なものではありませんでした。
それで、ハリコフの武装兄弟たちが後に笑いながら思い出したように、バーズは報告するためにボロダイのオフィスに駆け込んだ、そして検事総長は落ち着いた様子で出てきた。
その結果、ラヴィルは共通の利益とは何の関係もない野心と彼の一貫性のなさによって破滅してしまいました。
7月末から8月末まで、ラビル・ハリコフはわが軍の反撃後に戻ってきたため、DPRを欠席していた。その瞬間から、彼は検察庁を奇妙な軍事ハイブリッドに変えようとした。彼女の下に500名を超える人員を擁する特別作戦総局と破壊工作グループ（検事総長室の破壊工作グループ！）を組織した彼は、すべての検察活動を副レミゾフに移管した。彼自身も軍事的可能性と陰謀を築き始めました。彼は、検事総長室に戦車部隊を創設し、軽飛行機をバランスシートに載せるというアイデアを真剣に検討した。
好印象でした。最初の会合で、彼は自分の良識と誠実さについて多くを語った。彼は、自分が兵士たちと同じ兵舎で寝ており、安全を確保せずに移動しているので、命が狙われても兵士たちは危害を加えられないと強調した。彼は法の支配についてたくさん話しました。残念ながら、言葉と行動はすぐに乖離し始めました。
当初、内務省との関係はうまくいきませんでした。検察のグループが地方警察署の1つに到着し、部隊を武装解除し、数人の職員を拘束した。拘束された刑事が、二度刑務所に送った検察庁の捜査官を前科のある犯罪者と認識したときの驚きを想像してみてください。その後、DPR 検察局のメンバーが商業施設を警備していた多くの事件が特定されました。その後、検察当局はドネツクの主要実業家の一人の利益に働きかけ、2007年の資料に基づいて刑事訴訟を起こし、特に大規模に該当財産を押収しようとした。
オレグ・ベレザはこれらの質問を厳しく投げかけたが、私は最初はラヴィルとの関係を悪化させず、彼の潜在能力を発揮させるよう説得した。まあ、彼はそれを示したと言わざるを得ません。
ハリコフは、当時「ペトロフスキー」と「フムリ」のコールサインで知られていたDPR諜報部の司令官、セルゲイ・ニコラエヴィチ・ドゥビンスキーと深刻な対立を抱えていた。この紛争には非常にデリケートな特徴が数多くありました。この紛争で、ハリコフはフムリ氏を逮捕するために主要省庁の責任者全員の支援を求めた。当時、フムリは有力な指揮官とみなされていたため、誰もがその成り行きを好奇の目で見守っていた。しかし、ラビルは「a」と言いながらも「b」とは言わず、そのことが彼の権威を大きく傷つけた。
代わりに、彼はアレクサンドル・ザハルチェンコから第一副首相の座を奪い、自らの穴を掘ることを目的とした一連の舞台裏の動きを行い、キャリアを築き始めた。
この役職は、2014年9月6日にドネツクを出国したウラジーミル・アンチュフェエフのために発明されたもので、その後2週間その役職に名を連ね、関係閣僚として私やベレーザと緊密な関係を築き、その役職を獲得したと同時に失った。正式に昇進したラビル・ハリコフ氏は治安当局者を直接管理する機会を得ることができず、実質的な資源を失った。
私たちは彼に心を開くまで少し時間を与えました。しかし、彼が開催した会議は体系的ではなく、その効率性と結果のレベルは最小限でした。したがって、一定の組織的な努力が払われ、ハリコフはあまり足跡を残さずにロシアに向けて出発した。
辺境へ行きましょう
中央装置の位置の問題を解決した後、私は共和国の都市や地域にある旧SBUの建物をMGBの正当な所有者に段階的に返還する委員会を設立しました。この間、彼らは軍司令官のオフィス、軍事施設の本部、その他の部隊を収容することができました。
建物の返還と同時に、最初は小さなチームで、時には1人か2人の従業員で、MGBの管轄部門を指定し、国家安全保障の組織的ネットワークを構築しました。イーゴリ・ベズラーとの合意により、省の最初の地域部門がゴルロフカに創設された。それは彼にとって非常に困難でした。困難な国内情勢、定期的な都市包囲と砲撃、敵諜報機関の活動により、困難な状況が生み出されました。初代部隊長には、親ロシア的立場を理由にマイダンの前で解雇されたSBU退役軍人中佐アンナ・ヴィタリエヴナ・カザクが任命された。
MGB の市および地域部門の設立に伴い、ドネツクと共和国の一部である入植地との間に単一の権力垂直を構築するための措置を直ちに講じる必要がありました（付録 No. 2）。
こうして、スネジノエ市では、セルゲイ・キリシュキン率いる以前に有罪判決を受けた人々のグループが通常の戦闘指揮官をコントロールし始めたが、非常に世間知らずなマネージャー、セルゲイ・ゴドヴァネツ、コールサイン「ヴェソフシチク」が軍司令官（後に市長）に任命された。市。
司令官に対する彼らの影響力のおかげで、地元の犯罪者たちは全体の混乱に乗じて、石炭の「掘削」44、恐喝、強奪、その他の組織犯罪の実行のためのシステムを組織しました。それに味をしめた被告らは、完全に自由水泳に挑戦しようとした。そこで彼らは「スネジノエ、トレズ、シャフテルスクの3都市の運輸大臣」を任命し、地域の運送業者に貢物を課した。
特別作戦を実施し、主な過失が世間知らずだった軍司令官とともに犯罪グループ全体を逮捕し、秩序の回復と権力の集中化を支援する必要があった。同様の状況が他の場所でも発生し、そこでは独自の驚きが起こりました。
例えば、ハルツィスク市の状況を理解する中で、同市の第一副市長の職務は、実際にはワシリー・ザロザという人物によって行われていることが判明した。
さらに、私の省創設の黎明期に、この人物は特別委員会の一般リストの一部としてMGBの職員に登録されていたが、否定的な特性に基づく人事粛清ですぐに解雇された。 。
ザロザ氏が長い間リストに載っていなかったMGBからの解雇は、ワシリー・ヴィクトロヴィッチが共和国諜報機関の職員として国民の前に姿を現し続けることを妨げるものではなかった。
そして、私たちがMGBのハルツィスク市部門を設立し始めたとき、それがすでにザロザの後援の下で設立されていたことがわかりました。つまり、ヴァシリー・ザロザは戦闘員のグループを採用し、国民や当局者にMGBの職員として指名した。それらを十分に武装させた後、彼はそれらを自分の目的のために使用し始めました。
事件資料からわかるように、これらの人物は一連の犯罪を犯しました。殺人、強盗、地域企業の物的資源の略奪、人や車両の誘拐。
彼らは活動において創造的なアプローチを採用しました。
事件資料より：「2014年10月22日から2014年10月30日までの間、送電線支柱に向けてRPG「ムカ」を発射し、天秤にかけられていたAC-500/64 220kW電線300メートルを盗んだ。チャイキンスキー MES のシート」
人道支援物資の盗難もあった。
このグループは設立当時、DPR中央政府の職員の一人によって保護されていたため、これほど長い間処罰されずに過ごすことができた。
当然のことながら、対応する特殊作戦を実行するために必要な指示はすべて与えました。このグループは無力化され、その活動的なメンバーは拘留され、裁判にかけられた。このイベントには、国家安全省の評判を回復することになっていたMGBの地方都市部門の採用職員も出席した。
他の地域でも、MGB との神話上の提携を利用しようとする試みにも遭遇しました。私たちはそのようなことをすぐにやめました。短期間のうちに、ドネツク国家安全省は、犯罪活動への関与の疑いで、ドネツクおよび地方政府機関から離れた地域に駐留するほぼすべての武装組織の高官を拘束した。私たちを信じる国民の前で新政府の権威を確保するためにあらゆる手を尽くす必要があった。そしてドネツクだけでなく、共和国全体で。ランダムな人々から自分たちを排除する時が来ました。
定着する
徐々に私たちは新しい敷地に慣れてきました。
私は省職員に特別なコミュニケーション部門を割り当て、その新しく採用された職員が必要なすべての特別なコミュニケーションを担当しました。
司令官の部隊は兵器室を備え、必要なレベルの体制と安全を提供し始めた。彼らは金庫を持ってきて置きました。従業員全員が収容されました。市は、部門の特別サービスに必要な施設を選択し、設備を整えています。オレグ・カザク氏の発案で、従業員向けの部門別食堂が開設され、発足しました。私たちは認証委員会を設立し、候補者と以前に雇用した従業員の徹底的なチェックを開始しました。捜索が成功したおかげで、旧SBU部門の車両および特殊機器の人員のほとんどが復元されました。同省の特殊部隊基地が機能し始めた。彼らは見つけたものから独自の医療センターを設立し始めました。
報告書より：「州立省病院の外来開設の準備が進められています。
医療従事者の業務をサポートするための医療機器および家具は、2014 年 12 月 1 日までに供給されなければなりません。
機器は CSMP No. 4 との保管契約に基づいて受領されました：診療台 - 3 台、心電計 - 1 台、操作台 - 2 台、点滴用スタンド - 2 台、器具滅菌用乾熱キャビネット - 1 台。
心電計（新品）を除いて、すべての機器は老朽化した状態にあり、修理が必要であることに注意してください。これは、受け取った機器が砲撃地帯にあったという事実によるものです。簡単な修理をすれば、本来の目的に使用できます。
また、2014 年 11 月から 12 月にかけて、市立第 3 病院とも医療機器の一部を移転することで合意しました。不足していたものは購入されました。中型のメガネセット、眼科医用のシフツォフテーブル、心電計用のテープです。耳鼻咽喉科では医療機器が必要です。請求書は医療機器店で受け取りました。
2014 年 11 月 27 日の時点で、医師は次の専門分野で働いています: 療法士、外科医、神経内科医、眼科医。医師の職に就く従業員の選考は、精神科医、皮膚静脈科医、耳鼻咽喉科医から行われました。
SBUが以前に所有していた敷地にある診療所の建物から、以下のものが持ち込まれました：婦人科用の椅子、操作台（稼働状態）、超音波装置、残念ながら、自分たちで修復することはできませんでした。メーカーの従業員を招待して、それを使用する可能性を判断してもらいます。」
段階的に、DPR MGB は本格的な国家諜報機関になりました。
法務分野では
仕事を始めた瞬間から、私は自分のミニストリーを法律で規定された完全に合法的な形式にするためにあらゆる努力をしました。これは、いくつかの明白な理由から基本的なものでした。 「盗賊」や「違法」といった外部からの非難、統一権力システムの構築と秩序の確立という内部問題の文脈において、法執行機関や特殊サービスの活動は強固な規制基盤に基づいていなければならない。
当時の共和国の法制度全体は、DPR最高評議会によって採択された法律、またはマイダン以前の期間のウクライナの法律（および、例えば、 DPR の規制に矛盾しない範囲で、以前の刑法）。さらに、ロシア連邦との法律の調和に関する採択された宣言の痕跡も残されました。
残念ながら、当時の共和党議会は主に第一波の革命家で構成されており、体系的な立法活動に関しては無力であったため、現実の生活を規制する本格的な規制はほとんど採択されなかった。
ウクライナの法律に関して言えば、このアプローチは独創的なものではありませんでした。たとえば、90年代に沿ドニエストル共和国でも同様の決定が下されたが、そこでは武力紛争にもかかわらず、独自の法的枠組みが完全に形成される前にモルドバの法律が数年間施行されていた。しかし、この州は過渡的かつ一時的なものであるため、共和制法による段階的な置き換えが必要でした。
MGB には独自の基本的な規制法があり、同省の創設時と私の大臣任命時に採択されました (付録を参照)。ただし、それには開発とより明確な規制が必要でした。
2014 年 12 月 20 日の式典で、横断幕と旗を掲げた北朝鮮国家安全省の儀仗隊。
この目的を達成するために、私は、古いウクライナの制度を残すことも、ロシアの制度を複製することも不可能だったため、安全保障システムのための本格的な法的枠組みを作成するなど、野心的で複雑な任務に対処できる弁護士を探し始めました。 。状況には地域的なニュアンスや特徴が多すぎます。この役割において、私は自分自身を、優れた法律実務と長年の経験を持つ経験豊富な専門家であると想像しました。しかし、残念なことに、そのような仕事に選ばれた現地職員が、私にはまったく合わないウクライナの制度の論理とアプローチを徹底的に染み込ませているか、検証任務の遂行が遅すぎるという状況に直面しました。不活発で十分に詳しく説明されていない。
この決定は、当時の他の多くの人々と同様に、非標準的なものであることが判明した。
「私の名前はマーシャです」とグループ「ズヴェリ」のビデオのフレーズを繰り返しながら、向かいに座っていた若い可愛い女の子が私の質問に答えた。良い。モデルのようなルックスと長い髪は、話をやめる理由にはなりません。彼の経歴について質問しています。法学教育を受け、検察庁での勤務経験がある。心配した。犯罪の要素に関する弁護士としては初歩的な私の質問に、彼は当惑とためらいを交えて答えた。しかし、インタビューを続けていくと、彼女が私の元部下で、沿ドニエストル国家安全省の法務部長だったナタリア・カピンスカヤに似ていることが分かりました。彼女は非常に美人でもありましたが、同時に、プロの弁護士としての最高の点も最悪の点もすべて備えていました。細部への細心の注意、書類を扱う際の忍耐力、官僚的な退屈さ、頑固さ、衒学趣味、そして世界は文書に依存しているという自信です。ルールを破ることは世界を破壊することを意味します。
一般的に、人事担当者は私の秘書に任命する見込みで女の子を連れてきましたが、私が面接の時間を選ぶ間に法学の分野でいくつかの課題を与えただけでした。秘書と対応します。規制作業の方が重要です。
私は彼を試用期間として任命していますが、私は間違っていません。短期間のうちに、MGB の規制枠組みの包括的な形成に向けた作業が前進し始めます。私たちはほとんどの活動を規制しています。
その神格化は、「DPRの国家安全保障省について」、「国家機密について」、「安全保障について」の法律草案の策定となる。彼らにおいては、国家安全保障の権限は並外れたものでした。これは軍事および準軍事的な状況によって必要とされたものでした。
沿ドニエストル共和国の MGB で、私は多くの法規制に関する沿ドニエストル共和国大統領の公式代表を務めていたという事実を考慮すると、立法メカニズムについてはよく理解していました。したがって、状況に対する既存の影響力と、新しい人民評議会との確立された対話形式を利用して、私たちのプロジェクトが最初に検討され、採用されるようにしました。新しい議会の番号記録によれば、これらの法律には 1、2、3 の番号が付けられていました。これらの法律は、共和国の国家システム全体の立法活動の模範となり、動機となるでしょう。
 
プロセスメカニクス
 
ドンバス革命の起源へ
ドンバスのレジスタンスは軍事段階に至るまで、いくつかの段階を経ました。それらに応じて、参加者の構成は異なりました。
現代のウクライナの特徴は、20年以上にわたり、通常の国家の伝統的な方法で権力が移譲されることがなかったことである。オレンジや他のマイダン、「クチマゲート」、国会の一連の解散などは、ウクライナ政治の本質を反映していた。これらすべてに、大規模な騒々しいブースやカラフルなテレビ番組が伴いました。パンの不足は、この光景によって十分に補われました。
地元の寡頭政治家は当初、キエフとの長期的な関係に基づいてこのプロセスを利用しようとした。
次のクーデターの後、競合する政府に近いグループの1つがキエフで権力を握ったため、ドネツクのビューモンドはその後の出来事の前に古典的な計画に従って彼らとの関係を構築することを決定した。その本質は、憤慨した鉱山労働者のデモと、彼らをキエフに送ると脅すことであった。
そして、「あなたは私たちに干渉しないでください。私たちは状況を維持する」という原則に関して妥協に達しました。
実際、アフメトフ45の人々は、パーベル・グバレフの側近と、後に「ボストーク」大隊に変貌する「ドンバス愛国軍」の両方と戯れていた。彼らにはある程度のサポートが与えられました。 「オプロット」（あるいはより正確には、第一段階でドネツク人民にいくらかの支援を提供したハリコフ「オプロット」エフゲニー・ジリンの「兄」とは対照的に、「ドンバスのオプロット」）は、当初はドネツクの権威者である最高議会議員でドネツク「地域党」党首のアレクサンドル・ボブコフを支援した。ボブコフは国家主義者から都市を守る組織を創設した2人の若い実業家の「ゴッドファーザー」となった。そして、「2人のサン」を区別するために、そのうちの1人に、彼が卒業した学校のタシケント軍の名前にちなんで「タシケント」というコールサインを作り出しました。しかし、すべての指導者と自衛組織は地元の寡頭政治との当初の関係をすぐに解消し、自由の身となった。
ドンバスでの民衆の抗議活動は全く誠実なものでした。しかし、もちろん、それを取引に使用する試みもありました。これを神格化したのが、妥協的な寡頭政治の人物、セルゲイ・タルタをこの地域の知事に任命したことだった。しかし、そのような計画はすぐに破棄されました。まず第一に、増大する衝動を制御できないためです。第二に、キエフで権力を握った人々が完全に気が狂い、あらゆる種類のトラブルに巻き込まれたためです。
この意味での転換点となったのは、2014年3月1日のドネツクでの集会であった。この集会は当初、キエフを再び「怖がらせる」ためにドネツクの実業家によって組織され、国家主義者、過激派、政治的急進派が再び集結した。しかし、大衆は計画外のシナリオに従って行動しました。ロシアと団結したいという願望が発表され、あらゆる意味で単純なドネツクの「アニメーター」パーベル・グバレフが舞台に登場した。そのとき、ドネツク地方行政を襲撃する最初の試みが行われ、その上にロシア国旗が掲げられた。
2014 年 3 月、ドネツク共和国運動の集会
2014 年 3 月を通じて、ドネツクとその地域の他の都市は、暴動、集会、集団行動、対立の激化によって興奮しました。抗議活動のリーダー、アンドレイ・プルギン氏とパベル・グバレフ氏が逮捕された。月中旬、キエフの司会者らは最も攻撃的な民族主義者からなる数本の「友好列車」を派遣して市内を襲撃させた。これらの試みに対する拒否は、この地域における親ロシア派勢力の深刻なレベルの結束と組織化を示した。
主な要求は連邦化とロシアとの統一だった。
南東部の都市では民兵組織と人民自治組織が徐々に形成されていった。ウクライナ東部の抗議活動は、中央部や西部地域で起きたものよりもはるかに組織的で平和的だった。
2014年3月1日、連邦化を支持するドネツク中心部での親ロシア派集会
しかし、怒りを引き起こしたのはキエフでの出来事だけではなかった。本質的には社会革命が起こっており、地元のものも含めた寡頭政治が国家主義者やキエフの権力エリートと同様にその反対者となった。そして特に地元のものでさえ。共産主義や社会主義の旗やスローガンがたくさんありました。
マイダン支持者は、地方行政の押収の例を最初に示した。 2014年1月から2月にかけて、彼らはリウネ、テルノーピリ、フメリニツキー、ヴォリン、ヴィーンヌィツャ、チェルニーヒウ地域の地方行政を包囲し、ポルタヴァ、リヴォフ、ジトーミール、チェルカッシ、スーミの地方州政府を襲撃した。多くのSBUと警察署の建物が押収され、ヤヌコーヴィチの反対派が一斉に武器庫を占拠した。同時に、キエフでヤヌコーヴィチを打倒した新政府の更なる正当化は、この国の憲法に直接矛盾した。
ウクライナ東部で起こっている出来事は、欧州統合支持者の乱交に対する鏡ではあるが、多くの場合、はるかに平和的な反応だった。この意味で、正当性と出現技術の観点からは、キエフの新政府は東部地域の自称人民政府と何ら変わりはなかった。
3 つの独立したプロセスが、密接に相互に関連しているにもかかわらず、1 つの年代の中で発展したことを理解することが重要です。
1つ目は慣習的に「メイダン」と呼ばれています。実際、自国の「ヨーロッパ化」を求めるウクライナ住民の運動を現実に具現化した『マイダン』の原作者は、ヴィクトル・ヤヌコーヴィチだった。このプロセスは彼の前任者によって始まり、推進されたが、数年間にわたって連合協定に関する欧州連合との交渉を強化したのは彼の政府であった。ヤヌコーヴィチ政権下のすべての政府部門は、親欧州・親西側の変革に関する正式な任務を受けた。そして、ヨーロッパ統合に向けた最初の集会を始めたのもヤヌコーヴィチの側近たちであり、政府の決定に対する人々の支持を示すことになっていたが、その後、急激な方向転換を経て「ユーロマイダン」へと発展することになる。こうした背景から、2013年上半期を通じてウクライナとロシアの関係は悪化し、ロシアは近隣諸国に対する制裁についてさえ話し始めた。
事実は、ウクライナにおける「西洋化」と「欧州統合」のプロセスは、「ソビエト・ロシア」のすべての拒絶のアイデンティティに帰着したということである。したがって、西側への移動は必然的にロシアとの関係断絶をもたらした。さらに、これらの願望は、まず第一に、メンタリティの変革と価値観の変化を前提としていました。このような状況下では、起こっていることの反ロシア的可能性はあらかじめ決まっていた。歴史的にウクライナの領土と人間の重要な親ロシア的要素を考慮すると、これは必然的に内部分裂を促し、それが起こった。
この状況は排外主義の急激な増加によって補完されました。欧州議会でさえ、2012年にウクライナのナショナリズムの高まりを非難する決議を採択した。
ウクライナ国内レベルでは、地域間の競争により状況は激化した。さらに、それは、ヤヌコーヴィチのチームが「ドネツク」チームを代表した「東部」地域と「西部」地域の間の伝統的な紛争パターンと東部内対立の両方に従って発展した。イーゴリ・コロモイスキーとユリア・ティモシェンコの出身であるドネツクとドネプロペトロウシクの間の対立、ハリコフ指導部の曖昧な立場、オデッサとニコラエフ地域を操縦しようとする試み、「卵を別々の籠に入れる」というエリート層の永遠のウクライナの習慣。 」は、純粋に文明的な対立から、エリートと地域の固定観念の多面的な対立に重点を移しました。
第二の過程は、「欧州統合」、自らのアイデンティティの喪失への恐怖、そしてロシア世界との多面的な関係の断絶によって引き起こされた、ウクライナ東部および一部中部地域における親ロシア志向の激化であった。
3つ目は、ユーロマイダンの重要な部分の反ロシア的なレトリックと親ロシア地域からの訴えによって始まった、ロシア国内のウクライナ同胞住民を支援する愛国的なプロセスであった。
マイダンの後に誕生した民族主義政府は、その脆弱な国家の自己破壊への直接的な道を歩みました。不法の麻薬に酔った反乱主義者たちは、まずロシア語の地域的地位を廃止する法律を可決し、次に自分たちの国家の合法性と正当性に完全に疑問を呈した。そして彼らは見事に成功した。
実際のところ、現代のウクライナは独立承認後長い間、宣言された価値のガイドラインと法的および歴史的な国家人格との間の精神的な葛藤に陥っていました。
一方では、ソ連を離脱した後、ウクライナは法的にウクライナ・ソビエト社会主義共和国の法的後継者であると宣言された。その一方で、ソ連体制に対抗する戦闘員を美化する「脱ソ連化」政策も推進された。
実際、ウクライナ指導部は独立の瞬間から、現代のウクライナとウクライナ・ソビエト社会主義共和国ではなく、帝政ロシア崩壊後、ウクライナ建国の前に存在したウクライナ人民共和国（UNR）との結びつきを促進してきた。 SSR。
まず、UPRの創設者であるM.グルシェフスキー、P.スコロパドスキーなどが称賛され、その後、独立のために戦った戦闘集団であるウクライナのシチライフル兵、後にUPAなどが称賛されました。
亡命中のUPR最後の大統領ミコラ・プラヴィウクは、ウクライナ独立宣言1周年の2日前である1992年8月22日、キエフのマリインスキー宮殿で独立ウクライナ初代大統領レオニード・クラフチュクに正式に引き継ぎを行った。ウクライナがUPRの法的後継者であると述べた書簡。
この紛争は、P.ポロシェンコが国家の非共産化に関する法律に署名し、ウクライナ崩壊の前提条件を事実上正当化する2015年5月までウクライナで続いた。
ウクライナ・ペトロ・ポロシェンコ大統領は、「ウクライナにおける共産主義および国家社会主義（ナチス）全体主義政権の非難と、その象徴のプロパガンダの禁止に関する」という4つの法律に署名した。 「1917年から1991年の共産主義全体主義政権の抑圧機関のアーカイブへのアクセスについて」; 「1939年から1945年の第二次世界大戦におけるナチズムに対する勝利の永続について」および「20世紀におけるウクライナ独立のための戦闘員の法的地位と記憶について」。
これらの文書は、ソ連の象徴を禁止し、共産主義政権を非難し、ソ連諜報機関のアーカイブを公開し、UPAやその他の組織をウクライナ独立の戦士として認めている。
基本的な法律は、「ウクライナにおける共産主義および国家社会主義（ナチス）全体主義政権の非難と、その象徴のプロパガンダの禁止に関する」法律である。
宣言、コンセプト、戦略などとは異なり、法律は法的行為と法的結果（刑事的結果を含む）を形成します。たとえば、その違反に対する刑事責任が導入されました - ウクライナ刑法第 4361 条 - 最大で自由の制限財産の没収の有無にかかわらず、5 年または同期間の懲役）。
この文書は共産主義政権をナチス（ファシスト）と同一視している。したがって、対応する結論は、プロパガンダ、象徴、そしてこの政権の犯罪行為の正当化の禁止です。
この文書は共産主義政権とナチス政権を犯罪者として非難することを立法レベルで明文化している。
特に、「第 2 条。共産主義および国家社会主義 (ナチス) 全体主義政権の非難」。
1. 1917年から1991年までのウクライナの共産主義全体主義政権は犯罪的であり、個人および大量殺人、処刑、死亡、国外追放といった形での数多くの人権侵害を特徴とする国家テロ政策を推進したものと認識されている。 、拷問、強制労働およびその他の形態の集団的身体的恐怖、民族的、国家的、宗教的、政治的、階級的、社会的およびその他の理由による迫害、政治的目的で精神医学を利用する際に生じる道徳的および身体的苦痛、良心の自由、思想の侵害、表現、報道の自由、政治的多元主義の欠如が問題となっており、これに関連して人間と市民の基本的権利と自由と相容れないものとして非難されている。
状況が生じており、その自明性、曖昧さのなさ、そしてその結果については、おそらく主に専門の弁護士によって完全に評価できるであろう。結局のところ、ウクライナのソビエト時代の犯罪化は、ソビエト・ウクライナの国家機関の違法行為と、彼らが下した決定の結果を認めることを意味する。 UPR の旧領土への新しい土地の併合も含まれます。
このことはウクライナ当局にもある程度理解されており、その後ウクライナ当局はソ連の機関が発行した文書を合法化するこの法律の修正案の採択を余儀なくされたが、それだけでそれ以上のものではなかった。
引用: 「最高議会は、以前に採択された「ウクライナの共産主義および国家社会主義（ナチス）全体主義政権の非難と、その象徴のプロパガンダの禁止に関する」法律を明確にした。この修正により、国会議員は、第二次世界大戦のシンボルである戦旗や賞品、さらには1991年から2015年に第二次世界大戦記念日に授与された賞品の使用禁止を解除した。また、1991 年以前に採択または発行された州機関および地方自治体、教育および科学機関、組織および企業の文書は、もはや法律の対象ではありません。」
法律の対象となる期間（1917年から1991年）に注目する価値があります。ソ連およびウクライナ・ソビエト社会主義共和国の政府機関の活動とその決定は（国民に発行された文書を除いて）違法であると認識されており、したがって法的影響はありません。
このようにして、ドイツ連邦共和国がヒトラーのドイツの法的後継者ではないのと同様に、国家は占領テロリストの法的後継者になり得ないため、ウクライナ・ソビエト社会主義共和国への現代ウクライナの法的継承の問題も終了した。 。
マイダン後の政府の新しい代表者らが繰り返し述べてきたように、現在では法的に、立法レベルで現代のウクライナはUPRの法的後継者となっている。
参照
1917年11月7日(20)、中央議会は第3回万国評議会により、キエフ、ポドリスク、ヴォリン、チェルニゴフ、ポルタヴァ、ハリコフ、エカテリノスラフ、ヘルソン、タウリデの9県からなるウクライナ人民共和国(UNR)を宣言した(クリミアを除く北部の郡）。
1918 年のオーストリア＝ハンガリー帝国の崩壊の結果、ガリシアの領土に西ウクライナ人民共和国 (WUNR) が設立されました。共和国は11月1日の夜、シチ・ライフルマン（オーストリア・ハンガリー軍内のウクライナ国民部隊）によって宣言された。その結果、同じ日にリヴィウでポーランド人の武装蜂起が始まった。これらの出来事はポーランド・ウクライナ戦争開始の合図となった。
1919 年 1 月 22 日、WUNR は UPR との統一法、つまり「悪の行為」を宣言しました。
1917 年から 1920 年にかけて、ウクライナ領土には合計 16 の自称政治団体が存在しました。
1918 年 1 月末には、ドネツク・クリヴォイログ・ソビエト共和国も国家自治の原則に基づいて組織されました。その勢力はハリコフ、エカテリノスラフ、一部ヘルソン地方とドン軍の一部地域にまで及んだ。
オデッサ、ドネツク・クリヴォイ・ログなど、当時のウクライナ領内にあった並行する共和国はいずれもUPRに加盟していなかった。
これは、ドンバスを含む多くのウクライナ領土が「親国」への返還を主張するすべての歴史的根拠を与える。
2014年に徐々に「ノヴォロシア」という概念が使われるようになったが、反政府勢力にとってそれは独立した政治的基準ではなかった。ノヴォロシアは、ロシアに加盟する前のクリミアの正式な独立宣言に似た、地理的な用語、歴史的な先例、法的トリックと考えられていた。
ノヴォロシアの指定により、ロシアへの併合の可能性があるウクライナの特定の親ロシア地域を孤立させるための法的手段を創設することが可能となった。独立しているが友好的な衛星国家としてノヴォロシアが存在するという代替モデルは、実際には実現不可能であった。 「人気」レベルでの「ブランド」の主な所有者は当初、政治運動「ノヴォロシア」を率い、同名のドネツクテレビチャンネルを管理していたパーベル・グバレフであり、公式の地位ではオレグ・ツァレフであった。
より小規模な受益者を創出する試みもあった。たとえば、ある時、ボリス・ボリソフという人物が情報空間に現れ、まさに「ノヴォロシアの主要ガイド」の役割を果たした。すでに昇進したシンボルを犠牲にして自分自身を昇進させるために、彼は存在しない政府での地位をガーキンに提供さえしたが、彼はそれほど寛大ではなかった。
ウクライナ最高議会の副議員であり大統領候補でもあるドネプロペトロウシクの実業家オレグ・ツァレフ氏は、親ロシア的な発言を明確にし、ノヴォロシア議会の議長に任命された。残念ながら、他の親ロシア地域で民衆の抗議活動が弾圧されているため、この活動を開始する機会は与えられないだろう。このため、ノヴォロシアのプロジェクトは凍結され、ブランドそのものは、ずっと後になって、政治的襲撃法に従って、イーゴリ・ギルキンによって前の所有者から「搾り取られる」ことになる。ギルキンは、それを自分のブランドの宣伝に利用しようとするだろう。国内の政治運動に反対し、深刻に疎外されている。しかし、これはドンバスとウクライナの戦いとはもはや何の関係もない。
2014 年春、クリミアでの出来事とその後のクリミア半島のロシア編入は、このプロセスを加速する大きな推進力となった。ドンバスやウクライナの他の親ロシア地域からの「ウォーカー」たちは、「あなたたちと同じようにしてほしい」との願いを込めてクリミアに群がった。クリミアのシナリオを繰り返すための法的前提条件はなかったが、民衆の絶望と巨大な衝動が状況を好転させるという期待はあった。
クリミアのイベントに参加する人々がこの呼びかけに応じた。アレクサンダー・ボロダイとその背後にいる勢力は、クリミアで罰金を犯した愛好家ストレルコフをドネツク地域の国境に派遣し、状況を調査し、抗議活動の指導者との交流を確立した。一方で、これにより関係者はクリミアでの出来事に関する不快な質問から遠ざかることになった47。一方、ボロダイは、自分の能力を正当な目的のために使用することで、友人に更生の機会を与えました。
ストレルコフは、クリミアで英雄になることは不可能だと悟り、全力を尽くして、後に有名になる彼の「スラブキャンペーン」を実行した。このような極端な措置が許されるほど状況はまだ「加熱」していなかったので、これは明らかな誤ったスタートだった。諜報員の間では、ガーキンは「赤ニシン」効果であるという議論さえあった48。
しかし、起こったことは起こった。 「本土」の愛国勢力による実際の介入を後から覆したり、繰り返したりすることは不可能だろう。
したがって、彼らはストレルコフを運動全体の公のシンボルにし始めました。テレビの映像がどれだけ現実と一致しているかはまったく問題ではありませんでした。抵抗を擬人化し、神話化し、英雄化することがより重要でした。
これを行うために、アレクサンダー・ボロダイは情報アシスタントのセルゲイ・カヴタラゼとともに、まず既存の情報リソースを集中させ、次にすべての影響力のある愛国サークルを経由して中央テレビチャンネルのレベルに到達しました。 「クリミアの春」に対する一般的な熱意のおかげで、彼らは成功しました。
この後、ボロダイ氏はDPR首相として公の場での行事に参加することになる。その瞬間から、ロシアのボランティアがドネツクのイベントで主導権を握り、状況を新たな方向に動かしました。
貴重な休息中のドンバス・レジスタンスの指導者たち。写真（左から右へ）：DPR政府第一副議長、人民評議会議長アンドレイ・プルギン、DPR臨時政府副議長、DPR特別委員会レオニード・バラノフ委員長、DPRアレクサンダー・ボロダイ首相、首相組織「ドンバスの要塞」の代表、DPRアレクサンダー・ザハルチェンコ長官、LPR人民評議会議長アレクセイ・カリャキン
 
ボロデイについて
ドネツクに到着する前の状況は困難で、準備をし、家庭や仕事の問題、その他の関連問題を解決するのに多くの時間がかかり、そのため、何が起こっているかのすべてのニュアンス、特徴、複雑さを途中で整理する必要がありました。完全にその場でしかできませんでした。
当然のことながら、誰が共和国を運営しているのかという問題に興味がありました。この出来事が起こるまで、私はアレクサンダー・ユリエヴィッチ・ボロダイについて何も聞いていませんでした。インターネットを少し見たところ、彼がロシアの政治戦略家であり、ソ連の哲学者の息子であることが分かりました。詳細には触れなかった。
ボロダイには驚かされました。最初のコミュニケーションでまったく礼儀正しい印象を与えた人を見ました。哲学的な軌跡と、党への広報担当者やジャーナリストの明らかな関与に関する情報も確認された。残忍な戦闘員に囲まれているのに、いつも笑顔でそれを笑い飛ばす、風変わりなジョーカーで非公式な人物がいた。仕事を組織するための彼のアプローチは、驚異的な時間不順を背景とした安易さと意図的な無謀によって際立っており、それが彼の名刺となった。
しかし、よく見てみると、すべてがそれほど単純ではないことがわかりました。
シャツを着たサーシャ・ボロダイは、困難な瞬間、極端な状況、または攻撃性や危険を感じた瞬間に、すぐにそして根本的に変わりました。お人好しの殻を破って、まったく別の人物がニヤニヤしていた。社会規範の境界について独自の考えを持つ、シニカルでタフで残酷な冒険家。まったくためらうことなく、武装した障壁を突破してドンバスに侵入し、常に戦場に急行しました。アンドレイ・プルギンがかつて冗談めかして彼のことを「緑の膝をした首相」と言ったのは、彼が最前線で「緑色のものの中を」這いずり回った永遠の草汚れのジーンズだったからである。そして突然、過激派に囲まれた民間人はまったくリベラルではなく、攻撃を受けている過激派であり、戦争の空気を貪欲に吸い込み、常に自分の運命と人生をもてあそんでいて、大きなアイデアのために他人を惜しまなかったことが判明しました。彼は自分の持っているすべてを捧げました。兵士や指揮官たちはこれを感じ、彼を正式な上司としてだけでなく、自分たちの仲間の一人として認識して接した。
ボロデイは信頼できる同志の必要性を感じていた。友情は彼に何が起こっているのかに対する自信を与えた。それは「兄」を探すというよりも、社会心理学的に「助けてくれる力」を探すことでした。ストレルコフは長い間そのような安定剤として機能していたと思うが、彼の裏切りはボロダイにとって非常に苦痛なものとなった。ドンバスではアンチュフェエフに頼ろうとしたが、様々な理由から完全には成功しなかった。パートナーシップにおいて、アレクサンダー・ユリエヴィッチは誠実に心を開き、人間関係において最大限の慎重さと礼儀正しさを示しました。
かつて、ナチズム全般、特にウクライナの本質について議論しているときに、私はハウスホーファーとジュリアス・エヴォラについて言及しました。首相はこの話題を取り上げ、地政学的パラダイムに関する詳しい知識をもとに理論的側面を掘り下げた。そして、最近の私の論文の弁護と、対応する候補者の最低合格のおかげで、私がいくつかの重要な名前と事実を覚えていたとしたら、ボロダイは、教育を超えた非常に幅広い範囲の歴史、文学、哲学の分野で驚くべき深い知識を示しました。および基本的な科学的基準。彼は自分の学歴をまったく強調することなく、さまざまな時代の名前、日付、出来事について何気なく言及しました。彼はただ知っていました、それで十分でした。
私がDPR首相の伝記的軌跡をより詳細に自分自身で明らかにしようと決心したとき、何が彼の知的荷物を決定づけたのかをすぐに理解しました。モスクワ州立大学哲学部と大学院という優れた基礎教育に加えて、これは家族によって説明されました。アレクサンダー・ボロダイは、ロシア人道主義社会で有名な哲学者ユーリ・ボロダイの息子であり、基本的な貢献において際立った人物であり、ソ連後期およびソ連崩壊初期の2冊の知的ベストセラー「カントの定言命法の神学的起源」と「カントの定言命法の神学的起源」の著者である。 「エロティクス。死。タブー」、そして悲惨な「ダ・ヴィンチ・コード」の初期の深くキリスト教的な先駆者である「後期スターリン主義の牧会」。
さらに、ユーリ・ボロダイはソビエトの古典的人文主義者のエリートの中で際立っていた。自由主義と共産主義の両方、西側と東側への依存を拒否し、ロシアの絶対的自給自足を正当化するロシア発展の「第三の道」理論の著者は彼だった。そして、90年代初頭から「ロシア新帝国主義」の主要な哲学的イデオロギー者であり続けたのはユーリ・メトディアイヒだった。 1994年、彼は愛国者として初めて、ソ連崩壊後も新たな共和国に残ったロシア人は本物の「第一級」ロシア人であるという予想外の考えを定式化した。
「...統一に向けた草の根の周辺傾向が強力になればなるほど、何世紀にもわたる歴史的遺産の完全否定の波に乗って権力を掌握した「民主主義」扇動者たちはより不快に感じます...そして私はそうではないと確信しています。少なくとも純粋に宣言的に国家統一の原則を政策の主要目標として策定しない限り、ロシアの将来の指導力は、少なくともある程度は安定的かつ長期的になることができるだろう。この原則を支える核心はすでに明らかである。ベラルーシ、ウクライナ東部、ノヴォロシア、クリミア、カザフスタンのロシア領なしではロシアは生きていけない。
結局のところ、今日、ロシア国境の外には何百万ものロシア人がおり、彼らの遺伝的傾向は中央地域に住む人々とは異なります。ロシアの農民人口の中で最も情熱的で、機動力があり、有能な部分が集団化の際に中央地域から逃れ、周辺地域に定住したことを忘れてはならない。現在、彼らは軍産複合体の屋台骨であり、地元のエンジニアリングおよび技術者、医師、教師、軍人などの人々がそこにいます。彼らは完全にロシア人であると感じており、地元の独立した政治家たちとは意見が一致していません...」49
したがって、直接的な連続性がありました。息子は父親の理論的発展を実践しました。
かつて、アレクサンダー・ボロダイは過去について話しているときに、何気なく「サーシャおじさん」と「レフおじさん」について言及しました。私たちが誰について話しているのかを明らかにした後、私は驚きました。 「サーシャおじさん」とはアレクサンドル・ジノヴィエフのことで、私は何年も前に彼の社会学に関する本を読んだ。彼の「あくびの高さ」は私の若い頃の世界観の形成に貢献しました。さて、「左おじさん」はレフ・グミリョフであることが判明した。母親のアンナ・アフマートヴァとの困難な関係や、彼の厄介な私生活についての物語は、その元々の日常的な自発性の中に驚くべきものでした。後で知ったことですが、ジノヴィエフとグミレフはユーリ・ボロダイとともに共同論文を発表しました。そして、情熱理論が定式化されたグミリョフの著書『民族発生と地球の生物圏』のスキャンダラスな書評を書いたのもユーリ・ボロダイだった。
職業上の人間関係に加えて、ボロダイは私の個人的な同情を呼び起こしました。アレクサンダー・ザハルチェンコを除けば、彼はドンバスで真の友好関係が生まれた数少ない人物の一人であった。なぜなら、私がその立場にあったからといって、過度の親密さを意味するものではなかったからだ。彼の伝記と人生の軌跡の要素を徐々にまとめ、それについて尋ねながら、私はどの道がボロダイをドンバスに導くのかという考えを自分で作りました。それは自然以上のものでした。しかし、洗練されたリベラルになるあらゆるチャンスを持っていた特許取得者の白雲母の道は、冒険主義への個人的な傾向、父からの命令、誠実な愛国心、そしてアドレナリン中毒によって調整され、関与し、鍛えられ、強化され、封印されたものであった。
1992年、6月末から8月にかけて、モスクワ州立大学哲学部の若い学生、サーシャ・ボロダイは沿ドニエストル戦争への参戦を志願し、領土連合分遣隊（TCO）の一員として戦う。後にPMR国家安全省の国境部隊に再編成される）。彼の部隊はキツカニの集落 - クレメンチュクのコパンカ村の方向に拠点を置いていた。
戦争の終わりに、彼はモスクワに戻り、モスクワ州立大学哲学部の3年生で勉強を続けました。同時に彼はビジネスを始めます。彼は知人のミハイル・イワノフを通じて、バウマン・モスクワ国立工科大学の警備業務にボランティアのほとんどを手配し、彼自身もそこで勤務しており、警備の交代を監督している。後にMSTUクラブとなる建物には、戦士たちが武器を保管していた。 2016年、私たちはボロダイと協力して、これらの敷地内でイワン・オクロビスティンに「ドンバスボランティア」バッジを授与します。
同時に、彼は愛国運動に参加し続けています。短命に終わった救国戦線の保安局長官に選出。 1993年、ボリス・エリツィンと対立してホワイトハウス（ロシア最高評議会）を擁護するイベントに参加した。 PMRの弁護に参加した彼のボランティア中隊のほぼ全員が彼に同行した。部隊の本部はポヴァルスカヤ通りの敷地となり、後にファッショナブルなレストラン「エル・ガウチト」が入ることになる。
この出来事の間、彼はオスタンキノへの攻撃に参加し、後に有名な従軍記者となった彼の同志ウラジスラフ・シュリギンが足を負傷した。現時点で彼の隣にいるのはボロダイであり、マカショフ将軍の直属である。彼はヴィチャズ部隊との交渉に参加し、10月4日朝、兵士たちとともにホワイトハウスを出たが、そこで死亡したワシリー・フィミンだけがホワイトハウスから出ることを拒否した。
彼は自分自身を愛国心に重点を置いたロシア民族主義者であると認識した。イベントの後、彼は新聞「ザブトラ」に招待されました。この時点で彼はモスクワ州立大学を卒業し、大学院に入学しました。
1994年、ボロダイはカンテミロフスキー師団の軍事部門から当時存在していた軍事インターンシップを受けた。そこで彼は、ホワイトハウス襲撃中にバリケードの向こう側にいた人々と会った。彼は軍事エッセイを書き始め、RIAノーボスチで従軍記者として働くよう誘われた。
1994年末以来、彼は定期的にグロズヌイに出張している。彼は、大部分の特派員と同様に、姓を明らかにせずにRIAに掲載されました。当時、私はRIAを代表して、指導部を代表して、チェチェン情勢についてヴィクトル・チェルノムイルディンにメモを書きました。ボロダイさんはそう言いながら、当時の首相の便宜のためにそれを巨大な文字で転載したことを思い出して笑った。これが私が 1995 年と 1996 年に働いていた方法です。
当時、シュリギンは彼を当時人気のあったアレクサンダー・ネフゾロフ50と引き合わせましたが、ファッショナブルなニュースメーカーの尊大さと不適切さのために、すぐには彼と一緒に働きませんでした。その後、ボロダイはアレクサンドル・プロハノフによって軍事監視員として新聞「ザブトラ」に招待された。そこでは彼はすでに自分の名前で出版されていました。その後ボロダイはインターネットテレビチャンネル「Den-TV」を開設する。
その後、資金不足のため、アレクサンダー・ユリエヴィッチは再び純粋な軍事ジャーナリズムからビジネスに戻り、そこでPRとロビー活動を始めました。私が立ち上がった最初の大きな事件はシブネフチに関連したものでした。当時からビジネスの基本は主に新聞「ザブトラ」を含むPRでした。
当時、彼はすでにイーゴリ・ギルキンと友人であり、ビジネスの問題に関与しており、追加のお金を稼ぐ機会を与えられていました。彼との知り合いは、沿ドニエストル共和国の医療講師で当時から両者を知っていたオルガ・クリギナを通じて、1996年5月9日のデモで知り合った。関係はすぐに信頼できる友好的なものに成長し、ボロダイはガーキンの最初の子供のゴッドファーザーになりました。
カサブユルト和平の後、当時のチェチェンの話題は薄れ始めたため、当時軍事特派員としてタジキスタンに関わるようになった。 1996年から1999年まで、ボロダイさんは血なまぐさい内戦の影響で引き裂かれたタジキスタンを定期的に訪れた。ほとんどの場合、彼は第201師団と協力しました。彼は心理作戦部隊や師団偵察部隊とともに何度も出張した。
彼は仕事とそれに関連した問題でアフガニスタンを訪問した。
同時に、彼はウクライナについて勉強し始めました。
1999年、第二次チェチェン戦争が始まった。 1999 年 8 月の初めから私はそこに行きました。ガーキンは彼と一緒に行き、ジャーナリストの資料を提供した。勤務中、ガーキンの出張は長い間認められなかったが、彼は出世のはしごを昇進するため、そして単に愛国的な動機から出張が必要だった。その時までに、アレクサンダー・ユリエヴィチはすでに軍事環境に多くの人脈を持っており、ボロダイは当時の編集者ウラジミール・シェレメットの協力を得て、内軍雑誌「戦闘基地にて」を通じて、従軍特派員の文書をガーキンに提供した。そのおかげで彼はボロダイと一緒に旅行できるようになった。
そこでアレクサンダーは、内陸軍の第8特殊部隊分遣隊の「カダル地帯」で戦い、働いている。彼は1996年の初めからそこにいて、その司令官ウラジミール・イワノフと友人だった。次にノボラツキー地区。ボロダイが次にチェチェンに入ったのは2000年1月だった。個人的にグロズヌイへの二度目の攻撃に参加した。彼はグロズヌイのザヴォツコイ地区で包囲され、彼がいた部隊は死傷者に多大な損害を被った。
その後、再びモスクワに戻って事業を続けたが、翌2001年、ギルキンとともに再びチェチェンに赴き、後に広く知られるようになったハトゥニ収容所のヴェデノ地区に駐屯した。
私はボロデイにこう尋ねました。「アレクサンダー・ユリエヴィッチ、なぜそこにいたのですか？」あなたはすでに裕福で、地位を確立し、立派な人でした」と言うと、「私自身のためです」という答えが返されました。明らかに、彼の基本的な動機は軍事行動と愛国心でした。自己実現。
そしてまたビジネス。 2003年、イーゴリ・ギルキンは新しい若い妻を連れてチェチェンから帰国した。彼は生活費に深刻な問題を抱え始め、ボロデイに助けを求めた。アレクサンダー・ユリエヴィッチは、ガーキンが後に公の場で悪口を言うことになる人たちも含め、機密の有料活動のサービスに代わる形で「アウトソーシング」を彼に提供した。
この時点で、ボロダイはビジネスと政治のプロジェクトを開発し、選挙を支援していました。彼はプロフェッショナルとして成長し、尊敬される広報担当者およびロビイストとして成長しました。
ドネツクでの集会に参加したアレクサンダー・ボロダイさん、2014年5月
その時までに、私はコンスタンチン・マロフェエフ51と知り合い、ロシアでの同性愛促進を禁止する法律の採択を求めるロビー活動のプロジェクトを一緒に実施していた。法律はとても難しかったです。
ウクライナでも研究が活発に展開されました。その主要部分は依然として機密のままであり、時折小さな火花が空に突き刺さるのみです。例えば、ウクライナ中央テレビチャンネルの一つ「1+1」のオーナーであるアレクサンダー・ロドニャンスキーは、2006年に寡頭政治イーゴリ・コロモイスキーとの戦いでボロダイと協力したことをインタビューで認めた52。
その後、クリミア情勢の初期からアレクサンダー・ボロデーはセルゲイ・アクセノフの顧問となり、そこでイーゴリ・ギルキンを含む多くの人脈を引き寄せた。
この道の神格化はドネツクでした。アレクサンダー・ボロダイは、若い国家の独立を求める闘争や武力紛争の過程において、特異な事例となるだろう。彼の前後においても、ロシア連邦の居住者であり国民である白雲母が、たとえ短期間であっても、ロシア国外の国家や領土を率いた例はない。もちろん、南オセチア、アブハジア、沿ドニエストル共和国の指導者たちはロシア国籍を持っていた。しかし彼らは全員、ロシアのパスポートを取得した地元民だった。ボロダイは他に類を見ない歴史的な先例を生み出しました。
 
ボランティアと民兵について
抗議活動の進化
ドンバスの軍隊は、ソ連崩壊後の空間において独特の現象となっている。これは完全に、100パーセントが志願兵で構成されている唯一の軍隊であり、その中には給与を全く受け取らない人もおり、個人的な費用や後援者からの資金で軍事的および基本的なニーズのかなりの部分を賄っている。これはどの政府にとっても夢です。
民兵と志願兵の構成（民兵は地元出身で、志願兵はロシアやその他の国から来たという単純な分類の違いがある）は不均一であり、ドンバスでの出来事の発展のさまざまな時期に大きく変化した。かつて著名なボランティアの一人が、私との会話の中で、この力学を評価するための独自のシステムを提案したことがありました。彼はいくつかの年代順の段階を強調し、私はそれを明確にして補足しました。
1 つ目は政治的なもので、暴動の組織化が始まってから 2014 年 5 月の後半頃までです。抗議活動参加者の構成は主に民間人であった。人々はクリミアのシナリオを当てにして名乗り出て、主にさまざまな形での政治的抗議に傾いていた。私は純粋に政治的な大衆の混乱の動きと、自分の原則を守る機会に惹かれました。全体的な混乱の中で自分自身を実現することを望んでいた、理想主義者、落ち着きのない人々がたくさんいました。
2 回目は、2014 年 5 月中旬から 6 月末までの政治と軍事です。正確に言うと、ドネツク空港の戦いの後、それは終わり始めた。しかし、第1段階の参加者の多くは当初、戦闘やその他の局地的衝突は孤立した出来事であると考え、武力衝突が定期的なものに成長すると戦争から離脱し始めた。すぐに逃げた人もいましたが。
この時点ではすでに武器が使用されており、軍事衝突と損失は避けられないことがすでに明らかになっていました。しかし、この状況は一時的なものであり、ウクライナ新政府への政治的譲歩かロシアの軍事介入によってすぐに終わるだろうという希望がまだあった。多くの人がクリミアと同じ目的で旅行した。多くの愛国者、政治的抗議活動を行う人々、戦時中のロマンスに傾きがちな人々がいた。
対立の第一段階で、民兵は即席の手段を使って軍備不足の問題を解決した
3つ目は軍事志願で、2014年6月末から8月後半まで。最も困難な時期。撤退の時期、領土の喪失、明確な見通しの理解の欠如。この時期に来られた方は、とても明るいやる気に満ち溢れていました。この時代の志願兵は、国家の支援や彼らの将来の運命に対する理解が欠如していたにもかかわらず、ドンバスで処刑された民間人を守るために馬に乗って死にました。
損失は巨額になった。ほとんどの志願兵は実際のデータを報告しておらず、多くの部隊では職員の記録が単に保管されていなかったため、当時は死者が単純に数字の下に埋葬されるという状況に遭遇することがよくありました。 「兵士 1、兵士 2」など。ドンバス戦争の無名兵士を捜索し、彼らの偉業を評価する時期はまだ先だ。
4つ目は軍と民兵の混合部隊である。 2014年8月中旬から2015年春まで。重要な戦闘で勝利がもたらされ、DPR が長期プロジェクトになりつつあることが明らかになりました。民兵は正規軍団（本来の「民兵」という言葉の歴史的意味によれば「人民民兵」と呼ばれる53）への転換が始まり、統一的な管理体制が徐々に構築されてきた。地元の分遣隊や個別の部隊へのボランティアの短期参加は、比較的恒久的な兵役へと成長しました。
5つ目は民兵です。 2015年春～2016年春。朝鮮民主主義人民共和国の正規軍と義勇軍組織を混合した本格的な軍隊組織が形成された。この勤務は軍の規則と規制に基づいて恒久的なものとなった。
6番目 – 2016年春 – 現在。ローカリゼーション。ロシア人志願兵は徐々にDPR軍から離れ、地元軍の組織に変わりつつある。
「遠く離れたプロの愛国者」の中には、もしロシアがウクライナに宣戦布告したら、そのときだけ自分たちはそこに行くだろうとよく言う人もいる。これはナンセンスだと思います。行きたい人はみんな行きました。兄弟たち、歴史、祖先の記憶、破壊された民間人を、もっぱらロシアの公的後援の下で、地位、賞、利益の保証とともに守る用意があると語る人々は、偽善者であり、おしゃべりであり、あるいは単に訓練を受けたパフォーマーである。このような物議を醸す軍事政治プロセスにおいて、上からの命令ではなく、選択の自由と個人の評価が基本的な動機となっている場所はなく、共通のシステム、単一の計画、そして祖国の利益に対する説明責任がすでに遵守されるべきである。 。彼らは個人的なボーナスや好みを当てにしているかもしれませんが、おそらく無私の目標を目指して努力しているわけではありません。
DPR、タンクへの給油、2014 年 7 月
そして、ロシア社会の一部は、ウクライナでの出来事に対してむしろ無関心に反応したと正直に言わなければならない。したがって、臆病者や口先だけでなく、多くの人にとって、ドンバスプロセスへの参加と支援は、まったく必要不可欠なものではありませんでした。ロシア人のかなりの部分がドンバスの住民を心から心配し、物資を寄付した。しかし、お金の犠牲と人生の犠牲は、共感のレベルがまったく異なります。
2014年の春から夏の段階で、ロシアの義勇兵と地元民兵の数がもっと多く、その総数がキエフが派遣した兵力に匹敵していれば、ロシア指導部はこうしていたであろうことは疑いの余地がない。より明確な解決策を受け入れるためのより多くの根拠。
これはおそらく、ウクライナの出来事に対する関心の欠如によるものではなく、社会そのものの状態によるものと思われる。長期にわたる社会的破壊の後には、統合の特定のマイルストーンを達成する必要があります。一度だけで情熱を取り戻すことは不可能です。そしてこれを達成するには段階を経る必要があり、その一つがドンバスでのイベントです。
そして、将来の世代と再起動された国の出来事にとって、ドンバスの現在のロシア人ボランティアは、新たな英雄の第一波となるだろう。
一般的な国内の民兵状況では、コサックが際立っていた。ここで、戦争中のドンバスのコサックは決して単一の統合された構造ではなかったことを理解する必要があります。むしろ、彼の装いの下に大小の多くの分遣隊があり、それぞれが異なる方法で現れました。同時に、訪問コサックと地元のコサックを区別する必要があります。これらのグループ間では、総合的な勝利とさらなる問題への貢献度が異なりました。
ドンバスの人々を助けるために最初に行ったのは、ロシアのコサックボランティアでした。ロストフ基地「ミンプリット」は数百人の愛国者たちの出発点となった。
ルガンスク方面では、アタマン・ニコライ・コジツィンが特に際立っていて、ある段階でLPRの領土の一部を実際に孤立させ、一般的な伝統に従ってアパナージュの王子の一人として行動し、同時に敵からLPRを守った。 。 「彼らの」居住地を支配する、より低い階級の独立したアタマンも存在した。
DPR では状況に独自の特徴がありました。当初、コサック部隊の一部は専ら単独で戦ったが、他の部隊は「ボストーク」、「オプロット」、またはその他の編隊の一部として敵対行為に短期間参加するためにやって来た。
コサックの志願兵は多くの最も重要な戦略的方向の防衛を実行し、民兵部隊の重要な部分のバックボーンも形成した。そして、ボストーク大隊の後援の下、彼らはその第 4 基地と第 5 基地を基地と資源としてのみ使用し、長い間、サウル・モギラの防衛の基礎となったのである54。フィーリン、プラストゥン、コサック・バクラノフスキー連隊、および「ウルフ・ハンドレッド」の分遣隊は傑出した勇気を示した。
8月以降にすべての武装組織の急速な増加が始まった後も、コサックはこれらのプロセスから距離を置くことはなかった。
コサックの編成の大部分はイーゴリ・ニコラエヴィチ・ベズラーの後援の下に置かれ始め、彼の所有物は拡大し、拡大したが、多くのグループと分遣隊は独立を維持し続けた。この状況は、ベス氏が2014年11月にDPRを離れるまで続いた。
そして、コサックは無条件の権限を持たずに残されました。一時的には、地元のドネツクのアタマン、ユーリ・サフロネンコのコールサイン「バティア」（このような「珍しい」コールサイン）がその役割を果たしました。
その瞬間から、コサックの名前は大きく信用されなくなりました。バティの構造は多くの違法事実で注目されました。そしてこのような背景に対して、彼らは実際にはドネツクとルガンスクの政府の中心的な役割を認識していなかった。
- 同志大臣！どうすれば、いくつかの地方警察署とソコル市場を正式に私たちのものにすることに同意できるでしょうか？そして私たちのコサックを人民評議会の選挙の議員に任命してください。私たちは必要な人と合意に達します。 20人から30人が必要です。
私の前に座っているユーリ・サフロネンコの助手は、ウクライナ警察の元捜査官で、現在は地元ドネツク・コサック・バティの部隊で「弁護士」というコールサインを持つ「作戦部門」の責任者であるが、悲劇的な印象を与える。 。 「同意する」と「撃つ」という寄生的な言葉が常に聞こえます。それらの近接性は、話される内容の独特の構造を形成します。
不十分なスピーチ、低い一般教育レベル、基本的な法的規範の無知（ウクライナ警察にとってこれはほぼ規則である）は、彼の背後にある軍隊の傲慢さと権力の陶酔によって補って余りあるものである。
彼は私に対して非常に礼儀正しい態度で振る舞い、敬意を示しています。しかし、彼の要求の本質は、これらの人々の頭と彼らの行動の中で現在起こっている混乱を明らかに反映しています。私の知る限り、しばらくすると彼は同胞によって殺されるでしょう。
その後、2015 年 4 月から 5 月にかけて、軍の支援を受けて国家安全省と内務省の機構によって全員が武装解除され、犯罪責任者は逮捕される予定です。
同時に、擁護された価値観と思想のための軍事対決の理想によってのみ生き、前線に立ち、コサックの礼儀を身に着けて威厳を持って戦う、絶対的に好戦的な人々のかなりの部分が、一般的な否定性の波にさらされました。一部の人の違反により、本物の英雄の栄光の名が傷ついたことが判明した。
そしてコサックの独立した軍事組織は解体され、最も問題のあるグループは武装解除され、その活動家は拘留された。その瞬間から、コサック部隊は共和国軍の創設された軍団システムに入り、独立した存在をやめました。
民兵とボランティアの違い
ボランティアと民兵は動機が大きく異なる場合が多い。ボランティアが主にイデオロギー的な理由で、個人的な原則、理想、ロシア世界、弱者を保護する必要性に基づいて選択した場合、民兵はイデオロギー的な動機が低いことがよくありましたが、もちろん、強い政治的信念を持った人々がたくさんいました願望。そしてこれは非常に理解できます。
結局のところ、地元住民にとっての主な動機の 1 つは、見知らぬ人が家に来たことでした。彼は彼を捕まえて独自のルールを課そうとしています。ウクライナ側、特に国家主義者のいわゆる「ボランティア」部隊は、完全に無制限の行動によって区別されました。絶え間ない略奪、強姦、強盗、民間人の殺害、巧妙ないじめ、望ましくない者に対する報復、反体制派の弾圧は、適切な態度を呼び起こした。
もちろん、ここでは本来の「ドンバス」の精神を考慮する必要があります。これらの場所には、強制収容所や民族の再分類が混在し、過酷で危険な肉体労働と組み合わされた、暴力的な自由民の精神が染み込んでいた。 「ワイルド」という姓がこれほど広範囲に使用されているのを他に見たことがありませんが、これは偶然ではありません。コーカサスからの有能な志願兵を追った彼らの山賊の同胞たちが、不名誉にもすぐに追放され、最近では慣例となっていたスラブ環境での支配の試みを間もなく完了させたのも偶然ではなかった。
ドンバスの一般的な性格は、本当の愛国心はもっぱら地域的なものと考えられていた時代に、地元住民とさまざまな政府や中心部との長年にわたる関係によって条件づけられたドネツクの都市愛国心の特異性に重ね合わされた。自分の街に対するこれほど誠実な愛を感じられる場所はなかなかありません。多くの場合、住民はロシア世界のためではなく、敵への復讐のためではなく、単に見知らぬ人が彼らの街に侵入したいという理由で防衛に参加しました。
一番最初に、私はホダコフスキーのこの性質に気づき、それがキャラクターの特徴であると考えました。当初はドネツク人民共和国とSBU特殊部隊のキャリア職員であるノヴォロシアの両方の考えに懐疑的だった彼にとって、戦うよう駆り立てた主なものはまさにドネツクへの愛情だった。そして周りを見渡してみると、街のいたるところにそんな雰囲気があることに気づきました。
このコインの裏側には、自分の家のためだけに戦う意欲がありました。多くの場合、人々は自分の地域で英雄的に死ぬまで戦う準備ができていましたが、先に進むことにまったく熱心ではありませんでした。たとえば、ドネツクのペトロフスキー地区は市内で最も激しい砲撃を受けた。耐え忍んだマリンカとクラスノゴロフカが両側から曲がりながらそれに隣接し、その地域自体が容赦ない砲撃にさらされた。敵は、挑発や局所攻撃を行ったり、地域周辺に大規模な軍事力を蓄積したりすることによって、繰り返し占領を計画した。朝鮮民主主義人民共和国人民評議会選挙の前夜、私たちは、その地域を遮断し、侵入し、可能な限り長く保持するという敵の計画に気づきました。これは一方で、都市へのさらなる進出への出発点となった。その一方で、選挙中に市内で戦闘があり、その一部が実際にウクライナの支配下にあったと宣言する理由を与えた。
しかし、そこにはありませんでした。この地域の住民は重層的な防御線を形成した。彼ら自身も最初は自衛部隊を組織し、後に共和国軍の一部となった。主に『オプロット』にて。そして敵はペトロフカの前で凍りついた。しかし、彼らは主にペトロフスキー地区で戦う準備ができていました...
この状況により、さらなる攻撃行動が困難になりました。ウクライナ軍のよく強化された防衛線に前進して戦う準備ができている民兵の計算は、残念な結果をもたらした。移動が進めば進むほど、定住が遅れている地元住民を失うことになることが判明した。ウクライナ人は国家主義者の分遣隊によってそのような問題を解決したが、我々は決してそのような方法を使って行動するつもりはない。
当時の民兵組織は正規軍とは大きく異なっており、当然のことながら人々に戦闘を強制することはできなかった。 2014年7月末にストレルコフが完全な強制動員の実施を提案したとき、閣僚の他の閣僚は、まさに民兵の考えを実際に拒否し、民兵の行動を模倣したという理由で、これに断固として反対した。強圧的な措置をとったウクライナ。
管理者階級形成の問題とロシア的要因
感情の炎に燃えて、
私たちは頑なに人生を歩み、
最もかわいい変人たち
歪んだ頭脳で。
秋の終わりまでに、自分たちを戦士というより管理者だと考える人々がますますロシアから共和国へ移住するようになった。本当に暑いときは、ほんの数人しかいませんでした。その真っただ中に真っ逆さまに突入した民間ボランティアの最も顕著な例は、2014年7月に自らの意思でロシアからドネツクに到着した元プスコフ地方知事エフゲニー・ミハイロフ55である。しかし、当時はそのようなケースは稀でした。
共和国が強化され、軍事衝突の危険が減少するにつれて、熱心な経営者の数が増加し始めた。彼らのほぼ全員が年金受給者か退職者、軍人か民間人でした。彼らの多くは後にロシア国籍を持っているという理由だけで秘密ロシア兵と呼ばれることになるが、これは事実とは程遠いが、同志自身がこれを否定しないことが多く、曖昧なままになっていた。その姿はごく自然なものだった。ロシア世界は武力だけでは築けない。
この新たな訪問者の波（もちろん全員ではありませんが）の主な問題は、地元住民を見下すことを許可する人もいたにもかかわらず、地元住民を見下す理由がなかったことです。ドンバスでは他人の権威を利用して、家では目立たない灰色の肘掛け椅子の虫で、ほとんどの場合長い間退職金か予備役として見送られていた人々が羽を広げ、ロシアの後光を利用して頬を膨らませた。フレスタコヴィズムは規模を超えた。
ドネツクの住民は、そのような登場人物が夢にも思わなかった戦争と悲しみを経験しました。 「私には4つの戦争がある」という話は、多くの場合、せいぜい、ロシア正規軍の保護の下、司令部でこれらの戦争を乗り切ることを意味していました。そして過去のレガリアは重要ではありませんでした。この戦争には新たな功績が必要でした。しかし、訪問する一部の捕虜の利点は、彼らが偶然、より大きな祖国から来たということだけでした。
ドンバスとその現場で行われている戦いの理念に共感したいと考え、遠くから評価を与え、戦闘員やその他の直接参加者にきっぱりレッテルを貼ることを好む人々はさらに多かった。インターネット上では、大戦争への参加を完全に否定しながら、大規模な戦争を猛烈に要求する好戦的な物静かな人々のパレードがあった。さらに、これらのそれぞれには、その弱点の理由についての個別の説明がありました。
彼らの多くは原則として行動することができず、終わりのない仮想上でのオフィス内の戦い、おしゃべりやインターネット上の記事で愛国心をすべて発散し、そこで偶像を立てたり悪党を任命したりしている。多くの場合、これは客観的な現実とほとんど共通点がありませんでした。必然的に、イルフとペトロフによる不滅の「黄金の子牛」の有名な登場人物への言及が暗示されました。
「彼らのほぼ全員が鹿の子ベストを着て、愛国的な野球帽をかぶっていた。 「ソ連」と書かれたTシャツを着ている人もいた。他の人たちは、どんな天候でも、着用者のかなりの部分が一度も戦ったことがなく、中には戦争に行ったことさえないという事実にもかかわらず、明るい山型で覆われた軍隊または漁師の迷彩服を着ようとしましたが、そこには常に「ノヴォロシア」という言葉が表示されていました。ドンバス。おそらくノヴォロシアに関連したベストが流行しており、そのためには破れなければなりませんでした。
ここには、さまざまなフォーラムで、あらゆる種類のボランティア組織の断片、愛国主義的なプロジェクト、屋内アナリスト、国全体を一度に金持ちにする方法を知っている物乞い、広告のコピーライター、ロシアとドンバスの両方の軍事システムによって拒否された民兵、永遠の人々がいます。 「反政権戦士」やその他の貴族指導者らは、メディアの愛国的熱意の衰退と、後援や人道支援の流れや激流の衰退によって萎縮し、その一部は、国民と人道支援をうまく組み合わせることを可能にした。個人的なニーズの解決を伴うスリランカからティミショアラまでの大ロシアの精神的必要性、役立たずの軍人年金受給者、高貴な淑女、ドンバス・ノヴォロシースク革命の初期の指導者を装った賢いウクライナのならず者、気の狂った事務員、破産した中小企業家、その他の悪党たち。 。
かつて彼らはここに集まり、「一度に7人を殺す」方法を話し合った。クラースの灰が炎症を起こした意識を執拗に叩きつけた。彼らは今、長年の習慣と舌を掻きむしる必要性によって、インターネットやオフィスのパーティーのおなじみの場所であるここに引き寄せられました。彼らは毎日「ノヴォロシア運動」のウェブサイトを読んでいた――彼らは「親クレムリン・スルコフ」のリソースを尊重していなかった――そして世界で起こったことはすべて「ノヴォロシアの流出」の前兆だと考えられていた。ノヴォロシアの排水は彼らの生活の中で常に個人的に続いており、それがなぜ彼らが起こっていることから取り残されたのかを説明しました。かつて、出来事の初めに、ロシア拡大の先駆者として、あるいはウクライナの親ロシア連邦化の鍵として、ノヴォロシアにはこれほど具体的なチャンスがあり、すべてがとても陽気で、彼らにはそう思われたように、すぐに解決したロシア社会とロシア国家全体の複雑な問題は、多くの灰色の人々の存在に意味をもたらし、「ノヴォロシアの伝説」は依然として彼らの明るい一角に金色の輝きを放ち、その一方で最も狡猾で打算的な人々に機会を与えた。自分たちの経済的、政治的生存を確保するためです。
– ノルマンディー形式での前回の会議について読みましたか？ - 1 つのピケ ベストが別のピケ ベストに対応しました。 －ラブロフ氏の演説は？
– ラヴロフがトップだ！ -尋ねられたベストは、外交官との長年の知り合いに基づいてこれを確信しているかのように、そのような口調で答えました。
– 革命発祥の地、サンクトペテルブルクの支持者集会でストレルコフがどんな演説をしたのか読んだことがありますか？
- さて、何を話しましょうか...ストレルコフが頭です！聞いてください、マキシム」と彼は油まみれのTシャツを着た3人目に話しかけた。 –ストレルコフについて何か言えますか？
「率直に言いますが、ストレルコフの口に指を入れないでください」とTシャツは答えた。私は個人的にはそれに指を立てたくありません。
そして、ストレルコフがマキシムに指を口に入れることを絶対に許さなかったという事実をまったく恥ずかしがらず、Tシャツはこう続けた。
- でも、あなたが何と言おうと、率直に言っておきます - バブキンもまだ頭が悪いです。
ピケベストは肩を上げた。彼らはバブキンが頭でもあったことを否定しなかった。しかし、何よりもドゥギンが彼らを慰めてくれた。
- 掘る、調べる！ - 彼らは熱心に言いました。 - これが頭です！彼と彼の Noomachia プロジェクトは、伝統と現代性の間の戦いというアイデアを持っています...
「率直に言います、イゴールさん」とマキシムはささやきました。「すべて大丈夫です。」マロフェエフはすでにノヴォロシアと合意しているが、どのような条件で合意したか知っているだろうか？
ピケベストが近づき、鶏の首を伸ばしました。
– オデッサとマリウポリが自由都市として宣言されている場合に限ります。筆頭はマロフェエフ。結局のところ、石炭や金属を誰かに売るために港が必要なのでしょうか？港を通じて販売いたします。
この発表を聞いて、集まった愛国者の目は輝いた。彼らは何年も売りたいと思っていたのですが、
–ストレルコフがトップです！ - 彼らはため息をつきながら言った。 – ドゥギンも頭です。
私たちの主人公が思考から目覚めたとき、彼は、潰れた帽子と2ダースの多色の山形の油っぽい迷彩を着た見知らぬ「ノヴォロシア人」によってジャケットの側面にしっかりと抱き締められているのを見ました。発泡ゴムと存在しない賞状のプラスチックの標識が付いた偽の賞状バーが横に滑り、開いたジャケットの大きな穴から、交差した縞模様の旗の輪郭と、モノグラムを囲んだスターリンの横顔が見えました。」私はアイスマーチを忘れません。」
「そして、私はあなたに言います」と母親は耳元で叫びました、「プーチンはこんな餌には乗らないでしょう！」彼はこんな餌には乗らないよ！聞こえますか？
– レシェトニコフがトップです！ - 急いで追いかけた。 「そしてアクセノフがそのトップだ…」
そして真実は、多数派のそのような行動の主な本当の動機は恐怖だった。死、怪我の恐怖。あるいはヨーロッパやアメリカへの入国を禁止されるのではないかという恐怖。制裁や刑事訴追の可能性への恐怖。しかし、いつも平凡な恐怖。そして、私は個人的に、自分たちの大げさな暴言を行為で証明することを単に恐れている人たちをたくさん知っていました。
...2014年晩秋。私はなんとか3日間モスクワに逃げました。仕事上の多くの問題を解決し、家族とも会わなければなりません。
夜はモスクワのレストランで。私は呆然とした目で、KMB56からの「隔離」後初めて休暇を取った軍事大学の士官候補生のような気分で、のんきなモスクワ人を眺め、世界が軍服を着て隊列を組んで行進したり、軍服を着て眠ったりしないことに驚いた。消灯し、階級の高い人に敬礼しません。大きくて鋭い音を聞くと、反射的に身をかがめてしまいます。
私をレストランに誘ってくれた、私が友人だと思っている人が向かいに座っています。私たちはドンバス、人々、そして彼らの悩みについて話します。
ウラジミールは興奮しています。メガネを調整し身振り手ぶりを交えながら、彼はドネツクに連れて行ってほしいと要求した。
- ヴォヴァ、なぜこれが必要なのですか?
- そしてなぜそれが必要なのですか？どうして行ったの？
– ヴォロディア、そうですね、これについては何度も話しました。カートと小さなカートを持っています。私はウクライナ人ですが、そこで起こっていることに共感を覚えます。オデッサは私の故郷であり、列車のきっかけの一つは、5 月 2 日の出来事でした。そして、他の方法でそれを行うことはできませんでした。私は毎日この戦争に関するニュースを熱心に読んでいます。サイトからサイトへジャンプします。嘘とプロパガンダの流れの中から一粒の真実を探してください。殺された子供たちの写真を無関心で見ることはできませんでした。同時に、地球規模の出来事とその影響が近くで起こっていることも理解しており、現時点では毎週毎週空虚な心配をして過ごしています。そして私はロシアを信じています。悲しみや苦しみを経て、また生まれ変わると信じています。ウクライナにとって不可欠かつ重要な役割を果たしています。取り返しのつかない戦闘的狂気の沼地に滑り込んでいく様子を傍観するのが大好きすぎる。だからこそ私は今そこにいるのです。
- なぜ私にとっては違うと思いますか？人の死を淡々と見ている私は異常者か何かでしょうか？それとも何か大きなことに参加したくないのでしょうか？また、きっとお役に立てると思います！
本当に何ができるのかを考えています。軍の年金受給者であり、作戦活動に豊富な経験を持つ大佐で、現在は私の後援の下、モスクワに駐在しており、産業企業の中堅職の一人である彼は、ドネツクに本当に多くのことを与えてくれるだろう。良い意味で衒学的で几帳面で、気兼ねなく頼れるリーダーが本当に必要です。
一方、私は彼の家族のことをよく知っています。そしてもし彼に何かあったら、私は自分を許さないでしょう。自分の人生に責任を持つことと、仲間に対して責任を持つことは別のことだ。
私はウラジーミルの決断を思いとどまらせるために長い時間を費やした。彼は抵抗します。愛国心と人間の運命について語ります。彼は士官の名誉について、そしてその必要性を感じていると語る。
わたしはためらう。
ドネツクに向けて出発し、かなり長い間電話やスカイプでこの会話を続けてきたので、私はヴォロディアを思いとどまらせますが、彼は引き続き主張するでしょう。
結果として、私は彼自身が率先して行動することを勧めますし、私もそれをサポートします。それが仕組みです。私たちはウラジーミル氏をDPR国家安全保障第一副大臣のポストとして検討しています。私の代理です。
数か月間、ヴォヴァはドンバス行きの準備をしてきた。職場では、長期休暇を自分の費用で交渉します。彼がドネツクに行くことは誰もが知っている。賞賛する女性たちは彼の危険な決断にうめき声を上げますが、厳格な男性たちはただ握手してハグするだけです。彼は制服を数着と大量の医薬品を購入します。彼自身も厳格で神秘的なものになります。周りの人はみんな理解してくれています。ヴォヴァは戦争に行く。私たちの英雄。私たちの守護者。
現時点では、私は今のあらゆる意味での戦闘友人のための職場を準備しています。作業所を立ち上げています。私は彼を秘書に任命します。私は彼と護衛用に2台の車を予備に置いた。私は身長と体格に基づいて個人警備員を選択します。比較的快適な居住地が選択されました。そして最も重要なことは、私は作戦活動担当第一副官のポストそのものを空席のままにしていることです。自分の代わりを用意するつもりはない。何のために？信頼できる友人が私に会いに来ます。したがって、運用業務に別の有能な代理人が存在すれば、友人が長年にわたって頑固に主張してきた決定の履行に終止符が打たれる可能性がある。
こうしてデバルツェボ作戦は終了した。休戦が宣言されました。そしてついに、MGBのさらなる建設に参加することに同意したロシア初の小規模な退職者を採用することに成功した。それでは、戦争の主要な激戦期が過ぎ、部門創設の重要な段階を乗り越えたとしたらどうなるでしょうか。とにかくよくやった。冗談じゃなくて、よくやった。まだまだやるべきことはたくさんありますが、重要ではありますが、最初の一歩は踏み出されました。グループの主役は当然ウラジミールです。
グループ出発の前日。 Skype でのメッセージ:
「すべてを天秤にかけた結果、旅行をキャンセルすることに決めました。」
おお！彼らがジョークで言うように、私はサーカスでこれほどの数字を見たことがありません。動機、ヴォーヴァ、動機は何ですか?!
そして、とんでもないことが明らかになる。どうやら最近まで、私の友人は、この物語で物質的なボーナスを受け取ることができると信じていたことが判明しました。最後の瞬間に、このイベントには重大な好みがあることが判明するだろうと思っていました。そして、実際にはジンジャーブレッドはなく、寄木細工の士官が食事のときに話すのが大好きなこと、つまり奉仕することの名誉、そして必要であれば祖国のために死ぬことだけがあったことが判明したとき、すべてはそこで終わりました。さらに、最近まで、利他的な動機についてのバージョンが私に声をかけられました。そして、これがあなたのものです。
くだらない！どうして！今後は彼に事件を引き継がなければなりませんでした！このポジションは空席です！私はウラジミールの到着に備えてすべての手配をしました。私が陰で保証した後、彼らはひどい焦りを持って彼を待ち、彼を望ましい上司だと考えています。
すべてをファイアモードで修正する必要があります。その結果、起こったことによって積み重なった一連の出来事は、省内での深刻な問題、私の人事担当副官であるオレグ・カザクの殺害、その他多くの悲劇的な事件を引き起こすことになるだろう。
だから友達もいなかったんです。さらに。人間は自己正当化する傾向があります。したがって、その遠い敷居を越えると、もはや自分自身の罪ではなく、あなたの弱さと卑劣さ、そして特にあなたが裏切った人の責任がある世界一般だけが、卑怯で、破壊的で、萎縮するものになります。新たな存在事実。自分の卑劣さを認めるよりも、常に自己正当化の方が優先される世界。
多くの人がドンバスに行くのを恐れていました。レストランやロシアのスタンドでノヴォロシアとドンバスの運命について熱心に話し合ったものの、ただ卑怯だっただけでそこには行かなかった人物の一人。
それらのいくつかはより狡猾であることが判明し、相対的に安定するまで時間を止め、その後は戦争なしで「戦闘空間」に突入することが可能になるでしょう。そうすれば、それほど怖くなくなったとき。
そしてここで、一部の人にとって、ワームホールが全面的に現れました。
あらゆる種類の状況が考えられますが、アクティブな戦闘フェーズの終了後に兄弟たちのところに到着するときは、暑いときにそこにいなかったことを恥じるべきだと常に私には思えました。彼らが街を攻撃したとき、あなたはどこにいましたか？なぜここではなかったのですか？最も困難で絶望的な瞬間に?!彼らは今撮影していますが、彼らが言うように、当時と今では大きな違いがあります。少なくとも今は、なぜ最前線に行って、現場がどうなっているかを見るために行ったことがないのですか?!マスターの仕事ではないですか？ （次に、私はドンバスへの旅が始まったフレーズを必然的に思い出します。塹壕についてです。）
しかし、短期間だけ主人の真似をすることを許された奴隷のよく知られた習慣によれば、不適切な行動を自らに許した奴隷もいた。このため、「本土」の権威の低下に伴う問題が定期的に発生しましたが、もちろん、絶対に価値のある人を含むさまざまな人々がいました。
そして、ドネツクの娯楽施設のいくつかの状況を説明するのは単純にぎこちない。その主人公はすぐに主な常連になった「ロシアの専門家」であり、彼らの愛する人たちは彼らを英雄のように考えており、当時は「彼らの心を惜しむことはなかった」お腹を空かせ、ロシアのために胸を捧げる「57.
この意味で、2015年の春以来、ロシアから来た経営者たちは、ウクライナから、そして再びロシアから帰国したドネツク住民と一つの流れに統合されており、かなりの数が戦争開始時に逃亡した人々を代表している。
不条理な状況が発展し始めました。破壊、死、飢餓という最も困難な軍事段階を生き延び、自分たちの土地への愛を証明したドネツクやその地域の他の入植地の最も愛国的な住民たちは、ロシアの俗物や逃亡中のウクライナ人によって背景に追いやられ始めた。戦友よ。」トーマス・カーライルの「あらゆる革命はロマン主義者によって構想され、狂信者によって実行され、常習的な悪党がその成果を享受する」という定説は普遍的であることは明らかですが、これがこの現状を我慢する理由にはなりません。
一方で、確かに有資格のマネージャーが深刻に不足していました。私は、別の社会実験が行われている状況を何度も観察したことがあります。ドンバスの誠実な愛国者が採用され、著名な指導的地位に任命されました。ほとんどの場合、これは委託された領域の完全な麻痺につながりました。その男はリーダーシップの基本的な基準や原則を知らなかった。また、献身的な努力を証明した下級および中級の従業員をいくつかのレベルで昇進させる試みも行われました。うまくいくこともありましたが、うまくいかないことのほうが多かったです。
事実は、これまでのすべての年において、地元の寡頭政治によって形成されたシステムが、多かれ少なかれ注目すべき生活領域のすべてをカバーしていたということです。そして、もしあなたに優れた経営上の資質や才能があれば、必然的にアフメトフやタルタなどが管理する関連国家や公共機関の注目を集めるようになった。これらのネットワークに引き込まれなかったのは、反対活動の一部の狭い部分（すべてではない）と、非常にまれな活動家だけでした。したがって、新しいマネージャーを迅速に生成するか、古いマネージャーをその場で再フォーマットする必要がありました。
ロシアのボランティア運動がドンバスとウクライナだけでなく、ロシア自体を変えたことを理解すべきである。
事実は、ロシアのすべての政治勢力の代表者、少なくとも権力の可能性という点で何らかの代表者がドンバスでの出来事に参加したということである。
ロシアの公式国家綱領に無条件に忠誠を誓う人々に加えて、共産主義者もなんとかそこで戦うことができた（プリズラク旅団には分遣隊全体があり、ブリャンカLPR市の部隊は「ブリャンカソ連」と呼ばれた）、右翼急進派もいた。 （「E.N.O.T. corp.」、DSHRG「Rusich」およびその他のグループ）、ロシア民族主義者の組織、「国民ボリシェヴィキ」率いる左翼急進派、「帝国軍団」およびその他の部隊を擁する今や有名な君主主義者、軍事コサック組織（そしてここで、誰が「ママ」で誰が本物のコサックであるかがすぐに明らかになった）、ウクライナのアゾフ大隊だけでなく「ゴルロフカ偵察中隊」を結成したサッカーファン、「時間のエッセンス」のような政治的・社会的団体も参加した。 」分遣隊、さらにはロシアの異教過激派のグループなど。
一方で、これは政治運動の潜在的な急進化により、国家にとって一定の課題を生み出しました。その一方で、ロシア国家がまだ適切に管理できていない、疑いのない重要な買収を背景にすると、この挑戦はまったく二の次であった。このプロセスを担当した当局者の最も重大な犯罪は、それを無視しようとしたことであろう。
なぜなら、昨日のプログラムの前提条件の違いにより互いに憎み合っていた、和解できないイデオロギー上の敵対者たちが、その瞬間、ドンバスを守るという共通の大義のために戦う同胞団によって一方の側で団結していることに気づいたからである。そして彼らは実際にロシアの国益への忠誠を誓ったのだ。
将来について話す
– アンドレイ・ユリエヴィッチ、私たちは沿ドニエストルのようになることが判明しましたか？
私の運転手で副官兼上級「個人指導者」のマキシムは、ドネツク住民全員を心配させる質問をする。マキシムは典型的なドネツクの住人です。強くて、太っていて、しっかりしていて、狡猾でギャングのような目をしている。信頼できて好奇心旺盛。
–ご存知の通り、マキシム、現代科学にはシュレーディンガーの猫に関する有名な矛盾があります。これは、特定の科学概念の不完全性とその不完全性を示す非常に面白い例えです。生きていると同時に死んでいなければならない猫の物語。 DPRも同様です。このチェス盤の両側で、プレイヤーは機会が来るまでプロセスを凍結し、天と地の間にぶら下がっていると感じるかもしれません。しかし、これに関する彼らの考えは、生きていると同時に死んだ猫に対する彼らの自信と同じくらい不完全です。選手たちも心の底ではこのことを理解しているので、ただ単にこの「フリーズ」と呼ばれる状況をできるだけ長く持ちこたえようとするだけだ。これは、側面に穴のある風船を継続的に膨張させることです。したがって、沿ドニエストルの問題は関係ありません。形式的な特徴という点で私たちが完全に正しいとするなら、私たちはカラバフにさらに似ていますが、持続可能性や安定性ははるかに劣ります。さらに沿ドニエストル共和国には共通の国境はなく、問題の範囲も全く異なります。
- さて、アンドレイ・ユリエヴィッチ。そうですね、ロシアは我々がいわばウクライナであると言っています。そして、これらのミンスク合意では、私たちはこれら...いわばORDILO58です...
マキシムは興奮した様子で話し始める。彼がこのことについてよく考えていることは明らかですが、どうして考えないことができるのでしょうか？これも彼の運命だ。
- マクシム。私がミンスク合意に満足していると思っているなら、それは大きな間違いです。ちなみに、ザハルチェンコと同じです。しかし、忘れているかもしれないが、9月に最高評議会の議員たちに最初のミンスクに投票するよう説得するためにやって来たのは、皇帝率いる前線の民兵組織であり、その理由はあなたも知っているだろう。そして、あなたは笑うでしょう、そしてウクライナ側は彼らに満足していません。彼らも我々も勝利が必要だ。閣僚を含む現在のウクライナのエリート層のほとんどは、ポロシェンコ氏のミンスク合意署名を厳しく批判している。ウクライナのマスコミを見てください。ポロシェンコが「ウクライナ憲法を無視」し、「カサブユルト合意」をコピーした「大反逆罪条約」に署名し、ウクライナにとってはドンバスでのチェチェン2の出現につながるというヒステリックな雰囲気に満ちている。 「ブラックホール」。ヤロシュの言うことを見てください。同氏はまた、右派セクター部隊は完全な停戦に関するミンスク合意の条件を遵守せず、独自の作戦計画に従って積極的な敵対行為を継続する権利を留保すると述べた。この主題は、すべてのボランティア民兵組織に対し、ウクライナの永遠の敵であるクレムリン帝国に対して団結するよう呼びかけた。
- さて、これはヤロシュです！ – マキシムは苦笑いする。
- はい、ヤロシュ。ウクライナの特別サービスによって意図的にポンプアップされたボギーマン。しかし、それは問題ではありません。ただ、現在の状況ではどちらの側にとってもこの勝利は不可能だ。あなたは最前線の部隊におり、状況を知っています。
- 知っている…
– 今度は沿ドニエストル共和国について聞いてください。私の経歴も PMR と関係があることはご存知でしょう。 – マキシムは同意してうなずいた。 – そこで、プリドネシュトロヴィア共和国の歴史について少しお話します。 PMR はいつ作成されたと思いますか?
「そうですね、おそらく92歳になるでしょう」とマキシムはためらいがちに言う。
- いいえ。沿ドニエストル共和国は 1990 年に国家として設立されました。それから2年間の政治闘争。徐々に挑発が始まり、1992年の戦争につながった。すべてがドネツクと同じですが、サイズが小さくなり、プロセスに時間がかかるだけです。西側諸国は、現在私たちが行っているのと同じように、PMRの指導者に対して制裁さえ課しました。それで、ここにあります。沿ドニエストルが独立を宣言したのはいつだと思いますか?
- そうですね、もちろん、92 年に！いや、90年代に作られたとおっしゃっていますが…まあ、1990年ということですね、たぶん…。
- いいえ、マキシム。そして90年代ではなく、92年でもありませんでした。沿ドニエストル共和国は、対応する全国住民投票の後、2006 年 9 月 17 日に独立を宣言しました。誕生から16年。そしてその前に、沿ドニエストル共和国はモルドバとの戦争にもかかわらず、モルドバと正式に共通国家を建設した。戦後、プリドネシュトロフ人はモルドバと同じ家に住みたいと思ったと思いますか?!しかし、さまざまな時期に、彼らは公式に連邦、次に連合、次に共通、そして単一の州を設立しました。公式には強調しておきます。同時に、PMRは独自の通貨を導入し、軍隊、特別なサービス、国家資格のすべての属性を創設し、モルドバとはまったく逆の方向に進みました。外交と現実は全く同じものではないからです。しかし同時に、沿ドニエストル問題の解決と統一に向けた計画やロードマップも山ほどあった。プリマコフ、コザク、ユシチェンコなど...
- 分かりませんでした。なぜこれが必要だったのでしょうか?
–ほら、誰もがうんざりしているフレーズがあります。政治は可能性の芸術です。つまり、空想の範囲内ではなく、達成可能な範囲内で行動する必要があります。人生において、特に反対の目標や願望を持っている人が周りにたくさんいる場合、すべてが自分の思いどおりに進むことは決して起こりません。そして、このリソースの山に多くのリソースがあり、気分を悪くさせたいという欲求がさらに大きくなる場合は特にそうです。したがって、深刻な結果を達成したい場合は、操作する必要があります。そうでないと、諺の通りになってしまいます。一度にすべてを欲しがりますが、徐々に何も得られません。
- つまり、必要だった...くそー、それで、でも本当になぜ?
- まあ、見てください。共通国家に関する正式な声明のおかげで、沿ドニエストル共和国は1997年にロシアとウクライナの支援を受けてモスクワでモルドバと覚書に署名することができ、これにより同共和国は独立した経済活動を行うことができ、ほぼすべての地域で独立が合法化されることが一般的に認められた。
もちろん、PMR はドンバスではありませんが、そこにも先進産業があり、その製品の大部分は西側に輸出されています。これは沿ドニエストル共和国に他の多くの機会をもたらしました。交渉のおかげで、徐々にモルドバと正式に対等な関係になった。そして、これは非常に重要です。 DPRはこの方向に動き始めたばかりであり、ミンスク合意なしではそれは不可能です。
結局のところ、このミンスク以前には、DPRにはまったく権利がありませんでした。キエフによれば、我々は純粋なテロリストだったという。そして今、彼らは私たちと交渉しており、いくつかの作業グループがあります。現時点ではほとんど役に立たないことは明らかですが、水は石をすり減らします。私たちは戦うためだけに戦っているわけではありません。このような問題では、銃撃戦をせずに行う必要があります。なぜなら、私たちの後ろには最終的には民間人、子供たち、女性、そしてロシア全土があるからです。責任の問題は非常に大きいです。
さらに、本当に戦いたい人にとって、ミンスクは障害ではないことをあなたはよく知っています。ただ、多くの人が自分ではなく「あの人」に戦って欲しいだけなのです。
しかし、ミンスク合意の破棄を要求する人々は、これを全く望んでいない。彼らにとって、ミンスクの廃止は、ロシアのウクライナとの戦争への正式参戦とロシア軍の配備を意味する。なぜなら、これがなければ、しばらくしてミンスクを廃止すると、現在の状況ではおそらく軍事的敗北の脅威につながることをあなたはよく理解しているからです。そしてこの意味で、この協定はウクライナをより大きな範囲で制約している。
–では、私たちがこのミンスクにサインアップしたという事実には何の意味もないのですか？
– 約束します、マキシムは、ご存知のように、結婚することを意味するものではありません。
マキシムも同意してうなずく。私は彼の質問に答えました。
 
軍隊の入国について
ああ、2014 年の暑い夏に、私たちはロシア軍の入国をどれほど待っていたことでしょう。毎日は彼に関するメッセージへの熱狂的な期待の上に成り立っていました。そのとき私たちには、これにはすべての条件と前提条件があるように思えました。私たちは空爆を予期して眠りにつくのも目覚めるのも、単発の銃声、爆発音、迫撃砲や大砲の爆発音を聞きながら待ちました。本当に楽しみにしていました！
インプットに対する希望が少なくなればなるほど、現実の認識はますます絶望的になっていきました。この状況は2014年6月下旬から8月中旬までに行った人にしか分からないでしょう。絶望感と最後まで戦う必死の覚悟が入り混じる。絶え間ない抑圧的な不確実性。
現在、「ドンバスの降伏」について多くの憶測が飛び交っている。これはさまざまな人々のレトリックです。そして全くの日和見主義のクズと純粋で純朴な愛国者。私自身、すべてが違う可能性があると考えることがよくあります。できた...
そのようなとき、私は当局の立場を説明してくれた政治家の一人との会話を思い出します。
- アンドレイ！学歴によって体系的に考えることができるようになり、人生経験が役に立ちます。物事をもっと幅広く見る必要があります。ここを見てください…
私の対話者は一枚の紙と鉛筆を取り、紙を 2 つの部分に分けます。片方の上には「賛成」と書き、もう片方には「反対」と書きます。こんな感じです。
後ろに：
1. ウクライナの統制された合法的大統領の存在。
2. ウクライナ全体の混乱。軍隊の弱さと決断力のなさ。
3. 多くの分野での親ロシア感情。
4. 軍事政権に対抗する新たな構造の兆候。
5. オリンピックとクリミアに触発されたロシア社会の輝かしい愛国心。
6. ロシアの安定した財政状態。
に対して：
ここからがさらに複雑で興味深いことになります...
私の対話者は数秒考え、エレガントなブライヤーパイプを引きずり、椅子にもたれかかり、続けました。
– なぜなら、実際の政治的決定を下す上で、「賛成」の立場が支配的な要素ではないからです。だからこそ…
鉛筆は紙の後半を横切って滑ります。高官は声で短い音符についてコメントする。
- 初め。ヤヌコビッチは全員を捕まえた。都市主義の要素が大きく加わった、野蛮なレベルの汚職、愚かさ、裏切り、権力への俗物主義は、もはや誰にとっても耐えられるものではありませんでした。東部地域はマイダンとヤヌコーヴィチ、そしてその寡頭政治の両方を同様に憎んでいたことをご存知でしょう。彼を打倒したマイダンでさえ、出来事の初めに彼が反対側にいたとき、彼は自分自身を作り出すことができました。
さらに、ヤヌコーヴィチが逃亡した後でも、デモ参加者のかなりの部分は彼の旗の下に立つ準備ができていなかったし、もしこれが起こっていたら、そのような構造はすぐに崩壊しただろう。明らかに私たちが目標を達成するよりも早く達成できました。ヤネク自身はこの旗を手に入れることができなかった。さらにはバナーも一緒に。私はヒステリーや動物の金切り声に備える準備ができていません。画像としてモデル化することは可能ですが、より重要な要素が一致する場合に限ります。彼から絞り出されたのはせいぜい3月4日付の書簡で、その中でプーチン大統領は秩序を回復するためにウクライナに軍隊を投入するよう要請したが、ウクライナ憲法によれば、外国軍の受け入れ問題は最高議会の専権事項である。 。しかし、私たちはクリミア統一の際にこの書簡の肯定的な非難を排除しようとしました。さらに、この性格には単に空虚さがあります。
2番。ウクライナへの正式な入国は、実質的な併合を意味した。その後、問題は主に平凡な理由から経済的なものになりました。今日のウクライナ経済はまったく採算が取れていない。この意味では、ロシアが西側諸国からの融資を必死に懇願していた90年代初頭のロシアに似ているが、さらに悪化しているだけである。独立国では、IMF やその他の組織からの融資がなければ、国内資金を使って毎月の社会支払いを行うことはできません。
ロシアからの150億ドルの融資（うち3件はヤヌコーヴィチ逃亡前夜に与えられたもの）は、当然のことながらロシアへの依存を高めることで、ウクライナの西側への依存を軽減しようとする試みだった。
軍隊配備後は、西側諸国によるウクライナへの資金提供は自動的に停止されるだろう。これはロシアがそれを提供し始めなければならなかったということを意味する。我が国に対する制裁の導入と財政準備金の削減が並行して行われたため、ロシアはすでに2か月目、せいぜい3か月目でこれを実行できないことが判明した。政権交代の習慣に煽られて、年金も給料も受け取っていないウクライナ人の反応は明らかだ。さらに、あと 1 か月半から 2 か月もすれば、年金受給者や州職員の集会が開かれ、彼らは支払いの遅れを経験し始めていただろう。ロシアの予算は、予備費があっても、対外的に孤立した状況ではロシアとウクライナの両方を同時に養うことはできない。
三番目。現在の西側諸国の対ロシア制裁は最大限のものではない。結局のところ、これは現代の包囲による戦争の一形態です。個人の経済的または個人的な対策となると、多くの人は、もっと明白ではありませんが、同様に問題のある事柄があることを忘れています。
以下に簡単な例を示します。現代のロシアにおけるすべての生産は、競争力のある製品を生産できない旧ソ連の工作機械、または西側から購入した新しい機械のいずれかで構築されています。問題は、これらすべての機械が、いわゆる CNC (数値制御) を統合部品として備えていることです。オンライン操作を確実にするために、機械はインターネット、衛星、またはケーブルを介して海外メーカーに接続され、そのメーカーが操作とメンテナンスを提供します。これらの分野に制裁が導入されれば、実際の生産部門全体が停止することになる。
同様の状況が、私たちの生活のほぼすべての戦略的分野に浸透しています。
なぜこのような状況が起こったのか、その責任は誰にあるのかという問題には長い歴史があり、現在の状況には影響しません。現在、州は効果の程度に差はあるものの、何とかして状況を是正しようとしている。しかし、楽観視するにはまだ長い道のりがあります。
第4。アンドレイ、あなた自身もウクライナ人です！
私の対話者はシートから気が散っています。
–あなたはウクライナ国民のメンタリティーをよくご存じですね。現在の東部地域の親ロシア的な性質やその過剰な活動について、いかなる幻想も抱くことはできません。一定数の活動家の動きを背景に、大多数はただ待っているだけで、特別な方法で介入する用意はなかった。オデッサの例は明らかでしょう。そしてこれは、ウクライナ社会の国家主義者、親西側、反ロシア層全体がすでに動員され、非常に活発であり、メディアや寡頭政治の反ロシア活動を背景に、残りの層に大きな影響を与えていたにもかかわらずである。私たちが達成できる最大の目標は、ドンバスだけでなくウクライナ全土で、どちらかの当事者の支援を得て本格的な内戦を起こすことだ。
しかし、ここはベトナムでもアフガニスタンでもない。ここではすべてがはるかに悲劇的で問題を抱えています。まず第一に、私たちにとって。本当に軍隊を連れてキエフに到達することもできたはずだ。非常に大規模な軍隊。たくさん戦わなければならないからではない。しかし、どの主要都市や地域でも、マイダンで訓練を受けた国家主義者や過激派に対する反破壊活動の任務を担うために、彼らは司令官の執務室、要塞、警察部隊を離れなければならないからだ。そしてこれは典型的な併合です！
5番目。私たちのエリートと国益の雰囲気。最近の歴史において、私たちは新たな領土の拡大を望んだことは一度もありません。なぜ？クリミアは完全に強制された。感覚のレベルでは、彼は常にロシア人だった。さらに、一連の合理的な計算と前提条件がありました（その後、クリミア併合の理由に関する多くのよく知られた議論が行われました）。
なぜ新しい領域が必要なのでしょうか?私たちはすでに世界最大の国です。さらに大きくなりますか？これにより、まず新たな問題と責任が生じ、その後に初めて新たな機会が生まれます。むしろ、真の統合を達成できる経済拡大が必要だ。それに加えて文化やその他のことも含まれます。
この意味で、ウクライナをロシアの一部とする必要はない。モスクワセンターがウクライナへの食糧供給について考える必要性以外に、これは根本的に何を変えるのだろうか？ここには地政学は存在しない。私たちは関税同盟の一部としてのウクライナと、よく統合されたユーラシア空間を必要としています。欧州連合の例は、この意味で示唆的です。世界的な政治的拡大は、現在は存在しない情熱的なスーパーアイデアの存在下でのみ可能です。スーパーアイデアは通常、努力して思いつくものではありません。時間は預言者を通して彼らを生み出します。
さらに見てみましょう。
私の対話者は、大きなビンテージのマルティス・プロヴァンスのワードローブに近づき、何かを整理し、銀の鍵が付いた厚い革製のフォルダーを取り出しました。実際には、書類を入れるための大きな箱です。
- 目を通してみてください。
フォルダーを開きます。その内容はウクライナに特化しています。より正確に言えば、まさに私たちが話していることです。実際の併合の見通し。
いくつかのトップペーパーには、特定の文字と対応するスタンプが付いています。ウクライナにおけるロシアの財産に関する概要文書の後には、長期的な社会調査の大きな分析ブロックがある。社会学の一部はロシアに捧げられ、もう一方はウクライナに捧げられます。添付の参考文献では、社会学が実施された 3 つの異なる構造について説明しています。権威的に。
私は人口の好みと期待を示すいくつかのグラフを調べます。
ウクライナ。分野別に内訳し、戦略的に重要なものを簡単な特徴とともに強調表示します。次に、ロシア軍の展開の可能性、抵抗の準備、活動性と消極性の程度に関する感情です。ラジカル活性によるサンプル。ヤヌコービッチとマイダン指導者に対する反応。国家、社会、年齢層ごとの活動の断面図、ゲリラ戦への準備状況。抵抗の形態と方法の分析。 「ノヴォロシースク」地域に関する研究が強調されています。
私はページをめくってロシア語の部分を読みました。ウクライナの話題に対する国民の態度、それに対する意識。軍隊配備の可能性についての認識。起こり得る損失への対応。世論の急激な変化に対する重要な損失の数値と、予想されるものとの比率（アプリケーションの1つは「棺がロシアに来ると何が起こるか」と呼ばれます）。このような状況の発展における電力定格の分析。ま、そうだね…
「何が起こっているのかわかりますね」と私の対話者は、玉座のように見える豪華な椅子にどっしりと座りながら言った。 – 私たちは皆、ボランティア主義者やポストモダニストになりたいと思っています。自分のやりたいように行動し、世界が自分に適応するのはとても魅力的です。これは素晴らしいことであり、野心的です。しかし、世界はどういうわけかうまく適応できません。顕著な例はガーキンです。
- はい、彼は私のものではありません!むしろあなたのものです！
- はいはい。我らのガーキン。彼が何をした？彼は教えられていない場所に登りました、間違った時間に登りました。しかし、私たちはしばらくの間調整さえしました。他の全員が適応しなかっただけです。もちろん、私たちが世界最大の国であることが判明したからです。しかし、これでは十分ではありません。カナダがカナダの次に面積が 2 位で、ブラジルが 5 位だとしましょう。しかし、世界中でブラジルを聴く人がいるでしょうか？いいえ。これにはさらに多くのことが必要です。私たちはまさにこの方向に向かって進んでいます。巨大な外部抵抗、そして最も重要なことに内部抵抗を克服します。そしてほぼ全世界が私たちに反対しました。
- 皆さんお元気ですか？中国やインドはどうでしょうか？
- まあ、やめてください。私たちはトークショーでスローガンを使って話しません。全世界が全世界であって、その働き手ではない。そして、ギルキンがあなたのスラビャンスクに駆けつけたとき、彼は何と言ったでしょうか？ウクライナは弱く、軍隊はなく、ロシア語を話す人々はどこでもウクライナを支持しているということ。内部の前提条件や条件は十分にあるという。ロシアからの少数の決意の強い人々が南東部全体の根幹となり、キエフ軍事政権を粉砕するだろう。そして何？残念だ。軍隊は理由もなく突然現れ、ロシア語を話す東部地域のかなりの部分がキエフの支配下に入った。そしてガーキンはロシアに向かって「善良な人々よ、助けてください！」と嘆き始めた。 – 対話者はニヤリと笑い、パイプを引きずります。 – あなたは自分を誰であると宣言しましたか？民兵？社内リソースの不足が叫ばれる中、そこに来たのですか？それらを統合してください！自分の内なる可能性を上手に高めましょう。彼らはあなたにチャンスを与えてくれました！しかし、有能な指揮官であればあらゆる種類の非標準的な解決策や解決策を持っていたであろう困難な状況で、この指揮官は泣き言を言って後退したままにされました。独自の対策！ここに彼の側近がいます、そして彼自身は自分自身をクトゥーゾフと比較し始めました。同様に、クトゥーゾフもモスクワを降伏させた。はい。合格した。しかし、クトゥーゾフが偉大なのは、モスクワを降伏させたからではなく、後にナポレオンを破ったからである。結局のところ、彼がスラビャンスクから脱出したとき、私たちは彼に何かを修正する時間を与えました。しかしその後、彼らは彼がさらに遠くまで走ろうとしていることに気づきました。
さらに、民兵は常に地元住民で構成されています。だからこそ民兵なのです。しかし、あなた方のこの者はロシア全土の介入を要求し始めました。あなたは地元民兵組織のリーダーなので、ロシアはそれと何の関係があるのでしょうか？ロシアの決断をあなたに託したのは誰ですか?!結局のところ、彼は自分にとってうまくいかなかったときに単にロシアに近づき、それが大きな軍事的トリックであると宣言しただけなのです。たとえば、なぜハリコフに戻らなかったのでしょうか？ウクライナでうまくいかなかった場合、ロシアはどこへ行くべきでしょうか？私たちの後ろには、この介入のすべての結果を受け入れる準備がほとんどできていない国民、この国の住民がいます。
私の相手は緊張しながらパイプを透明な陶器の灰皿に投げ込みました。
言われたことすべてに同意するわけではありませんが、とりあえず聞いています。
- 読む。
パラパラとめくってます。ウクライナのメディアについて、誰が何を所有し、誰が何をどのように報道するのかについての問い合わせがある。世論に対するメディアの影響の分析。以下は、国際情勢、同盟関係の計算と計画、反ロシア勢力の連携、親ロシア勢力の内部動員の見通しの概観である。くそー、本当に見通しがそんなに弱いのか？次に、軍隊導入に対する経済の反応についての金融家と経済学者の計算です...
– この意見に対して誰が最も反対したか知っていますか?
対話者は再び豪華な椅子に座ります。
- 軍隊！そして、彼らにはこれについての議論がありました！
私はこれらの議論の本質に耳を傾けます...
ちょっと重いです。
 
セキュリティの代償
 
クリミア
– 私たちが地方国家行政を担当した3月、あなたはどこにいましたか?!ここの警備員のせいで命令は断念しました！
ずんぐりとした女性は、脅迫的な「個人の顔」には注意を払わず、鋭い目で私を見つめました。ドネツク地方行政庁舎の11階に向かう公共エレベーターの車内で、クレシュニャさんは「オール」の尻を「植物」に覆われた鎖骨に押し付けながら、私から彼女を遠ざけようとしてこう言った。 、黙って運転してください。」私は彼を呼び止めてこう答えました。
- ご迷惑をおかけした場合は、ご容赦ください。 3月？クリミアでは…
クリミアへの準備は急いだ。
そして今、シンフェロポリ空港の出国審査の列。ウクライナの国境警備隊がパスポートをチェックする。彼らは後で山形をトライデントと青と黄色の旗に変更する予定です。空港はごく普通の外観で、出国審査は一般的な手順に従って行われました。 「訪問の目的は何ですか？」という疑問が頭の中を駆け巡りました。答えは「クリミアのロシア併合」は適切ではなかった。しかし、その疑問は答えられなかったことが判明した。
それはもっと遅くなり、4月の後半に、ホリデーギフトボックスのようにセントジョージのリボンに包まれた重要で洗練された役人や、獲物の匂いを嗅いだ予算に限りのある詐欺師たちに会いに出発するとき、空港は変わるだろう。
パスポートコントロールはなくなり、税関ゾーンがないために閉店している免税店は、マイルドなマッカランと高貴なグレンリベットのウイスキー2本を半額で売ってくれるだろう。
ドイツの女の子たちが私たちにいくつか貸してくれます - なんと、ガラス製のものです！ – プラスチック製のカップではなく、ロシアのクリミアへの別れはエレガントになるでしょう。
...その間、クリミアはまだ私たちのものではありませんでした。そうするまでの時間はほとんどありませんでした。
2014年の春は寒かった。モスクワとの唯一の違いは空気のきれいさです。南への旅行で軽装にしようとしたのは無駄な考えで、グループの何人かはその場で物を買わざるを得ませんでした。幸いなことに、危機とその後の出来事により、クリミアの店舗で緊急セールが行われ、価格が大幅に下がりました。ということで、帰りはカンフィで半額で買った一眼レフカメラを持っていった。同様のカメラが仲間の機内持ち込み手荷物の中にありました。
市内のどこかで、私たちの連絡先であるビクターという名前の、元諜報員で現在はクリミア新政府の代表者と関係のあるビジネスマンが私たちを待っていました。
ビクターはユニークな人物であることが判明しました。クリミア閣僚評議会の建物をこっそり見渡しながら、彼はどこか、たとえば賃貸アパートに引っ越してから「見てみましょう」と提案した。
- ヴィティア、どこを見ればいいですか？その場でタスクを明確にする必要があります。
- ああ、ああ、課題... うーん、ぐ、ぐ、。まあ、一般的には...
クリミア出国前に任務を完了した特別グループ、2014年4月後半。
ここでビクターは咳払いをした。彼は思慮深くなり、猛烈な身ぶり手振りをしながら、言葉遣いが不安定な人間にしては可能な限り口走りそうになり、どうやら自分の振り幅に驚いたようだった。
– SBU を管理する必要があります。
– どのSBUですか？
- そうですね...クリミアSBU...セヴァストポリ以外はすべてです。そこは地元の人たちがなんとかやってくれるでしょう。
– いつ、どのように、どれくらい時間がありますか?!
- そうですね... 明日、セキュリティ カバーを持って来てください... どうやって?!うーん、x-x-x... そうですね、人々とコミュニケーションを始めましょう...
素晴らしい。それで、私たちは人々とコミュニケーションをとり始めます...
クリミア自治共和国の治安局の主要総局。シンフェロポリ、フランコ大通り、13。
私はグループの最年長です。私たちはウラジミール・ユリエヴィチ・アンチュフェエフに服従します。 2 番目のサブグループは国境警備隊を扱います。私たちの訪問の目的を聞くのを忘れたのも同じ人たちです。今では彼らは彼女を認識しています。
私たちが選んだ主な職場は、SBU のかつての主な内部セキュリティ部門でした。場所の選択は偶然ではありません。 SBU の役員によって「祈り」を受けており、建物全体を快適に管理できる場所にあります。私たちが本部でした。時には私たちの誰かが海外に出張したり、時には人々を現場に連れてきて中心となって仕事をさせたりしました。ランチとディナーに外に出て、道路を挟んでグラーヴクの入り口の真向かいにある、「50種類の餃子」という魅力的な名前の小さなカフェに行くだけで、切り替えることができました。
「クリミアの春」の間に「本土からの」多くのゲストが食事をしたレストランの入り口にある、SBUのクリミア総局の建物の眺め。
餃子はもちろん他の料理も美味しかったです。徐々に、私たちのテーマに沿って来たゲスト全員が私たちの後を追いかけ始めました。そのため、小さなホールにスペースがなくなることもありました。
- どこで餃子を作るんですか？本当に自分自身?!
- いいえ、いいえ。キロヴォグラード近郊からお届けしております。そこからさらに美味しくなります。
奇妙な。
次はルーティンです。体制、職員との協力、教育的な会話、新しい個人ファイルの作成、すべての地域単位および特別施設への訪問。私たちはクリミア共和国の治安機関を創設しています!
2014 年 3 月 10 日、SBK (クリミア共和国治安局) が正式に宣言されました。この日、私たちは一緒に仕事をしてきた従業員の参加を得て、キエフとの対立におけるクリミアの新指導部の行動と親ロシア的価値観の擁護を支援する役員会議を開催しました。クリミア特別部隊の幹部らは、違法政府を支持したことへの非難と正気に戻るよう求める元キエフの同僚らへの公開の訴えを受け入れた。守備から攻撃へ素早く移行します。
- こんにちは。キエフでの出来事に対する態度は？クリミアの安全な場所で働く準備はできていますか?あなた自身とあなたのサービスについて教えてください...
ほとんどの場合、その反応は、ウクライナ権力の変化に関するノンストップのショーの間、SBUの職員が定期的に新しい指導者の指輪にキスすることに慣れているという痛ましい推論である。指導者がこの宣誓をする準備ができている限り。しかし彼らは沿ドニエストルという選択肢に断固として満足していない。ウクライナの一部としてクリミアに奉仕するのはノーだが、ロシアに奉仕するのは喜びだ。次に、勤続年数、福利厚生、称号、賞の維持に関する交渉を行います。
正式には、クリミアSBUの責任者は、SBUのセヴァストポリ部門の元責任者であるペトル・ジマ氏である。本当に - 私たち。
私の最初の仕事は、次に何をすべきかを考えることです?!
発明した。 SBU 役員は、新たな条件で勤務を継続する意向を書面で確認する必要があります。未来は構築されたばかりですが、妥協点として、この声明は直接的な定式化を行わず、極めて一般的なものにする必要があります。私はそれを開発しています:
「私（姓、名、父称）は、主権の担い手であり国家権力の唯一の源としての国民に対する責任を認識し、国民の意志を受け入れ、国民の安全を確保することに参加する用意があることを宣言します」クリミア共和国国民の平和と安全を確保し、クリミア共和国を内外の安全上の脅威から守ります。
この点で、私をクリミア共和国治安局（の仕事、兵役）に受け入れてくださるようお願いします。」
さらに遠く。クリミアの「アルファ」をどうするか？ SBUの「アルファ」の他の地域部門とは異なり、クリミア部門はSBUの中央機構の職員に含まれる部門であり、クリミアに加えて、ウクライナの他のいくつかの地域を担当していた。アルファと一緒にやってます。
兵士たちは中立を宣言し、基地に座って待機した。彼らは何を待っているのでしょうか？他の皆さんと同じです。何かはわかりませんが、少なくともある程度は明確です。さらに屋外ベースも。ストーリーはほぼ同じですが、職員の秘密の性質が掛け合わされています。総会と武装勢力との的を絞った会話の後、状況は好転した。その結果、よく訓練された戦闘員186名のうち、160名が新クリミアの管轄下となった（ロシアについては計画でのみ議論された）。
私たちはロシアと約束します。ハッタリをかけましょう！ああ、クリミアの友人たちよ！私はハッタリをしていたことを白状しているのでしょうか？いいえ、もちろん違います！私たちはまだロシアについてまったく知りませんでした。しかし、彼らは約束した。ブラフは単なるブラフです。保証はありません...
1か月半後、ストレルコフはスラビャンスクでハッタリを掛けていた。彼のハッタリはまったく異なるものになりますが、「私には上司が 3 人います。社長、SVRおよびFSBのディレクター。クリミアの礼儀正しい人々をテレビで見たことがありますか?これが私たちです！一般的に、それは私たちのブラフではありませんでした。
ストレルコフとクリミア… 私たちのグループのメンバーがストレルコフの元高官同僚に、ストレルコフがFSBに勤務していたというのは本当かと尋ねると、彼は苦々しくうなずいたが、自分を正当化してこう付け加えた。 」（「」という言葉は婉曲表現として適用可能です）。
...後でオレグ・ベレーザが、以前この奇妙な小さな男に会ったことを思い出させてくれます。
2007年に秘密文書で沿ドニエストルに到着したストレルコフとその同僚は、ティラスポリ駅近くの隠れ家で私、オレグ、そして当時の沿ドニエストル治安第一副大臣ヴァレリー・ユネヴィッチと会った。到着者たちは、チェチェンで強盗側として戦ったウクライナ民族主義者に関する情報を集めた。 1992 年には多くの UNA-UNSO メンバーが私たちの側で戦うことができたので、この話題は重要なものでした。
彼のオフィスにいるI.ストレルコフ。
クリミア、「クリミアの春」の出来事
...ソ連のフルシチョフの建物の2階にある小さな防虫アパートで、二人の客が私たちを待っていた。一人は背が低く、ほとんど話さず、質問に対する答えを受け取り、ノートに速記で注意深く書き留めていました。
二人目の背の高い男は、後にストレルコフであることが判明したが、謎めいた様子で長々と話した。沿ドニエストルの地理に関する知識を披露したゲストは、政治的および軍事的状況について激しい吹雪を始めましたが、これは遠方のゲストのモスクワ要因によるものだと私たちは考えました。
彼とはすぐには仲良くなれなかったのですが…携帯に電話がかかってきました。後でわかったことですが、私が廊下で電話で話しているときに、ガーキンはオレグに私がどのような立場にあったかを尋ねました。私の同志は、私が沿ドニエストル共和国のMGBの安全を自分で管理していると述べたが、同時に私が作り出した犯罪、汚職、テロリズムとの戦いで地域全体を監督していることを明らかにしなかった。したがって、イーゴリ・ギルキンからの返答として、彼はとにかく私が好きではなく、SBに所属しているということは私を明らかなろくでなしにしていると聞いた。だから、すぐにはうまくいきませんでした。でも大丈夫です。
...クリミアでの経験はさらに悲惨だったからです。偶然にも、ストレルコフが、彼自身の参加者の意見によれば、地図作成部分に対して無分別かつ無謀な攻撃を実行し、予想どおり最後には 2 人の死体と 2 人の負傷者を出したとき 59、これが忍耐の杯から溢れ出た最後の藁であった。 。
そして、インターネット上に出回っている「クリミア国防大臣クズネツォフと盗まれたフラッシュドライブ」というビデオが、クリミアにおけるストレルコフの混沌とした活動の目に見える部分だけを映しているとすれば、地図製作者への暴行は大きな問題だったということになる。彼はクリミアとロシアの平和統一プロセスを血なまぐさい物語に変えた。
私たちのグループは状況の調査に参加しました。さらに、関係者全員が一致して、クリミア国防省傘下の自衛隊大隊が実際には制御不能になり、状況を理解する限りやりたい放題の空飛ぶ盗賊部隊と化したと主張した。
大隊はストレルコフが率いていた。この時期に会議が開かれ、特に彼の元同僚が同様の説明を行った。ずっと後になってから、ある同志が心理学者による検査で不合格となり、乱闘に発展し、統合失調症の明らかな兆候があると診断され、解雇されたことを知る。この診断は、2つの結婚から生まれた3人の子供の対応する遺伝的診断によって確認された。最初、彼らはそれをチェチェンのせいにして、そのキャラクターを長い間「自由に」保ちましたが、その後、それを理解した後、自分自身を辞任することを申し出ました。そして、アレクサンダー・ボロダイは、二度目の試みで、コンスタンチン・マロフェエフに仕事を紹介し、そこから旧交から彼をクリミアに引きずり込むだろう。でも後から分かるのですが、場違いな変な奴でした。
そして現在、クリミアのナタリア・ポクロンスカヤ検察官が地図製作者の死について刑事事件を起こしたため、夕方に面会が行われている。クリミア検察庁の豪華な執務室での短い討論。ナタリアは好感が持てる。優しい女の子のしつこい性格。彼女は自分の捜査官を提供し、その捜査官をいずれかの地区の検察官に任命するよう紹介する予定である。私たちの陰で、地元の口の悪い友人たちはすぐに、この背が高くてハンサムな男が彼女の恋人だという事実について話し始めましたが、さまざまな理由からそれはありそうにありませんでした（しかし、アクセノフ、シェレメット、その他多くの人々）彼らは彼女の恋人としてリストされていました - それがゴシップの性質です）。たとえそれがそうだったと仮定しても、彼女は気高く行動し、愛する人を当時盗賊集団と思われた場所に襲撃させました。なぜなら、会議が進行している間に、ストレルコフの部隊を直ちに武装解除せよという命令が来たからだ。
ウラジミール・アンチュフェエフは交渉に志願した。ハンサムで重要な、背の高い老人は畏敬の念を呼び起こし、彼の将軍の外見と彼の重要な公的地位についての絶え間ない言及により、彼は特定の高権力の使者となり、それを無視することは不可能でした。他の自衛隊部隊、例えばミハイル・シェレメットを巻き込むことは、武力衝突の可能性が高い相互対決につながるだけだろう。
武装解除は成功した。よく調べてみると、この盗賊団はクズネツォフ将軍の努力のおかげで完全に軍隊の規律を保った部隊であることが判明した。その無秩序な飛行は、高貴な指揮官と他の数人の活動家によってもっぱら保証されており、専門家は後に次のように述べています。同時に野心的で多幸感を感じます。」クレイジーなチームは常に上級管理職と連携していると考える人もいた。集まった人々はそれぞれ異なっていましたが、その中には大義を心から支持する、非常にまともで良心的で愛国心のある戦闘員も含まれていました。
私は、武器の撤去と施設の安全確保へのクリミア「アルファ」の参加を組織しました。部隊自体は兵器の最終検証後に解散した。その残党は後にストレルコフの「スラブ部隊」の中核を形成することになる。
...遠くから見ると、多くのものが違って見えます。同時に、私はアンチュフェエフの行動を英雄的な行為であると認識しました。それはまさに、犯罪コミュニティが武装解除されたからです。私は毎日私たちからアクセノフのところへ走ってきたビクトルに近づき、アンチュフェエフがこの大会で最高レベルで認められるよう要求し始めた。ビクトルは少しためらったものの、それに同意した。
この点に関して、私は「ヘラクレスの偉業」を詳しく説明した対応する報告書を作成しました。確かに、その同じ夜、私たちは SBU オフィスの 1 つでイベントの成功を祝うことに決めました。魚の缶詰を開け、ソーセージを切り揃えて、私たちは飲みました。ビクターは長い間外出していましたが、戻った後、秘書が文書を編集するのに間に合うように外出したことがわかりました。彼は私たち、アンチュフェエフに取り消し線を引いて、自分自身を次のように書きました...
作業はスムーズに進みました。 SBU 職員の大部分は 3 月 11 ～ 12 日までに靴を履き直されました。特に重点が置かれたのは、運用サービス、国家保護部門、アルファ、屋外および運用技術部隊、および領土です。このようにして、私たちは SBU 従業員からの抵抗と秘密装置を通じて状況を不安定にしようとする可能性のある行為を排除しただけでなく、彼らに私たちの任務を大規模に実行するよう強制しました。
状況に介入しようとするSBUの中央装置の緩慢な試みは阻止された。キエフからの使者は単に半島の外に護送されただけだった。
私たちが脅迫と説得を伴う「チェーンレター」を送ったときでさえ、新しい同僚は適切に反応しました。寝てくれてありがとう！もちろん、特別サービスの仕事のルールを気にしないのであれば、植栽や長年の奉仕で集められたすべてのものに「通りから」人々を割り当てることは、あなたにとってどれほど重要ですか、無駄になります。私たちはあなたに深く同情します。しかし、トランスカルパティアでもクリミアでも人々は、何を破ろうとも彼らを捕らえると誓った。そしてクリムの人々が望んでいるのはただ一つ、平和、静けさ、祝福、そして言語、文化、安全に対する法的権利の尊重です。私たちは真の誓いを奪われています。クリームは私たちの家です。ここでは、彼らは銃を撃ったり、人々を転がしたり、容姿を理由に罰に屈したりすることはなく、法執行官を市民として尊敬する人は誰もいません。これからも彼らの数多の運命を国民は熱烈に応援する。残念ながら、ウクライナの他の地域ではこのようなことは何もありません。親愛なる同僚の皆さん、私たちは皆さんが勇気と勇気を示してほしいと願っています。なぜなら、SBUの裕福で正直な役員にとって、名誉と価値を試すのは60年以前でも難しいからです。
実際、3 月 16 日の住民投票の時点では、その安全の確保は SBU 職員の能力の範囲内にありました。そこで、ウクライナ国家への脅威に対抗する訓練を受けた専門家たちが、自らその脅威を推進する任務を引き受けたのです。この光景は魅惑的でした。私たちは川床の向きを変え、水が河口と源流を洗い流す様子を土手から観察しました。実際、起こったことは、当時のウクライナ国家に対する死刑宣告であると同時に、情報機関である免疫システムが主導する組織全体の道徳的退廃を神格化するものでもあった。
住民投票は人々を奮い立たせた。その準備の作業は退屈で疲れるものでしたが、その後の出来事が示すように、それだけの価値はありました。地元住民、特に治安当局者は最後までロシアが同氏を認めるかどうか疑問を呈していた。でも私たちは知りませんでした！したがって、彼らは誠意を持って「はい」と答えました。
夕方、住民投票が終わり、少しはリラックスして街に出てもいいということになった。街は賑わっていた。その歓喜はまさに全国的でした。私たちは叫び、旗を振り、勝利を収めた人々の群衆の中を歩き、クリミアの歴史に大きなページがめくられたことを実感しました。しかし、ページを読む時間がありませんでした。疲労のため、座って軽食をとりたいという欲求が生じました。シンフェロポリの中心部にある絵のように美しいレストラン「ディカンカ」に行きました。ほぼ満席でしたが、テーブル席もありました。私たちは食べ物を注文しました。
- みんな、どうして幸せじゃないの?!あなたは国民投票に反対ですか、それともロシアに反対ですか?!
その声は明るく攻撃的だった。彼の飼い主が私たちに話しかけました。他のテーブルも説明を待っていました。
- いや、ロシアのために、国民投票のために、すべてが良いことのために、万歳、万歳、万歳...
 
仕事をするために
診断としてのSBU
-彼はどこへ行くのですか？私たちにとって？
- いいえ、空港までです。いいえ、アゾバイトの本拠地に行く方が良いでしょう。
– 寄宿学校やボートハウスへ？
- ボートルーム。
マリウポリのアゾフ旅団はいくつかの場所に配置されていました。本部はオルジョニキーゼ地区の市の左岸にある寄宿学校の建物内にあり、残りは沿海州のイリイチボート乗り場の1つの敷地内にあります。
拘束者を護衛するアルファ（正式にはテロと闘い、刑事訴訟参加者とウクライナ治安局の法執行官を保護するための特別作戦センターと呼ばれる）の若い戦闘員は、よろめきながら歩いてくる分離主義者をある種うんざりした同情の目で見ていた。
髪は乱れ、呆然とした笑みを浮かべ、折れた鼻からは鼻水が滴り落ちている、明らかな努力家は悪役という印象を与えなかった。その従業員は、次に自分に何が起こるかをすでに知っていました。しかし、命令は命令です。
「アルフォンス」は急がなければなりませんでした。指揮を執るのはたったの4人、出向兵士たちはそれぞれの計画に従って働き、任務も多かった。もちろん、主なバックボーンは人材ではなく、「アゾフ」と「聖母マリア」でしたが、彼には十分な仕事がありました。
ドネツク住民がSBUの地域部門の建物を占拠した後、ドネツクとその地域の現地従業員はしばらく「アパート」に留まり、主にインターネットで働き、命令を待った。 6月中旬から翌月にかけて、キエフからマリウポリへの移転命令が増えた。行った人もいれば、行かなかった人もいます。
ドネツク地域の SBU 部門は、SBU の主要部門の 4 階建て管理棟内にあります。住所は次のとおりです。ゲオルギエフスカヤ、77歳。ここはDPRに関連するウクライナの特別サービスの活動の中心地となった。
当初、軍防諜部の大酒飲みの退役軍人であるV.N.リゾグブ大佐が部門長代理に任命された。
地方行政はただちに、スタロベシェボ、ウグレダル、ノヴォアゾフスクの領土内でDPRに関与した人々を特定し拘束する任務を負う従業員からなる4つの武装作戦グループを結成した。
マリウポリ市、ゲオルギエフスカヤ通り、77、ドネツク地域SBU部門の管理棟
そしてここで、SBUの将校たちは、ウクライナ全土に続いて、暴力的な狂気の深淵に陥った。 SBUは「聖マリア」大隊、「アゾフ」大隊、「ドニエプル」大隊と緊密に連携しており、その工作員は血の味を十分に経験していた。
平時において、ウクライナ治安局の「分離主義者」が国家の地位を守るための部隊によって対処されていたとすれば、新たな状況においては、この任務はロシアに対する任務と同様に、ウクライナ特別部隊のすべての部隊に割り当てられた。例外なくサービスを提供します。
SBUのいわゆるドネツク部門では、アレクサンドル・カラベリューシュ率いる防諜部門が、ドネツク人民共和国とロシアを心から憎み、個人的にドネツク人民共和国に対する軍事行動に参加し、民兵を官能的に拷問したり銃撃したりして、この問題に特別な熱意を示した。 。実際、上司は部下に模範を示します。 S.ジテネフ部門副部長とD.リスン部門長とA.ヤツェンコ部門長は非常に熱心だった。拷問の中で「自分自身を発見」し、個々の専門性を獲得した人もいます。たとえば、キャプテンA.A.リャシュコ（姓が人々に与える影響！）は、水と電気ショックの組み合わせを見事にマスターしました。
DPR に同調している疑いのある囚人や民間人に対する高度な拷問システムを組織したのはこれらの人々でした。
防諜部門の公式統計だけでも、2014 年 5 月から 11 月 15 日までに、この 1 つの部隊で警察官は DPR 活動家を 60 人逮捕し、第 2 条に基づいて 4 件の刑事事件を執行した。ウクライナ刑法第 111 条 (大逆罪)、1 - 第 1 条に基づく。刑法第 114 条（スパイ行為）、20 件以上 - 第 1 条に基づく。 258刑法３条（テロ活動への参加）。
SBU の建物 (広範な換気ダクトのネットワーク) の遮音性が不十分だったため、ほぼすべての部屋で拷問の音が聞こえ、そのため多くの従業員が拷問中に建物の外へ出ざるを得なくなりました。
特殊な器具を必要としたり、拷問を受けた者の死亡を想定した最も高度な拷問は、マリウポリ空港にあるアゾフ大隊の基地やその他の施設で行われた。
これらの登場人物によって採用されたもう 1 つの革新は、捕らえられたウクライナ軍人とのさらなる交換のためにランダムな民間人を拘留することでした。
このような背景に対して、例えば、スクラップ金属、穀物、その他の在庫品目をマリウポリ港に輸送する車の所有者からの検問所での恐喝に関するA.ババク経済局長から部下への指示（1台から1000グリブナ）などのいたずらが行われた。石炭と500グリブナを積んだ車 - スクラップ金属を積んだもの）はそれほど重要ではないようでした。
慣れ親しんだ死刑執行人たちは、非常に穏やかに、しかしそれでも時折個々の被害者の訴えについて質問する軍事検察局の活動にひどく動揺した。
そのため、2014年の秋には、アムスターの店舗で人を誘拐した際にマスクを剥がされた上級工作員の1人、ヴァシリー・ボガッチ中佐も拘束された。翌日、誘拐された男性の遺体が市内の路上で発見された。殺害された男の無作為の通行人や知人らが犯人を特定し、防犯カメラの録画によってそれが確認されたため、検察は悪党を拘留するしかなかった。確かに、彼はすぐに釈放され、単に「自由に処分」されたが、SBU職員たちはそのような「分離主義者への耽溺」にも激怒した。
しかし、多くの刑事は、将来自分の行為に対する避けられない責任を恐れて、最も抵抗の少ない道を選びました。自分たちのやったことを経営陣に報告できるようにするため、しかし手を汚さないために、彼らは活動をインターネットに移しました。これは情報的および心理的影響の一形態として歓迎されました。
「ドンバスニュース」、「DPRの新たな命令」、「ゴルロフカ住民の声」など、数え切れないほどのリソースが作成されました。
報道活動には、「反DPR」およびウクライナ支援集会の組織化も含まれ始めた。
同時に、従業員はインターネット上での独自の活動に加えて、情報反対者に対する懲罰的な活動を開始しました。例えば、国家国家部門の副局長であるオレグ・セリバーストフは、あるフォーラムでマリウポリDPR活動家と討論に入り、レトリックで屈辱的な敗北を喫した後、復讐を決意した。少女オルガは彼によって身元が特定され、拘留され拷問された。
... 「アルフォベツ」と被拘禁者は、現在ドネツク地域のSBU部門が入っている建物まで車で近づいた。この問題は指導部と合意されていないとして、セパレーターはどのアゾフ基地でも受け入れられなかった。逮捕を開始した防諜部門に電話した後、彼らは拘留者を市議会に連行することを決定した。
運転手はゲオルギエフスカヤ通りの正面玄関を迂回し、中央駅の非常口の横から管制エリアに入った。数台の公用車、食堂、ジムがあり、その下に他の部門から出向したアルファ社員が現在住んでいる天蓋を通り過ぎ、彼は突き当たりの入り口で立ち止まった。戦闘員は後ろ手に手錠をかけられた分離主義者の肘をつかんで引き抜いた。彼は抵抗しませんでした。見た目は鈍く、歩くと頭がふらふらと揺れます。
私たちは中に入り、集会場の入り口を通り過ぎた後、作戦担当官の敷地に近づき、警備員から被拘禁者がカラベリュシュに引き渡されることを告げられた。警官は理解したようにうなずいた。
私たちは経済省と国家機密保護部門の職員のオフィスの前を通り過ぎ、部屋から出ていくジテネフ副部門長のドアの前で立ち止まった。セルゲイ・ヴィクトロヴィッチを通過させたので、私たちは先に進みました。
エレベーターに近づくと、ジゴロは呼び出しボタンを押して3番目に上がりました。エレベーターを降りて初めて、従業員は 3 階ではなく 2 階が必要であることに気づきました。しかし、エレベーターはすでに出発してしまいました。
運用技術対策部門があった建物の右翼から曲がり、入り口はデジタルロック付きのドアでブロックされていたため、廊下に沿って横の階段まで行きました。このとき、部隊長のメルクロフ大佐が盗聴部門のドアから出てきた。彼は憂鬱で心配していました。先日、彼の最も優秀な従業員の一人であるパラマリュク少佐が心臓発作で突然亡くなりました。
私たちは二階に降りました。管理会社がここにあるので、静かでした。私たちはリゾグブとその代理人の事務所、情報分析部門の責任者、捜査官の事務所の前を通り過ぎた。次に、これまでうまくいかなかったトイレとエレベーターです。
小さな玄関と階間の階段を通過した後、私たちは防諜事務所に近づきました。戦闘員はカラベリュシュがどこに座っているかを知っていたので、ノックして中に入り、拘束者を連行した。
-アレクサンダー・イワノビッチ、許可してもらえますか？
「はい、入ってください」テーブルに座っていたカラベリュシュがつぶやいた。
-アレクサンダー・イワノビッチ、これはアゾフが受け入れなかった男です。
- はい、わかりました、電話で話しました。まあ、この変人、捕まったの？ ――これらの言葉を言いながら、防諜部長はテーブルから立ち上がり、拘留者に歩み寄り、振りかざさずに短時間、みぞおちを殴った。彼はくぐもったうめき声を上げて床に倒れ、そこで丸まって静かにうめき始めました。
- このがらくたを持ってイリューシュコのオフィスに引きずり込みましょう。ヤツェンコは今そこに来るでしょう。
ハラベリュシュ氏自身は建物を出て、黒のトヨタに乗り、「作戦会議へ」車で去った。
分離主義者は近くの事務所に引きずり込まれた。 10分後、ヤツェンコが入ってきた。
– アルテム・セルゲイビッチ、助けが必要ですか？
- はい、遅くまで残ってください。仕事でも役立つでしょう。
1980年生まれの若い将校であるヤツェンコ少佐は、以前は軍の防諜部門で働いており、古典的な軍事的態度と公式活動に対する衒学的なアプローチを持っていた。
彼と一緒に、組織犯罪と汚職と闘う部門の職員、ヤロスラフ・ヴァペルニクもいた。ヴァペルニクはウグレダー任務部隊の一員であり、DPRに直接関与していた。犯人拘留の根拠となる主な情報はその情報源からのものであり、これは共同作戦として報告される可能性があったため、彼らは追及を続けなければならなかった。
ヤツェンコはこのイベントの「頭脳」として、一般的に作品の知的要素を好むが、不必要に拷問に熱心にならないように努めたため、主な負担はヤロスラフにかかっていた。
DPRの地元支持者の細胞のリーダーの1人であるウラジスラフ・ククリンの活動に関する情報を理解することが重要でした。ヤツェンコは作戦選定の書類をもう一度見て考えた。収集された資料の中で最も重要なものは、コード「12」（携帯電話の盗聴）に基づく運用および技術資料でした。その間、加入者を現場に配置する（位置決定）イベント「17」と「Radiy」も実施されました。これを行うために、彼らは、特別な装置のバラン複合体が取り付けられたサービスオペルアストラを目の前で揺れている無実体を追跡することさえしました。オペルが故障した後、OTO61 に行って、黒の大宇ネクシアの交換を頼まなければなりませんでした。
取り調べが始まりました。経歴に関する質問と反国家活動に関する立場については。尋問された人物は予想通りすべてを否認している。
ヤツェンコ氏は自ら議事録を作成する。彼はこの日常業務をアレクサンダー・リャシュコに任せたいと考えており、彼は作戦業務に加えて捜査員も務めていた。しかし、第 1 対諜報部門の特に重要な施設の上級刑事であるリャシュコは現在建物の外にいるため、自分で書類を作成しなければなりませんでした。リャシュコ氏の欠席も残念だった。なぜなら、最近よくあることだが、取り調べ中は拷問が予想されていたが、TA-57軍用野戦電話機を持ったアレクサンダー・アレクサンドロヴィッチ氏が奇跡を起こしただけだったからだ。完全かつ誠実な自白には、ハンドルを文字通り数回転させて、事前に水をかけられた被尋問者の体の必要な部分に電流を送るだけで十分な場合もありました。
まあ、私自身もそうなんですが。始めましょう。
Artem Sergeevichは、一般的な合意により、必要な資金が保管されているコーナーキャビネットに近づきました。調査対象に応じたツールを選択する必要がありました。関係者をあまりにも早く納品したり、リセットしたりすることは不可能でした。そうなると、行われたすべての作業もゼロにリセットされてしまうからです。
彼はクローゼットを開けた。一番上の棚にある小さな開いた金庫にはフェナゼパムのパッケージがいくつかあり、そのうちのいくつかはすでに空でした。いいえ、そうではありません。医療用アルコールの入った3リットルの瓶が大きな浣腸器の隣にあったのは偶然ではありませんでした。ヤツェンコは顔をしかめた。尋問された医療用アルコールの浣腸実験は彼をうんざりさせた。飲み物を与えるつもりもなかった。彼は手の中のショッカーを思慮深く回した。おそらくもう少し後になるでしょう。
一番下の棚には古い水責めタオルが積まれています。他に何も役に立たない場合は、それを使用します。私はその変人をバスルームに引きずり込むのが面倒で、その後はいつも床が濡れていると従業員が文句を言います。危険なカミソリの刃。アルチョムにとって、男性にとって最も説得力のある議論とはほど遠い顔に一連の切開を施すことが、女性の精神に驚くべき影響を与え、文字通り必要なことをすべて言わせるようになったことは、やはり驚くべきものだった。しかし今日は男がいる。止血帯も必要なくなる可能性が高くなります。
働き者の姿を改めて見て、ここでは窒息で十分だろうと判断した。いくつかの短いゴム警棒を脇に置き、彼は分厚いビニール袋とガローテ62を取り出し、ヴァペルニクに縄を手渡し、その袋を分離主義者の頭上に投げつけた。
マリウポリは略奪目的で過激派に引き渡された。キエフ当局は地元住民のことをまったく気にしていなかった。彼らは人々の気分をよく知っており、彼らを心から憎んでいました。
アゾフ大隊と聖マリア大隊は、ウクライナの新しい首都ドンバスの真の支配者となった。
「聖マリア」大隊はドネツク地域の住民の中からわずか約100人の過激派で構成され、大規模略奪のために2014年7月に解散した「シャフテルスク」大隊に基づいて編成された。将来的には、大隊は再び解散され、その基地に同様に有名なトルネード会社が設立されるでしょう。これらすべての部隊の指揮官の1人は、「アベルマズ」のあだ名で知られる元ドンバス犯罪ボス（DPR州トレズ市）のルスラン・オニシュチェンコだった。漏れの多いゴムのような法律に従ってさえ、彼は拷問、殺人、倒錯、略奪においてあらゆる限界を超えていました。次に、彼はクロパチョフというドンバスのもう一人の著名な人物に従属し、多くの違法な石炭採掘場（「採掘場」）を管理していました。
これらの国家主義組織の戦闘員は強盗、殺人、そして完全な不法行為で地元住民を恐怖に陥れた。同時に、マリウポリ警察は捜査の実施はおろか、恣意的な被害者の供述を受け入れることすら拒否した。
ビジネスマンや富裕層の誘拐が市内で多発し、その後（2、3日後）身代金を求めて釈放され（身代金の額は数百万グリブナに達した）、裕福な住民が「分離主義者」の逮捕とその後の略奪を幇助したとして虚偽の告発を行った。不動産（店舗、倉庫、オフィスなど）。
捕らえられたウクライナ軍軍人の親族から金を脅し取ったり、店舗や商業施設の所有者に「保護」を課したりする詐欺行為が非常に多かった。
これに加えて、アゾフの過激派は、指揮官を除いて誰も（しばしばSBUの将校でさえも）認識せず、誰にも従わなかった。 SBU役員を殴打するケースもあった。特に、2014 年 11 月初旬、彼らはドネツク地域の SBU 部門「K」部門（組織犯罪との戦い）の副部門長である S. サモイロフ中佐を不当に殴打し、肋骨の多くを骨折させた。 P.ガブシン上級中尉。しかし、最高指導部は常に「親ロシア分離主義者」に対するより熱心な戦闘員の側に立ってきた。
地元のSBU役員に加えて、あらゆる人々が私たちのために働いてくれました。キエフにあるSBUの中央事務所、隣接する領土部門。
他の部門も黙ってはいなかった。ウクライナ対外情報局は、ウクライナ対外情報局第 5 部内のすべての地域情報部隊にとって、DPR に対する活動を優先事項とした。彼らには、多数の国家主義者大隊の活動家や寡頭政治のスポンサーを持つ公的組織は言うまでもなく、内務省、国境局、その他のより地方組織の作戦部隊も参加した。いずれもDPR国家安全省が反対した。これは成功したと思います。私が解雇されるまで、MGB では貴重なエージェント、従業員の敵側への亡命、重要な情報の漏洩といった失敗は一度もありませんでした。そして、敵が私たちについて知っていたよりも、私たちは敵について一桁よく知っていました。その意味では、立ち上がったばかりの私たちは敵よりも頭も肩も先を行っていたのです。
遠方からのお客様
伝統的な国家安全保障機能の観点から見ると、DPR の状況は極めて緊迫していました。戦時下での防諜体制の確保は、すでに深刻な具体性によって区別されている。相手側の諜報機関とその同盟者は、敵対者から完全に和解できない敵へと変わりつつある。諜報活動、破壊活動、テロ活動の両方のあらゆる分野で作業が行われています。
彼らは危害を加えて情報を入手するあらゆる方法を探しており、それを私たちは十分に経験しました。
私が同僚に冗談めかして言ったように、ドネツクの空気はもっと濃密で、私たちに向けられたさまざまな方向探知機、衛星、アンテナ、その他のものからの多数の能動的および受動的放射による屈折によって屈折するはずです。
平方キロメートルあたりのさまざまな諜報機関の従業員と活動源の数は、考えられるすべての限界を超えることがありました。完全な効果を得るために欠けていたのは、ブデノフカの着用、黒眼鏡、後続のパラシュート、そしてスラブのワードローブについてのつぶやきだけでしたが、一部の登場人物はそれに近いものでした。
ドイツ人、イギリス人、フランス人、ユダヤ人、イタリア人、ハンガリー人、アメリカ人、ポーランド人、さらにはモルドバ人までが興味を持っていることは理解できます。しかし、全く風変わりなケースもありました。
...作業文書を読んでいます。テーブルの向こう側のサイドテーブルに部下が座り、辛抱強く指示を待っている。
秘書は一日二回、午前十時と午後五時に、私の検討のためにフォルダーに積まれた書類を二山、時には三山も持ってきてくれます。各滑り台の高さは30〜40センチメートルです。事務手続きはたくさんありますが、最初の段階ではそれ以外のことはできません。状況は管理下に置かれなければなりません。そうしないと、すでに馬の毛の厚さで支えられている作品が簡単に崩れてしまいます。その後、主要な部分を副議員や部門長に移管することができます。しかし今ではありません。
日中は、レポートの一般的なブロックに含まれていない文書のプレゼンテーションなど、最も重要な問題についてマネージャーや主要な従業員の指示を受けます。今のような。
- 聞く。そして、ヨルダン人はここにどんな興味を抱くでしょうか？
- 私にはまだ分かりません。おそらく彼らは武器に興味があるのでしょう。まあ、あるいはアメリカ人はそれらを乗り越えます。ご存知のとおり、このようなことが起こります。さらに、ハーシム派は中東における米国の最も積極的な同盟国の一つである。
知っている。間違った手で暑さを掻き集め、家臣を絞り出すアメリカ人の習慣はよく知られている。
– そうですね、あるいは彼らはウクライナを助けます。私たちの関係者が言うように、彼らの特別サービスの建物は、アンマンのウクライナ大使館の建物からわずか2キロのところにあります。
- わかりました。私は情報をさらに検証することを許可します。管理用の資料、毎週のレポート。
その結果、かなり興味深い状況が生じました。ヨルダン在住の彼は、ドネツクの大学の卒業生である元教え子たちを民兵組織内で働くよう勧誘した。彼らは私たちの仲間に加わりました。彼らが直面した任務は複雑で、私たちの行動とウクライナの行動の両方に関する情報を収集するものでした。
この問題に関する一次データについて知らされた後、私はその情報が空であることを確認しながら、より詳細な調査を指示しました。私たちがヨルダン諜報機関「ムハバラット・アル・アンマ」の特殊部隊によって特別レベルの機密性をもって対処されていることが判明したときは、何と驚いたことだろう。
機密保持のため、それはテロと戦う秘密部門と呼ばれていました。同じく並行して存在していた「非機密」のものとの違いは、「非機密」のものは伝統的な対テロ機能を果たしていたことだった。 「特別」という言葉は、特に私たちに関しては、知性の隠れ蓑にすぎませんでした。
私たちが特定した基地は、若いアブ・アーメド少佐が率いており、彼は諜報機関のトップに個人的に直接報告し、極秘の機密許可を持っていました。私たちの予期せぬカウンターパートナーは、アンマンのアル・ジャンダウィール地区にあるムカバラット・アル・アンマ SOR の中央建物で働いていました。ヨルダン人は諜報活動の主な支援環境の一つとして、自国の人々が学ぶ教育機関の学生や教師を利用した。
その結果、エージェントはダブルゲームではなく、トリプルゲームをプレイすることを決定しました。ドネツク事件に幻滅した彼らは、2014年6月末までドネツクにまだ残っていた民族主義的な親ウクライナ地下組織と接触した。過激派は、任務について彼らをチェックした結果、彼らはDPRの仕組んだものであるという結論に達した。彼らは男たちを殺害し、自分たちの車で燃やしました。
 
生活を整える
正義
ロシア世界全般、特に親ロシア地域の支持者に宛てたウクライナの主な主張の一つは、次のような単純な論旨だった。あなたもそうなりたいですか？！」
このようなレトリックの皮肉の度合いは、過大評価することは困難です。それは、殴られ、ドレスが破れ、拷問され、強盗され、強姦された少女に「あなたは見た目があまりよくないね」と言っているようなものです。特に犯罪者自身がそれを言った場合。
結局のところ、共和国の問題の主要な部分は共和国自体にあるわけではありません。私たちはただ破壊されただけで、その後彼らは同じことで私たちを非難しました。
したがって、私は共和国の国家安全保障のための重要な任務の一つが、正常な生活システムの確立を支援することであると考えました。
-...ええと...私はあなたが夫婦であることを宣言します！
MGBの司令官部隊に所属する若々しく脚の長い民兵と、色褪せたが丁寧にアイロンがかかった更紗のドレスを着たそばかすだらけのやせた選抜民兵がぎこちなくキスをする。私は新郎と握手をし、彼らは私のオフィスを去りました。
はい、それも起こりました。ドネツク地域の司法制度は他の地域に続いてキエフによって完全に麻痺したため、民事法は締結されなかった。しかし、書類がないとしても、それは彼らが生まれず死なないこと、家族を作らないこと、そして家族を終わらせないことを意味するものではありません。一般的に、軍事部隊の司令官として私に結婚の要求を再度訴えた後（ご存知のとおり、軍事部隊の司令官と長距離船舶の船長には非常に特別な権利があります）、私は緊急措置が必要であることに気づきました。取られること。
当初、共和国の法制度は、これを行う時間がなかったウラジミール・ユリエヴィチ・アンチュフェエフによって創設されることになっていました。この問題を解決する必要がありました。
私は、共和国に対する忠誠心とプロフェッショナリズムに疑いの余地のない弁護士候補者を選ぶよう指示した。何人かにインタビューしました。私は、DPR への献身を証明した、若くて活発な女の子に落ち着きました。
それは27歳のエカテリーナ・フィリッポワだった。彼女は学生時代から独立した法律実務に従事しており、この頃にはすでに自身が設立した弁護士団体「ドネツク人権グループ」の会長を務めていました。決定的だったのは、彼女が活動家に対する「分離主義」の容疑でウクライナ治安部隊によって起こされた多くの刑事事件の弁護士であり、ウクライナの地下牢から数人のDPR支持者を解放することに成功したことだった。
私は閣僚会議でフィリッポワ氏を法務大臣代理に任命するよう推薦し、個人的に彼女を保証しました。正義の重要性を過大評価するのは難しいため、最初の段階では私は彼女をサポートしようとしました。
彼女が就任を確認された瞬間から、共和国の司法制度の創設が始まりました。民兵についてはもう説明しませんでした。確かに、後に彼らはフィリッポワ自身を描きました。その後、彼女はほぼすべての軍事行事に参加したことで有名な伝説的な民兵の一人であるテイムラズ・“ゴギ”・ゴギアシヴィリと結婚し、彼と一緒にロシアに行き、彼女が創設し、既存の状況で非常に効果的に機能していた部門を離れました。ドネツクのよく知られた習慣によれば、人々はすぐに彼女がザハルチェンコの地下室に座っている、または撃たれたと言うでしょう。
テレビ
テレビは共和国の生活にとっても基本的に重要でした。共和党テレビの純粋に技術的、創造的問題に加えて、主な困難はプロパガンダのウクライナテレビチャンネルの放送であり、その一部は特にドンバスの住民に焦点を当てていた。徐々にこの問題は解決されました。
当時の伝統に従って、地元のテレビ局は最初の段階で最も権威のあるリーダーを任命しました。ドネツクの「第一市営テレビチャンネル」に基づいて作成された「オプロットテレビ」は、その名前が示すように、アレクサンダー・ザハルチェンコ、「ノヴォロシアテレビ」、パベル・グバレフを制御し始めました。第一共和党テレビチャンネルも運営されていた。そして、もう1つは「ユニオン」で、そのコントロールをめぐって競争が激化しましたが、ここでも、いつものように、いくつかの奇妙な点がありました。
2014 年 11 月にアレクサンダー・ザハルチェンコ氏が DPR 首相に選出され、閣僚が再任された後、情報通信省は通信省と情報省の 2 つに分割されました。
これは、独自の電話システムを構築し、この業務に集中する必要があったためです。さらに、相互合意により、通信大臣のポストはパベル・グバレフの代表に割り当てられ、その組織は議会での強固な派閥と、通信と文化の2つの省からの割り当ても受けました。当然のことながら、情報は共和国首長の個人的な管理下に置かれなければなりませんでした。このエリアは敏感すぎます。
同時に、国内の政治的妥協を模索するため、私の提案により、アレクサンダー・ホダコフスキーが安全保障理事会議長のポストに任命された。
ある段階で、これは予想どおり組織の混乱を引き起こしました。
– 同志大臣、私たちは再びユニオンとの関係で困難を抱えています。
- どれの？
– 昨日、通信省の職員がボストーク戦闘機とともに、ドイツのチトフ通りにあるユニオン本社にやって来ました。私たちは指導者を変えるために来たのです。その編集長はドミトリー・グロモフで、彼は元大臣ニキティナの夫である。そうですね、彼らはそれを置き換えようとしました。さらに、彼らはこの決定を支持する安全保障理事会からの書簡を持っていました。コダコフスキーは署名した。
- それで、次は何ですか？
–そしてローマ・リャギンがそこに到着しました。現在は局長室で内部政策を担当しているようだ。彼は中央選挙管理委員会の警備員らとともに到着した。同氏は、一般的に、テレビ局は情報省ではなく通信省に従属していると考えているため、テレビ局の指導者の交代は許さないと述べた。
–陰謀はどのように終わったのですか？
– さて、まず新しい通信大臣のヴィクトル・ヤツェンコがそこに到着し、テレビチャンネルの古い経営陣を支持しているようでした。
- その後？
- さて、そこにホダコフスキーが到着し、リャギンとヤツェンコをテレビ局のオフィスから追い出し、頭を平手打ちした。
ただの党派日記。
「7月14日：ドイツ軍が到着した。彼らは私たちを森から追い出しました。
7月15日：ドイツ軍は森から追い出された。
7月16日: ドイツ人が再びやって来て、私たちを森から追い出しました。
7月17日：ドイツ軍は森から追い出された。
7月18日: ドイツ軍が到着した。彼らは私たちを森から追い出しました。
…7月26日。森番が来て、みんなを森から追い出しました。」
教育
もう一つの重要な分野は教育であり、人々の社会化の基本的な分野に影響を与えました。学校、大学、その他の教育機関は、社会の最も重要な部分の 1 つをカバーしていました。
ここで理解する必要があるのは、新しい状態を宣言したとしても、以前のシステムのすべての古い要素が自動的に新しい現実に合わせられることを意味するわけではないということです。特に相手が積極的に反対している場合はなおさらです。
私は、DPR の管轄下にある教育制度の移行を確実にすることが国家安全保障の基本的な任務であると認識しました。この点での重要な問題の一つは、他の地域でのドネツク大学の開校を発表するために、ドネツク大学の法的文書と印鑑のウクライナへの輸出を組織しようとするウクライナ側の積極的かつ粘り強い試みであった。
ヴィニツァでは、労働者の反対にもかかわらず、ドネツク国立大学のクローンが、クラスノアルメイスク - ドネツク国立工科大学と、クラスヌイ・リマン - ドネツク国立医科大学で創設された。 M・ゴーリキー。ウクライナ教育省は、ドネツクに留まり勉強を続ける学生に対して、定められた形式の卒業証書を発行することを拒否した。ドネツクの大学が発行した卒業証書はどこでも受け付けられないと発表された。
わずか 1 か月半で、私たちはドネツク国立非鉄金属研究設計研究所 (DonNIPITSM)、ドネツク国立貿易研究所 (DonSTU)、ドネツク国立大学 (DonNU)、工学系大学院教育研究会の教員および他の多くの大学。同時に、ドネツク国立大学は世界の優れた大学トップ 500 にランクされ、ドネツク地域の高等教育システムはウクライナで最高の大学の 1 つと考えられていました。
しかし、ここで私たちは、これ以前の人文科学教育システム全体が、ウクライナの反ロシアの欠陥のある基準に従って構築されていることを思い出す必要があります。そして、新しい条件で許容可能なインターフェースを見つけるためには、真剣な努力が必要でした。
一般に、共和国教育省ではいくつかの問題が常に発生していました。ラリサ・ポリアコワが指揮を執って初めて、この作品は一貫性があり、組織的で攻撃的な性格を帯びた。これまでは、あらゆる種類の誤解が定期的に発生していました。
こうして、2014年12月14日、大臣や議員を含むDPR教育省のほぼすべての事務所のドアが開かれました。それらに含まれるすべての情報は、オフィスにあるコンピューターからコピーされました。大量の仕事情報が保存されたラップトップが、部門の1つであるイゴール・セレズネフ部門長のオフィスから消えた。 DPR I.V. コステンコ教育科学大臣のコンピュータからもハードドライブが盗まれました。
さらに、以前にドネツクの大学で学んだ留学生との間に深刻な問題があった。たとえば、2014 年 12 月 12 日、ボストーク大隊の検問所の 1 つで黒人のグループが拘束されたことがわかりました。彼らはそれを理解し始めました。彼らは本当に拘留されたのです。外国人ウクライナ人傭兵に関する一般的なヒステリーを受けて、ドネツクの一般人たちは、タクシーに乗っていたドネツク国立医科大学の黒人学生は、特に洗練された傭兵の妨害活動および偵察グループであると判断した。私たちは貧しい学生たちを救出しなければなりませんでした。
もう一つの困難は、事件の開始直後に難民と民兵の家族を空の大学寮に再定住させることであった。大学を積極的に立ち上げるほど、学生が増え、彼らもどこかに収容する必要がありました。私たちはこれらの問題のいくつかにも取り組みました。例えば、ドネツク国立医科大学の第 1 寮での学生と、そこに住む難民、民兵、元捕虜との間の紛争を解決する際、難民には別の施設が提供されていたことが立証された。第4寮は、学生と難民を分離し、紛争を防ぐことを可能にしました。しかし、彼らは落ち着いたという理由だけで引っ越しを拒否しました。その結果、再定住のための措置が講じられ、紛争は終結した。国家警備の仕事とはまったく思えなかったが、他にそれを行う人はいなかった。
純粋に教育的な問題に加えて、関連する問題も数多くありましたが、それに劣らず重要な問題もありました。ドネツク州立図書館のスタッフの紛争状況が知られるようになったとしましょう。クルプスカヤ。ほとんど戦いがありました。特に、図書館の館長代理であるナタリヤ・ペトロヴナ・アヴディーンコは、明確な親ウクライナの立場を取り、定期的にチーム内で反共和国宣伝を行い、ウクライナの著作、偽歴史、政治を支援するイベントを企画しようとした。特に、すでにドネツクでの革命的出来事の最中に、彼女のリーダーシップの下、図書館の建物にあるカナダ・ウクライナ財団の支援を受けて、文学と音楽の夕べ「ウクライナの創造性のコレクション」や「ウクライナの創造性のコレクション」などのイベントが開催されました。 「ウクライナの思想の先駆者: I.P. マゼパ」には、ウクライナの民族主義的性質のシンボルが描かれた適切なポスター デザインが添えられています。すでに戦時中に、女性はSBUの地下室で部下を怖がらせることができました。
市立教育機関「才能ある子どものためのドネツク地方音楽専門寄宿学校」の理事長を務めるもう一人のウクライナ人活動家タチアナ・ゴロヴォワさんも、親ウクライナのプロパガンダを積極的に行った。
しかし、中傷の試みもありました。例えば、私たちはマケエフカ市の幼稚園番号119の教師の一人から、親ウクライナ的な行動をとったとされる市教育局の指導部に対して行動を起こすよう求める声明を受け取りました。調べてみると、これは幼稚園の園長の座に「こっそり」就きたいという願望に関連した誹謗中傷であることが分かりました。
薬
教育の問題は、もう一つのデリケートな公共領域である医療でも典型的なものでした。
一般に医学界が共和国の考えを積極的に支持し、反キエフ的であるとすれば、指導部の中にはウクライナ新政権の支持者がいたということになる。これは、人事昇進のための望ましい環境としての医療官僚制の統一システムとのつながりが失われるのではないか、また、物質的な不正行為や虐待が行われる確立されたシステムとのつながりが失われるのではないかという懸念によるものであった。
ドネツクの第9病院（エルニツカヤ通り、1a）の主治医であったN・タラセンコのような消極的な妨害行為のケースもあったが、ドネツク保健省への再任を単に避けた。ドネツクの第1病院（アルテマ通り、57）、第16病院（サナトルナヤ通り、4）、第11病院（パラディナ通り、54）、第20病院（アルテマ通り、185）の病院長らは、次のことを試みた。同様の組織的妨害行為に加担する。そして、これは、親キエフの上司たちの行動に対する病院スタッフ自身の積極的な不満にもかかわらず、です！
さらに複雑な状況が発生しました。ドネツク検査センター所長のM.シュヴァルツブルドは、SES分野における保健省の活動を全力で妨害した。私たちはその理由を理解し始めました。その人物は過去に汚職活動に関与しており、犯罪界と関わりがあったことが判明した。医療分野におけるDPR改革後、汚職計画の実施は不可能となり、その結果M.シュヴァルツブルドは改革を妨げる積極的な活動に従事し始めた。特に、彼は同僚の間で非公式会議を開催し、そこでDPRへの従属を終了し、SESの活動を停止することを提案した。
医学の複雑さを理解すると、さらに興味深いことがわかりました。 2014年の秋、ドネツクにあるウクライナ保健省がドネツク領土内での活動を停止していないことが判明した。
さらに、この部門が医療機関の人事異動、各種医療講座の実施などを行うことを定めております。上記の行為はすべてキエフからの指示に従って行われ、上記の印章による命令の形で発行されます。これはDPR医療システムに意図的に混乱を作り出すことを伴います。突然、一部の医療指導者がキエフとDPRからの重複した命令によって任命されたことが判明した。状況はまさにワイルドだった。当然のことながら、私たちは彼女を通常の状態に戻しました。
しかし、ドンバスの医師たちは毎日、市民としての偉業を果たした。彼らはしばらく給料を受け取らず、命を危険にさらし、必要な薬を手に入れることができず、元指導者や同僚からの心理的プレッシャーにさらされながらも、自分たちの命を犠牲にしながら、毎日命を救っていました。そのため、次の秋に MGB ビルに対する迫撃砲攻撃が行われる際、地雷の一部が飛び越えて近くの病院に到達することになるでしょう。別の手術の準備をしていた外科医はその場で死亡する。
彼らはどういうわけか、2014年7月から8月にかけて、やはり給料も受け取らずに街路に出て、ウクライナ軍の砲撃を受けながら街路の掃き掃除やバラの剪定を行ったドネツクの住宅・公共サービスの職員たちを思い出させた。誰もいない通りは完璧な頻度で輝き、バラは巧みにトリミングされ、負傷した労働者と死者の遺体は病院や遺体安置所に運ばれました。そして翌日、犠牲者の同志たちは再び花を刈り取り、秩序を回復するために出かけた。このような出来事を通じて、本当のドンバスを理解することができます。
人道支援
人道援助の状況は曖昧だった。一方で、人々はそれなしでは生きていけません。ウクライナは、戦争に加えて、公然と執拗に経済封鎖を行い、人々の生活を耐え難いものにするためにあらゆることを行いました。純粋に軍事的手段だけではドンバスを占領することが不可能であることが敵に明らかになったとき、単純な概念が採用された。絶え間ない砲撃と経済的剥奪により、誰が砲撃して危害を加えても問題ない状態に人々を導きます。重要なことは、これですべてが終わるということです。ウクライナはウクライナだ、これを阻止するために、来させてください。しかし、彼らはドネツクのチームを過小評価していた。そして生き残るための重要な条件は人道支援でした。しかし、この問題でもいくつかの問題が発生しました。
第一に、DPRの外、特にロシアでは、善良な装いで人々の悲しみや不幸から公然と金儲けをする「似非人道主義労働者」が現れた。
次に、内部で不正行為の試みが定期的に検出されました。もちろん、主な助けは誠実な大衆の衝動でした。しかし、さまざまな日和見主義者がそれに執着しようとしました。
対象を絞った小規模な人道援助に加えて、援助は国家とリナート・アフメトフ財団の 2 つの方向に分配されました。その後、大量の物資を積んだロシアの人道支援船団の「白いトラック」が現れた。アフメトヴィトが人道援助を行うことを禁止することは不可能であった。アフメトフの基金が発行した製品を補充することができなかったため、これにより国民は急激にドネツク人民共和国に敵対することになっただろう。それらの数は十分ではなく、共和国は飢餓の危機に瀕していました。可能なのは、製品を適切なシンボルが付いているパッケージから中立的なパッケージに強制的に移すことだけでした。
DPR からの最初の食品パッケージは約 10 kg でした。食料を配布するたびに、食料を必要とする人々の数が増え続けるにつれて、食料パッケージの重量は減少していきました。難民と戦争犠牲者の数は飛躍的に増加しました。 10月に提供された援助の平均重量は3.5kgでした。
例えば、ドネツク市のペトロフスキー地区とキロフスキー地区への最初の人道援助は、市内中心部よりもかなり遅れて行われたが、その額は次のとおりであった：コンデンスミルク1缶、缶詰1缶、煮込み肉1缶、肉1kg砂糖、米0.5kg。 DPR からの人道支援物資の配布は週に 1 回計画されていました。しかし、人の流れが多かったので頻度は10日に1回になってしまいました。
「リナート・アフメトフ救援基金」の食料パッケージは次のとおりでした：植物油1本（1リットル）、お茶1パック、クッキー1パック、砂糖1kg、米1kg、小麦粉2kg、小麦粉1kgオートミール 1kg、パスタ 1kg、そば 1kg、缶詰 4 缶、コンデンスミルク 1 缶、キャンドル 1 本、マッチ 1 パック。サポートの頻度は月に 2 回で、予約とクーポンにより提供されます。
アフメトフが人道援助を選択的に配布した例もあった。
たとえば、2014 年 10 月 4 日、アフメトフ財団の人道センターで事件が発生しました。この女性は前回の身柄引き渡しの際、リナトがいかに救世主で聡明であるかについての記事を撮影していた傲慢な「見当違いの」ジャーナリストたちに憤慨していたが、援助を拒否された。アフメトフ氏の従業員らはまず切符を発行し、それから示威的にそれを破り、彼を外へ連れ出した。 「あなたはアフメトフを尊敬していない、あなたには助ける資格がない」といった感じです。
後でわかったことですが、女性は第2種障害者です。彼女はてんかんを患っています。
ジャーナリストたちが到着すると、年金受給者たちに「アフメトフがいないとどれだけひどいことになるのか」という口調で質問を始めた。物語のヒロインは激怒して、必要な言葉で特派員を囲みました。
彼女は、離脱した寡頭政治とは異なり、共和国は人々を大切にしていると語った。 「あなたのアフメトフが行ったことすべてに対して人々に報いるためには、ドンバスのすべての住民にトラック一杯分の援助を与える必要があります。同時に、彼の軽い手でナチスは都市を打ち負かした。」このような事件は定期的に起こり、寄付者の素顔と何が起こっているのかを明らかにしました。
もちろん、人道支援を通じて、アフメトフはドネツクへの帰還の準備を整えようとした。仕組みは簡単です。都市は社会的にも財政的にも完全な疲弊に追い込まれている。彼の管理する店には食料品が溢れている。お金がなく、支払いも行われていません。絶望の極みに陥った街の住人は、困っているときに助けてくれる人を喜んで迎えます。それが誰であるかは明らかです。しかし、彼の夢の実現は許されなかった。
純粋な食糧問題に加えて、人道援助によって医療問題も解決することができました。たとえば、2014 年 6 月から 8 月 (9 月も) にドネツクで発生したインスリン問題は非常に深刻でした。住民への配布は、特定のエイドポイントでのみ、線量を減らして実施された。これは主に財団によって行われました。
発表より：「11月3日より、DOKTMO（カリニン病院）の領土でインスリンの配布が始まります。人道支援の形で医薬品を4号館で受け取ることができます。」
私たちは人道援助物品を盗もうとする試みを厳しく弾圧し始めました。このような事件は影響力のある指揮官の支援がなければ不可能であることを認識し、上層部でこれと戦い始めた。多数の指導者やさまざまな部門の責任者が拘束された。同時に、全員が無実を宣言した。
インターネットから：
「ドンバスでロシア異教徒のスヴァロジチ大隊を率いていたドネツク人民共和国の著名なテロ司令官オレグ・オルチコフが逮捕されてからすでに6か月が経過した。
このニュースは、ソーシャルネットワーク上のテログループに言及して、ウクライナのプレスによって報じられた。
同紙は、コールサイン「ヴァルガン」を持つオレグ・オルチコフが、2014年11月11日に「DPR」ザハルチェンコ「トップ」の個人命令により「根拠なく」逮捕され、それ以来、地元の警察署に座っていると述べている。 「正式な」告訴のない裁判用拘置所。
「OPD「スラブ統一と復興」ドネツク支部の武装同志たちは、「スヴァロシチ」大隊司令官オレグ・オルチコフ（ヴァルガン）の釈放を要求している。ロシアの英雄たちに自由を！大ロシア帝国の栄光！ノヴォロシアに栄光を！」 – テロリストグループはソーシャルネットワーク上にそのようなメッセージで溢れています。
「「オプロット」「スヴァロシチ」第4大隊の指揮官オレグ・アレクサンドロヴィチ・オルチコフ（コールサイン・ヴァルガン）は、2014年11月11日に不当に拘留され、今も公判前拘置所に拘留されている。彼らは、彼の証明されていない逮捕が明らかにならないように、あらゆる方法でこれを隠蔽しようとしている。できるだけリポストしてください！ 「子供たちに父親を、妻に夫を返すのを手伝ってください！」63。
このようなメッセージや同様のメッセージが今でもインターネット上で活発に配信されています。彼らはウクライナのマスコミに喜んで取り上げられました。
一方、オルチコフ（コールサイン「ヴァルガン」）は、一連の特に重大な犯罪で告発された別の「オプロット」大隊の指揮官「グリタ」の拘留のほぼ直後に実際にMGBによって逮捕された。
オルチコフ拘留の最初の根拠は、人道援助物資の盗難に関する収集された資料であった。ヴァルガンは、彼の仲間によってさえ、その地域の住民のために食料を盗んでいるのを定期的に捕らえられていたことが判明した。さらなる捜査の過程で、オルチコフの他の犯罪の事実が明らかになった。
ケースの素材より：
「DPR 国家安全省捜査局は、2014 年 11 月 11 日に開始された O. A. オーチコフに対する刑事事件第 12201430 号を、第 3 条第 3 条に基づく犯罪を理由に捜査している。 DPR 刑法 172-1。 2014 年 11 月 21 日、指定された刑事事件のコーパスデリクティは、第 2 条から再分類されました。 172-1 パート 3、アート。 DPR 刑法第 178 部第 4 部。
この刑事事件の捜査中に、2014年8月28日16時15分頃、ドネツクのペトロフスキー地区のペトロフスキー通りとシュパギナ通りの交差点にいた第4大隊「ペトロフスキーOPLOT」の軍人が、彼らは、司令官オルチコフO.A.の命令により、銃器を使用するという脅迫を伴って銃器で武装していたとして、チリキンA.V.に要求した。チリキンA.V.は、記載された当時、地区AN 01-89 SVのフォードモンデオトレンド車を運転していた。登録証明書SAE 601147 JSC「Hephaestus」を取得したら、ドネツクのペトロフスキー地区のクラマルチュク通りにある建物8号にあるドネツクの第4大隊「ペトロフスキーOPLOT」の場所に進み、チリキンA.V.は疑問を持たずにこれを満たしました。
同じ日の夕方、ドネツクの第4大隊「ペトロフスキーOPLOT」の場所にいて、住所はドネツク、サンクトペテルブルクでした。指定部隊オルチコフO.A.の指揮官であるクラマルチュカ君（8歳）は、車両の不法占有を目的として意図的に不法行為を行い、同じく銃器で武装していた部下の軍人たちにブランド車を押収するよう命令を下した。チリキン A.V. FORD MONDEO TREND 地区 AN 01–89 NE 発で、その後身元不明の軍人が特定の車を制御し、不明な方向に消えましたが、車の位置は依然として不明です。
さらに、DPR内務省DGUペトロフスキー地方局から、DPR国家安全省捜査局は、2014年9月11日に開始された刑事事件番号08-14-15を受理した。 、A.A.デュビンスキーの計画的殺害の事実について、第2条に基づく犯罪を理由に。これはDPR刑法第106条第1項に基づくものであり、MGB SOの捜査官による捜査が受理されたが、O・A・オルチコフはこの殺人事件への関与が合理的に疑われている。
...さらに、DPR 国家安全省捜査局は、2014 年 11 月 24 日に開始された刑事事件第 12201438 号を捜査している。第2条に基づく犯罪DPR刑法第106第2部。その資料によると、2014年11月15日の昼間、カルギル領土での刑事事件第12201430号の捜査の一環としての捜査活動中だったことが分かる。ドネツクのペトロフスキー地区にあるこの工場、すなわち、日付不詳に以前に地中に埋められていた身元不明の男性の死体2体が発見され、検査された。
2014年11月24日付のドネツク検視局の証明書によると、2014年11月15日に上記の状況下で発見された不明男性2人の死因は、頭部への銃撃による傷と複数の負傷であった。頭蓋骨に。捜査中に、O.A.オルチコフがこの犯罪を犯したことを示す十分な証拠が収集されました...」
この事件の範囲内で、オルチコフによる法律違反の他の多くの事実も立証された。これがまさに私たちが混乱を止め始めた方法です。私たちは段階的に、人民の抵抗を、自分たちの見苦しい目的のために状況を利用しようとして固執していた成長勢力から解放しました。
ロシア指導部がこの問題に介入して初めて、国民の生命活動の危機に関する状況は改善し始めた。一般人の運命について、急いで心配する人は誰もいませんでした。秋の中頃までにすでに餓死者が出た。ウクライナは、我が国領土の状況を可能な限り大惨事に導くためにあらゆる手を尽くした。店の棚は急速に空になり、人々は十分なお金を持っていませんでした。
そして彼らは、食料、必需品、発電機、暖房器具、衣類、医療、建築資材などを私たちにもたらしてくれました。これらがなければ住民の生存は不可能だっただろう。私は、Vladislav Surkov64 の事務所がこの方向性を担当していることを知っていました。 DPR リカバリ コントロール センター (RCC) は、現場での作業を調整するために設立されました。
スルコフの役柄
...2014年9月。ドネツクのアルタイ施設での会合。テーマはソーシャルワークとミンスク協定です。それからまだ最初のもの。
テーブルの先頭にはロシアのウラジスラフ・スルコフ大統領補佐官がいる。彼は、新学期の開始、年金と人道援助の会計と分配に関する作業を妨害したとして、DPRの社会問題担当副首相であるアレクサンダー・カラマンを巧みに、そしてどういうわけか官能的にさえ叱責した。カラマンは不機嫌そうに沈黙する。彼は好きじゃない。一方で、飢餓に苦しむ年金受給者も現状をあまり好んでいません。処刑後、スルコフ氏はミンスクの本質について語り、招待された指揮官や役人全員に質問して答えを得る機会を与える。
スルコフが正しいことは理解していますが、私はカラマンとの行動を冷静に見ています。国民を養うのに最低限必要な仕事を組織できない公務員の問題は、厳しく是正する必要がある。どうぞ。私は彼女を見守っています。瀕死の兵士を背景にした会社員の困難は説得力があるとは思えない。
あなたの問題についてそのような高官に頼っても意味がないことは理解しています。私の目の前では、数人の指揮官が誰かを支援し、武器を提供し、競争相手を罰してほしいという熱のこもった要求をロシア大統領の腹心に伝えようとした。全員が同じ答えを受け取りました。「私は戦争には関与していません！」
私はスルコフを見る。ここに彼はいます、闇のデミウルゴスです。絶対的な破壊力の生きた化身。チェチェン人雇い人、寡頭政治の手先、ロシア政治の無原則な操作者、ウクライナ問題でロシア大統領を混乱させたプーチン自身の巧みな欺瞞者。ドンバス以前の私は、その名前をリベラル反対派からの罵倒、アガサ・クリスティー・グループの初期のアルバムのひとつ、電車の中で偶然読んだ小説『オコロンヤ』、そして政府の強力な知識人の連想だけを連想していた。ペレビンスキーの「世代」P」と「歌うカリアティードのホール」のイメージが付いています。 YouTube で「スルコフのプロパガンダ」というテーマのビデオを見て笑ったのを覚えています。そして突然、ナワリヌイの主な敵の一人、シャランスキー、ロシアの情報と西側への政治的依存を打ち破るための段階的戦略の著者であるグシンスキーの時代のNTV、「主権民主主義」の概念、建築家が突然登場した。チェチェン人入植地とその政党とその他の茶番劇によるロシアの国内政策全体について、ドンバスに対する彼の地獄のような庇護がかかっていた。
しかし、彼は私に不気味な印象を与えませんでした。彼も、彼が下す決断も。だからといって彼らが好きだったわけではありません。しかし、そのようなプロセスでは、望ましいことと可能性が一致することはほとんどありません。それとも、彼は私を彼の洗練されたネットワークの淫行に導くことができたのでしょうか?!
もう一度、私が知っている事実を確認します。 2014 年春。クリミア安全保障理事会。ウクライナでの出来事とクリミア人の兄への嘆願にどう対応するかについての議論。出席している上級指導者の多くは非常に慎重な態度をとっている。積極的な行動の代償は高すぎます。解決策はバランスをとることです。そして今日に至るまで、一部の人々の間ではスルコフの次の言葉が記憶に残っています。しかし、ロシア人がどのように屈辱を受けているかを傍観することができないことは理解しています。」当然のことながら、私はこの物語を第三者によって語り直されたものとして知っており、他の場面でのスルコフに対する敵意は非常に明白であるため、この物語が私に疑問を引き起こすことはありません。
彼らが2014年の春にウクライナに入国しなかったということ...おそらく、この問題に関するスルコフの意見が考慮されたのでしょう。か否か。ただ分からないんです。しかし、私は誰の意見が間違いなく重要であったかを確かに知っています。彼は勇敢で、上品で、栄養が豊富で、言葉にならないほど饒舌で、他人の議論を外務省の親ロシア的なレトリックに適応させるのが上手だ。西側諸国との関係が冷え込むことを好まなかった外務省。それは突然、そして非常に厳しく「パートナー」との交渉を開始し、その従業員は長年確立されてきた半政治的、半経済的なつながりや計画を失い始め、その快適さは非常に急激に破壊されました。私は、ロシアとＯＳＣＥの仲介を通じて民兵指導者とウクライナとの間で行われた最初の交渉会議の一つを思い出した。数人の司令官がその結果を報告し、自信を持って誠実にズラボフ駐ウクライナ・ロシア大使をウクライナの代表と呼んだように、彼のレトリックと行動は非常に親ウクライナ的であった。この列には、議会や閣僚のポートフォリオを持つ大実業家、ウクライナの資産に徹底的に投資した銀行家もいた...
スルコフはどこかに彼の意見を持っていました。しかし、彼ら全員の中で、スルコフだけがこの問題を何とか解決しようと試みました、そしてこれが彼がそれをやった方法です、私はすでにこれを個人的に見てきました。ひどく？まあ、もちろんダメですよ！もっと良かったでしょうか？例えば、ガーキンは、オーグレスのエロチカとヴァンダービルトの関係のモデルに従い、自己正当化と政治的出発点としてスルコフを批判することを選んだが、間違いなくもっとうまくできたはずだ。正確にはどのように?どういうわけか…方法はわかりませんが、なんとかできました。確かにそうかもしれません。そうでなければどうしてあり得ますか？それは難しいことではありません。「スラビャンスクを放棄しない」という警官の言葉を守り続けるよりもはるかに簡単です65。
...アルタイでの会議は終了。スルコフは私とオレグ・ベレザに別々に話すように頼んだ。少し緊張してしまいました。私はカラマンを演じるつもりはありません。しかし、会話は予想外に前向きな性格を帯びてきます。スルコフは共和国で実際に何が起こっているのかに興味を持っている。そこで彼は考えてこう言いました。ただ聞いているだけです。首長および新しい共和党議会の選挙の安全を確保する。ここに少なくとも相対的な秩序が現れるためには、ある種の中央権威が形成される必要がある。ここまでは名前だけです。起こっていることに干渉する必要はありません。成り行きに任せてください。しかし、安全性は特に重要です。」私は安堵のため息をつきました。言われたことは、このテーマに関する私の考えと完全に一致しています。
将来的にスルコフ氏は、選挙中の秩序の確保と維持という技術的問題の解決に支援を提供する予定だ。
スルコフについてどう書くか？当初、彼の言及は計画されていなかった。しかし、熟考してみると、この記述が歪んだ印象を持っていることが明らかになりました。結局のところ、この人物が状況に与えた影響は、今も昔も非常に重要であり、彼なしで何が起こっているかを記述することは、真実から大きくかけ離れています。 。一方で、フィルタリングされたポジティブとネガティブは常に、どちらか一方の側に偏っているという非難を引き起こすことになります。 3 番目の側面 (そうです、3 番目があります! - そしてそれが唯一の正しい側面です) では、真実を説明しようと努めるなら、あなたが知っているとおりにそれを提示しなければなりません。スルコフが弁護士であることは無意味であり、固定観念の長期にわたる何トンもの重荷をすべて覆すことは不可能であり、特にそれらのいくつかはおそらく公平であるため、しかし私はスルコフが私の保護を必要としないと思うので、それはすべて残っているのは、彼自身が見たものの一部を説明することです。
スルコフが関心を呼び起こしたのは、世界的なプロセスにおける彼の巨大な役割だけではありません。現代ロシアで最も聡明な役人という評判を利用して、彼は適切な印象を与えた。痩せていて、引き締まり、ピアニストのような長く細い指と、皮肉な斜視を持ち、白髪が少しあるにもかかわらず、永遠の若さの範疇にあり、痛いほど孤独な男の知的な目を持った彼は、常に自分の周りの世界を向けていました。彼は明らかに社会実験を仕掛けることが好きで、興味深い条件を作り出すことで、歴史民として選ばれた人々がどのように行動するかを観察した。彼は明らかに人間演劇に喜びを感じていました。
木製のケースに縫い込まれ、基準の枠組みに詰め込まれ、あるいは逆に、全能感と無関心によって堕落し、安楽椅子での戦いの屈折に酔いしれている人々の中に、饒舌な話し手たち、つまり自分たちの理論と空想に巻き込まれているロシアのマリー・アントワネットたちがいた。現実から完全に切り離され、さまざまな権力中枢の多次元的利益という目隠しに束縛され、怠け者でしばしば単に愚かで、洗練されており、ファッションブランドのスーツを忍耐強く着ることを学んだが、背骨の傷とキャリアの混乱からその危険性を知っている人過剰な活動をする人、上司の正義に関係なく上司の蹴りに反対することは許されないという「ゲームのルール」に慣れている人、キャリアで成功するには「すべてを着こなす必要がある」というタレーランの格言を直感的に実践する人彼らは、国の利益を守るという恥ずべき敗北を、明白ではない、したがって長期的な成功として解釈するスキルを見事に習得しており、多くの場合、自分たちの主な目的を理解しています。 「鋸鋸職人」と「運び屋」という崇高な専門職を巧みに習得する任務に従事し、役人が何かを言い、別のことをし、別のことを考えるという統合失調症の術を完全に理解しており、そのような役人の最適な候補者であった。 「雨粒の合間を縫って駆け抜ける」感謝のない仕事、関係者全員の呪いの避雷針となること、オフィスでの会議だけでなく、現場で人々とコミュニケーションをとる能力（中には鼻をこする人もいる）が必要であるあらゆる犯罪テレビ番組に付随して、すべての側と参加者に敵意を引き起こす決定を生み出し、下し、推進するが、上級管理者の間で十分な権限と信頼を持ちながら、その代替案はどれも国益にとって何倍も有害であるだろうか？そんな役人は知りませんでした。
9月のドネツク訪問中、スルコフ氏と側近はドネツク人民共和国MGB特殊部隊基地に宿泊する予定だ。私はホストとして午前中に到着し、主賓と普通に会話できるようになります。特に、私が現在参加しているプロセスのさらなる発展に関して私が懸念している問題について質問します。私がドンバスに来たのは、旅の初めには晴れやかなアイデアがあったが、その会話の頃にはすでにかなりぼんやりとしたものになっていた。私は質問し、答えを得ます。満足しているとは言えません。彼らも私の対話者を満足させないと思います。しかし、状況は明らかになり、提示された議論に私は何も反対しません。
2015年2月前半、スルコフは再びドネツクにやって来た。彼自身、自分が責任を負っていた新しいミンスク合意がどのように履行されているかを見ることにした。彼の訪問中、彼のテーマは平和であり戦争とは何の関係もないという最高指導者の単調な言葉にもかかわらず、司令官たちは再び彼を自国間の対決に引きずり込もうとした。しかし、平和には国内の安定も前提としていたため、敵が都市に侵入しようとした際のホダコフスキーの不適切な行動に対する皇帝の苦情と、この問題に関するホダコフスキーの対応ビジョンに応じて、状況を理解する必要があった。しかし、関係者の意見を聞く代わりに、皆の積極的な反対にもかかわらず、ロシア大統領補佐官は単に事件の現場に赴いた。たとえ彼の身に何かが起こったとしても、誰にとっても大したことではなかったでしょうが、それでも彼は行きました。まずはドネツク空港郊外の「ナイン」ビル。まれに砲撃が爆発する中、Givi と Motorola が状況を報告します。彼らはできる限りそれを報告します...
次に、問題の一つであるプチロフスキー橋が爆破された現場へ行きます。以前にもここに来たことがあり、状況はよく知られています。クラスノアルメイスクとアヴデエフカへの大きな標識が目を引きます。近くにはぐらつく照明ポールがあります。壊れた橋が数台の車を覆いました。さらに 2 台の壊れた煤に覆われた車が橋の前に立っています。古い白いソビエト連邦のザポロージェツは、近くに散らばった物やいくつかの子供のおもちゃを背景に、特に不気味に見えます。いたるところに火災と爆発の痕跡が残っています。裸木の小枝、爆風で折れた枝、散乱した車のタイヤを背景に、汚れた雪が混じった橋の布片を見ると、どんなに暖かい服装をしていても寒く感じます。
ドネツク、爆破されたプチロフスキー橋
スルコフは橋を点検し、その後私たちは全員車に行きます。このとき、遠くから迫撃砲が太った蚊のように鳴き始めます。冬の日の静寂の中で、汚れた雪道を軋む足音の下で、ザハルチェンコ・セミョン副官ははっきりと「降りろ！」と宣言した。随伴戦闘員の警戒線は繰り返し訓練された位置に配置され、スルコフの助手も地面に押し付けられる。スルコフは首を傾げ、好奇の目で周囲を見回した。オレグ・ベレザはセミョンの愚かな行動を叱責した。その音から、地雷が私たちの方向に飛んでいなかったことは明らかだ。副官は言い訳をする。「警戒する必要がある」と言う。出発します。
...ドンバスを去った後、私はセルゲイ・アクセノフが出席するイベントにいることに気づきます。スルコフが部屋に入ると、アクセノフは冗談を言う、「ほら、彼が来たよ、ノヴォロシアの主な情報漏洩者だ」と言うと、スルコフは疲れたように笑いながらこう答える。 」
 
戦争の瀬戸際で
- 同志大臣、報告させてください?!
フォーマルなスーツを着たフィットは、今では私たちの共通の大義に誠実に取り組んでいる元SBU工作員の仲間の将校が、礼儀正しく私の前に伸びて、態度のすべてで良い知らせを示しました。
- 報告。
「敵軍49名がすでに我々のビラを持って渡ってきており、そのうち12名は士官だ！」そしてそのプロセスはまだ進行中です！
攻撃的な質問は創造的な質問です。純粋な軍事的要素に加えて、解放された領土内と戦闘作戦中の両方でさまざまな特別措置が必要となる。
デバルツェボ付近で、この戦争で初めて、我々は戦闘状態での宣伝能力をテストした。
2015 年 2 月 12 日、部下の主導で、D-30 榴弾砲用の最初の 122 mm プロパガンダ砲弾 20 発が発射されました (各弾には 500 枚のビラが入っています)。私たちはビラの中で、ウクライナ軍兵士に対し、デバリツェボ大釜閉鎖中の彼らの陣地が有害な性質のものであることを説明し、抵抗せず陣地を離れて降伏するよう提案した。将来的には、これらの活動の結果が明らかになるでしょう。彼らはとても前向きでした。
私たちと戦っている敵の側からの妨害活動についての非常に具体的な信号がありました。たとえば、2014 年末、法執行機関の作戦部門は、コールサイン「マウンテニア」の下で特定のカミル・ヴァレトフとそのパートナーに関する情報を作成していました。
ウクライナ兵士に降伏を求めるDPRビラ
これらの人物は、敵の特殊グループを率い、高度な訓練を受けた特に危険な破壊工作員として特徴づけられました。彼らは、ウクライナ内務省領土防衛大隊「ドニエプル-1」のドネツク中隊の第5破壊工作・偵察グループから徴兵された。このグループは、ウクライナ側で戦うドネツクの住民で構成されていたため、この名前が付けられました。
ヴァレトフも地元の人で、この街のことをよく知っていました。私たちは一連の予防策を組織する必要がありました。待ち伏せは何の結果ももたらさず、敵は去ったが、彼は犯罪意図を実行することもできなかった。
ウクライナの法執行官が意識的にこちら側に亡命したことに加えて、状況や自らの病理の影響を受けて、一般的な混乱に乗じて前線の別の側に身を置こうとした者もいた。たとえば、2014 年 12 月、MGB 職員は、ウクライナ軍ドニエプル-1 大隊の一員としてドネツク人民共和国の民間人に対する懲罰作戦に関与した容疑で、公式会議の最中にドネツク人民共和国検察庁の職員を拘留した。 。
私たちは、ウクライナの他の地域に比べて程度は低いとはいえ、ナショナリズムと西洋化の浸透がドンバスにも容赦なかったと理解しました。
右翼民族主義組織がドネツクで結成され、戦前から活動していた（ウルトラス、VO「スヴォボダ」、MOO「ソコル」、OO「右セクター」、「ウクライナ愛国者」、NGO「トリズブ」、VO「バトキフシチナ」、など . p.）、そのメンバーは後に敵の大隊に加わり、「シャフテルスク」（後にドミトリー・コルチンスキーの「聖マリア」、「トルネード」、「オデッサ」）などはほぼ完全に完成しました。ストレルコフの釈放後、ウクライナ大隊「スラビャンスク」を結成する試みがあった。
これらの組織の活動家たちは、事件勃発後、ドネツク人民共和国治安部隊による迫害を恐れてウクライナ領土には行かなかったが、それでも活動をインターネットに移した（フォーラムでの傾向の強い情報の配布、ドネツク人民共和国武装勢力の所在地に関する報告など）。力など）。
しかし同時に、戦前の状況でこれらの組織に属していることは、もちろん、条件と前提条件を形成していましたが、さらなる地位の明確な指標やベクトルではありませんでした。
たとえば、新しい状況にあるドネツクのVO「自由」のカリーニン地区組織の責任者は、ウクライナ側による自分の都市への砲撃を観察し、世界観を変え、ドネツク人民共和国への忠誠を証明しました。
それどころか、VO「スヴォボダ」のシャフタルスキー地区組織の長であるユーリ・コンドラチェフは、ウクライナ軍の領土防衛大隊の1つの積極的なメンバーになりました。 1 つの国家主義組織の同等の立場にある 2 人の人物。平等な選択条件。しかし、選択はその逆です。南北戦争の伝統の一つ。
シャフタール・クラブのサッカーファンのほとんどはドネツクからリヴィウへ去ったが、いわゆる「領土防衛」のウクライナ大隊にも加わった。
その後、これらの人々の中には戻り始めた人もいます。もちろん、多くの人は、訪問することは良いことですが、家に帰る方が良いことを認識していました。しかし、私たちは、ウクライナの特殊部隊が、ドネツク人民共和国の都市に永住権を持って戻ってきた「右翼」組織の活動家を偵察や破壊活動に利用するだろうということを完全に理解していました。
– セルゲイ、これはでっちあげではないですか？さて、マシャーニャとは何ですか？ - 楕円形の角縁の眼鏡をかけ、油っぽいが丁寧にアイロンをかけた古いスーツを着た年配の MGB 捜査官が、自分用のお茶を入れたカップホルダーを用意している。リヴォフで捕らえられた西洋人は、古典的な細い三角形の細長い顔に、まばらな口ひげが描かれ、フクロウが描かれている。驚いたような丸まった目は、短い汚れた迷彩服を着て、傷や欠けのある取調台に座り、手書きで報告書を書き続けた。
- ダイクユ…もしかしたら、この男に何らかの意味を持ち込んでいないのでは？ここにはとても良い友達、セリョガがいます。そしてヨゴを拷問する。
リヴィウ地方ゾロチェフ市の軍事部隊3004の別の軍人は、（DPR国防省と憲兵が駐屯していたSBUの建物としての）「小屋」で監禁状態で発見された。
同氏は、コールサイン「マシャーニャ」を持つ女性が実際に大隊に勤務していたという情報を確認した。彼女はマリア・アレクサンドロヴナ・コニュコワ少尉でした。彼女はヴラセンコ・ヴィャチェスラフ・ヴィクトロヴィッチ中佐（コールサイン「フィーリン」）の参謀長と親しく、彼の個別の指示を実行した。
私たちの関心は、ウクライナ軍人と授業を行うアメリカ人講師グループを割り当てられたのがこの女性だったという事実にあった。アメリカ人をプロの軍人であると考えるのには十分な理由がありました。
アメリカ人や他の西洋人の傭兵に加えて、多くのスラブ人の兄弟たちも私たちと戦った。残念なことに、ベラルーシ人が多かった。 「パホニア」と「ジャガー」の分遣隊は独立したグループとして形成されました。アゾフ大隊、ドンバス大隊、アイダル大隊には多くのベラルーシ人がいた。サッカーファンの環境が別途目立った。
捕虜を扱うとき、私は砲兵の心理に特に興味を持ちました。民間人が最も苦しんだのは彼らからだった。学校、住宅地、病院、教会を襲撃したのは彼らだった。そこで私は彼らの何人かと個人的に話をしてみました。
日々の仕事に加えてオデッサ地域に精通しているという事実を考慮して、私は第 28 オデッサ機械化旅団を目標として選びました。旅団のほぼ全員がオデッサの住民、ニコラエフ地域の住民で構成され、積極的に我々と戦い、そして最も重要なことに、かなりの量の大砲が使用された。
この旅団は以前、私がかつてリラックスするのが大好きだったビーチの 1 つであるオデッサ チャバンカ地区 66 に駐屯していました。 2014年10月12日以来、それはDPRのウクライナ支配地域のクラスノエ村のクラスノアルメイスキー地区に位置していた。それは3つの中隊からなるロケット師団、約1,000人の歩兵部隊、および500人の兵士からなる偵察部隊で構成されていた。旅団には合計約3,000人の軍人がいた。
ドネツク砲撃に参加したウクライナ国軍第28オデッサ機械化旅団のレシチンスキー大佐とその他の指導者
私は囚人たちと話をしましたが、私が興味を持っていた質問に対する答えは残念なものでした。
ウクライナで最も英雄的な部隊の一つとみなされていた部隊の状況は、敵軍の一般情勢を反映していた。
この旅団の指揮官はヴャチェスラフ・レシチンスキーであったが、ウクライナ軍事検察局は後に申請書類を紛失したとして告発することになるが、そのため旅団は物資が不足し、志願兵の援助と国民からの略奪によって存続を開始することになった。
さらに。ウクライナの活動家らは、つい最近まで英雄と呼ばれていたレシチンスキー氏がボランティア支援を売りつけたとして非難した。
ウクライナ軍第28オデッサ機械化旅団によるドネツク砲撃の結果
将来的には、ウクライナにおけるこの旅団の上級将校に対する刑事事件が広範囲に及ぶだろう。最も注目を集めるのは、ウクライナで「分離主義領域への密輸を容易にした」と称される100万グリブナ以上の賄賂で、最も戦闘力の高い大隊の1つの指揮官を拘束したことだろう。
職員間の状況は完全に悪化した。完全なアルコール依存症。そのため、ウクライナ軍では「アバター」という用語が登場しました - アルコール支持者の特徴的な青さのために。定期的に起こる略奪事件。絶え間ない脱走があり、逃げることができなかったり、長期間病院に行くことができなかった人だけが奉仕することができました。 2014 年 8 月 25 日だけでも 57 人の脱走兵がいました。
特にジェット部門に興味がありました。彼の卒業生はドネツクに向けて発砲した。囚人に対する調査では次のことが分かりました。この師団は3つのバッテリーから構成されていました。その後、ヴィタリー・ビレンキー中佐が指揮を執った。一方、当時の第一主砲は主将オレグ・ウラジミロヴィッチ・マルチェンコが率いていた。軍人総数は150名、GRAD-BM-21ロケットランチャー12基（それぞれ40発）。
例として、2014 年 12 月の週を取り上げ、敵がどのように機能するかを調べました。最初の砲台は12月3日、4日、5日、6日に暗闇の中で4機のBM-21に発砲した。
状況に応じて打撃の原則が明らかに異なる。あるいは、DPR軍の位置と思われる特定の座標を攻撃した。そのような状況はそれほど多くはなく、あったとしても、座標は主に旅団の偵察士官によって提供されました。ウクライナ戦闘員自身も諜報員の仕事の質について深刻な不満を抱いていた。多くの場合、命を危険にさらさないために、座標は単にでっちあげられたものです。
もう1つの、より頻繁なオプションは、弾薬を撃ち、この点に関する報告書を作成する必要性、およびさまざまな検査官の到着前夜の活動でした。この場合、彼らはドネツクまたはドネツク人民共和国の他の人口密集地域に向けて単に無作為に発砲した。
そうですね、3 番目の最も嫌なオプションですが、珍しいことではありません。ただ。分離主義者たちにザリガニが冬を過ごす場所を見せてください。彼らは民間人を撃っていることに気づき、私たちを殴りました。これは主に夜間、警察官が大量のアルコールを摂取した後、または人員に重大な損失をもたらした後に発生しました。これは次の給与の支払い後に起こることが多く、これもアルコール依存症の増加につながりました。残念ながら、これは「西洋人」によって行われたものではなく、アメリカやジョージアの傭兵によっても行われたものではありません。彼らは親ロシア派とみなされる地域の住民だった。えー、オデッサ、オデッサ…
 
詐欺師
ご存知のとおり、濁った水の方が魚は釣りやすいです。あらゆる革命的な物語は、古いものが壊れ、新しいものがまだ形成されていないプロセスの接合部で手を温めることを望むあらゆる種類の詐欺師を引きつけます。不安定で危機的な環境の中で自分のニーズを満たしたい人にとっては、絶好の環境です。ここのセットは多様で複雑です。野心、政治的プロジェクト、金融詐欺、そしてただの狂った人々。
...アレクサンドル・ザハルチェンコのドネツク人民共和国首相就任を記念したジョセフ・コブゾンによるコンサート。
公式部分もパフォーマンス自体も合格でした。次はザハルチェンコ氏、コブゾン氏、軍司令官、閣僚らが参加する友好夕食会が予定されている。
私はテーブルが置かれているキャピタルホテルのマイナス１階に降りる。ほぼすべてがすでに整っています。警備員の横を通り過ぎると、高貴な風貌のハンサムな老人がレクリエーションエリアに立っているのが見えました。明らかにイタリアンカットの高価なスリーピーススーツ、パテントレザーのブーツ、そしてベストからぶら下がっている懐中時計の金のチェーン。灰色のたてがみの高いヘアスタイルがよくスタイリングされています。燕尾服を思わせるジャケットの両胸には、賞状が散りばめられている。老人は誇らしげに背中を押さえながら、動かずに伸びをした。
この貴族の体現の隣では、控えめなレースのドレスを着た、カールしたカールの若い丸顔の女の子が、細い脚をいじっています。
さらに歩いていくと、目の端にユーリ・レクシュトゥテスが不同盟の象徴に近づき、生き生きと何かについて話しているのが見えた。
心配です。レクストゥテス氏は正式にはDPRの文化大臣代理とみなされているが、新閣僚には再任されない。 2日前、ザハルチェンコ、ベレーザ、そして私は半日かけて、アレクサンドル・ザハルチェンコの決定によって導入される新政府の構造と構成について話し合った。中でもレクシュトゥテスに関してはベレーザの働きかけにより決定が下された。ユーリ・オレゴビッチに関しては、DPR内務省が詐欺行為に関する資料を収集しており、少し後に彼は逮捕される予定です。
...私はアレクサンダー・ボロダイ政権での初めての閣僚会議のことを覚えています。そこで私は大臣のポストに任命されました。長いテーブルの端に、携帯電話のヘッドセットを耳に当てた男性が座っていました。当時、私は政府内にほとんど知り合いがいませんでした。会議の後、ヘッドセットをした男性が私のところに来てこう言いました。
- こんにちは！私は文化大臣です！助けて！私はもう5日間ボストーク大隊に逮捕されています！
- どうやってここに来たのですか？
– 事務所にある必要な書類に署名し、印鑑を押すために私を連れてきてくれました。
当然のことながら、彼らは助け、介入しました。レクシュテス氏は引き続きその職に就いた。
...そして今、レクシュテスはハンサムな白髪の男とコミュニケーションをとります。彼に何か問題があることを知った私は、彼らがどのような人々であるかを明らかにすることにしました。
私はレクシュテスを連れて行き、彼に質問します、これは誰ですか？
- おお！とても真剣な人たちですよ！彼らはアレクサンダー・ウラジミロヴィッチに最高レベルの国際支援を提供するだろう！これらはロマノフ家の代表者です！そしてロシア諜報機関とすべてのヨーロッパ政府はロマノフ家と直接協力しています！
-誰が持ってきたのですか？
- そうですね、私。
- クリア。
私は戻って老人に近づきます。
- やあやあ。あなたは誰ですか、親愛なる？
– 私は皇后陛下の全権代理人であり、皇室全権弁護士です！素敵な女性は私のアシスタントです。 ――その言葉に、少女は中折れする。
- では、さらに詳しく？ -私が尋ねると、マチルダ・クシェシンスカヤ、ウラジミール王子、アンドレイ王子、ボリス・ウラジミロヴィチ王子、そしてロマノフ家の協会との複雑な関係についての混乱したスピーチが聞こえます。
–つまり、あなたはマリア・ロマノフとゲオルギー・ロマノフの出身ですか？ – 明確にします。少なくとも、私はこれまでの活動の性質上、これらの「最も勇敢な人たち」に早くから出会っていました。
– いいえ、私たちは代替支店です。
-受賞歴は何ですか? – 私はいくつかのペンダントを自分に向かって後ろに向けます。それらは大きくて明るく、意味がありません。部屋はありません。 - 州？
- いや、まあ、公共です。
-これは誰のです？ – 私は胸の右側にある、小さな皿ほどの大きさの多条の星を指さします。
- これは、ご存知のとおり... - それから、ある種のユニークで複雑な言葉遊びがあり、その中には「英雄」、「勇気」、「最高」、「神の意志」、「傑出した」などが聞こえます。 。
– 誰が設立し、誰が授与したのですか?
これに応じて、またしても「協会」、「組合」、「公的紋章評議会」、そして「君主専門家」からの、ある種のとんでもない悪党が来た。
– この組織のリーダーは誰ですか?
- 私…
―それで自分にご褒美をあげたんですか？
- まあ、どちらかというとYesのような気がします。
– そして、この賞は何部ありますか？
- 三つ…
–組織のメンバーについてはどうですか？
- 分かりますか...
- クリア。
老人は自分が大失敗をしていることに気づき、緊張し始め、どうやら私に感銘を与えたいようです。彼は人類への貢献について混乱してナンセンスを話します。その結果、彼が演奏した犯罪ソングのCDを私の手に押し付けようとしたのです。ディスク上では、彼は「ニコラ・ピテルスキー」のような名前でリストされています。
これ以上の質問はありません。
私は衛兵のところに行き、直ちに夫婦を護送して街の外に国境に向けて連れ出すよう命じました。
もっと複雑な計画を持った詐欺師がいました。 2014 年の秋から初冬にかけて、金融詐欺師たちがドネツクを頻繁に訪れるようになりました。彼らのプロジェクトは「Money of Novorosiya」と呼ばれていました。
インターネットや一部のメディアには、「ノヴォロシアの通貨」の創設に関する情報があふれていました。
当時のDPR最高評議会議長ボリス・リトビノフは、賢いならず者たちに魅了された。彼らが「アカウントマーク」と呼ぶものの作成に対する攻撃が始まったのは、議会の議場からだった。同時に、リトヴィノフはこの悪質な状況に真っ向から突入し、最終的に評議会議長の地位とその中で独自の政治勢力を形成する機会の両方を失ったことで自分自身の信用を失墜させた。しかし、それを使ってプレイされているゲームの本質を完全に理解することなく、それが「暗闇の中で」使用されていたと信じる理由はありました。
この考えは、DPR に必要な量の通貨供給が不足していることによって正当化されました。ウクライナは共和国から金融流通を奪うためにあらゆる手を尽くした。これは軍事作戦にも利用され、企業の閉鎖や実業家による現金の持ち出しにつながった。とても大変でした。しかし、提案された手順は明らかに答えではありませんでした。
トランスニストリアに戻った私は、未承認の小さな領土で国家通貨を創設することが実際にどれほど難しいかを目の当たりにし、何が起こっているのかユートピア的な性質を完全に理解しました。沿ドニエストル共和国では、これは強制的な段階的措置であった。当初、地元の切手は単にソ連の紙幣に貼られていましたが、その後、大変な苦労を経て沿ドニエストル・ルーブルが導入されました。沿ドニエストル共和国がロシア紙幣に切り替える機会があれば、共和国はそれを利用するだろう。
いわゆる「ノボロシアマネー」の一例。これは、ドンバス戦争で資本を形成しようとする世界的な詐欺行為の一つである。
しかし、通貨の所有者であるロシア連邦は当時断固として反対していた。共通の国境の欠如と、沿ドニエストルの産業のモルドバとヨーロッパへの統合も妨げられ、他の支払い形式が暗示されました。また、国境を接するウクライナとモルドバの間では毎日絶え間なく商品が流通しており、ドル、モルドバ・レウ、ウクライナ・グリブナの需要があったため、ロシアの通貨単位には有利ではなかった。
DPR では、そのような措置は内部の完全な孤立と最終的な崩壊につながるでしょう。さらに、本格的なロシア・ルーブルの代わりに欠陥のある独自通貨の導入により、この地域のロシアへの実際の統合の見通しは著しく複雑になった。
策士たちは次のような計画を推進しました。 「ノヴォロシアのルーブル」という紙幣が大量に印刷されています。為替レートは、1 米ドルに対する新ロシア 33 コペイカの比率に設定されます。共和国の価格は、ノヴォロシアの特定の金埋蔵量（どこにありますか？）への新しい通貨のリンクに基づいて再計算されています。その後、住民はいくつかのグループに分けられ、主要な定住資本が与えられます。勤労者向けが多く、年金受給者向けは少ない。平均して、1,600ドルの割合で約500枚の標識（ノヴォロシースクルーブル）を発行することが提案されました。しかも、この「モノポリーマネー」はすでに第一弾が印刷されている。
しかし、この計画の主催者は単に世界的なものを目的としていました。彼らは、彼らの指導の下、ノヴォロシア開発のための国営企業が設立され、その管理の下にDPRとLPRのすべての（すべて！）資源が移管されるべきであると発表した。企業も、石炭も、儲かる産業はすべて！これを行うために、彼らは「自由民営化」、つまり企業の正式な買収を発表した。しかし！右。ご想像の通り。 「ノヴォロシアのお金」のために！リップは決して愚かではありませんでした。
同時に、計画者らはためらわずにロシア最高指導部による計画の支持を表明した。彼らはプレスセンターのスタンドからこう宣言した。だから、すべてはそのためなのです！」
詐欺の本質は単純明白だった。膨大な数のキャンディーの包み紙が印刷され、その価格は紙の価格と同じです。その後、両替所が開きます。最初に配布されたクーポンでは食べ物を買って借金を返済することしかできないためです。そして奇跡が起こります！両替所や州の現金窓口の窓から紙を渡します。そしてあなたに応えて、本格的なドル、ユーロ、グリブナ、ルーブルなど。数百万の人口と産業の内部ニーズを考慮すると、その利益は単に素晴らしいものになるはずでした。彼は詐欺師たちをたちまち金持ちにしてしまうだろう。
彼らは、この計画が共和国を葬り去ることになることをまったく気にしていませんでした。同時に、いつものように、経済法則と政治プロセスに関する長い疑似科学的議論によって歴史が正当化されました。一般に、かなり標準的な状況です。当然のことながら、歴史が破壊的に継続しないようにするために必要なあらゆる措置が講じられました。
もっと楽しい詐欺師がいました。
2015 年 1 月末、私の部下が、ある「影響力のある見知らぬ人」に関する資料を私に報告してくれました。
一次データによると、ドネツクの娯楽施設の一つ「シーシャ・バー」で、この人物は他の訪問者をピストルで脅し、自らを「街のマスター」の一人だと公言した。
さて、マスターとマスター。だから私たちはお互いを知る必要があります。ドネツクを訪れていました。まあ、いわばボランティアでアルバイトをしていました。
私たちは探し始めました。被験者はプレミアムレッドのマツダを運転していた。彼はDPR検事総長室のIDを使用するか、人民評議会に問い合わせた。
同時に、彼はザハルチェンコとの親密さについて定期的に言及した。ザハルチェンコまで車で行った監視カメラの写真はすでに持っていました。アレクサンダーは長い間彼を研究しましたが、その後、その男を知りませんでした。
もちろん、一般的に、彼らは彼を見つけました。彼はウクライナで20件の刑事事件で指名手配されていた詐欺師であることが判明した。同志は、その卓越した能力を利用して信頼を獲得し、権力に近いという感覚を周囲に生み出しながら、堂々と生きていた。彼が銃で脅したことはトラウマになりました。
その男（彼の名前はドミトリー）は、その時までに閣僚レベルを含む多くの地方当局者と会っていた。彼は必要なつながりのネットワークを積極的に形成しました。
ザハルチェンコは、次期フレスタコフの演説で彼の名前が言及されていたため、彼と話したいと思った。
私自身が拘束者をザハルチェンコの家に連れ帰りました。
その男は緊張していて、自分がどこに連れて行かれているのか理解していませんでした。彼はおしゃれな服装をしていた。高価なスーツ、スタイリッシュな靴、エレガントで細いファッショナブルなネクタイ。指には巨大な指輪がある。金色のスイス時計、香りの大きなハンカチ。とても魅力的なマナー。
途中、ドミトリーは私とコミュニケーションを取ろうとしましたが、私はただ彼に口を閉じるように命令しました。
私たちは到着して家に入りました。待ってる。ザハルチェンコが入場。
私のクライアントは飛び起きてアレクサンダーに駆け寄りました。
-アレクサンドル・ウラジミロヴィッチ！あなたは私の理想です！私はあなたに投票しました！あなたとチャットする機会を与えてくれてありがとう!お伝えしたいことがたくさんあります！私の話を聞くことに同意してくれてありがとう！ 「その瞬間まで、彼は自分がどこに連れて行かれるのかさえ知らなかったという事実にもかかわらず、これはそうです。」
ザハルチェンコは彼の言葉を遮り、いくつかの短い質問をして立ち去った。
一般的に、これは、警察の個人的な連絡を通じて、以前に指名手配されていた被拘禁者をウクライナに移送したときの孤立した事件でした。
 
ゴシップ
– ベズラーは逮捕された民兵の手を自ら切り落とした!!!
- それは腕ではなく、足です!そして、カットを担当するのは彼ではなく、熱狂的な若い女性モデルの小隊です。彼はそれらを地下室に保管し、男たちに設定します。
- やめて！ベズラーはゴルロフカで模範的な秩序を保っているが、本当の死刑執行人はホダコフスキーである。彼はSBUからこれをまだ持っています！
- コダコフスキー?!そう、彼は前線に出るのが苦手で、ピザ屋に閉じこもっているのだ。彼は何も切りません！彼には別の問題がある。彼はドネツクをディルに引き渡すためにアフメトカからレモンを10個取り出した！ 5塁からパスを出し、ディルが入ってくる。そして三塁では、彼はすでにディルを隠し、夜の街を妨害しています！彼はSBUの役員です！
– 5塁って何ですか?!昨日、私はホーバットとサン・サニッチと一緒にそこにいました！そこではすべてが順調です！カムリに重大な問題が発生しました！彼は略奪された銀行、両替所、売春婦、そして荒廃したバス停から得たお金ですでに億万長者です!!!
- 基本的に注文はありません。 MGBが乗っ取ったようだが、ピンチュクは現在ルビャンカの地下で閉鎖されている。彼らはモスクワで私を逮捕したのです！
– さらに重要なことは、ザカールが戦利品を持って街から逃亡したことです。昨日、彼のメルセデスは国境に向かって走りました！
等。
噂は民兵たちの精神を蝕み、伝統的な娯楽を最小限に抑えて舌を掻きたいという願望が、新しいタイプの余暇を形成した。
2014年10月末以来、ドネツクは、テロ攻撃を準備し実行しているとされる敵の破壊活動や偵察グループに関する情報に悩まされ始めた。迫撃砲を運び、市内の標的を狙うために使用し、急いで姿を消す特定のゴミ収集車またはミニバスについての言及が常にありました。
これには実際の前提条件はあまりありませんでしたが、大砲だけでなく迫撃砲による市内の住宅地への砲撃が急激に強化されたことを背景に噂が広まりました。多数の民間人が死亡し、住宅やその他のインフラが破壊されました。ドネツクの新学期の始まりは、学校の1つに対する大砲と迫撃砲の射撃で終わった。たとえば 82 mm 迫撃砲の射程が 2 ～ 3 km と比較的短いことを考慮すると、どこを攻撃するかという疑問が生じました。敵は彼が占領した郊外から攻撃したが、破壊活動の疑いもあった。敵が破壊活動家やテロリストを集中的に訓練しようとしていることはわかっていましたが、当時は国家主義の熱狂者、凶悪犯、または熱狂的なファンに遭遇することがさらに多かったです。数年前から世界中で同様の部隊を編成していた西側の教官の中から専門家が訓練に参加したため、犯罪者の体系的な訓練のレベルは徐々に高くなっていた。
しかし、当時、DRG67に関する情報は、一般的な雑談のわずか100分の1で確認されました。このことは、とりわけ、非常に必要であった実際の対破壊工作活動を実行することを非常に困難にした。
同時に、私たちは破壊活動や偵察グループの伝統的な活動をより広範囲に観察しました。 2014年8月にウクライナ空挺部隊が我が国の後方で行った400キロにわたる襲撃は広く知られている。この作戦の詳細は、後に、捕虜となった第81空挺旅団の大隊長オレグ・クズミニフから、隠し切れない誇りと喜びを込めて私に詳細に語られた。しかし、敵グループによる攻撃は他にも数多くありました。事件の初めに、破壊工作員が民兵組織に入隊し、発行された文書、武器、車両を使用して攻撃や犯罪を犯したという情報があった。このような情報には、骨の折れる調査と適切な対応も必要でした。同様の事実が明らかになりましたが、これはセキュリティ構造からの有能な専門的アプローチによってのみ可能でした。
2014 年 10 月、MGB ビルへの砲撃が数回試みられました。建物の 1 つが損傷し、ほぼすべての窓が割れ、従業員数名が負傷し、ランダムな民間人が死亡しました。
DRG に関する絶え間ない会話に基づいて、私は都市をパトロールするための統合グループの結成を命令し、都市を部門に分けました。この方向に向けて作戦活動を調整する任務を負った作戦本部が設置された。 「Naruzhka」および他のサービスは継続的な運用調査を実施しました。 2014 年 10 月 31 日、国家安全省の提案により、包括的な部門間交流計画が署名され、実行が承認されました。これにより、システム レベルで必要な取り組みを調整することが可能になりました。
あまりに誇張された噂のせいで成果はあまりなかった。確かに、私たちは古典的なウクライナの DRG のいくつかの巣箱と隠し場所を発見しました。それらは私たちの領土に侵入し、砲撃を修正し、待ち伏せを組織しました。私の戦闘機は彼らと衝突した。双方に損失があった。ゴルロフカとノヴォアゾフスク近郊で我が国の領土への侵入を試みた破壊工作員数名が殺害された。しかし、それは街を盛り上げる情報とは大きく異なりました。
一般に、反破壊活動および反テロ活動には、すべての法執行機関の可能な限り高い一貫性と調整、および私の部門の重要な部門の主要な参加が必要でした。常に力が不足しており、予備を見つける必要がありました。
この点で悲しい好奇心は、再び地平線に現れたストレルコフでした。 2015年2月初旬、彼はDPRの治安部隊に勤務する用意があり、自分を「動員」するよう要請したという情けない声明を情報空間に発表した。
メディアは「イーゴリ・ストレルコフ氏がドンバスに動員中」「イーゴリ・ストレルコフ元国防大臣が最前線に急行している」などの見出しで爆発的に報じた。
特に彼のメッセージには次のように書かれていたので、「...私は、前線および前線後方地域における作戦、作戦戦闘、指導部の諜報活動および対諜報活動、ならびに違法武装との戦いにおいて多大な経験を持っている」 「グループと地下盗賊…これらの資質のいずれかがあれば、私はDPRまたはLPRの軍隊または治安機関に召集される準備ができています。」そして、現在の国家安全保障大臣として、私は次のように決意しました。彼らが言うように、魚にはパイクがあります。
十分な専門家がいなかったため、ガーキンは完全に無能でヒステリックな司令官であることが判明したが、チェチェンでの反テロ活動の分野での経験はあった。私はこの点に関して必要なすべての協議を行い、彼が実際に働き、虚栄心を煽ることがないという保証の下、テロ対策に関する私の顧問に任命することに決めました。しかし、この申請書が私に届くのを待っていたのは無駄だったし、他の宣言された宛先にも届いた。ガーキン氏は、雇用されるためにはメディアやインターネット上のソーシャルネットワーク上での応募だけで十分であり、潜在的な雇用主に応募を送信する必要はないと判断した。おそらく私もメディアを通じて彼に答えなければならなかったでしょう。それは雇用と人材採用テクノロジーにおける新たな最先端でした。しかし真剣に、このキャラクターは、首都を築いた悲劇的な出来事から遠く離れた、ドンバスの悲しみと問題について再び自分自身を宣伝しました。
ゴシップ。諜報機関や法執行機関はそのような技術を持っています。それは「リーダーの妥協による犯罪グループと破壊グループの分裂」と呼ばれています。名前が示すように、アイデアはシンプルです。意図的に中傷的な噂を作成し広めることによって、力やお金を使う以上のことを達成できることがよくあります。
– あなたは誰に従うのですか？あなたはアイデアを求めに来たのに、あなたのこの愚かな司令官が自分のポケットにお金を詰めているのです！
テクニックは簡単です。道徳的なリフレインを伴う中傷。
実際、リーダー、特に非公式のリーダーの力の重要かつ主要な部分は権威にかかっています。部下に文句も言わずに命令に従うよう強制するのは彼だ。もしあなたが疑いの導火線に火を付け、自分のリーダーは悪党、泥棒、卑怯者、堕落者であるという考えを頭に入れれば、遅かれ早かれ、従属と効率の階層構造は崩れ始めるでしょう。このような状況は、戦争において特に顕著に現れます。司令官は極限状態でコントロールします。戦闘員たちは常に殺戮と死の準備をしている。これが本当の兵士の本質です - 命令に従って殺し、死ぬことです。ほとんどの人の精神にとってこのようなストレスの多い状況は、人々の世界観、自己認識、評価を悪化させます。
絶え間なく続く噂の流れには、いくつかの主な傾向がありました。一方で、敵はメディアとその代理人を通じてさまざまな「誤った情報」を絶えず生成しました。安価でかなり効果的です。その一方で、地元の混乱、戦前の紛争のさまざまな影響、そして完全に適切ではない多数の報道記者の空想がゴシップのるつぼを生み出しました。さらに、戦争で自分自身の政治的キャリアを築こうとした悪党の中には、ウクライナ人の虚偽を誇張したり、自分たちで虚偽を作り出したりしたこともあった。
何でも聞くことができました！本土への金を積んだ車のキャラバンについて、個々の指揮官による絶え間ない体の一部の切断について、入植地明け渡しを求めるアフメトヴィツやディルとの絶え間ない交渉について、果てしなく続く陰謀やクーデターなどについて、時には小規模なものもある。 、しかし、それほど明るいではありません。時には何かの前提条件があることもありましたが、ほとんどの場合は全くのナンセンスに対処しなければなりませんでした。ご存知のとおり、理性の眠りは怪物を生み出します。そして、ここではすべてが、情報を独自のアルゴリズムを備えた要素ごとの製品として扱う習慣とスキルに依存します。
私は、そのような噂に関連して緊急対策を講じようとしている他の部門や部隊の部下や活動家から定期的に攻撃を受けていました。当時この軍に採用された多数の民兵愛好家や、主にデスクワークの経験を持つ従業員を考慮すると、そのような衝動を常に抑制し、より専門的な方向に導く必要がありました。
実際のところ、法執行機関や特別な組織の業務従事者は、情報を扱う作業の詳細に応じていくつかのカテゴリーに分類されています。
内務担当官は、公的な活動の有効性の基準だけを理由に、長時間にわたる身元調査を実施する傾向がないとしましょう。犯罪は解決されなければなりません、それは早ければ早いほど良いです。それどころか、国家治安機関の活動の特殊性により、情報を扱うにははるかに長い道のりが必要となり、最終結果は必ずしも明らかではありません。ここで、初期データは、たとえ確認されたとしても、刑事事件を通じてではなく、さまざまな「予防措置」、組み合わせ、特別な作戦、関連当局への通知、行政措置の適用、破壊活動の前提条件や条件の排除を通じて実施することができます。これに関連して、海外旅行や仕事のための旅行などは禁止されています。
当然のことながら、そのような構造内には専門分野への部門が存在します。その結果、多かれ少なかれ結果を重視する部門や従業員、あるいは逆にプロセスを重視する部門や従業員が出現します。この区分により、オペレーターの個人的な資質を考慮することも可能になります。多くの特殊サービスでは、このアプローチを組織構造の原則に導入し、マイニングと処理のセグメントを分離しています。他のプロセスと同様に、極端な形式を無視することはできませんが、それはしばしば日常的なものになってしまいます。
その結果、例えば、警察では、情報を入手する際に質の高い活動ができず、何が何でも「ムチ」を与える必要がある場合に「ムチ」の原則に従って仕事をする職員が出現します。それは、解決された犯罪に関するデータを統計記録に入力することです。これが改ざんや偽造につながります。そして国家安全保障では、「安全と食卓のために」働く職員が形成されている。つまり、職員は、その有効性を考慮せずに、編集された「証明書」やその他の文書の数を報告の基礎として採用している。 。この場合、文書の信頼性に対する絶対的な無責任が生じます。
キャリア全体をほとんど受動的に情報を扱うことに費やしてきたこのような従業員に、人々の運命をコントロールし、それに応じて決定を下す権限が与えられると、より深刻な問題が発生し始めます。北朝鮮人民共和国国家安全省にも彼らの多くがいた。彼らは目を丸くして、あらゆる情報のゴミを私のところに持ち込んできて、「反応」を要求してきた。
しかし、この特別なサービスは、データに対する専門的なアプローチによって種子の殻をむく祖母がいる街頭の店とは異なるものでなければなりません。これには問題がありました。本当の専門家なら知っていることを説明しなければなりませんでした。私は何年にもわたってかなり集中的な運用活動を行ってきましたが、受信と実装の段階で一致するような情報に遭遇したことは一度もありませんでした。人はこうして作られるのです。たとえあなたのソースがあなたに対して完全に誠実であったとしても、彼の言葉はパイプを流れる水のようなものです。清潔さ、保守性、摩耗に応じて、通信の微粒子が液体中に痕跡を残します。それが水である場合も良いですが、それほど快適な物質ではありません。そして、人々の情報はその人の特徴を反映し、その人の性格の色合いで色付けされます。同時に、彼らの治安機関への報告は、個人的な利益、野心、私利私欲などによって影響を受けることがよくあります。
その結果、情報は主観的なものになり、従業員の仕事はそれに客観的な性格を与えることになります。彼の公式活動のプロセスはこれを目指していたはずです。むしろ、特に戦争においては、「すぐに反応したい」という誘惑に駆られることがよくあります。その結果、大量逮捕、性急な差別措置、違法な手段が生み出されています。これは敵の手に渡ります。
私が始めた段階的な人事「粛清」は、とりわけそのような問題を取り除くことを目的としていたが、当然のことながら、そのようなプロセスは継続的に行われるべきである。
極端な状況において経営上の意思決定を行う際の主な困難の 1 つは、考慮される情報の客観性と信頼性です。これに関しては、定期的に困難が発生しました。
一例として、私は2015年1月の次の参謀会議を覚えています。そこでは責任ある将校と指揮官が、利用可能な兵力でペソク68を占領する可能性について長時間議論しました。これにより、敵をドネツクから遠ざけることが可能となり、マリンカ占領に成功すれば、ウクライナ軍砲による同市への砲撃を完全に停止することが可能となる。同時に、敵を攻撃する準備ができているさまざまな民兵部隊の特徴と戦闘準備の程度についての報告がありました。報告は互いに正反対でした。
その結果、アレクサンダー・ザハルチェンコはそれに耐えられず、自分で現地に行って解決すると言った。オレグ・ベレザと私は彼と一緒に行きました。
私たちは民兵の前線拠点であるとされる攻撃本部に行きました。
近づいてきました。本社から半径 1 km 以内には木がほとんどありません。焼けたモルタルが地面から突き出ている。彼らは明らかに定期的にここで全力を尽くしています。寒い。地面には汚れた雪が積もっており、あちこちの砲撃による穴を覆っています。私たちはノックします。しわくちゃの兵士が本部の地下室から這い出てきて、盲目的に日光に目を細め、当惑の目で私たちを見つめた。
-最年長は誰ですか？
- ゾーラ...
- 分割？
- "東"。
私たちは本社に行き、幹部を呼び、状況を聞きます。
– どのような力を持っていますか？
- 68人...
- 敵？
- そうですね、300 人か 400 人です...
次に、私たちの大砲の有効性と敵の戦闘能力について説明します。
うーん...攻撃についてはこれくらい...68対400。
ザハルチェンコは最前線に連れて行くことを要求。兵士たちは彼がすでに前線にいると答えます。ザハルチェンコは前線のポジションに到達することを主張している。
「東」の縞模様が入った栗色のベレー帽をかぶった賢い若者が呼ばれました。士官候補生として自己紹介します。
出かけましょう。ここで私たちのガイドは、3人以上を率いることはないと説明しています。エリアはスキャンされており、さらに人がいる場合は、すぐに砲撃と戦闘の準備をし、長期モードで準備する必要があります。
ザハルチェンコ、ベレーザ、そして私の多くの「個人」全員が集まり始めます。私たちは全員にその場に留まるよう命令します。男たちは興奮して当惑している。セミョンとザカールの副官で護衛長のベルクートは彼と長い間議論している。結局、私たち3人に道案内をするカデットを加えて出発します。
ザハルチェンコは舵を取り、ラジオのスイッチを入れる。
ザハルチェンコはハンドルを握って車に乗り込み、車掌が近くにいる。私はオレグと一緒に後部座席にいます。もうおなじみの構図。
コールサイン「士官候補生」を持つボストーク旅団の兵士、ペスキ村
「私はパスワードを知っています。目印が見えます。私はこれだけを信じています。愛は世界を救うのです」とベラ・ブレジネワは、私たちの周りで起こっていることを非難するかのように歌います。
車掌が静かに発言し、それに気づいたアレクサンダーはラジオを切る。確かに。地雷の音は聞こえないかもしれません。ディルは歌を歌う同胞の慈善活動に共感していない。
途中、士官候補生はスラビャンスクに戻ることを夢見ていると語った。彼にはそこから来たガールフレンドがいて、私たちが再び街を占領するときにのみ署名することに同意しました。
私たちは曲がり角を通ってボルボセンターに入り、そこに入ります。内部では、近くに「カタツムリ」が積まれているAGSで車を降り、別の入り口を通ってその位置に行きます。オレグが最初で、次にザハルチェンコが続きますが、私は彼らの背中をカバーします。
私たちは小さなダッグアウトに入ります。それらはすべて当てはまりません。私たちはその地域を視察し、ザハルチェンコは明確な質問をします。
陣地にいる兵士らは、いつ砲撃が始まってもおかしくないと警告している。彼が強い場合は、ダッグアウトの入り口に掘られた大きな四角い穴に飛び込むことをお勧めします。穴を覗いて、どのように取り付けるのが最適かを考えます。私が一番体重が重いので、これは簡単な質問ではありません。ザハルチェンコを先に投げて上に飛び乗れば、首を折ることができる。自分が先にジャンプしたら、それは醜いことです。重くて汚い、濁った冬の霧がゆっくりと野原に漂っています。敵は非常に近いです。
終わって戻ります。
私たちは、すべてをその場で確認する必要があると改めて確信しました。
 
ボイラーを閉める
- サン、どこへ行くの？
ザハルチェンコのオフィスに入ると、彼が荷降ろしをしているのが見えた。彼がどこか前線に向かっているのは明らかだった。
「私たちは同意しました。あなたが行くところなら、私たちも行きます。」
- 皆さん、マリンカに何があるのか見てみたいです。それを取るという選択肢もあります。
- わかった、でも私たちも一緒に行きます。
- それが来るの。
オレグと私は急いで家に帰り、すぐに民間服を「山」用に着替え、ピストルに機関銃、手榴弾、弾薬を追加しました。現時点では、「個人」が再軍備されています。彼らは、大臣たちが暑いところに駆けつけることができるという事実にすでに慣れています。
私たちは「アルタイ」に戻り、そこからザハルチェンコと一緒に前線のマリンカ地域に行きます。私たちは食料品店の建物に立ち寄ります。彼は帰り道にはそこにいないでしょう。
私たちは兵士たちと話しており、その瞬間に砲撃が始まりました。まず地雷が発射され、次に大砲とロケット砲が加わります。私たちは所定の位置にある会社の隣接する本社に向けて出発します。ここでは、ある程度落ち着いて話すことができます。アブハズが報告し、次にモンゴル、そしてさらに数人の指揮官が報告する。夜間にいくつかの小集団を率いて敵陣の背後に回り、街路ごとに遮断しながら協調して攻撃するという当初の計画が非現実的であることは明らかである。地形の特殊性、敵の要塞、そして奇襲要素の喪失が邪魔をします。私たちは選択肢を模索中です。
この時点で、彼らは、ウグレゴルスク近郊で攻撃を展開するために以前に計画されていた部隊の1つの撤退が中断されたと報告している。軍団本部に行って調べてみます。
司令部では、兵士たちが戦友を埋葬するため攻撃をしなかったという奇妙な話を聞く。より詳細な分析を行うと、攻撃に必要な人材が単純に不足していることが明らかになります。その結果、オレグは内務省の特殊部隊予備軍全体を引き上げました。 「ファルコン」「ベルクート」と合わせて150名を募集し、MGB特殊部隊予備軍を追加します。さらに75-80。ザハルチェンコ氏は新設の共和国防衛隊から1500ドル強を集めた。私たちは列を形成し、ゴルロフカの第3旅団の本部に行きます。
今後 3 日間、私たちは現場で新たな攻撃計画を作成します。私たちはそこの本部で寝ています。ウグレゴルスク市はデバルツェボボイラーを閉鎖する重要な地点である69。それがなければボイラーは存在しません。
当初の計画はシンプルです。ウグレゴルスクを服用することは危険で困難です。したがって、アルテモフスクと隣接する支配的な高地への道路を遮断する必要があります。こうして都市は大釜の一部となる。
手術は1月28日早朝に予定されている。連合攻撃グループは森林帯の端から所定の位置に移動しなければなりません。進行方向は地雷なので、地雷トロールを積んだ2台の戦車がグループの前を移動します。私はディーゼルタンカーと攻撃グループの間のやり取りを担当しています。
朝。貴重な数分と時間が失われますが、動きはありません。タンカーはタンクにトロール船を設置できません。タンクの 1 つはトロール網を固定するために必要な下部ブームを備えておらず、もう 1 つはウインチに問題があります。
十二の始まり。私たちはザカールを「司令官」の部屋に連れて行き、作戦を縮小するよう説得します。その間。一行が出発してから30分後、その場所は敵の大砲によって焼き尽くされた。後で状況を分析すると、起こったことは最善だったという一般的な結論に達するでしょう。この計画を実行しようとすると、その後の出来事よりも大幅に大きな損失と時間の遅れが生じたでしょう。
そしてザカールは街を占領することを申し出る。
軍の参謀たちは優柔不断だ。攻撃のための兵力は残っておらず、全員がデバルツェボ攻撃の最前線に沿って散り散りになった。しかし、私たちは主張します。我々は第3旅団の「ヴァニ・セベラ」大隊から援軍を受けており、側面攻撃として機能するはずだ。本質的に、この攻撃は軍事芸術の規範をすべて破るものです。攻撃グループは約370名の戦闘員で構成されている。防御側の敵は少なくとも1.5倍から2倍以上の数を持っています。ウクライナ守備隊の基礎は、第128トランスカルパチア山岳ライフル旅団の一部と付属部隊である。大砲に依存し、驚きと傲慢さ。まあ、幸運を祈ります、それが重要なことです。
計画によれば、私たちの大砲は敵の検問所を制圧し、その後打撃群が攻撃を開始する予定です。全体的な調整はフムリから共和国防衛隊に移ったクロットに任されており、グループの上級メンバーは内務省出身のアレクセイ・ディキイ、MGB出身のモンゴル人です。実際、私の特殊部隊はワシリー・“レーニン”・エフドキモフによって率いられており、将来的にはディキイとともにウグレゴルスクとデバルツェボでDPR英雄の称号を受けることになる。
大砲が作動し、攻撃が始まりました。歩兵も進入可能。ここでディキイは、破壊されたはずの検問所が銃撃を続けていることをベレーザに報告する。
私たちは砲兵に確認し、彼らは監視員に連絡します - 検問所は破壊されました！
しかし何と、70ディルの“崖”のせいでファイターたちは頭が上がらない！オレグ氏は、砲兵たちはささやき、撤退し、「ピーナッツ」に従って特定の任務を設定すると主張する。座標が混ざってしまいました。私たちの大砲がブルシーロフの集中砲火に従って検問所で働いている間に、彼らは攻撃を開始します。市の反対側では北部の戦闘機が攻撃を試みているが、攻撃は100分の7、3分で消滅した。
私たちのグループが入場しました。日中、いくつかの分遣隊が徐々に中心に向かって、互いに向かって移動しました。攻撃が成功したことが明らかになると、攻撃側は前線の他の方向から転送された部隊によって増援され始めます。
- サーシャ、どこへ行くの?! – 攻撃が始まった瞬間、ザハルチェンコは副官セミョンとともに出口に向かって急いで歩いた。
- はい、行って見ます...
-どこに行くの？！分かるでしょう！ユニット間の調整、スタッフの一貫性、活動は今あなただけにかかっています。今前線に急ぐと攻撃は崩れてしまいます。そして、自律的に活動する分散したグループがやって来て、計画された秩序を混乱させます。あなたは本部で必要とされています。
ザハルチェンコはしぶしぶ同意する...さらに半日、彼はその場で戦闘をコントロールする。後半、無事に街への入場が完了したことが分かると再び集まり始める。今回は気にしません。スタッフが対応しますが、戦闘は我々ファイターが行います。さあ行こう。
まず、鉱山の管理棟に到着します。そこでザハルチェンコは地元住民とコミュニケーションを取り、報道陣のインタビューに応じる。この時点で、私は部下に連絡し、MGB の司令官部隊から予備兵力を引き上げました。
ザハルチェンコと私はジープに乗って出発します。ハンドルを握るのはザハルチェンコ本人で、その隣には警備の教官であるダゲスタン・マガがいる。オレグと私は後部座席にいます。
私たちは街の入り口に向かって車を走らせています。そして、装甲兵員輸送車が私たちに向かって走ってきました。ホワイトストライプ！ 「妊娠」の縞模様は、彼らがウクライナに属していることを示しています。くそー、報告書によれば、ここは我々の領土、まさに街の入り口だ！果たして反撃なのか!?私たちは狭い道に沿って畑に向かって車を運転しています。オフにすることは不可能です、道路の領域全体が地雷です。帰りにこれを見てみます。
私たちは車から飛び降りる準備をしています。 RPG-18 がシートの後ろにぶら下がっており、マガは車を止めてグレネードランチャーを手に取ります。なんてこった。すべて順調。さらに詳しく見ていきました。私たちの！彼らは捕獲した車両を運転している。旗によって認識されます。私たちは外に出て、話し、そして先に進みました。
ウクロップの検問所では、状況を報告するディキイとモンゴル人が出迎えた。グループは市内中心部の鉄道駅に向かって移動します。私たちは車に乗ってそこに行きます。
暗くなってきました。私たちは損傷したタンクに立ち寄ります。通りの向かい側にある3階建ての老朽化した建物では、砲弾で吹き飛ばされた屋根の一部の下にある住宅のアパートのいくつかの上部の窓から炎が噴出している。雪には火薬の煙が染み込んでいます。子供の頃の2月23日の国会議事堂占領の光景を描いた絵はがきのような気分。
私たちは辺りを見回して、ここで一晩泊まることにしました。私たちは、かつてある種の社交クラブだった別の建物を選択し、ドアを開けて夜を過ごす場所を準備するグループを割り当てます。
このとき、エフゲニー・ポドゥブニー率いる中央テレビ局の撮影班が到着する。ザハルチェンコは後に大音量のインタビューとなり、その最中に狙撃兵の発砲音が聞こえた。後で明らかになるように、この狙撃兵はその後敵の大砲の働きを修正します。
ザハルチェンコはカメラの前で市の守備隊から捕獲したウクライナ国旗を披露しており、私の部下の一人が状況を彼に報告している。枠の中に入っていきます。その後、この陰謀は私に大きな代償を払うことになるでしょう。この瞬間まで、妻は私が24時間警備されているオフィスに座っていると確信するでしょう。しかし、彼女の父親は、物語の中に自分の義理の息子がいることに気づき、彼女にリンクを送ってくれました。
10分が経過すると、地雷が落ち始めます。最初はめったにありませんが、だんだん頻繁になります。さらに数分が経過し、大砲が作動します。爆発のあと、私たちは衝撃波に見舞われます。怒っている人が私の上に落ちてきて、飛び散る破片から私を守ってくれます。クリャーブが近くに落ちます。爆発で地球が揺れるのをお腹の中で感じます。彼らは近づいてきて、私は振動から足を遠ざけようとしています。今、足がもぎ取られるなら、せめて性器だけは温存すべきだろう、という愚かな考えが頭の中を駆け巡っている。
予備軍司令官に連絡して、私のところに来るように命令しようとしています。砲撃は標的にされており、早急に目撃者を見つける必要があります。しかし、グループのリーダーはそれができない理由を考え始め、彼が単に恐れていることを私は理解しています。
私は喫煙タンクの隣に横たわっています。突然、空気栓が耳を塞ぎ、肺の中の酸素の綿毛を突き破って、爆発の轟音から胸のどこかに入り込み、他の音を遮断します。目の端に、まるで壮大な映画のスローモーションのように、以前に破壊された戦車の砲塔が頭上を飛んでいるのが見えました。後に明らかになるように、グラード・ミサイルの1発が弾薬に命中し、爆発した。
その後、ポドゥブニーの物語では、空が私たちに降り注ぐ砲撃の映像がテレビを飛び交います。私はポドゥブニーの肩を掴み、家の隣の入り口に隠れるように叫びました。
私は最寄りの 5 階建てのビルに逃げましたが、その後、別の爆風が私を足から弾き飛ばしました。雪の中に顔から落ちて、それがただの雪ではないことに気づきました。近くの家の窓から落ちたガラスの破片で顔に傷がついた。目から十センチほどのところに、大きな破片が氷と地面から突き出ている。幸いなことに、それは彼にありませんでした。
私は横になって次の砲撃の波を待ち、入り口に駆け込んだ。そこにはすでに10人ほどの戦闘員がいる。私たちは廊下にいます。
- 皆さん、翼の奥に行ってください。そこの天井はより信頼でき、そこの方が安全です。
痩せた老婦人がアパートのドアから出てきて、私たちを哀れな目で見ました。くだらない！民間人の避難がありました！しかし、まだたくさん残っていた...
モグラは廊下に走って行き、状況を報告します。
– ザハルチェンコはどこですか？
- 次の入り口で。
私はザハルチェンコの家に走った。真っ暗で、懐中電灯の光がぼんやりと輝いています。
- サーシャ！彼らはあなたのために働いています！ – 将来的には、これが実際に当てはまることが明らかになるでしょう。私たちが去れば火は止まります。おそらく、ザカールの携帯電話と私たちの携帯電話、そして監視員が方位を認識したのでしょう。 - 出発しなければなりません！あなたはここではあまり役に立たない、本部ではもっと必要なのよ！
ザハルチェンコは長い間考え、しぶしぶ同意した。
どの車を走らせるかを決定するために人を派遣します。砲撃により一部が損傷。ザハルチェンコは自ら運転しており、近くにはマガがいる。オレグと私は後部座席に座っているが、ここには南オセチアで銃撃に遭ったと言って勇敢な顔をしようとしているポドゥブニーを配置する。彼は車の1台に乗せられているオペレーターを探している。
自家用車を積んだ私の装甲ミニバスが私たちを追いかけています。しばらくすると、砲撃が私たちの縦隊を追跡し始めます。数発の狙撃兵の弾が車に命中した。
ゴルロフカに向かう道路の狭い道が、立ち往生したミニバスによって突然塞がれました。私たちは飛び降りて手で車を押し出そうとします。うまくいきません！私たちはジープに乗り込み、走り回ってみました。鉱山！鉱山の側面、大きな食料の缶が私たちの車のホイールの下から突き出ています。爆発しなかったのが幸運でした。徐々にマンネリに戻りつつあります。
立ち往生した車がようやく動き出し、我々はそれを追います。この瞬間、「あられ」の波が私たちに届きます。 「ひょう石」が私のすぐ後ろに落ち、そのうちの1つが私の装甲ミニバスに落ちました。破片は膀胱を引き裂き、邪悪な者の足を突き刺し、マルタの足を砕きます。警備員に預けた私の仕事用ブリーフケースも燃えています。
私たちはジープで急いでいます。
- 三亜、もっと早く！
思慮深く、ザカールはガスを追加します。彼はまったく冷静だ。彼とは何度も最前線で一緒にいたが、私はいつもこの素朴な静けさに気づいていた。彼の勇気は見せかけではなく、まったく自然なものです。
鉱山管理棟の前を通り過ぎます。私のめちゃくちゃな予備があります。私は負傷者の避難を組織するように命じ、それからポドゥブニーを別の車に移して先に進み、私たち自身も出発します。
再び砲撃が始まる。車の窓が割れている、寒い。私は左側に座り、機関銃を窓の外に出し、野原を眺めます。ベレーザは近くの同じ位置に座り、右側の窓に機関銃を構えている。夜は隕石の衝突によって絶え間なく襲われます。私の後ろで、子供たちが小さな砂利を投げているかのような音がしました。フードをかぶったけど、全然暖かくなりません。到着すると、トランク全体が破片で覆われていることがわかります。
私たちの後ろにはさらに 2 台の車があり、ザハラの個人的な車です。少し遅れて1人が遅れます。ハンドルの後ろに座っていたオールドは、側面から体内に入る破片を受け取ります。彼は防弾チョッキを着ているが、それはひどいことになるだろう。内側からの破片が装甲車両の壁に当たり、反対側に跳ね返り、内臓が血まみれになる。
私たちの中にも負傷者がたくさんいます。誰も殺されませんでした。私たちに起こったことはそう簡単に終わるはずがないので、私たちはこれを奇跡だと考えています。ラッキー！
私たちはゴルロフカへ行きます。真っ暗で誰も道が分かりません。分岐点で止まります。 1 本の道はゴルロフカに通じており、2 本の道はウクライナの検問所に通じています。どっちがどこにあるの？私たちは正しく進みますが、間違いを犯す人もいるでしょう...
私たちは到着し、本部に突入しました。私は機関銃を壁に向けて体を洗いに行きます。参謀が飛び起きて安全装置に掛けた。くそー、忘れてた…
ウグレゴルスク市のDPR襲撃グループ。街のために戦う
翌日、ザハルチェンコ氏はウグレゴルスクの浄化とボイラーのさらなる閉鎖を調整するため、再びゴルロフカに急ぐ予定だ。私たちは彼を追って、一緒に戻るよう説得するつもりです。なぜなら、彼の出発で民政全体の仕組みがフリーズしてしまうからです。いろんなことが溜まってきました。帰り道、82mm迫撃砲による砲撃を受けることになる。
地雷や砲弾の落下は映画とはまったく異なります。映画では、これは恐ろしいほど壮大な方法で起こります。あなたは笛、轟音、結果、論理的な情報を分けて評価しているようですね。実は…不思議な感覚なんです。おそらく誰もが自分のものを持っています。個人的には釘っぽい感じでした。並べられた釘はハンマーの一撃を待っています。そして空から巨大なハンマーがあなたを地面に叩きつけます。
この戦争は最近の他の戦争とどう違うのでしょうか？戦闘経験のある志願兵は何を燃やしたのか？
過去数年間の局地戦争で、これほど大砲や軍事装備が大規模に使用されたことはなかった。しばしば銃撃戦があり、時には迫撃砲もある。
ウグレゴルスクの中心部。戦闘後
ここでは、ヨーロッパ最大の国の軍隊によって戦争が行われていたが、その軍隊は、西側の顧問、外国の資金、送り込まれた武器と戦闘経験、地元住民を欺くためのよく組織されたプロパガンダの影響を受けて、階級を下げられた烏合の衆から転じた。たとえ偏っていたとしても、砲撃を受けた大規模な軍隊に突入した。
私はかつて二人のロシア人ボランティアの会話を聞いたことがあります。
– なぜ鎧と兜を着ていないのですか？
- はい、私はいつもこうやって戦っています。私にとってはそのほうが快適です。よりモバイルに。このハードウェアは何も救いません。チェチェンではいつもこんな感じだった。
- バカ！すでにドンバスで戦った経験豊富な人物はこう語った。 – ここでは最小限の撮影があります。私たちは大砲と戦車の攻撃を受けています。緑のものをクリアするときにこのようにジャンプすることができます。そして、ここでの死者と負傷者の大部分は砲弾や破片によるものです。この意味で、私たちはここにいるチェチェン人なのです！
2015年1月中旬。私は文書を扱い、問題について話し合うために、アルタイ施設にあるザハルチェンコ氏の当時の本部に来ました。 ２階に上がると、受付エリアの入り口で彼に出会った。また二十五。古い曲。降ろし、自動、出入り口に立って。
- サーニャ、またどこへ行くの?!
- はい、すべて問題ありません、アンドリューカ。マリンカに何があるか見てみるよ。ちょっと見てみましょう。
くそー、「ちょっと見てみるよ。」着替える時間がなくなったので、ザカールは車に飛び込みました。わかりました。このまま彼と一緒に行きます。ガソリンスタンドに到着します。ガソリンスタンドのカフェでは、ザハル、私、ザハルチェンコの助手セミョン、ディマ・ベルクートがコーヒーを飲んでいます。それから私たちは進みます。シコルナヤ通りに沿って、アレクサンドロフカの一部を通過します。
ウグレゴルスクで破壊された戦車。
銃撃の数分後、グラードのミサイルが彼の砲塔に命中し、弾薬が爆発し、切断された砲塔が戦闘機の頭上を飛び越えるだろう。
ウグレゴルスクに関するエフゲニー・ポドゥブニーの放送の断片。
撮影中、本の著者がフレームに捉えられてしまった
やめてください、車でこれ以上進むことはできません、彼らはあなたを撃ちます。出かけましょう。誰もが滑り台、帽子、マスクを着用しています。私は黒のカシミアのコートとイタリアの「マリオ ブルーニ」のブーツを着て一人です。ああ、なんて美しいんだろう。イタリア製のブーツは泥や氷の上では不快です。自宅にある通常の軍用冬用ブーツ。それ以来、私は常に予備の「スライド」セットをトランクに入れて持ち歩くようにしました。
村の最後の家々に沿って足早に歩いているザカールの後ろを滑りながら急いでいる間、このブーツをどうやって買ったかを思い出します。
...2014年9月中旬。だんだん寒くなってきましたね。暖かい靴はありません。家に帰るか、ロストフで買うかしたかったのですが、外に出るのは完全に不可能です。私は副官マキシムに街のどこで靴が買えるか調べてもらうように頼みます。
- アンドレイ・ユリエヴィッチ、見つけました！ここにお店があります。それらは売却され、所有者はキエフに向けて出発しました。昔はとても良い靴を履いていました。現在は閉店していますが、まだ営業しています。
さあ行こう。こぢんまりとしたきちんとした店内。私は衛兵たちに外に留まるように命令し、私はマキシムと一緒に中に入りました。私はマキシムに機関銃を持つことを禁じます。入りましょう。優しくて少し怖がりな女の子。必要なサイズの靴を見せてください。彼女はそれを持ってきて測ります。ここで私は彼女の興奮に気づきました。
- どうしたの？急いでいますか？
- いやいや！すべて順調！
彼女の視線を追うと、彼女がガラスのショーケースの向こう側を通りを見ているのがわかりました。そして、何が起こっているのかを理解しました。
- マクシム！さあ、「個人」を分散させましょう！いったいなぜあんなことになってしまったのでしょうか！
私の兵士たちは周囲に配置され、店を封鎖して戦闘態勢を取りました。それは誰にとっても迷惑でしょう。
「申し訳ありませんが、彼らは戦争から切り替えることはできません」と私は選んだ靴の代金を払いながらつぶやきました。
...そして私はこのブーツを履いて、前線のマリンスキー陣地に急いでいます。制服を着ていると、ここがどれほど滑りやすく、汚れていて、寒いことがそれほど目立たないのはなぜですか。
丘の上に掘られた溝に行くには、堤防を登らなければなりません。誰かが助走を付けて飛び上がることができ、また誰かが冷たい地面に膝を置かなければなりません。軍隊の「スライド」は可能です。カシミアのコートは私には似合わない。なんとか登っていきます。私は溝に飛び込みます。
-同志大臣、かがんでください！黒いコートを着ているのはあなただけです。スナイパーにとって最高のターゲットです。
スナイパーなんて気にしないよ。ブーツはほぼ完全に泥の中に沈み、付着した草に日干しレンガの家のペレットを思わせる汚れが混じり、3倍の重さになった。これが問題です。
ザハルチェンコは領土と敵陣地を視察する。この方向の上級指揮官の報告を簡単に聞いた後、私はそのうちの二人を思い出し、私の兵士が亡くなった廃棄物の山を見せてほしいと頼みました。
この旅行の 1 週間前に、当時私の特殊部隊の指揮官だったモンゴル人が、マリンカの廃棄物の山の 1 つについて「100 分の 2」71 について報告してくれました。兵士らはウクライナ軍に関する情報収集のための偵察任務中に死亡した。このイベントは私の許可を得ていなかったため、私はこの事件について内部調査を命じました。
しかし、検証は検証であり、事件現場を自分の目で見る機会は決して逃してはなりません。
廃棄物の山は敵軍の主方向よりかなり左側に位置していますが、環境を制御する絶好の機会となります。男たちはよじ登ってそこで撃たれた。調査では、原因と犯人の疑問に答えなければなりません。しかし、私自身、敵の接近と撤退の死角を見て、イベント計画の誤算を理解しています。どうやら、破壊活動と偵察グループとの会合があったようで、そのグループ自体が私たちを観察したり、狙撃兵を追跡したりするために廃棄物の山を選んだようです。
 
家
2015年2月3日の朝。朝食はリビングルームで提供しています。お茶、サンドイッチ。オレグ・ベレザと私は、来るべき慌ただしい日常生活の前に、少しでも朝日を楽しむために、いつもリビングルームの大きな出窓で軽食をとっていました。私は朝食のために先に外に出ますが、オレグはまだ部屋で準備をしています。落ち着かないんです。何故かはわからない。私自身、緊張の理由をうまく説明できません。まれに地雷の爆発が遠くで聞こえますが、それらは絶えず発砲されており、私たちは長い間これに慣れてきました。私はリビングルームに行きます。テーブルには座らず、階段に戻って地下に降ります。照明とドアを確認しました。すべて順調。再びリビングルームに行くと、オレグがすでに降りてきました。
「聞いて、地下で朝食を食べましょう」と私は言いました。
- 何のために？いい天気だ、降りる意味は何だ？
- 分からない、自分でも分かりません。なんだか不安な気持ちになります…
- さあ、大丈夫です。さて、さっさと食べて仕事に行きましょう。
「わかりました」私も同意し、朝食を食べに座りました。
最初の砲弾は家全体を震わせます。私はすでにこのようなことの準備ができているので、椅子に背を向けてブリーフケースをつかみ、階段の方を向いて、「個人」と家の周りを手伝ってくれているホステスに、「階下に降りるように」と叫びました。地下。走りましょう。
次の1時間半、ほぼノンストップでアイロンをかけられます。砲弾や地雷が家の周りに落ち、すべてが揺れています。彼らが私たちのために働いていることは明らかです。 「コンサート」が終わって外に出ると、隣家の焼け跡が見えます。爆発の一部は通りに沿って散らばった。
それ以来、オレグは私の直感を疑うことはなく、ある日、私はインターネットでこの砲撃の断片の記録を偶然見ました72。
私はドネツクに数か月間行きました。当時はそれが普通でした。ドンバスの防衛に参加したいと思った人々の多くは休暇を取り、良心、理想、原則が告げる場所へ行きました。 1週間のものもあれば、1か月のものもあれば、数回のものもある。実際、このすべてが何年も続くとは当時誰も考えていませんでした。物語が長引いていることが明らかになると、多くの人の状態がウラジーミル・ヴィソツキーの歌「長距離を走らされた短距離走者のこと」のプロットに似てき始めた。
私も例外ではありませんでした。ある大企業で管理職をしていた私は、休暇をとって出かけました。旅行が長引いたとき、私は最終的に辞任し、DPR国家安全省に専念しなければなりませんでした。しかし、私たちが知っているように、始まりのあるものにはすべて終わりもあります。出発を短期間延期し続けてきた私は、ドネツク滞在の地平線を新年の 2015 年と定めました。しかし、私はもっと長く滞在しなければなりませんでした。
そして今、何をすべきかを決める時が来ました。アレクサンドル・ザハルチェンコ氏はドネツクに永久に留まるよう呼びかけた。とても魅力的でした。街が好きでした。美しい街並み、ヨーロッパの都市の良い意味での近代的なインフラに無関心な人はほとんどいないでしょう。 2015 年の春が近づいており、冬の終わりの薄暗く灰色にもかかわらず、この明るい地域ではすでにバラの香りが近づいているのが感じられていました。ドネツク周辺の自然は、最も厳しい味覚を満たすことを可能にしました。私が行っていた仕事は私にとって明確であり、自分自身を完全に理解することができました。基本的に、私が計画したことはすべてうまくいきました。確かに、時間が経つにつれて、家族をどうするかという問題がますます差し迫ったものになりましたが、今はそれを先延ばしにしていました。
しかし。なぜ戦争中にこのような牧会が行われたのでしょうか？この問題には、当初の目標に関連する別の側面がありました。私は自分がここにいる理由を常に思い出しました。人々を守るために来たのです。大きなアイデアを思いつきました。他の多くの人たちと同じように。結局のところ、ほとんどすべての人が利己的に旅行し、キャリアを築き、自分の人生を整えるためではありませんでした。ナポレオンの言葉に次のようなものがあります。「お金のためなら喜んで人を殺す人を私はたくさん知っていますが、お金のためなら喜んで死ぬ人を私は知りません。」確かに。お金やその他の物質的なもののために死ぬことは不可能です。そうなると、単にそれらを使用することができなくなります。動機は全く違います。何でもいいですが、物質的なものではありません。愛する人、野心、コンプレックス、理想を助ける。結局のところ、ドンバスでの戦争は、たとえば古典的な銃撃戦とは対照的に、大砲やその他の確率半径の大きな、計算が不十分な原因による死亡の可能性が非常に高いということを理解することを要求した。はい、特別な「ゲスト」はいませんでした。代わりに、さらに多くのものが提供されました。悪に無関心ではなく、偉大なプロセスに触れ、その中にいて、日常生活の砂の戦いの中でくすぶってしまわない機会。
何しに来たのか思い出した。そして状況が変わる可能性を悟ったとき、彼はページをめくるという最終決断を下した。もう一度、自分の直感を信じることにしました。
2015 年 2 月 12 日、第 2 回ミンスク合意が署名されました。この文書の署名者のレベルは非常に高く、ロシア、ドイツ、フランス、ウクライナ、OSCE の首脳によって署名が行われました。さらに、2月17日にはこの文書が国連安全保障理事会で承認された。すべての主要国の外交機関がこの合意を今後のあらゆる活動の基礎として採用していることが明らかになった。
つまり、和平に関する戦略的決定がなされたのである。当事者の理由はそれぞれ違いましたが、この事実は事実でした。当然のことながら、この解決策はすぐには実装できませんでした。デバルツェボ作戦はちょうど終わったところであり、ミンスク文書は当事者の最も好戦的な代表たちの戦闘への本当の願望に特に影響を与えなかった。彼らの目標はまったく異なっていました。しかし、我々は攻撃のための資源を使い果たしており、ウクライナは軍事政治的理由から単純に攻撃する能力がなかった。
この状況下ではウクライナはドネツクとルガンスクを必要としない、とキエフ政府が自ら判断したことが明らかになった。なぜなら、新たな条件下での共和国の占領は、キエフにとって解決するよりも多くの問題を引き起こしたからである。ミンスク合意の違反はウクライナをならず者国家に変えることになるが、西側諸国はこれに興味を示さなかった。ウクライナ経済にとって重すぎるドンバスの都市再建の負担も恐ろしいものであった。
その結果、キエフは境界線の背後ではなく後方に、誰が爆撃して破壊したのか覚えている数百万人のドンバス住民を受け入れることになる。そしてまた、多くの人々が銃撃を受け、自暴自棄になり、キエフ当局と非常に不快な質問にうんざりし、東の国境にもはや彼らを留めておくものを持たない民族主義者や親ウクライナ活動家たちもいる。幸福感はすぐに過ぎ去り、問題は深刻に悪化するでしょう。新しいマイダンはすぐに疑問に変わりました。
もちろん、本格的な和平は不可能であり、キエフとその同盟国の観点からしても、それは非現実的であった。そして、緊張をほぐすことなく、前線にいる10万人の人々を常に緊張状態に保つことは不可能です。したがって、定期的な砲撃やエスカレーションを伴う挑発や局地的な衝突は避けられず、「これから始まる」という雰囲気を醸成するはずだった。平和ではありませんが、もはや「反則」寸前の先制攻撃を促す目的での戦争ではありません。さらに、ミンスク合意に直接違反しない限り、軍事衝突の余地はまだ残されていた。デバルツェボ攻勢中にDPRが征服した領土は、合意された境界地帯に正式には含まれていなかった。つまり、敵の論理によれば、理論上、ウクライナ軍による敵の捕獲の試みは違反ではないということだ。さらに、いわゆる「グレー」ゾーンまたは中立地帯には多くの入植地と領土があり、これらは対立地域でもありました。
私の予測によると、この状況はここ数年続く可能性があり、一方、当事者と本物の俳優たちは、「ミンスク」の幽霊のような構造を薄め、ゆったりとしたワルツのペースで、お辞儀を交わしたり、押したり叩いたりして、お互いの弱点を探していますそして「チャンスの窓を切り開く」ことです。
ロシアにとっては、ウクライナ全土のために戦いを続けることが極めて重要となるだろう。ロシア行政センターの論理によれば、人民共和国の法的拒否とこれを国家レベルでの承認という形で統合することが、ウクライナの長期的喪失についての明確な結論が得られた後にのみ条件付きで可能となることは明らかである。 。これに先立って、ドンバスは実際にロシア鉄道に移送される予定であり、彼自身もそれを粘り強く目指しているが、複数の解決策による政治的ギャップは維持される。
そして、戦争が減れば減るほど、民兵組織の曖昧な不安定性を背景に、国家建設の最初の段階で避けられないあらゆる歪みが現れ、さらなる発展のベクトルの認識の欠如と曖昧さが増幅されることになる。腐敗、国民の深刻な疲労、そして本来のイデオロギー原則の価値の低下によって。
この点で、出来事のさらなる発展は私にとって予測可能でした。私は状況を冷静に検討し、職を辞することにしました。
私は戦時中の大臣でした。地元の衝突が大規模な戦争にエスカレートした2014年7月初旬にドネツクに到着した彼は、戦時中を通じて地元住民の保護、部門の構築、ドネツク人民共和国の安全確保に参加した。そして、本格的な戦争が実際に終わった後、私がその地位を放棄するのは当然のことでした。私にとって意見が重要だったすべての人々の意見によれば、MGB の「スタートアップ」の役割は私によってうまく遂行されました。
この時、アレクサンダー・ザハルチェンコはデバルツェボの手術後、負傷して病院に横たわっていた。病室で奥さんが鍋で作ってくれたボルシチを食べながら、私は自分の決断を彼に話しました。オレグ・ベレザが私をサポートしてくれた。これはザハルチェンコにとって驚きであり、彼は我々に拒否するよう説得しようとした。しかし、私たちは自分たちの主張を説明し、干渉しないように求めました。
デバルツェヴォでの戦闘中、ザハルチェンコは英雄的な姿を見せたが、かかとに負傷を負った。その時、私の従業員が彼の隣にいたので、私は事件の状況をよく知っていました。彼は奇跡的に生き残った。この傷は、一見無害であるにもかかわらず、非常に問題のあることが判明した。 100以上の骨片は治癒が困難で、歩行時に足にかかる圧力により、弾痕の溝に排水管を固定できなかったが、これはDPR長官の落ち着きのない性格も影響していた。最低限の床上安静を守りたくなかった。出発する前に、私たちは友人のお祝いを何とかしようと決めました。以前の中佐の階級は当時の副官としてベレーザから彼に与えられたものであったので、私は彼に大佐の階級を与えることを提案した。それはとても名誉なことだし、適切なことだった。後に私が冗談めかしてザハルチェンコに言ったように、「ロシア皇帝を尊敬しなさい」。このような状況では軍の階級を割り当てるための明確なメカニズムはなく、軍人登録システムや軍隊の基準などが開発されつつあったばかりで、ザハルチェンコは共和国軍の最高司令官であったため、私はこの問題に関して、MGB、内務省、国防省の共同命令の形を思いつき、提案しただけです。それが彼らのしたことなのです。
私は次の数日を、その職を引き継ぐ準備と人事に別れを告げるのに費やしました。彼は小さな宴会を企画し、そこで各部門長に別れを告げた。招待された人たちは私に、MGBのシンボルが描かれた溶けた指輪、全員のサインが入ったドネツクについての本、そしてチーム全員からの温かく温かい言葉が書かれた感謝の手紙をくれました。ザハルチェンコは私に「名誉大臣」のポストを導入することを提案しましたが、これはすでに行政状況を茶番と化しつつあるため、私はそれをしないと主張しました。
私の指示に従って、MGBの弁護士は私の部署とオレグの部署の辞任に関する法令草案を作成しました。ザハルチェンコは、周囲を見て休んで、戻ることを考えるという約束のもと、しぶしぶ署名した。そうすれば彼はしばらくの間、私たちがまた来るだろうと確信するでしょう。
当社は2015年3月1日付で役職を辞任しました。この日はオレグ・ベレザの誕生日であり、私たちは国家安全保障省と内務省の数人の長官、そしてアレクサンダー・ザハルチェンコ氏の参加を得て祝った。
- それで、私の命令を聞いてください。 – 乾杯のために立ち上がったザハルチェンコは、座っている人たちを見回した。 – あなたの特殊部隊の責任者は誰ですか?!
- 私、同志頭! – ベレーザの議員の一人、イーゴリ・メルニコフが飛び起きた。
-そういうことですね！閣僚は辞任したということは、彼らは今や一般国民だということだ！しかし、彼らは私の友達でもあります！そして、友達が私から離れてほしくないのです。全部クリア？！
– そうです、アレクサンダー・ウラジミロヴィッチです！
皆は笑いながら、徐々に散っていきました。夜中に先輩「担当」から、いくつかのイベントが準備されているとの連絡が入りました。朝、特殊部隊の司令官から電話があり、私に対する特定の行為について聞いたと報告し、私に忠誠を保証してくれました。私は彼に感謝し、何もしないように命じました。
3月2日には、ロストフからの航空券はすでに購入されていた。遅刻するべきではなかった。出発前、私たちはザハルチェンコの指示が真剣に受け止められたことをようやく確信した。街からの出口は封鎖されている。
まあ、別れがそれほど悲しくならないように、少なくともある種のエンターテイメントは必要です。
迂回路を走行しております。カーラジオからは愛国的な歌のCDが流れている。
さようなら、山よ、あなたはよく知っています
遠い国にいた私たちは何者だったのか、
一方的に判断しないようにしましょう
私たちは肘掛け椅子で読み書きできる人間です。
うーん...マキシムは常に気分を推測して、適切な音楽をかけようとしました。しかし、ここで彼は明らかにやりすぎた。私は窓から流れるドンバスの風景を眺めながら、この曲がさらにテーマ性のあるものになるように言葉をどう変えるかを考えています...そうですね、山を無駄の山に変えましょう。それともマウンドの方が良いでしょうか？さようなら、マウンド、あなたはよく知っています...一方、廃棄物の山は人工の山です...
一方、ブルー ベレーは時代を超越したヒット曲を情熱的に歌い続けています。
私たちは再びここに戻る運命にはないのですが、
この長い行軍で何人が死んだことか、
そして、物事は完全に終わったわけではありませんが、
私たちは去っていきます、去っていきます、去っていきます...
はい...マキシムに何か他のものを入れてもらいます。オレグはこのとき、すべての道路を掌握しなかった元部下を叱りました。彼は無駄に叱ります！
待ち伏せ、警察の特殊部隊が私たちの車を取り囲みます。それらは多すぎます。選手たちはどうやらこのイベントがトレーニングイベントであるとは知らされておらず、真剣に取り組んでいたようだ。オレグが出てくる、農場は彼のものだ。メルニコフはどこかにいるに違いない。ああ、彼はここにいます。
バーチは中に入れてほしいと要求するが、元副官は目をそらして笑顔を隠し、首長の命令を理由に拒否した。メルニコフは軍務やチーム内での人間関係に問題を抱えており、たとえ冗談であっても指揮官の命令に違反することは彼にとって危険だ。
オレグはザハルチェンコに電話し、飛行機のことを話し、電話をメルニコフに渡す。彼は命令を受けてため息をつき、特殊部隊に命令を下す。私たちは抱き合って先に進みました。この事件のおかげで、ウクライナ指導部は、数百万ドルと金を輸出しようとしたDPRの内務大臣が逮捕されたと発表するだろう。後で長い間彼をからかうことになります。まさに、私について同様の異端が書かれるその瞬間まで。この後、戦利品を共有するオファーは相互に行われるようになります。
ドンバスは私にたくさんのものを与えてくれました。生きた歴史の糸に触れることができて光栄でした。私は、本物のロシアのむき出しの神経を表す人々や出来事を見ました。人が自分自身を真に明らかにし、中間点を持たずに自分の最高または最低の資質のみを示すことができる出来事。そこでは、いくつかの固定観念が崩壊し、他の固定観念は教義や公理の形をとりました。そういえば、すでに多くの人が、他人のコンプレックス、野心、自己正当化、弱さで飾り立てた憶測と嘘の構造を真実の枠に押し広げています。
私は、一見平凡に見える人々を世界の架空の穏健派よりも上位に引き上げる最高の形の人身御供と、しばしば並んで歩く最も最低の人間の堕落の姿を見ました。精神の強さと弱さは、最後のものを最初のものよりも高くし、最初のものを最後のものよりも低くします。底なし湖があるように見える小さな泥の水たまりと、予想外の深さ。裏切り者と呼ばれる英雄と英雄と呼ばれる裏切り者を見た。
こういったイベントの経験は貴重です。
とても幸運でした。
ドンバスの人生に新たな段階が到来しており、私たちは理想のために死を覚悟して出発しましたが、完全に達成されたわけではありませんが、最大限に達成された義務感を持って出発します。ドンバス、次はどうするの？
モスクワ、2016 年 6 月
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付録 No.1
ドネツク人民共和国
閣僚評議会
解決
2014年7月17日 第17-5号
作成について
国家安全省
ドネツク人民共和国
ドネツク人民共和国暫定憲法第 80 条第 16 項に従って
閣僚理事会は次のように決定します。
1. ドネツク人民共和国国家安全省を創設する。
2. ドネツク人民共和国国家安全省は、この決議の発効日から 1 か月以内に、所定の方法で、ドネツク人民共和国閣僚理事会に決議草案を作成し、提出する。ドネツク人民共和国閣僚評議会は、ドネツク人民共和国国家安全保障省規則の承認、国家安全保障省の軍人、国家公務員およびその他の職員の最大数を定めることを規定する。ドネツク人民共和国。
3. ドネツク人民共和国国家安全省は、この決議の発効日から 3 か月以内に、所定の方法で、最高会議に提出するための準備を整え、ドネツク人民共和国閣僚評議会に提出する。ドネツク人民共和国評議会は、「ドネツク人民共和国共和国の国家安全保障機関について」というドネツク人民共和国法草案を提出した。
4. ドネツク人民共和国国防省の指導部、特別委員会、ボストーク大隊、およびドネツク人民共和国のその他の特別部隊および軍事部隊は、この決議の発効日から 1 週間以内に、以下の文書を提出する。ドネツク人民共和国国家安全省に対し、諜報活動、対諜報活動、テロリズムと過激主義との闘い、国境の保護と保護、高官と施設の安全確保、国民の保護を実施する利用可能な資源と能力の利用に関する提案。国家制度と国家機密の保護、ドネツク人民共和国の国家資格を脅かす汚職、組織犯罪、その他の犯罪行為との闘い。ドネツク人民共和国国家安全省外のこれらの地域におけるこれらの部隊のさらなる活動は違法であると判断する。
5. この決議の第 4 項に規定されている国家機能の実施の主要な調整機関はドネツク人民共和国国家安全保障省であり、その実施の手順、分野、権限、形式および方法を規制することを決定する。 、ドネツク人民共和国国防省の軍事諜報機関の活動を除く。ドネツク人民共和国国家安全省との調整およびその制裁なしに、他の組織で指定された活動を行うことは禁止されています。
6. この決議が発効した瞬間から、ウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全保障局、国家国境局、およびウクライナのその他の特殊サービスの活動は、その領土内で禁止される。ドネツク人民共和国の。ドネツク人民共和国の領土内に居住し、居住する者によるこれらの建造物への援助の提供を禁止する。そのような援助が提供された場合、ドネツク人民共和国の利益に反する犯罪という形で法的評価を与えてください。
7. ドネツク人民共和国の領土内にあるウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全保障局、国家国境局のすべての財産、不動産、領土、アーカイブおよびその他のリソースが、ドネツク人民共和国国家安全省の管轄に移管される。
9. ドネツク人民共和国国家安全保障省は、ウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全局、および国家国境局が以前に所有していた資産の目録を作成し、登録簿を作成するものとする。ドネツク人民共和国の領土。
10. ドネツク人民共和国のすべての軍事、治安、特別およびその他の組織。現在、以前はウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全局、国境に属していた建物および建造物を一時的に占拠している。ドネツク人民共和国の領土内で、彼らを釈放し、ドネツク人民共和国国家安全省が代表を務める所有者に引き渡し、指定された敷地に移転し立ち退かせるためのあらゆる努力を行うサービス。また、以前にウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全局、ドネツク人民共和国領土内の国家国境局に属していた車両およびその他の財産も所有者に譲渡されます。それが不可能な場合は、これらの建物、構造物、財産の一時的な場所と使用の手順についてドネツク人民共和国国家安全省と合意してください。
11. ドネツク人民共和国の軍および特殊部隊の指導者は、1週間以内に、国家安全省の所有者の同意がある場合にのみ可能となる移行期間中、指定された敷地内に滞在することに同意する。一時使用に関する関連文書を作成する際には、ドネツク人民共和国の要求に従う必要があります。この場合、当局、軍および特殊部隊は、一時的に占有されている建物、建造物、および利用可能なすべての資産、文書、通信、その他のリソースの完全性と安全性を維持するための包括的な措置を講じる義務があります。この条項の実施に対する個人的責任は、以前はウクライナ治安局に属していたドネツク人民共和国国家安全省の領土、敷地、その他の資源を一時的に占拠している関連する軍、特殊部隊、その他の部隊の長にある。 、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全局、ドネツク人民共和国領土の国家国境局。
12. ウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全保障局、ドネツク人民共和国領土内で国家国境局が以前に所有していた資源を、許可や協力なしに誘致するあらゆる行為を排除する。ドネツク人民共和国国家安全省。
13. ドネツク人民共和国の軍隊、特殊部隊、その他の部隊のトップで、以前はウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全保障局に属していた施設、車両、資源を活動に引き付けた者。ドネツク人民共和国の領土にある国家国境局は、使用権者の承認を得た上で、ドネツク人民共和国国家安全保障省の職員が文書、アーカイブ、施設、通信およびその他のリソースに支障なくアクセスできるようにする。現時点での彼らの管理と実際の管轄権。
14. 本規約発効日から 5 日以内の、ウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全保障局、ドネツク人民共和国領土内にある国家国境局の職員解決策が見つかったら、ドネツク人民共和国国家安全省に到着し、登録、通過再認証、およびさらなるサービスの問題の解決を求めてください。この要件に従わない場合は、ドネツク人民共和国国家安全省の活動に対する意図的な反対とみなされます。出頭しない場合、これらの人物はドネツク人民共和国から国外追放の対象となります。この規定は親族や家族には適用されません。
15. ドネツク人民共和国国家安全保障大臣は、以前にウクライナ治安局、ウクライナ対外情報局、ウクライナ国家安全保障局、および国家安全保障局に勤務していた再認定職員の適応のための条件を作り出す措置を策定すべきである。ドネツク人民共和国の領土に位置する州国境局。
16. ドネツク人民共和国国家安全保障大臣は、法人および個人起業家の国家登録を行う行政府の法人として、ドネツク人民共和国国家安全保障省の国家登録の申請者として行動する。 、また、ドネツク人民共和国国家安全省の当座預金口座を開設するためのさらなる措置を講じること。
17. ドネツク人民共和国財務省は、1か月以内にドネツク人民共和国国家安全保障省の活動に資金を提供するための手順とメカニズムを定義する規範法を作成し、承認のために提出する。
18. ドネツク人民共和国国家安全省の活動の管理は、法執行機関との連携を担当するドネツク人民共和国閣僚評議会の第一副議長に割り当てられるものとする。
19. この決議は、発行された瞬間から発効します。
閣僚評議会議長
ドネツク人民共和国
A.ユウ.ボロダイ
閣僚評議会の大臣
B.A.リトビノフ
 
付録第 2 号
人口密集地域に関しては、
ドネツク人民共和国の管理下にある
2014 年 12 月 4 日現在73。
2014 年 12 月 4 日現在、ドネツク地域の 18 地区のうち 6 地区、地域従属都市 28 都市のうち 12 都市、24 都市のうち 9 都市、および都市型集落 131 のうち 52 がドネツク人民共和国の管理下にあります。全体または一部。
ドネツク人民共和国の都市や地域では、現在、司法当局を除く地方自治体、行政、法執行機関、規制当局の設立プロセスが進行中である。これには以下が含まれる。
地区:
1. Amvrosievsky - 完全にDPRの管理下にある：
– 地域の中心地 – アンヴロシエフカ市。
– 都市型集落 (3):
– クテイニコヴォ;
– ノボアムヴロシエフスコエ;
- ヴォイコフスキー。
2. ノボアゾフスキー - 部分的に DPR の管理下にある:
– 地域の中心地 – ノボアゾフスク市。
– 都市型集落 – セドボ。
3. スタロベシェフスキー - 完全にDPRの管理下にある：
– 地区センター – 都市型集落スタロベシェボ。
– 都市 – コムソルスコエ。
– 都市型集落 – Novy Svet。
4. テルマノフスキー - 部分的にDPRの管理下にある：
– 地区センター – 都市型集落テルマノヴォ。
5. シャフタルスキー – 完全にDPRの管理下にある：
– 地区の中心 – 地域従属都市シャフテルスク。
6. ヤシノヴァツキー - 部分的にDPRの管理下にある：
– 地区の中心 – 地域従属都市ヤシノヴァタヤ。
DPR が特定の地域を管理している地域:
1.アルテモフスキー。
2. ヴォルノフスキー:
– 都市型集落 (2):
–エレノフカ。
- ノヴォトロイツコエ。
3. マリインスキー:
– 地域の中心地 – マリンカ市（部分的）。
– 都市型集落 (2):
– アレクサンドロフカ。
- スタロミハイロフカ。
地域従属都市:
1. ドネツク:
– 都市地区 (9):
– ブデノフスキー;
– ヴォロシロフスキー;
– カリーニンスキー;
– キエフ;
– キロフスキー;
– クイビシェフスキー;
– レニンスキー;
– ペトロフスキー;
– プロレタルスキー;
– 都市 – モスピノ;
– 村 – ゴルバチョヴォ・ミハイロフカ。
2.ドクチャエフスク。
3. ゴルロフカ：
– 都市地区 (3):
– カリーニンスキー;
– ニキトフスキー。
– セントラルシティ;
– 村 – ルミャンツェヴォ。
4.イェナキエヴォ：
– 都市 – ユジノコムナルスク;
– 村 (3):
- フレンドリー;
– コルスン;
- カルロ＝マルショヴォ。
5. ジダノフカ。
– 村 – オルホフカ。
6. キロフスコエ。
7.マケエフカ：
– 都市地区 (5):
– セントラルシティ;
– ゴルニャツキー;
– キロフスキー;
– ソビエト;
– チェルヴォノグヴァルデイスキー;
– 村 (17):
– グルズスコ・ゾリャンスコエ;
– グルスコ＝ロモフカ;
- 高い;
– メゼヴォエ;
- 灯台;
– プロレタルスコエ;
- 炭坑作業員;
– グセルスコエ;
– コロスニコボ;
– スヴェルドロヴォ;
– ヤシノフカ;
– ダッグアウト;
– クリニチナヤ;
– ニジニャヤ・クリンカ。
– ボリショエ・オレホヴォ。
- レッドオクトーバー;
- レスノエ。
8. 雪が降る：
– 都市型集落 (4):
– ブラジノ;
– リマンチュク;
– ニキフォロボ;
- 勝利。
9. トーレス：
– 都市型集落 (2):
– ペラゲエフカ;
- ゆるい。
10. ハルツィスク:
– 都市 (2):
– ズグレス。
– イロバイスク;
– 村 (8):
– ニコラエフカ。
– ズエフカ;
– トロイツコ・ハルツィスク;
– ヴォイコヴォ;
– ポクロフカ;
- 私の;
- 広い;
- 山。
11. シャフテルスク (地区中心部):
– 都市型集落 (4):
– コンタルノー;
– モスクワ;
- 怒り;
– ストシュコフスコエ。
12. ヤシノバタヤ（地区の中心部）。
政府および管理機構が創設され、すべての居住地で機能しています。
経済の主要部門は、石炭、冶金、コークス、化学工業、重工業、建築資材の生産、電力、輸送です。
管理領域内の産業部門は、次のオブジェクトによって表されます。
鉄冶金（冶金工場4か所）
S. M. キーロフ (マケエフカ) にちなんで命名されたマケエフカ冶金工場
クイビシェフ（マケエフカ）にちなんで名付けられたマケエフカパイプ鋳造所
エナキエヴォ冶金工場 (エナキエヴォ)
ハルツィスクパイプ工場（ハルツィスク）
コークス・化学工業（コークス工場5ヶ所、化学工場1ヶ所）
アヴデエフカ コークスおよび化学プラント (アヴデエフカ)
ヤシノフスキーコークス工場 (ヤシノバタヤ)
マエフカ コークス工場 (マケエフカ)
Enakievo コークス化学工業 (Enakievo)
ゴルロフカ コークス工場 (ゴルロフカ)
懸念「スチロル」（ゴルロフカ）
石炭産業
ドネツク石炭盆地の企業のほとんどはこの地域の領土内に位置しており、コークス炭グレード (Zh、K、OS) とエネルギーグレード (T、A) が採掘されています。石炭製品は、次の協会および独立した鉱山で採掘されています。
鉱山協会 (7)
アルテムゴル（ゴルロフカ）
マケエフゴル (マケエフカ)
オクチャブルゴル (キーロフスコエ)
オルジョニキゼウゴル (エナキエヴォ)
スネジアンスラサイト (スネジノエ)
トレザントラサイト (トレズ)
シャフテルカントラサイト (シャフテルスク)
独立鉱山と鉱山管理（6鉱山）
鉱山 No.17-17bis
鉱山「コムソモレツ ドンバッサ」DTEK (キロフスコエ)
鉱山「ラッシプニャンスカヤ」（トレズ）
ゲイヴォイ (ゴルロフカ) にちなんで名付けられた鉱山
ポチェンコフ (マケエフカ) にちなんで名付けられた鉱山
鉱山管理「キロフスコエ」（キロフスコエ）
石炭精製プラント (16):
中央処理工場「無煙炭」（マケエフカ）
コムソモリスカヤ中央光学施設 (ディミトロフ)
ゴルロフスカヤ中央処理工場 (ゴルロフカ)
ドネツク中央処理施設 (Torez)
カリーニンスカヤ中央処理工場 (ゴルロフカ)
キセレフスカヤ中央処理工場 (トレズ)
コロスニコフスカヤ中央処理工場 (マケエフカ)
GOF「レッドスター」（トレズ）
ポストニコフスカヤ中央処理工場 (シャフテルスク)
プロレタルスカヤ中央トレーニングセンター (マケエフカ)
セルディテンスカヤ中央処理工場 (シャフテルスク)
スネジニャンスカヤ中央処理工場 (スネジノエ)
トレツカヤ中央処理工場 (キロフスコエ)
ウグレゴルスク中央加工工場（エナキエヴォ）
ウズロフスカヤ中央処理工場（ゴルロフカ）
シャフテルスカヤ中央処理工場 (シャフテルスク)
発電設備（発電所2基）
スタロベシェフスカヤTPP（ノヴィ・スヴェト都市集落）
Zuevskaya TPP (ズグレス)
機械工学
Zuevsky エネルギー機械プラント (ズグレス)
トレズ電気工場 (トレズ)
スネジニャンスキー機械製造工場 (モーターシック支店、スネジノエ)
マケエフカ鉱山自動化プラント (マケエフカ)
ヤシノヴァツキー機械製造工場 (ヤシノヴァタヤ)
鉄道輸送
それは、国営企業「ドネツク鉄道」の鉄道と企業の発展したネットワーク、および多くの石炭採掘企業の荷役および輸送部門のアクセス鉄道によって代表されます。
さらに、さまざまな分野のかなりの数の中小企業がDPRの領土内で操業しています。他の鉱物も採掘されています：泥灰土、建設用砂、珪砂、蛍石、亜リン鉱、セラミック粘土。
 
ノート
1 ウラジミール・ユリエヴィチ・アンチュフェエフ – b. 1951 年 2 月 15 日、1992 ～ 2012 年– プリドネシュトロヴィア・モルダビア共和国国家安全保障大臣。 2014年7月10日 – 2014年9月6日 – ドネツク人民共和国閣僚評議会第一副議長。
2 ラヴィル・ザカリエヴィチ・ハリコフ – b。 1969年6月7日 – 2014年9月25日 – ドネツク人民共和国の検事総長。
3 アレクサンダー・ウラジミロヴィチ・ザハルチェンコ – b. 1972年6月26日 組織「ドンバスの作戦」の創設者、ドネツクの軍事司令官。 2014年8月7日まで – ドネツク人民共和国内務副大臣。 2014年8月7日からDPR大臣内閣議長、2014年11月4日からDPR首相。 「ドネツク人民共和国の英雄」金星賞を受賞。
4 アレクサンダー・セルゲイヴィッチ・ホダコフスキー – b. 1972年から2014年3月まで – SBU「アルファ」の地域ドネツク部隊の指揮官。公的組織「ドンバス愛国軍」の長、DPR軍の「ボストーク」大隊（旅団）司令官、2014年11月から2016年2月までDPR安全保障評議会書記。
5 アレクサンダー・ユリエヴィッチ・ボロデー – b. 1972年7月25日、2014年5月16日 - 8月7日 - ドネツク人民共和国閣僚評議会議長、2014年8月7日 - 10月20日 - ドネツク人民共和国閣僚評議会第一副議長、ロシアの公人、広報担当者、政治戦略家。
6 「Tochka-U」は高精度戦術ミサイルシステムです。最大射程は70(120)km、ミサイルの発射質量は2010kg、着弾部分は482kg。
7 イーゴリ・フセヴォロドビッチ・ギルキン（仮名「イーゴリ・イワノビッチ・ストレルコフ」） – b. 1970 年に第 2 回北朝鮮国防大臣（2014 年 5 月 16 日 – 8 月 8 日）。 2014年4月13日、彼はドネツク州スラビャンスク市に到着し、そこで地元民兵組織の司令官であると宣言した。ロシア国民、軍人年金受給者、以前はロシア連邦保安局に勤務していた。人気インターネットブロガー。彼は歴史上の出来事を段階的に再現することに興味を持っています。現在はロシア国内で反体制派の政治活動に従事している。
8 付録 No. 1 を参照。
9 オレグ・ウラジミロヴィチ・ベレーザ – b. 1977年ドネツク人民共和国初代内務大臣 - 2014年7月17日 - 2015年3月1日。ロシア連邦の軍人年金受給者。 「ドネツク人民共和国の英雄」の金星賞を受賞。
10 2014 年 7 月 17 日付けの DPR 閣僚閣議決議第 17-5 号。 「国家安全省の創設について」（付録を参照）。
11 2014 年 5 月 25 日から 26 日の夜、DPR の武装支持者がドネツク空港を占拠しようとした。作戦の目的は、兵士と軍事物資の空輸を阻止するために管制塔と滑走路の制御を確立することであった。この作戦はボストーク大隊司令官アレクサンドル・ホダコフスキーが計画し指揮したもので、彼の配下に移送されたロシアとウクライナの志願兵の合同分遣隊が参加し、5月25日にロストフ地方からドネツクに到着した。襲撃が失敗し、撤退中にさらに協調性のなくなった行動が発生し、多数の民兵が死傷した。
12 イーゴリ・ニコラエヴィチ・ベズラー、コールサイン「ベス」（1965年12月30日シンフェロポリ生まれ） - 民兵組織の指導者の一人、2014年の春から11月までゴルロフカの「ドンバス人民民兵」の司令官を務めた。彼は「ストレルコフ分遣隊」の指揮官の一人としてスラビャンスクに到着した。ストレルコフとの紛争後、彼は以前住んでいたゴルロフカに移り、民兵組織の管理下で都市の占領を組織し、それを率いた。その後、ゴルロフカとその郊外はウクライナ軍に包囲された。
13 ZU-23-2 - 2 つの対空砲、工作機械、および照準器で構成されるソビエトの 23 mm 連装対空砲。
14 ウクライナ軍。
15 2014 年 3 月 4 日の V.V. プーチン大統領の記者会見
16 「ウクライナのサイボーグ」 - ウクライナのプロパガンダでは、ドネツク空港の戦いに参加する兵士をこのように呼んでいました。次に、ドネツクの住民は、「サイボーグ」という言葉の別名が「棺」という言葉であり、それがプロセスの本質をより正確に反映していることに気づきました。
17 セルゲイ・ニコラエヴィチ・ドゥビンスキー（コールサイン「ペトロフスキー」、「フムリ」、「悪い兵士」、「バイソン」（「バイソン」）） – 1962年生まれ、極東高等教育機関卒業、軍人年金受給者、ロシア連邦大佐予約する。以前、彼はソ連軍（偵察中隊181 MRR、108 MSDの副司令官）、ロシア連邦に勤務し、そこでチェチェン共和国の軍司令官事務所の1つの副司令官としてイーゴリ・ギルキンと出会った。 （ストレルコフ）。 DPRでは、I. Strelkovが情報担当副官、DPR GRUの創設者であるDPR軍少将に任命されました。
民間軍事会社は18社。
19 個人のセキュリティ。
20「山岳防風服」はよく知られ、非常に一般的なロシア迷彩です。
21 アルセン・セルゲイビッチ・パブロフ（モトローラとしても知られる、1983年2月2日、ウフタ生まれ） – ドネツク人民共和国の特殊部隊「スパルタ」の司令官、「ドネツク人民共和国の英雄」金星章を授与された。
22 多数の矛盾する規範の存在と、この考えられる行動方針の選択に関連する不確実性は、E. デュルケームによってアノミーと呼ばれる現象 (規範が欠如した状態) を引き起こす可能性があります。
アノミーとは、社会全体とその社会制度の危機、宣言された目標と大多数にとってのその実現の不可能性との間の矛盾によって引き起こされる、価値観の崩壊を特徴とする社会状態です。
23 第 24 個別突撃大隊「アイダル」はウクライナ地上軍の部隊で、以前はルガンスク地域の義勇兵部隊であったが、ATO 部隊の一部としてルガンスク地域で犯された戦争犯罪に関連して広く知られるようになった。
24 Alexey Aleksandrovich Dikiy - 2013年10月以来、GUMVDの副長官 - ドネツク地域の刑事警察署長、警察大佐。その後、DPR内務省の第一次官であるオレグ・ウラジミロヴィチ・ベレザ大臣の下で。現在、彼はDPRの内務大臣、警察少将を務めています。 2015年2月21日付のドネツク人民共和国首長令第65号により、デバルツェヴォ近郊の戦いへの参加により、彼は「ドネツク人民共和国の英雄」の称号を授与された。
25 ヤシノヴァタヤはドネツク人民共和国の都市です。ドネツク都市圏の一部。大きな鉄道ジャンクションがあります。
26 9-mm Stechkin 自動拳銃 (APS) は、設計者 I. Ya. Stechkin によって 1940 年代後半から 1950 年代初頭にかけて開発された自動拳銃です。マガジン装弾数は20発。木製バットホルスターが付属します。
27 マリウポリは、ウクライナ南東部のドネツク地方の都市で、カルミウス川とカルチク川の河口、アゾフ海沿岸にあります。 2015 年 1 月 1 日現在の市の人口は 476,827 人です。それはウクライナにとって戦略的に重要だ。この都市には国際港と多くの大企業があります。地理的にはドネツク人民共和国とクリミアを結びます。
28 特別目的部隊「アゾフ」（ウクライナ語: Підрузіл ззіліні позняння 「アゾフ」）は、ウクライナ国家警備隊東部作戦地域協会の軍事部隊番号 3057 内の線状特別目的部隊である。 2014 年 5 月にウクライナ内務省の特別目的警察パトロール隊の大隊としてマリウポリで国家主義者の志願兵から結成されました。 2014年9月に部隊は連隊に配備され、2014年11月にウクライナ国家警備隊に移管された。この部隊には国家ファシストのシンボルとそれに対応するイデオロギーがあります。
29 イーゴリ・エフゲニエヴィチ・ハキムジャノフ – b. 1980年7月25日 - 2014年4月10日から2014年5月7日までドネツク人民共和国の初代国防大臣を務めた。2014年5月7日、マリウポリでウクライナ当局により逮捕、2014年9月15日 - 交換により釈放。
30 エドゥアルド・バスリン – DPR人民民兵軍団副司令官、就任前は「カルミウス」大隊副司令官。彼は事実上のDPR軍の公式メディア代表である。
31 ウラジミール・ペトロヴィッチ・コノノフ – b. 1974年、第3回DPR国防大臣（2014年8月15日から現在まで）、DPR国軍中将。 「ドネツク人民共和国の英雄」金星賞を受賞。
32 DPR の一部、LPR とロシアとの国境にある小さな町。
33 http://www.russiapost.su/archives/37405
34 https://www.youtube.com/watch?v=ibGQ9SHFCdo
35 エフゲニー・オネーギン」（1823年 - 1831年）A. S. プーシキン（1799年 - 1837年）著、ch。 2、スタンザ14。
36 http://www.koob.ru/ponomarenko。ヴィクトル・ヴィクトロヴィッチ・ポノマレンコはロシアの科学者で、20年以上にわたり実用的な性格学の分野で研究に従事しています。精神科医で、最近ではロシア連邦の法執行機関の1つで「非公開」の専門家を務めていた。 「ホット」スポットでの特別作戦の参加者、予備大佐、ロシア連邦検察庁およびモスクワ刑事捜査局の専門心理学者で、社会の反響が大きかった犯罪（D.ホロドフ、Vに対する違法行為）の捜査に従事。 .リスチェフ、ロシニ・オストロフ森林公園での連続犯罪、モスクワ地下鉄でのテロ攻撃、ドゥブロフカでのテロ攻撃など）。ロシア連邦政府管轄の国民経済アカデミー経営管理研究所、ロシア連邦大統領管轄の行政アカデミーの講師。著書に『「7つの急進論」の予測と行動管理の要素を取り入れた実践的性格学』。
37 I. ガーキン。 「ハルディボーン城の探偵」
38 精神障害の診断と統計マニュアル: DSM-IV。 – 第 4 版、https://ru.wikipedia.org/wiki/%D0%94%D0%B8%D1%81%D1%81%D0%BE%D1%86%D0%B8%D0%B0 %D0 %BB%D1%8C%D0%BD%D0%BE%D0%B5_%D1%80%D0%B0%D1%81%D1%81%D1%82%D1%80%D0%BE%D0 %B9 %D1%81%D1%82%D0%B2%D0%BE_%D0%BB%D0%B8%D1%87%D0%BD%D0%BE%D1%81%D1%82%D0%B8 #cite_note -DSM-5-2
39 ウクライナ対外情報局。
40 セルゲイ・アナトリエヴィチ・ズドリリュク（コールサイン「アブヴェーア」、1972年6月23日、ウクライナ・ソビエト連邦ヴィニツァ地方）は、ドネツク人民共和国で活躍した軍人である。 「ストレルコフグループ」の一員としてスラビャンスクに到着。陸軍学校を卒業後、SBUと税務警察の防諜に従事した。彼は2014年春、ドネツク人民共和国の防諜責任者としてウクライナ南東部での抗議活動中に名声を博した。 2014年5月12日よりドネツク人民共和国国軍副司令官。
41 アンドレイ・エフゲニエヴィチ・プルギン（1972年1月26日、ドネツク生まれ） – ドネツクの社会的・政治的人物、2014年11月14日から2015年9月4日までドネツク人民評議会議長を務め、その前はドネツク人民評議会第一副議長を務めた。 2014 年 5 月 16 日より共和国 ドネツク共和国運動の創設者。
42 https://www.youtube.com/watch?v=bGhQCEeR2r4
43 レオニード・エドゥアルドヴィチ・スルツキー（Leonid Eduardovich Slutsky、1968年1月4日 - ）は、ロシアの政治家。第 3 回（1999 ～ 2003 年）、第 4 回（2003 ～ 2007 年）、第 5 回（2007 ～ 2011 年）および第 6 回召集（2011 年以降）で国家院の副議員を務め、自民党派のメンバー。
44 コパンカは、採石場または地下方式で石炭を違法に採掘する企業です。これらは産業用石炭採掘が停止された地域でよく見られますが、石炭埋蔵量は地表に比較的近い場所（閉鎖された鉱山または保存期間を過ぎた鉱山の露頭）に残っています。
45 リナト・レオニドヴィチ・アフメトフ – b. 1966年、ドネツク。彼はウクライナで最も裕福な人物とみなされている。長い間、彼は「ドンバスのマスター」という非公式の称号を背負っていた。シャフタール・フットボール・クラブの社長、システム・キャピタル・マネジメント会社の創設者、地域党のウクライナ最高議会議員、効果的ガバナンス財団およびウクライナ開発慈善財団の創設者。 2014年の出来事が起こる前は、主な領土はドネツク地域であり、ドネツクに居住すると考えられていました。この地域で最も収益性の高い企業のほとんどのオーナー。
46 http://fakty.ua/198962-rada-utochnila-zakon-o-dekommunizacii
47 これについては、第 3 部で詳しく説明します。
48 アメリカ諜報機関の専門用語におけるレッド・ニシン（文字通り「赤いニシン」）とは、偽情報作戦であり、その明るさと知名度により、他のプロセスから注意をそらしてしまう陽動工作である。この作戦のもう一つの役割は、それが公に述べられているアイデアの信用を傷つけることかもしれない。
49 http://crime.in.ua/statti/20140725/nasledstvennost
50 アレクサンダー・グレボビッチ・ネフゾロフ - ソビエトおよびロシアのジャーナリスト、レポーター、テレビ司会者、広報担当者。ドキュメンタリーの監督、脚本家、プロデューサー。政治家、4回の召集の国家院議員（1993年から2007年）。 Channel One のゼネラルディレクターのアドバイザー（2016 年 5 月より）。
51 コンスタンチン・ヴァレリエヴィッチ・マロフェエフ – b. 1974 – 「正統派寡頭政治」という非公式の称号を受けたロシアの起業家。投資会社マーシャル・キャピタルの代表、ツァルグラード・グループの取締役会会長、そして同名のテレビチャンネルのオーナー。聖ワシリイ大王財団の創設者、家族問題と母性保護のための総主教委員会のメンバー、非営利パートナーシップ「セーフ インターネット リーグ」の理事会のメンバー。
52 「ロドニャンスキーはコロモイスキーと戦うために「DPRの元長官」ボロダイを雇った」 // http://obozrevatel.com/politics/74230-rodnyanskij-nanimal-eks-premera-dnr-borodaya-dlya-borbyi-s-コロモジスキム.htm
53 民兵（ラテン語の民兵（軍隊）から） - 1806 ～ 1807 年のロシア・プロイセン戦争中のロシア。 - ティルシット和平後に解散した民兵組織。 19世紀末から20世紀初頭にかけて。クバンとダゲスタンでは非正規部隊。
54 サウル・モギラは、ドネツク地方のシャフタルスキー地区にある塚で、ドネツク尾根 (277.9 m) の高さの 1 つです。マウンドの頂上にはコサックの監視所とミウス戦線の要塞がありました。大祖国戦争の後、サウル・モギラに記念施設が建設されました。この塚はドネツク尾根地域景観公園の一部です。
2014 年 8 月の戦闘中、この記念施設は絶え間ない砲撃によって破壊されました。ここはドンバス民兵組織とウクライナ軍との間の激しい戦闘の場所となった。
55 エフゲニー・エドゥアルドヴィチ・ミハイロフ (1963 年生まれ) – 1996 年から 2004 年までロシア連邦プスコフ州知事。2014 年 7 月 29 日、彼は閣僚会議大臣 - 国家問題部長に任命された。ドネツク人民共和国の閣僚評議会。彼は 2014 年 11 月までこのポストに勤務していました。
56 若手格闘家コース。軍事大学の士官候補生の兵役の初期期間。
O. ガズマノフの歌「Officers」からの57の言葉。
58 ドネツク州およびルガンスク州の特定地域。ミンスク協定に基づく用語。
59 2014 年 3 月 18 日、ウクライナ国軍作戦支援中央軍事地形航法総局の写真測量センターの領域（軍事部隊 A-3674、クリミア共和国、シンフェロポリ、ポベディ通り 213）クリミア防衛省の自衛隊が部隊を制圧し、2人が死亡、2人が負傷した。軍部隊から1人が死亡、1人が負傷し、自衛隊から1人が死亡、1人が負傷した。力。
60ユーロ。翻訳：「親愛なる同僚の皆さん！同情してくれてありがとう！シークレットサービスのルールがすべて無視され、「一般人」が役職に任命され、長年の勤務で培われたすべてがうまくいかなくなったとき、あなたたちがどれほど困難であるかを私たちは理解しています。心よりお見舞い申し上げます。トランスカルパティアであろうとクリミアであろうと、どこにいても人々は同じであり、私たちは犠牲を払ってでも彼らを守ると誓った。しかし、クリミアの人々が望んでいるのはただ一つ、平和、静けさ、調和、そして言語、文化、安全に対する正当な権利の尊重である。私たちは宣誓に忠実であり続けます。クリミアは私たちの故郷です。ここでは人々は銃撃されず、拷問もされず、自らの見解を恥じることもなく、法執行機関の代表者を裏切り者とは誰も考えていない。久しぶりに国民から温かい支持を得ている。残念ながら、ウクライナの他の地域には同様のものはありません。親愛なる同僚の皆さん、私たちは皆さんの忍耐と勇気を祈っています。なぜなら、多くの誠実な SBU 職員にとって、名誉と尊厳を賭けた困難な試練がまだ待っているからです。」
61 運用および技術部門。
62 ガローテ (スペイン語 garrote、dar garrote – ねじる、締める、実行する) – 人の首を絞めるための道具。主な用途は 2 つあり、1 つは処刑と拷問の道具、もう 1 つは刃物です。通常、長さ 30 ～ 60 cm の丈夫な紐で作られ、両端にハンドルが付いています。
63 http://uapress.info/ru/news/show/77432
64 ウラジスラフ・ユリエヴィチ・スルコフ – ロシア連邦大統領補佐官。
65 「都市を維持しなければ、我々全員が死ぬことになる、これは十分に理解できます。私はスラビャンスクを離れないと約束しました、そして私の人々も約束しました...」 –ストレルコフは言った” // 、 – i-moi-lyudi-obeschali、 – 何...
66 チェルノモルスコエ（ウクライナ語チョルノモルスケ、1945 年まではチャバンカ、1988 年まではグヴァルデイスコエ）は、ウクライナのオデッサ地域のコミンテルノフスキー地区にある都市型集落です。
67 破壊活動および偵察グループ（ソビエトの用語によれば、DRG が敵を指定し、RDG（偵察および破壊活動グループ）は自軍を指定するのが慣例であった）。
68 ペスキは、DPR のヤシノヴァツキー地区にある村です。ドネツク空港に隣接。ウクライナ軍の大砲はこの村から定期的にドネツク人民共和国の民間目標、主にドネツク市に向けて砲撃を行った。
69 デバルツェヴォ地域での戦闘、「デバルツェヴォの大釜」、「デバルツェヴォ弧」 - 停戦協定が実際に終了した後の、2015 年 1 月から 2 月にかけてデバルツェヴォ市の地域で発生した激しい大規模な敵対行為。デバルツェボ地域での戦闘は、2月12日の第二次ミンスク協定の締結後も続いたが、人民共和国の指導者らは、この地域はDPRの「内部地域」であり、したがって協定は適用されないと述べた。戦闘はウクライナ軍の撤退で終わり、デバルツェヴォ、ウグレゴルスクの都市とその周辺地域はDPRの支配下に入った。
70 NSV "Utes" (GRAU Index - 6P11) はソビエトの 12.7 mm 重機関銃で、軽装甲の目標や射撃兵器と戦い、敵の人員を破壊し、航空目標を破壊するように設計されています。
71 軍事俗語。貨物「100」 - 弾薬。 「200人目」 - 死亡、「300人目」 - 負傷、「400人目」 - 衝撃を受けた。時々、彼らは「100分の5」、つまり酔っぱらい、脱走兵、卑怯者を選び出すことがあります。
72 「ドネツク市、クイビシェフスキー地区への砲撃、2015 年 2 月 3 日」 // https://www.youtube.com/watch?v=jY66qBmqY6c
73 デバルツェボ攻勢前。
